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－ 1－

第２節　縄文時代前期の成果

１　遺構

（１）縄文時代前期集石（第212図）

縄文時代前期の集石はⅤａ層から23基検出された。そ

のうち16基は調査区南東部分の東へ緩く下る斜面に作ら

れている。

Ⅴａ層検出集石（第213～221図）

集石277号から299号はⅤａ層から検出された集石であ

る。土坑を伴う集石が１基のみ検出されている。

集石277号はⅤａ層（アカホヤ火山灰二次堆積層）に

掘り込まれた土坑を伴う集石である。土坑は長軸約70㎝，

短軸約54㎝の楕円形を呈しており，深さは約10㎝である。

土坑は南東向きの緩斜面に掘られている。土坑内の礫は

約76％がホルンフェルスであり，６～11㎝大の礫を主体

としている。

集石278～285号は礫の集中が見られる集石である。集

石278号は441個の礫で構成される集石である。断面図を

見ると，礫の垂直分布にレベル差が確認できるため，少

なくとも２基の集石に分かれる可能性が考えられる。礫

は西側で円形に集中しており，そこから北東方向に向け

て帯状に礫の多い部分が見られ，南側には礫が散在して

いる状況である。構成礫の石材は安山岩が53％と最も多

くなっており，礫の大きさは６～10㎝大の礫を主体とし

ているが，Ⅴａ層検出の集石の中では５㎝大以下の礫の

割合が最も多くなっている。

集石279号は調査区の北東部から検出された集石であ

り，集石289号と隣接して検出された。北東部からは，

この２基の集石が検出されている。集石279号の礫は直

径約60㎝の円形状に集中しており，原位置を保っている

可能性が高い集石である。構成礫は６～10㎝大の礫を主

体としている。

集石280号は直径約20㎝の円の中に礫が密集する集石

である。土坑は確認されていないが，断面図を見ると，

礫の分布にレベル差があるため，掘り込みを持っていた

可能性が考えられる。約60％がホルンフェルスであり，

６～10㎝大の礫を主体としている。

集石281号は安山岩とホルンフェルスの割合がほぼ

半々になる集石である。６～10㎝大の礫を主体としてい

る。

集石282号は約80％がホルンフェルスで構成される集

石である。

集石283号は南側を樹痕による撹乱を受けている集石

である。約74％がホルンフェルスで構成されている。

集石284号は27個の礫で構成される集石である。構成

礫の石材の割合は安山岩：ホルンフェルス：砂岩がほぼ

１：１：１の割合で構成されている。礫の大きさは全て

６～10㎝大の礫である。

集石285号は約86％が安山岩で構成される集石である。

集石286～299号は礫の集中が見られない集石である。

集石286号は112個の礫で構成される集石である。南東方

向に緩く傾斜する斜面に作られているが，東西方向の断

面図を見ると，東側に向けて礫の検出レベルが高くなる

傾向にある。67％がホルンフェルスで構成され，６～10

㎝大の礫を主体とする集石である。

集石287号は調査区の南側で検出された集石である。

ホルンフェルスの割合が最も高く，曽畑式土器を伴って

検出された集石である。

集石288号は約58％をホルンフェルスで構成する集石

であり，曽畑式土器が出土している。

集石289号は集石279号と隣接して検出された集石であ

る。集石279号ほど礫はまとまらず，散礫状態で検出さ

れた。６～10㎝大の礫を主体としている。

集石290・291号は構成礫のホルンフェルスの割合が高

い集石である。

集石293号は安山岩の割合が55％と高い集石である。

集石295号からは曽畑式土器が出土している。

Ⅴａ層検出集石について（第39表）

Ⅴａ層から検出された集石の特徴としては，まず集石

を構成する礫の石材にホルンフェルスを多用することが

挙げられる。石材を確認できた18基の集石のうち，12基

がホルンフェルスの割合が５割を超えている状況である。

礫の大きさは全ての集石が６～10㎝大の礫を主体として

いる。明確な土坑を持つ集石は少なく，集石277号１基

のみに掘り込みが確認されている。

第Ⅳ章　調査の成果
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第212図　縄文時代前期集石配置図
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第213図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石１
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第214図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石２
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第215図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石３
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第216図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石４
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第217図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石５
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第218図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石６
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第219図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石７
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第220図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石８
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第221図　縄文時代前期Ⅴａ層検出集石９
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第39表　縄文時代前期集石

他 総数 ～5cm ～10cm ～15cm ～20cm 21cm～ 数量

213 277 L32 ○ ○ 38 4 11% 29 76% 5 13% 0 38 2 36 0 0 0 38

213 278 I35 2 ○ 441 232 53% 149 34% 29 7% 30 440 59 381 1 0 0 441

214 279 C36 ○ 100 — — — — — — — 0 7 77 9 1 0 94

214 280 I34 ○ 52 7 13% 31 60% 11 21% 3 52 2 48 2 0 0 52

214 281 H35 ○ 48 25 52% 22 46% 1 2% 0 48 3 40 5 0 0 48

215 282 K33 ○ 35 2 6% 28 80% 5 14% 0 35 0 32 3 0 0 35

215 283 L33 ○ 31 2 6% 23 74% 5 16% 1 31 0 28 3 0 0 31

215 284 K34 ○ 27 9 33% 10 37% 8 30% 0 27 0 27 0 0 0 27

215 285 L33 ○ 14 12 86% 1 7% 0 0% 1 14 0 14 0 0 0 14

216 286 I34･35 112 14 13% 75 67% 20 18% 3 112 2 101 9 0 0 112

217 287 L34 1 60 17 28% 29 48% 14 23% 0 60 0 59 1 0 0 60 曽畑式土器

218 288 L33 1 48 11 23% 28 58% 8 17% 0 47 2 45 1 0 0 48 曽畑式土器

217 289 C36 46 — — — — — — — 0 1 39 6 0 0 46

219 290 J35 28 6 21% 18 64% 3 11% 1 28 2 24 2 0 0 28

218 291 J34 27 3 11% 14 52% 5 19% 5 27 2 23 2 0 0 27

219 292 I37 23 — — — — — — — 0 3 19 1 0 0 23

220 293 L33 22 12 55% 7 32% 2 9% 1 22 0 21 1 0 0 22

220 294 F34 18 — — — — — — — 0 1 16 1 0 0 18

221 295 I35 1 16 3 19% 9 56% 3 19% 0 15 1 17 0 0 0 18 曽畑式土器

220 296 G38 15 — — — — — — — 0 1 14 0 0 0 15

220 297 G32･33 13 1 8% 9 69% 3 17% 0 13 0 11 2 0 0 13

221 298 H34 11 0 0% 10 91% 0 0% 1 10 2 7 2 0 0 11

221 299 L33 11 5 45% 6 55% 0 0% 0 11 1 10 0 0 0 11

Ⅴa

掘
込

礫の
集中

礫数
礫石材土

器

礫の大きさ
備考

安山岩(数/%) ﾎﾙﾝﾌｪﾙｽ(数/%) 砂岩(数/%)

挿図
番号

遺構
番号

検出区 層
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２　遺物

（１）土器

縄文時代前期に該当する土器は16～18類土器までの３

種類の土器が出土している。すべてⅤａ層からの出土で

ある。

16類土器は遺跡の中央部，東側，南側の３か所にまと

まって出土している。中央部で１個体，東側で２個体，

南側で２個体の計５個体が出土している。

17類土器はＨ36区とＫ36区の２か所に集中して出土し

ている。Ｈ36区からは口縁部片３点，Ｋ36区からは胴部

から底部片２点１個体が出土している。出土量が少ない

ため，出土した土器は全て図化した。

18類土器は調査区全体から出土しているが，特に調査

区の中心部より東側で多く出土しており，Ｇ33区・Ｆ35

区・Ｈ35区などで出土量が多い。18類土器は縄文時代前

期の土器としては，他の２型式と比較して圧倒的な量が

出土しており，個体数も多い。そのうち108点を図化し

ている。

16類土器(第222～226図　255～262)　

16類土器は口縁部上端に２条の突帯を施し，突帯上に

キザミもしくは刺突文を施す土器である。胴部には内外

面ともに貝殻条痕調整がおこなわれている。外面の貝殻

条痕調整の上から，弧状の貝殻条痕を重ねるものと，貝

殻条痕調整のみの２種類の土器が出土している。

255・256はＦ・Ｇ32・33区から集中して出土している

土器である。255は口縁部から底部，256は口縁部から胴

部までの資料であり，同一個体である。

255は口縁部から底部まで残存している資料である。

波状口縁を呈し，器高は波頂部で32.7㎝，口径は35.8㎝

であり，やや胴部が間延びする器形の尖底土器である。

口唇部および口縁部上端に施された２条の突帯上にキザ

ミが施されている。胴部には縦位方向に貝殻条痕調整が

おこなわれ，貝殻条痕調整の上に，下向きの弧状の貝殻

条痕文が連続して施されている。この下向きの弧文は，

胴部下半になると施されなくなる。内面は口縁部から底

部まで貝殻条痕調整がおこなわれているが，口縁部上端

部分のみ３㎜程の幅でナデ調整がおこなわれている。ナ

デ調整の直下の貝殻条痕調整は，胴部の貝殻条痕調整と

比べると，若干調整が浅く，この部分に関しても弱いナ

デ調整がおこなわれていると考えられる。

257はＨ37区から出土している。口縁部から底部付近

まで残存しており，底部は残存していないが，残存して

いる器高は34.7㎝であり，尖底になるとすると，推定で

約37㎝程度の器高になると考えられる。口径は35.8㎝で

ある。口唇部および口縁部上端に施された２条の突帯上

にはキザミが施されている。器面調整は内外面ともに全

面に貝殻条痕調整がおこなわれており，外面の貝殻条痕

調整は突帯直下までは横位方向，それ以下は斜位方向の

貝殻条痕調整がおこなわれている。また，内面は口縁部

付近では斜位，胴部中ほどから下位は横位の貝殻条痕調

整がおこなわれている。内面の横位方向の貝殻条痕調整

がおこなわれている部分は，貝殻条痕調整後にナデ調整

をおこなっているのか，口縁部付近の斜位方向の貝殻条

痕調整と比較すると，条痕が浅い。

258は261・262の周辺で出土した土器である。口縁部

片であり，丸みを帯びた口唇部にはキザミ，口縁部上端

には２条の突帯を施し，突帯上には棒状工具により刺突

文が施されている。器面調整は突帯部分周辺のみナデ調

整がおこなわれ，突帯より下位は貝殻条痕調整がおこな

われている。条痕の太さから，小さめの貝殻を用いて調

整をおこなっていることが分かる。内面は貝殻条痕調整

後に工具ナデ調整をおこなっているが，調整は粗い。胎

土に雲母が含まれているのが特徴である。

259はＩ35区で出土した口縁部片である。口唇部は平

坦に整形され，やや間隔を空けた刺突文が施されている。

刺突文の形状から，施文原体は貝殻を用いたと考えられ

る。口縁部上端には２条の突帯が施され，突帯上には斜

位方向の刺突文が施されている。器面調整は，外面の突

帯部分は貝殻条痕調整後ナデ調整，突帯よりも下位は貝

殻条痕調整がおこなわれている。内面器面調整は，斜位

から横位方向の貝殻条痕調整がおこなわれている。胎土

中には雲母が含まれている。

260は表土一括資料である。丸みを帯びた口唇部には，

浅く刺突文が施され，口縁部上端には２条の突帯を施し，

突帯上には棒状工具により刺突文が施されている。器面

調整は突帯部分周辺のみナデ調整がおこなわれ，突帯よ

り下位は斜位方向の貝殻条痕調整がおこなわれている。

内面は口縁部上端に横位方向の貝殻条痕調整をおこなっ

た後，縦位方向の貝殻条痕調整をおこなっており，一部

貝殻条痕が重なっている。胎土には極わずかに雲母が含

まれている。

261・262はＬ33区から集中して出土している。図化は

しなかったが，大きめの胴部片も出土しており，１個体

が集中して出土していると考えられる。

261は口縁部片である。丸みを帯びた口唇部にはキザ

ミが施され，口縁部上端に２条の突帯を施し，突帯上に

竹管状の工具により刺突文が施されている。器面調整は

斜位方向の貝殻条痕調整がおこなわれているが，突帯周

辺のみはナデ調整がおこなわれている。内面調整も貝殻

条痕調整がおこなわれているが，こちらは貝殻条痕調整

後に編んで調整がおこなわれており，下位にいくほど貝

殻条痕調整がナデ消されている。外面には極わずかにス

スの付着が確認できる。

262は底部片である。器面調整は内外面ともに貝殻条

痕調整がおこなわれているが，貝殻条痕調整後にナデ消
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しがおこなわれている。底部部分は直径約３㎝で平坦気

味に整形されている。また，器壁の厚さは，261の口縁

部で８㎜，胴部下半で７㎜のところ，底部では厚さが30

㎜と厚くなる。

17類土器(第227・228図　263～267)　

263～265は口縁部片である。Ｈ36区よりまとまって出

土している。

263は口縁部上端に４条のミミズバレ状の突帯が施さ

れる土器である。最上位の突帯から口唇部までは，約２

㎝とやや幅の広い無文帯があるため，この部分にもう１

条突帯が施されていた可能性が高く，突帯の痕跡のよう

なものも残存している。器面調整は外面はナデ調整，内

面は貝殻条痕調整がおこなわれているが，やや浅く，貝

殻条痕調整後に，軽いナデ調整がおこなわれていると考

えられる。外面の突帯間の谷間にはススが付着している。

264は口縁部上端に４条のミミズバレ状突帯が施され

ている。下２条の突帯は摩滅が激しい。器面調整は外面

はナデ調整，内面は貝殻条痕後ナデ調整がおこなわれて

いるが，ナデ調整があまく貝殻条痕ははっきりと確認で

きる。

265は口縁部上端に２条のミミズバレ状突帯が確認で

きる土器である。破片資料であるため，突帯の数は確認

できない。突帯は２条とも左側部分が剥落している。

263と同様に，最上位の突帯から口唇部まで，やや幅の

広い空間があるが，こちらには突帯の痕跡等は確認でき

ない。器面調整は264と同様である。

266・267はＫ36区よりまとまって出土している。貝殻

条痕調整や胎土・色調が類似している点からも同一個体

と考えられ，周囲から出土している土器片もすべて同じ

個体の破片と考えられる。　

266は胴部片である。ミミズバレ状突帯が５条施され

ており，口縁部付近の破片である。263～265のミミズバ

レ状突帯と比較すると，突帯が低く，突帯に施された指

つまみも丁寧である。器面調整は内外面ともに貝殻条痕

調整がおこなわれており，貝殻条痕の太さからも，大き
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めの貝殻を用いて調整をおこなったことが分かる。貝殻

条痕調整は突帯部分にも確認でき，貝殻条痕調整の上か

ら直接，突帯を施していることが分かる。外面にはわず

かにススの付着が見られる。

267は胴部から底部にかけての破片である。残存部で

の器高は16.9㎝，最大胴部径は35㎝の，やや丸みを帯び

た大型の尖底土器である。内外面ともに深い貝殻条痕調

整がおこなわれている。上位の部分にはススの付着が広

範囲に確認できるが，外面の貝殻条痕調整が横方向にお

こなわれる部分から下位にはススの付着は確認できない。

18類土器(第229～237図　268～374)

268～273は口縁部上端に刺突文を施す土器である。

268は外反する土器の口縁部である。やや外傾する口

唇部に１列の刺突文を施し，外面には棒状工具等を用い

た斜位方向の刺突文が４列施されており，わずかにでは

あるが５列目も確認できる。内面にも同様の刺突文が５

～６列施されており，その下位には横位の沈線文が施さ

れている。内面の刺突文列は，外面の刺突文列と比較す

ると，やや粗く施されており，列に乱れが生じている。

文様は全て同じ施文原体で施されていると考えられる。

第223図　16類土器分布図
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第224図　16類土器１
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第225図　16類土器２
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器面調整は内外面ともにナデ調整がおこなわれている。

269も外反する土器の口縁部である。やや外傾する口

唇部には１列の刺突文が施される。外面には５列の刺突

文が施され，内面にも６列程度の刺突文列が施されてい

る。内面の刺突文に関しては，途中で刺突の方向が変化

しているのが確認できる。268と269は器形・文様・施文

原体・胎土・色調など多くの共通点を持つ土器であり，

同一個体の可能性が非常に高い土器である。ただし，内

面文様に関しては違いが見られ，内面の文様は部位によ

り大きく変化する可能性のある土器であると考えられる。

270はわずかに外傾する土器であり，丸みを帯びた口

唇部にキザミが施される土器である。外面には竹管文の

様な刺突文が４列施される。内面にも同一の施文原体で

３列の刺突文を施しているが，こちらは原体を下方から

上に突き上げるように施した刺突文である。内外面とも

にナデ調整が施され，胎土には雲母が含まれる。

271は外反する土器であり，丁寧にナデ調整が施され

た口唇部に斜位方向のキザミが施されている。外面は口

縁部上端より，斜位方向の刺突文１列，２条の横位沈線

文，斜位方向の刺突文１列が施される。さらにその下位

には，横位沈線文が施されている。内面にも同様に刺突

文と横位沈線文が交互に施されているが，こちらは沈線

文が短沈線化する。内外面ともにナデ調整が施されてい

るが，特に内面のナデ調整は丁寧におこなわれている。

外面には部分的にススが付着している。

272は丸みを帯びた口唇部を持つ土器である。外面に

は刺突文と横位沈線文が交互に施されている。一見する

と単純な棒状工具で文様を施しているように見えるが，

２列目の刺突文は，竹管状の工具をほぼ真下から刺突し

ており,刺突文の上側に竹管文状の文様が残っている。

内面は口唇部から口縁部上端にかけて１列の刺突文を施

す。その下位には，横位の沈線文が非常に浅く施されて

いる。

273は口唇部に斜位のキザミ，外面に斜位方向の刺突

文と横位沈線文，内面に斜位短沈線文と横位沈線文を施

す土器である。内外面ともに丁寧なナデ調整が施されて

いる。

274・275は口縁部上端に押引文を施す土器である。

274は外傾する口唇部を平坦に整形し，刺突文を施し

ている。外面には４列の押引文が施されているが，１番

目の押引文は上方からの圧迫により，押しつぶされた形

状をしている。内面にも５列の押引文が施されている。

275も外傾する口唇部を平坦に整形するが，こちらは

口唇部にも押引文を施している。外面は口縁部上端に横

位の押引文を２条施し，その下位には横位の沈線文が施

されている。内面は３条の横位押引文と，その下位に１

条の横位沈線文が施されている。４条の中で１条のみが

横位沈線文ということで，再三確認をおこなったが，や

はり横位沈線文であった。内外面ともにナデ調整をおこ

なっている。

276・277は口縁部上端に斜位の短沈線文を施す土器で

ある。276は平坦に整形した口唇部に刺突文を施し，外

面には斜位の短沈線文を２列「く」の字状に施している。

その下位には，横位沈線文と縦位沈線文が組み合わされ

て施されている様である。内面には横位短沈線文と考え

られる文様が施されている。内外面ともにナデ調整をお

こなっている。

277は大きく外反する土器である。やや丸みを帯びた

口唇部には斜位方向にキザミが施されている。外面は口

縁部上端に斜位短沈線文が１列施され，その下位には横

位沈線文，横位沈線文と縦位沈線文を三角形の区画に幾

何学的に組み合わせた文様が施されている。横位沈線文

の上からは，文様を重ねるように縦位沈線文が施され，

部分的に二重施文となっている。内面は口縁部上端に１

列の斜位短沈線文が施され，その下位には横位沈線文が

９列施されている。横位沈線文には切れ目が確認できる

第40表　16類土器観察表（西之薗式)

外面 内面 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

224
図

255 G32 Ⅴa
完
形

刻目突帯
貝殻条痕

無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 灰褐色 良

256 G32 Ⅴa
口縁
部

刻目突帯
貝殻条痕

無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 灰褐色 良

257 H37 Ⅴa
完
形

刻目突帯 無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 黒褐色 黒褐色 良

258 K33 Ⅴa 刺突突帯 無文
ナデ

貝殻条痕
貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 褐色 良

259 I35 Ⅴa 刺突突帯 無文
ナデ

貝殻条痕
貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 〇 褐色 にぶい褐色 良

260 － 表土 刺突突帯 無文
ナデ

貝殻条痕
貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

261 L33 Ⅴa
口縁
部 刺突突帯 無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい褐色 良

262 L33 Ⅴa
底
部

無文 無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
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ため，短沈線文の可能性も考えられる。器面調整は内外

面ともに非常に丁寧なナデ調整がおこなわれている。

278～318は口縁部上端に横位の沈線文を施す土器であ

る。

278～282は内面に刺突文を施す土器である。278は口

縁部が外反する土器であり，平坦に整形された口唇部に

は斜位方向の刺突文が施されている。外面には４条の横

位沈線文，その下位には２方向の斜位沈線文が施されて

いる。斜位沈線文の上端は，４条目の横位沈線文により

切られているため，斜位沈線文が先に施されていること

が分かる。内面は刺突文が３列施されている。刺突文で

はあるが，３条目の刺突文は極端に隣接して施文されて

いるため，押引状にも見える。

279は丸みを帯びた口唇部にキザミが施されている。

外面は口縁部上端に４条の横位沈線文が施され，その下

位には横位沈線文と斜位沈線文の組み合わせ文様が施さ

れている。内面は２列の刺突文が施されている。刺突文

は下位方向から上向きに刺突されている。内外面ともに

ナデ調整が施されており，外面には広くススが付着して

いる。

280は278と類似した文様を施す土器であるが，施文原

体や胎土は異なる。また胎土中にやや大きめの礫を含む。
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第227図　17類土器分布図
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281は外面にやや粗めの横位沈線文を施す土器である。

沈線文の間隔は広く，直線的ではなく，やや曲線的に施

されている。内面には２列の刺突文が施されるが，この

刺突文は下位方向から上向きに刺突がおこなわれている。

外面文様はやや粗めではあるが，器面調整は内外面とも

にナデ調整が丁寧におこなわれている。

282は小型の土器の口縁部片である。口唇部と内面に

は同様の刺突文が施され，外面には同一の施文原体であ

る細めの棒状工具を用いて施したと考えられる横位沈線

文が施されている。

283・284は内面に横位の押引文を施す土器である。口

唇部にも押引文が施されている。283・284ともに，口縁

部上端に横位沈線文を３～４条施し，その下位には横位

沈線文と縦位沈線文を三角形の区画で幾何学的に組み合

わせ文様が施されている。内外面はともにナデ調整が施

されている。

285～289は内面に刺突文と横位沈線文を施す土器であ

る。５点ともに口縁部が外反する土器であり，平坦に整

形された口唇部に，285は斜位方向の刺突文，286・287

は斜位のキザミを施している。

285は外面に３条の横位沈線文を施し，その下位には

横位沈線文と縦位沈線文を，三角形の区画に幾何学的に

組み合わせた文様が施されている。

286の外面は口縁部上端に，やや粗めの横位沈線文が

施され，その下位に斜位の刺突文が１列施されている。

内面には縦位や斜位の刺突文と，横位沈線文が交互に施

されている。

287の内面は１列の斜位刺突文の下位に横位沈線文が

施されている。

288は外傾する口唇部に刺突文が施され，内面には刺

突文・横位沈線文が施されている。この内面文様は，特

に上位の文様ほどナデ調整により文様がつぶれており，

さらに上位と下位ではナデ調整の様子が異なっているた

め，何らかの理由で口縁部上端部分のみ文様施文後に，

追加でナデ調整をおこなったと考えられる。

289は平坦に整形された口唇部に，一見するとキザミ

に見えるが，縦位の刺突文が施されている。内面にも縦

位の刺突文が，横位沈線文と交互に施されている。同じ

縦位方向の刺突文であるが，口唇部の刺突文は真上から，

内面の刺突文は下位方向から上方向に向けて施文原体を

刺突していることが確認できる。

290は口唇部に斜位のキザミ，内面に「く」の字状に

斜位短沈線文を施している土器である。

291は口縁部上端に２条の横位沈線文を施し，その下

位に「く」の字状に斜位短沈線文を施す土器である。

292の内面には，口縁部上端に２方向の斜位の短沈線

文による三角組合せ文様が施され，その下位には２列の

刺突文が施されている。

293の口唇部は平坦に整形され，棒状工具による刺突

文が施されるが，全体に刺突文があるわけではなく，約

半分程の範囲の口唇部には文様が施されていない。

294～310は内面に横位沈線文を施す土器である。全て

口縁部は外反もしくは外傾する。294は口縁部が外反す

る土器であり，丸みを帯び外傾する口唇部には斜位の刺

突文が施されている。外面は口縁部上端に５条の横位短

沈線文，その下位に２～３条の横位沈線文，さらにその

下位には横位沈線文と縦位沈線文による三角形区画の幾

何学文様が施されている。内面には８列の横位短沈線文

が施されている。303・304は丸みを帯びた口唇部を持つ

が，他の土器の口唇部は平坦に整形されている。口唇部

には刺突文が施されるものが多いが，294・299には押引

文，300・306・307にはキザミが施される。

311はやや内湾する口縁部を持つ土器であり，ボウル

状の器形を呈すると考えられる土器である。丸みを帯び

た口唇部には文様は施されず，外面には，口縁部上端に

２条の横位沈線文，その下位には横位沈線文と斜位沈線

文による組み合わせ文様が施されている。内面は無文で

ある。器面調整は内外面ともにナデ調整がおこなわれて

おり，内面は指ナデ調整がおこなわれている。外面の最

上位の横位沈線文の位置に，焼成前に穿孔された穴が確

認できる。外面から内面に向けて穿孔されており，穿孔

の内面側では粘土の盛り上がりが見られる。

312は丸みを帯びた口唇部を持つ土器であり，口唇部

には全面ではなく，部分的にキザミが施されている。外

第41表　17類土器観察表（轟B式）

外面 内面 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

263 H36 Ⅴa
ミミズバレ

突帯
無文 ナデ

貝殻条痕
→ナデ

〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良 スス付着

264 H36 Ⅴa
ミミズバレ

突帯
無文 ナデ

貝殻条痕
→ナデ

〇 〇 〇 〇 灰黄褐色 にぶい黄橙 良 スス付着

265 H36 Ⅴa
ミミズバレ

突帯
無文 ナデ

貝殻条痕
→ナデ

〇 〇 〇 〇 灰黄褐色 にぶい黄橙 良 スス付着

266 K36 Ⅴa
胴
部

ミミズバレ
突帯

無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 黒褐色 にぶい黄橙 良 スス付着

267 K36 Ⅴa
底
部

無文 無文 貝殻条痕 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい橙色 良 スス付着
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第229図　18類土器分布図

面の横位沈線文は粗く施され，内面は無文である。

313も丸みを帯びた口唇部を持つ土器であり，破片資

料であるため，はっきりとはしないが，口唇部の一部が

盛り上がり，突起状もしくは波状口縁になる可能性が考

えられる。文様の施文は粗い。内面の口縁部上端は，焼

成前に工具により表面が削り取られており，意図的に口

縁部を細く，鋭角に作ろうとした意図が読み取れる。

314～318は二重施文を施す土器である。

314・315は外面に，316は内外面にそれぞれ横位沈線

文の上から，２本で１単位の斜位沈線文が施されている。

また，317は内面に横位沈線文の上から斜位沈線文が施

されている。

314は文様以外にも特徴のある土器である。314は２つ

の破片が接合した資料であり，その接合部分から等距離

の位置に，穿孔途中の補修孔が確認できる。補修孔は２

か所ともに，土器の器壁の半ほどまで穿孔されている。

向かって右側の補修孔は完全な形をしているが，左側の

補修孔に関しては，補修孔の穿孔部分でちょうど補修孔

を真っ二つにするように，横方向に土器が破損している。

このことから，314は土器にできた縦方向のひび割れを

補修するために，補修孔を穿孔していたが，穿孔部分で

土器が横方向に破損してしまったために，作業途中で土
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器を放棄した資料と考えられる。補修孔は内外面の両方

向から穿孔するのが一般的であり，314には内面からの

穿孔は確認できないため，穿孔は外側からおこなったと

見られる。

318は内外面ともに口縁部上端に押引文が施されてお

り，外面はその下位に縦位沈線文が施されている。外面

ではその文様の上から，下向きの弧状の曲線文が施され

ている。

319～343は口縁部上端に横位沈線文と縦位沈線文が施

される土器である。この横位沈線文と縦位沈線文はそれ

ぞれ三角形の区画の中に施され，幾何学的な文様構成と

なっているものが多い。

319～321は内面に刺突文を施す土器である。319・320

は２列，321は３列の刺突文が施されている。321は胎土

中に雲母を含んでいる。

322～324は内面に刺突文と横位沈線文を施す土器であ

る。322の内面文様は，２列の刺突文の下位に，３条の

横位短沈線文が施される。323・324の口唇部には押引文

が施されている。内面文様は刺突文と横位沈線文が交互

に施される。４列目までは刺突文と横位沈線文が平行に

施されているが，最下位の刺突文・横位沈線文は，上位

の文様の途中から出現している。323・324の文様等は非

常によく似ているが，土器の胎土は異なる。

325～334は内面に横位沈線文を施す土器である。325

は口縁部が外反する土器であり，胴部は少し膨らむ器形

を呈していると考えられる。外傾する口唇部は平坦に整

形され，斜位方向のキザミが施されている。外面には横

位沈線文と縦位沈線文の三角形区画の幾何学文様が３段

施されている。内面は横位短沈線文が６条施されている。

内外面ともにナデ調整が施され，外面にはわずかではあ

るがススが付着している。

326は外傾する口唇部に斜位方向の刺突文が施されて

いる。口縁部下位には補修孔が確認でき，回転穿孔によ

り内外面より穿孔されており，器壁のほぼ中ほどで貫通

している。胎土中には雲母が含まれている。

327は口縁部が大きく外反する土器であり，外傾する

口唇部には326とよく似たキザミが施されている。

328の胎土には雲母が含まれている。

329の胎土には赤色の小礫が含まれており，外面には

わずかにススが付着している。

330は他の土器と比べると，胎土・色調がやや異なる

土器であり，重量もやや軽い印象を受ける土器である。

331は胎土に大きさ約１㎝四方，厚さ約４㎜の礫が含

まれている。331の器壁の厚さが７㎜なので，混和剤と

しての礫としてはやや大きすぎる感がある。

335は内面に斜位方向のキザミと横位沈線文を施す土

器である。口縁部は外反し，丸みを帯びた口唇部には棒

状工具により刺突文が施されている。全体的に施文が粗

く，外面には文様の空白部分が見られる。

336は内面に方向の斜位短沈線文が施されている。

337～341は内面が無文の土器である。

337・338は口唇部にキザミが施され，339～341の口唇

部は無文である。341の内面口縁部直下には押圧のよう

な痕跡があるが，文様かどうかははっきりしない。　

342・343は口縁部上端に横位沈線文と縦位沈線文が施

されているが，三角形区画の文様にならない土器である。

342の胎土には多量の雲母が含まれている。

344～358は口縁部上端に斜位沈線文を施す土器である。

344～347は内面に刺突文を施す土器である。344・346

の外面の口縁部上端は，わずかに肥厚している。344～

346は３点とも口唇部にはキザミが施されている。外面

には２方向の斜位沈線文が施されており，344には斜位

沈線文間に空白が見られ，345の斜位沈線文は部分的に

重なる。内面には２列の刺突文が施され，胎土には雲母

が含まれている。347は小型の土器であり，内面には１

列の刺突文が施されている。

348・349は内面に刺突文と横位沈線文が施される土器

である。349は胎土に雲母が含まれる。

350は内面に斜位短沈線文と横位沈線文が施される土

器である。胎土には雲母が含まれている。

351～354は内面に横位沈線文を施す土器である。351

の沈線文は内外面ともに短沈線化し，沈線文の両端が細

くなる傾向が見られるため，丁寧に文様を施している様

には見えない。353は文様を施した後に，口縁部上端の

約７㎜幅をナデ調整しているため，口縁部上端の斜位沈

線文の上部は，このナデ調整の影響を受けている。しか

し，影響は部分的であり，当初からこのナデ調整をおこ

なっている部分を考慮に入れたうえで，口縁部上端より

少し下位に文様を施していることが分かる。

355の内面には斜位沈線文と横位沈線文が施されてい

る。外面にはわずかにススが付着している。

356の内面には横位沈線文が施されており，その上か

ら斜位の沈線文が施され，二重施文となっている。胎土

には雲母が含まれている。

357・358の内面は無文である。357の口唇部は，わず

かではあるが一部突起状になっている部分が見られる。

359は外面に曲線文を施す土器である。口縁部は外反

し，外傾する平坦に整形された口唇部には刺突文が施さ

れる。外面にはあらゆる方向に波状の曲線文が施されて

いる。内面には斜位の短沈線文が「く」の字状に３列施

されている。胎土には雲母が含まれている。

360は外面に文様が施されない土器である。外面には

貝殻条痕調整が残り，沈線文等の文様は確認できない。

あえて言うならば，口縁部上端に残る貝殻条痕調整が，

横位方向におこなわれており，それが文様として機能し

ていた可能性が考えられる。丸みを帯びた口唇部には刺
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突文が施され，内面には横位沈線文が施されている。

361～368は胴部片である。破片の大きなもの，文様が

特徴的なものを抽出して掲載している。

361は内面に刺突文が確認できることから，口縁部付

近の破片と考えられる。外面には縦位短沈線文が施され，

文様の配置から考えると，口縁部上端から縦位沈線文の

みが施されている可能性が高い。器面調整に関しては，

外面はナデ調整がおこなわれているが，内面は貝殻条痕

調整が残る。また，外面にはススが付着している。

362～364は横位沈線文と縦位沈線文が三角形の区画で

幾何学的に施されている。363・364はその器形から，底

部に近い部分であると考えられる。

365も横位沈線文と縦位沈線文が組み合わさる文様が

施されているが，三角形の区画は無く，割と乱雑に文様

が施されている。

366～368は胴部に刺突文が施されている土器である。

366は刺突文と縦位沈線文，367は刺突文と曲線文が施さ

れている。368は器形からすると底部に近い部分と考え

られ，三角形に区画された斜位沈線文の間に，２列の刺

突文が施されている。

369～374は底部片である。369～373は沈線文の組み合

わせにより，「クモの巣」状の文様が施されている。底

部は丸底の形状をしているが，372のみは平底に近い形

状となる。

369は底部中心に集約される沈線文の上から，横位沈

線文を二重施文し，「クモの巣」状の文様になるように

施文している。

374は底部中心から十字形に縦位沈線文を立ち上げ，

その区画の中を斜位沈線文で充填している。

第42表　18類土器観察表１

外面 内面 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

268 G36 Ⅳa 刺突文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 にぶい黄橙 良

269 G35 Ⅴa 刺突文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 にぶい黄橙 良

270 H37 Ⅴa 刺突文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 にぶい黄褐 良

271 G36 Ⅴa
刺突文

横位沈線文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 にぶい赤褐 良

スス付着
（極微量）

272 H37 Ⅴa 刺突文
刺突文

横位沈線文
ナデ

貝殻条痕
→ナデ

〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 褐色 良

273 I35 Ⅴa
刺突文

横位沈線文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 黒褐色 良

274 G34 Ⅴa 横位押引文 横位押引文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

275 遺構内
横位押引文
横位沈線文

横位押引文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

276 E34 Ⅳa
斜位沈線文
横縦位沈線

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 黒褐色 良

277 E36 Ⅴa
斜位沈線文
横縦位沈線

斜位沈線文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい橙色 良 二重施文

278 E38 Ⅴa
横位沈線文
斜位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 暗褐色 良

279 遺構内
横位沈線文
斜位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 黒褐色 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

280 F37 Ⅳa
横位沈線文
斜位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良

281 F33 Ⅴa 横位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 明赤褐色 良

282 E35 Ⅳb 横位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい褐色 良

283 G36 Ⅴa
横位沈線文
斜位沈線文

横位押引文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

284 G36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位押引文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

285 F33 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 明赤褐色 良

286 F35 Ⅴa
横位沈線文
刺突文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良

287 I35 Ⅳa 横位沈線文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

288 F34 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

289 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

290 D28 Ⅴa 横位沈線文 斜位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
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第43表　18類土器観察表２

外面 内面 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

291 遺構内
横位沈線文
斜位沈線文

横位押引文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良
スス付着

古墳時代遺構内

292 D34 Ⅳa
横位沈線文
縦位沈線文

斜位沈線文
刺突文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

293 E27 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

斜位沈線文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 橙色 良
スス付着
（極微量）

294 F36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 にぶい黄褐 良

295 G35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良
スス付着
（少量）

296 E34 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 明赤褐色 良 スス付着（極微）

297 H35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 黒褐色 良

298 I33 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

299 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

300 F37 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

301 H37 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 橙色 良

302 F36 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良

303 G37 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

304 F36 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良

305 H37 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい黄褐 良

306 D29 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 にぶい黄橙 良

307 G33 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 暗赤褐色 良

308 F36 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良

309 G34 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 黒褐色 良

310 F33 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 暗赤褐色 良

311 G35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

312 H35 Ⅴa 横位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 にぶい黄褐 良

313 E35 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良

314 G33 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい黄橙 良
二重施文・スス
補修孔（途中）

315 F37 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 橙色 良 二重施文・スス

316 F35 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい黄褐 良 二重施文

317 E35 Ⅴa 横位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい黄褐 良 二重施文・スス

318 F37 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位押引文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 橙色 良 二重施文

319 H35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 褐色 褐色 良

320 F33 Ⅴa
縦位沈線文
横位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 黒褐色 良
スス付着
（極微量）

321 F36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良

322 G36 Ⅳa
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 にぶい赤褐 良

323 E35 Ⅳb
横位沈線文
縦位沈線文

刺突文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良

324 E36 Ⅴa 縦位沈線文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

325 遺構内
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 褐色 良

326 F37 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい褐色 良 補修孔

327 G33 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 褐色 良
スス付着
（極微量）

328 G38 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい橙色 良

329 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 褐色 良
スス付着
（極微量）

330 E34 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい黄橙 良

331 G36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい橙色 良
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第44表　18類土器観察表３

外面 内面 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

332 G33 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい赤褐 良

333 G35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 にぶい橙色 良

334 E35 Ⅴa 縦位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 褐色 にぶい黄橙 良

335 遺構内
横位沈線文
縦位沈線文

斜位沈線文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

336 H38 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

斜位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい橙色 良

337 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

338 D38 Ⅴa 縦位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良

339 I35 Ⅴa 縦位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 明赤褐色 良

340 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 褐色 にぶい褐色 良

341 I37 Ⅴa 縦位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい黄橙 良

342 E34 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 橙色 良
スス付着
雲母多い

343 G36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい橙色 良

344 G38 Ⅴa 斜位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

345 G38 Ⅴa 斜位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

346 G39 Ⅴa 斜位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

347 G33 Ⅴa 斜位沈線文 刺突文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 黒褐色 良

348 G38 Ⅴa 斜位沈線文
横位沈線文
刺突文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良

349 G33 Ⅴa 斜位沈線文
刺突文

横位沈線文
ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 にぶい褐色 良

350 E35 Ⅴa
斜位沈線文
縦位沈線文

斜位沈線文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 黒褐色 黒褐色 良
スス付着
（少量）

351 H37 Ⅴa 斜位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

352 I37 Ⅴa 斜位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良

353 F32 Ⅴa 斜位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 暗赤褐色 暗赤褐色 良

354 E35 Ⅴa 斜位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 黒褐色 良

355 G37 Ⅴa 斜位沈線文
斜位沈線文
横位沈線文

ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄褐 にぶい橙色 良
スス付着
（微量）

356 E29 Ⅴa 斜位沈線文 横位沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良 二重施文

357 I37 Ⅴa 斜位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい橙色 良

358 H35 Ⅴa 斜位沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 黒褐色 良

359 遺構内 曲線文 短沈線文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 明赤褐色 明赤褐色 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

360 E36 Ⅴa
横位沈線文
斜位沈線文

横位沈線文
粗い
ナデ

ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい赤褐 良

361 F35 Ⅴa 縦位沈線文 刺突文 ナデ 貝殻条痕 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 橙色 良
スス付着
（微量）

362 E36 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい橙色 良

363 F35 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 にぶい橙色 良

364 E34 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい黄橙 良 スス付着

365 F38 Ⅴa
横位沈線文
縦位沈線文

無文 ナデ
ケズリ
→ナデ

〇 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

366 遺構内
刺突文

縦位沈線文
無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 暗赤褐色 良

古墳時代
竪穴建物跡出土

367 遺構内
刺突文
曲線文

無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 にぶい褐色 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

368 F34 Ⅴa
刺突文

斜位沈線文
無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい橙色 にぶい赤褐 良

369 F36 Ⅴa 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 にぶい黄橙 良 二重施文

370 G38 Ⅴa 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい黄橙 灰黄褐色 良

371 G33 Ⅴa 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい褐色 褐色 良

372 遺構内 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 明赤褐色 良
古墳時代

竪穴建物跡出土

373 F35 Ⅴa 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 にぶい赤褐 黒褐色 良

374 G33 Ⅴa 沈線文 無文 ナデ ナデ 〇 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
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（２）石器

Ⅴ層は縄文時代前期に比定される層位である。報告に

際しては，縄文時代早期と同様に遺物を出土層位別及び

器種別に掲載し，図化した遺物について遺物分布図を作

成して掲載している。

Ⅴ層出土石器

本層位からは，打製石鏃23点，石匙11点，削器９点，

楔形石器１点，異形石器１点，打製石斧８点，磨製石斧

22点，礫器２点，砥石５点，磨・敲石34点，石皿・台石

13点，軽石製品７点及び剥片類12点が出土しており，そ

のうち 43点を図化した。図化した遺物の分布状況を見

ると，石皿１点，磨・敲石１点，異形石器１点がＣ～Ｅ

27区から出土している以外は，遺物のほとんどが32区以

東の調査区東側から散在して出土している。

打製石鏃（第239図　Ｓ112～Ｓ119）

Ｓ112～Ｓ119は打製石鏃であり，Ｓ112・Ｓ113は１類，

Ｓ114～Ｓ118は２類，Ｓ119は３類に分類される。Ｓ112

は形状が三角形を呈し，基部に浅く抉りが入る。Ｓ113

は基部にわずかに抉りが入る。先端部と左脚端部を欠失

している。Ｓ114は先端部と左脚端部を欠失している。

表裏面ともに細かい剥離が施される。Ｓ115は形状が二
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等辺三角形を呈し，基部に抉りが入る。Ｓ116は基部に

抉りが入る。左脚端部を部分的に欠失している。Ｓ117

は基部に抉りが入る。Ｓ118は基部に抉りが入る。先端

部から側縁中央にかけて膨らみ，脚部にかけて幅がやや

狭まる。先端部と左側縁部を欠失している。Ｓ119は五

角形状を呈し，基部には抉りが入る。肩部が上部に位置

し，肩部から脚部にかけて湾曲している。

石匙（第239～241図　Ｓ120～Ｓ126）

Ｓ120～Ｓ126は石匙であり，Ｓ120～Ｓ122は１類，Ｓ

123～Ｓ126は２類に分類される。Ｓ120は自然面を有す

る縦長に近い剥片を素材とし，素材の打面部を摘み部に

据えた石匙である。左側縁は折断面であり，刃部は右側

縁に作出されている。刃部と摘み部の境である頸部の作

出は，左側縁では部分的に確認できるのみである。Ｓ

121は黒曜石製であり，薄手で縦長の剥片の打面部を摘

み部に据えている。刃部は左側縁に作出されており，右

側縁には下半部に微細な剥離痕が確認できる。Ｓ122は

横長の剥片を素材としたもので，刃部は左側縁に作出さ

れている。右側面は折断面であり，上面は自然面である。

Ｓ123はチャート製であり，弧状を呈する刃部が作出さ

れている。Ｓ124はＳ123に形態的に類似しているが，や

や小型である。刃部は主に表面側から作出されている。

Ｓ125は薄手で横長の剥片を素材としたもので，素材の

末端側に直線状の刃部が作出されている。右側縁には自

然面が残る。Ｓ126は裏面が主要剥離面であり，素材の

打面側に摘み部が作出されている。刃部は緩やかな弧状

を呈し，左側縁は表面側から二次加工が施されている。

削器（第241・242図　Ｓ127～Ｓ130）

Ｓ127～Ｓ130は削器である。Ｓ127はチャート製で縦

長の剥片を横位に用い，素材の片側の側縁から末端にか

けて刃部が作出されている。反対側の側縁は折断面であ

り，折断後にややバルブが発達する素材の中ほどまで達

する二次加工が連続して施されている。Ｓ128は裏面が

主要剥離面であり，素材の片側の側縁に主に腹面側から

二次加工が施されて刃部が作出されている。Ｓ129は自

然面を大きく残す横長の剥片を素材とし，素材の末端側

に表裏面から角度の浅い二次加工が施されて，弧状を呈

する刃部が作出されている。Ｓ130はチャート製の削器

であり，左側面は折断や二次加工によって作出された平

坦面である。右側縁上半には表裏面から二次加工が施さ

れて斜刃を呈する刃部が作出されており，断面三角形状

を呈している。削器に分類しているが，他の器種の可能

性もある。

異形石器（第242図　Ｓ131）

Ｓ131は異形石器である。裏面は主要剥離面であり，

素材の末端側が肥厚する縦長の剥片を素材としている。

両側縁に腹面側から二次加工が施されており，横断面が

台形に近い形状を呈している。下面には素材の打面が残

る。用途は不明である。

磨製石斧（第243～246図　Ｓ132～Ｓ144）

Ｓ132～Ｓ144は磨製石斧であり，Ｓ132～Ｓ136は１類，

Ｓ137～Ｓ142は２類，Ｓ143・Ｓ144は３類に分類される。

Ｓ132は刃部が蛤刃を呈する石斧であり，基部まで研磨

が施される。基部の一部に敲打痕が見られる。刃部には

使用時に生じたと思われる剥離痕が見られる。Ｓ133は

刃部が蛤刃を呈する石斧であり，基部まで研磨が施され

る。Ｓ134は刃部が蛤刃を呈する石斧である。基部には

敲打痕が確認され，刃部には摩耗が見られる。Ｓ135は

偏刃の磨製石斧である。表裏面ともに剥片剥離による粗

割後に研磨が施されている。刃部には使用時に生じたと

思われる剥離痕が見られる。Ｓ136は扁平な石斧である。

Ｓ137は扁平な石斧である。基部まで研磨を施しており，

表裏面ともに剥離で整形した後に研磨を施している。Ｓ

138は撥形を呈する。基部まで研磨が施されている。刃

部を一部欠失している。Ｓ139は撥形を呈する。基部に

見られる剥離痕は，研磨痕との先後関係から粗割時の加

工痕である。Ｓ140は撥形を呈する。研磨は基部まで施

されており，刃部はやや湾曲した形状となっている。全

体的にやや風化が進んでいる。Ｓ141は基部を欠失して

いる。刃部には使用時に生じたと思われる摩滅が見られ

る。Ｓ142は短冊形を呈し，器厚は薄い。基部と刃部の

一部を欠失している。刃部には使用時に生じたと思われ

る剥離痕が見られる。Ｓ143は鑿形を呈する小型の石斧

である。基部と刃部を欠失している。Ｓ144は鑿形を呈

する小型の石斧である。研磨が基部まで施されている。

刃部には使用時に生じたと思われる摩滅が見られる。

磨石（第246・247図　Ｓ145～Ｓ151）

Ｓ 145 ～Ｓ 151 は磨石である。Ｓ 145 は表面中央に凹

みを持ち，裏面下半にも浅い凹みが見られる。右側面下

半に擦痕が見られることから，磨面として利用していた

可能性がある。裏面右側面上半を欠失している。Ｓ 146

は小型の棒状を呈する礫を用いている。敲打痕は上面と

下面に集中して見られ，敲石として利用している。敲打

痕は右側面にも見られる。Ｓ 147 は左側面下半を欠失し

ている。側面には現存する範囲で全面に敲打痕が見られ，

表面にも部分的に確認できる。Ｓ 148 は楕円形を呈する

磨・敲石である。敲打痕は表裏面に見られる。Ｓ 149 は

小型の棒状を呈する礫を素材としている。上面に敲打痕

が見られ，敲石として利用している。下半部を欠失して

いる。Ｓ 150 は楕円形を呈する礫を素材としている。敲

打痕が見られる。表面上半を部分的に欠失している。Ｓ

151 は表面に浅い凹みを持ち，裏面にも敲打痕が見られ

る。表裏面を素面として利用している。

石皿（第247図　Ｓ152・Ｓ153）

Ｓ152・Ｓ153は石皿である。Ｓ152は大型の礫を素材

としており，大半を欠失している。表面に敲打痕が見ら
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れる。Ｓ153は扁平な大型の礫を素材としており，下半

部を欠失している。表面には緩やかな凹みが見られ，敲

打痕が確認できる。

軽石製品（第247図　Ｓ154）

Ｓ154は軽石製品である。大型の軽石を素材にしてお

り，縦断面が逆三角形状を呈している。表面には多方向

に削られた同規模の擦痕が複数確認でき，長軸方向に浅

く凹むように整形されている。用途等は不明である。

第45表　Ⅴ層出土石器観察表

挿図
番号

掲載
番号

器　種 石　材 出土区 層　位 最大長(㎝) 最大幅(㎝) 最大厚(㎝) 重量(ｇ) 取上番号 備　考

Ｓ112 打製石鏃１ 安山岩１ｂ Ｆ35 Ⅴａ 1.10 1.20 0.30 0.20 26218

Ｓ113 打製石鏃１ 黒曜石５ Ｈ35 Ⅴａ 1.40 1.30 0.30 0.30 16355

Ｓ114 打製石鏃２ 黒曜石７ Ｇ33 Ⅴａ (1.50) (1.50) 0.20 0.30 5693

Ｓ115 打製石鏃２ 頁岩８ Ｊ36 Ⅴａ 2.20 1.80 0.30 0.90 8528

Ｓ116 打製石鏃２ 安山岩１ｂ Ｇ33 Ⅴａ 1.90 1.30 0.30 0.60 17798

Ｓ117 打製石鏃２ 黒曜石１ Ｌ33 Ⅴａ 2.50 1.80 0.60 1.90 44630

Ｓ118 打製石鏃２ 黒曜石４ Ｋ35 Ⅴａ (2.80) (2.30) 0.30 1.80 8740

Ｓ119 打製石鏃３ チャート Ｋ35 Ⅴａ 2.00 1.20 0.30 0.70 45853

Ｓ120 石匙１ 安山岩３ａ Ｇ33 Ⅴａ 6.20 3.20 1.20 21.80 17660

Ｓ121 石匙１ 黒曜石３ Ｋ32 Ⅴａ 4.45 2.35 0.55 5.30 44898

Ｓ122 石匙１ 安山岩１ｂ Ｉ32 Ⅴａ 5.50 3.30 0.70 12.80 57615

Ｓ123 石匙２ チャート Ｈ35 Ⅴａ 3.10 4.90 0.90 12.00 16231

Ｓ124 石匙２ 黒曜石７ Ｈ37 Ⅴａ 2.50 3.60 0.60 4.70 9633

Ｓ125 石匙２ 安山岩１ｂ Ｍ32 Ⅴａ 3.05 9.15 0.50 14.40 46035

Ｓ126 石匙２ 頁岩６ Ｆ39 Ⅴ 5.00 6.80 1.25 37.50 2433

Ｓ127 削器１ チャート Ｉ34 Ⅴａ 4.40 7.40 1.40 53.60 16219

Ｓ128 削器２ 安山岩３ａ Ｈ35 Ⅴａ 5.10 6.30 1.80 44.40 1556

Ｓ129 削器２ 安山岩１ｂ Ｊ36 Ⅴａ 3.50 7.40 1.60 35.70 8635

Ｓ130 削器３ チャート Ｉ35 Ⅴａ 9.00 2.60 1.20 27.70 16618

Ｓ131 異形石器 黒曜石３ Ｅ27 Ⅴａ 3.30 1.10 0.70 1.58 97017

Ｓ132 磨製石斧１ 頁岩６ Ｊ36 Ⅴａ 15.20 6.10 3.50 540.00 8450

Ｓ133 磨製石斧１ 頁岩１ Ｆ36 Ⅴａ 15.80 6.00 3.75 520.00 4200

Ｓ134 磨製石斧１ 頁岩７ Ｆ36 Ⅴａ 12.50 5.20 2.30 250.00 3901

Ｓ135 磨製石斧１ 頁岩８ Ｇ33 Ⅴａ 15.90 5.20 2.10 219.40 17278

Ｓ136 磨製石斧１ 頁岩８ Ｈ33 Ⅴａ 14.50 5.00 1.70 190.00 54016

Ｓ137 磨製石斧２ 蛇紋岩 Ｆ36 Ⅴａ 13.95 6.55 1.80 250.00 3902

Ｓ138 磨製石斧２ 蛇紋岩 Ｇ33 Ⅴａ 11.60 4.10 2.00 103.40 17787

Ｓ139 磨製石斧２ 蛇紋岩 Ｆ34 Ⅴａ 7.80 4.00 1.30 51.30 16235

Ｓ140 磨製石斧２ 頁岩１ Ｇ33 Ⅴａ 9.00 4.90 2.10 114.30 57616

Ｓ141 磨製石斧２ 頁岩３ Ｆ34 Ⅴａ 7.40 4.20 2.40 111.30 17136

Ｓ142 磨製石斧２ 頁岩７ Ｅ37 Ⅴａ 7.10 4.00 1.20 45.00 2317

Ｓ143 磨製石斧３ 頁岩１ Ｆ37 Ⅴａ (7.10) (2.80) 1.50 43.20 1571

Ｓ144 磨製石斧３ 頁岩７ Ｄ33 Ⅴａ 7.00 2.50 1.90 49.30 16379

Ｓ145 磨・敲石 砂岩２ Ｆ34 Ⅴａ 11.80 9.10 4.20 618.50 16794

Ｓ146 磨・敲石 安山岩４ Ｇ35 Ⅴａ 7.50 3.50 2.85 120.00 5698

Ｓ147 磨・敲石 安山岩４ Ｉ37 Ⅴａ 11.60 9.50 5.40 834.00 8102

Ｓ148 磨・敲石 安山岩４ Ｈ35 Ⅴａ 11.30 8.30 4.20 653.00 16614

Ｓ149 磨・敲石 砂岩２ Ｇ38 Ⅴａ 4.10 2.40 1.80 27.80 4230

Ｓ150 磨・敲石 安山岩４ Ｈ37 Ⅴａ 9.00 6.00 4.50 308.00 3557

Ｓ151 磨・敲石 安山岩４ Ｃ27 Ⅴａ 9.00 8.10 4.00 416.00 67691

Ｓ152 石皿類 花崗岩 Ｃ35 Ⅴａ 18.20 18.20 15.20 7790.00 8802

Ｓ153 石皿類 安山岩４ Ｃ27 Ⅴａ 15.50 24.30 5.90 2474.00 68399

Ｓ154 軽石製品 軽石 Ｋ28 Ⅴ 35.70 17.50 18.50 1730.00 69182
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第239図　Ⅴ層出土石器１
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第240図　Ⅴ層出土石器２



－ 41 －

S126

S127

S128

第241図　Ⅴ層出土石器３
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第242図　Ⅴ層出土石器４
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第243図　Ⅴ層出土石器５
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第244図　Ⅴ層出土石器６
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第245図　Ⅴ層出土石器７
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第246図　Ⅴ層出土石器８



－ 47 －

S150 S151

S152

S153

S154

第247図　Ⅴ層出土石器９
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第３節　古代の成果

１　遺構

（１）古代の土坑（第248～264図　土坑34～55号）

古代の土坑としては，Ⅴａ層を主として22基の土坑が

検出された。基本的には暗褐色土を埋土としているが，

上位に黒褐色土が入るものも見られる。検出地点は大き

く分けると，調査区東側・調査区北西部・谷部（調査区

西）の３か所から検出されており，さらに東側の検出地

点は南北に分かれる。調査区の中央部や南側からは検出

されていない。

調査区東側北検出土坑群（土坑34～38号)

調査区東側の北部からは，土坑34～38号の５基の土坑

が検出されている。

土坑34号は古代の土坑の中でも最も特徴的な土坑であ

る。形状は隅丸方形状を呈し，長軸135㎝，短軸120㎝で

ある。表土を除去するとすぐに検出された土坑であり，

検出面は噴砂シラス層であるⅤｘ層である。断面形状か

らすると，特に東側は削平を受けていると見られる。南

西角と南東部の高まり２か所で焼土が確認されており，

さらに南西部の床面は黒色化しており，少量の炭化物も

混ざる。この黒色化部分は炭などを掻き出した場所と考

えられ，南西角の焼土に付随し，南西角にはカマド等の

施設があったと考えられる。ここには，器種は不明であ

るが，上向きに置かれた底部片が出土している。南東部

の焼土と合わせて，土坑34は調理場的な役割の施設であ

ったと考えられる。遺構内には土師甕が３個体程度のほ

か，土師器の椀・坏・鉢が出土している。

土坑34号－１は土師器坏で体部下半から底部が残存す

るが，体部上半を打ち欠いている可能性がある。法量は

底径5.6㎝を測る。器形は体部が底部から直線的に立ち

上がる。器面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整を

おこなう。体部外面の下端は回転ヘラケズリ後，ナデ調

整をおこなうが不十分なため，回転ヘラケズリの痕跡が

残る。外底面は回転台が時計回りの回転ヘラ切り離し後，

不定方向のナデ調整をおこなう。内底面は回転ナデ調整

をおこなう。焼成は良好で，外面には部分的に黒色化し

た範囲が認められ，また内面は赤色化した範囲が認めら

れる。胎土はおおむね精良で，白・黒色粒子，石英，角

閃石等の微粒を含んでいる。

土坑34号－２は土師器鉢で胴部下半から底部が残存す

る。器形は底部が尖底を呈する。器面調整は外面が回転

ヘラミガキで，砂粒は左方向へ移動する。内面は内底面

がナデ調整で胴部が放射状のヘラミガキをおこなう。焼

成は良好で，内面に黒色化範囲が認められる。胎土はお

おむね精良で，白・黒色粒子，石英，角閃石等の微粒を

含んでいる。

土坑34号－３は土師器甕で口縁部から胴部上半の一部

が残存する。器形は頸部で外反して口縁部は長く延び，

口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁部の内外面は

回転ナデ調整，胴部の内面は屈曲部付近に横位のケズリ

調整を行った後，やや下に縦位のケズリ調整をおこなう。

その上端は不揃いで明確な稜は持たない。胴部の外面は

横位のナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は外面

が橙色，内面がにぶい橙色を呈し，胎土は精良である。

土坑34号－４は土師器甕で口縁部から胴部上半の一部

が残存する。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナ

デ調整で一部に工具痕や未調整部分が認められ，内面の

胴部は斜位方向のケズリ調整で，その上端はそろえられ

口縁部と胴部の屈曲部は稜を成している。これに対し外

面の屈曲部は内面よりもやや上位の口縁部の中程で緩や

かに屈曲し，口縁端部はわずかに丸く面をもたせておさ

める。焼成は良好で，色調は外面がにぶい褐色，内面が

灰褐色を呈し，胎土は粗めで金雲母が多く含まれている。

土坑34号－５は土師器甕で口縁部から胴部下半の底部

との境付近まで残存している。法量は復元口径25.0㎝を

測る。器形は胴部がやや外傾しながら立ち上がり，頸部

で外反して口縁部はやや短く延びる。器面調整は口縁部

の内外面は横位のナデ調整，胴部の内面は縦位のケズリ

調整をおこない，その上端は不揃いである。胴部外面は

ナデ調整をおこなう。口縁端部は丸くおさめる。焼成は

良好で色調は外面がにぶい赤褐色，内面が灰褐色を呈し，

胎土はやや粗く砂粒を多く含む。残存部の内外面ともに

ススの付着や黒色化が認められる。

土坑34号－６は須恵器坏で口縁部から体部下半まで残

存する。法量は復元底径11.2㎝を測る。器形は体部下半

から丸みをもって立ち上がり，口縁部はわずかに外側に

丸く突出させ，口端部は丸くおさめる。器面調整は体部

内外面ともに回転ナデ調整をおこなう。焼成は良好で硬

質である。口縁端部を除いて赤色化しており，赤土の泥

漿を塗布したものと思われる。胎土はおおむね精良で，

白色粒子等の微粒が含まれている。

土坑35号は長軸165㎝，短軸60～100㎝の二等辺三角形

に近い形状の土坑である。埋土中からは土師甕片や，土

師器片と考えられる土器片が出土している。

土坑36・37号は隣接して検出された土坑である。遺構

間には近代の芋穴による撹乱が見られる。当初は同一遺

構としていたが，土坑36号の埋土が西側からも流入して

いることから別遺構とした。遺物等は特に出土していな

い。

土坑38号は２基の土坑が切り合って検出された。北側

の土坑は南側の土坑に切られており，南側の土坑７基は

埋土中から青磁片が出土していることからも中世の土坑

と考えられる。北側の土坑からは遺物の出土は見られな

い。
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調査区東側南検出土坑群（土坑39～46号）

調査区東側の北部からは，土坑39～46号の８基の土坑

が検出されている。

土坑39号は南東部角のみ，やや潰れているが，長軸

160㎝，短軸130㎝の隅丸長方形状を呈す土坑である。東

側は一段掘り込まれている。遺構内からは，土師器の坏

や土師甕が出土している。土坑39号には，深さ約90㎝の

中世の土坑が掘り込まれている。

土坑39号－１は土師器坏で体部から底部が残存する。

法量は底部径が6.2㎝を測る。器面調整は体部の内外面

ともに回転ナデ調整で，外面の体部下端を回転ケズリ調

整後回転ナデ調整をおこなうが不十分なためケズリの痕

跡が残り，その直上と内面の底部と体部の境には指頭圧

痕が認められる。内面の見込みは渦巻き状のロクロ成形

後に不定方向にナデ調整をおこない，その痕跡として外

底面にヘラ切り離し後に板状圧痕が残るが，これもある

程度ナデ消されている。また，内面の見込みを除き粘土

板の結合痕が残る。焼成は良好で，胎土は精良である。

土坑39号－２は土師器甕の口縁部で内面に胴部の一部

がわずかに残存する。法量は復元口径が27.2㎝を測る。

器面調整は口縁部の内外面ともに横位方向のナデ調整を

行う。内面の胴部は横位方向のケズリ調整で，その上端

をそろえ口縁部と胴部の屈曲部は稜を成している。外面

は緩やかに外反し，口縁端部はわずかに丸く面をもたせ

ておさめる。焼成は良好で，色調は内外面ともににぶい

赤褐色を呈する。胎土は粗めで胎土に砂粒を含み，特に

金雲母が多く含まれている。器表には部分的にススの付

着が認められる。

土坑40号は北東角部のみ潰れているが，長軸150㎝，

短軸110㎝の隅丸長方形状を呈す土坑である。検出面か

らの深さは約40㎝であり，埋土中には極微量ではあるが

炭化物を含んでいる。埋土中からは土師器片が出土して

いる。

土坑40号－１は土師器鉢で口縁部から胴部の一部がわ

ずかに残存する。法量は復元口径25.2㎝を測る。器面調

整は口縁部の内外面ともに横位方向のナデ調整で部分的

にススの付着が認められる。内面の胴部は横位方向のケ

ズリ調整で，その上端をそろえ口縁部と胴部の屈曲部は

稜を成している。外面は緩やかに外反し，口縁端部は丸

く面をもたせておさめる。焼成は良好で，色調は内外面

ともに明赤褐色を呈する。胎土はやや粗めで砂粒を含み，

特に金雲母が多く含まれている。

土坑40号－２は両黒の黒色土器の口縁部片で，器種は

椀・坏・皿のいずれかと思われるが小片のため不明であ

る。器面調整は内面が放射状に丁寧なヘラミガキをおこ

ない，外面は回転ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，

胎土は精良で白色粒子をわずかに含んでいる。

土坑41号はやや歪ながら，長軸180㎝，短軸160㎝の隅

丸方形状を呈す土坑である。西側の柱穴は別遺構の柱穴

である。また，南側は樹痕による撹乱を受けている。中

央部には不定形ながら掘り込みが確認でき，埋土からは

確認できなかったが，こちらも樹痕による撹乱の可能性

が考えられる。埋土中からは土師器片が出土している。

土坑42号は長軸80㎝，短軸50㎝の隅丸長方形状を呈す

土坑である。遺構内からは土師器片が２点と，土器細片

が出土している。

土坑43号は長軸105㎝，短軸55㎝の楕円形を呈する土

坑である。遺構の南側は一部撹乱を受けている。東側の

柱穴は中世の柱穴であり，柱穴の底面部分から礫が１点

出土している。遺構内からは土師器片が出土している。

土坑44号は長軸95㎝，短軸60㎝の楕円形状を呈す土坑

である。深さは25㎝を測り，埋土はレンズ状堆積を呈し

ている。遺構内からは遺物の出土は見られなかった。

土坑45号は長軸150㎝，短軸70㎝のやや歪な楕円形を

呈す土坑である。遺構内からは遺物の出土は見られなか

った。

土坑46号は長軸220㎝，短軸130㎝の楕円形状を呈す土

坑である。中央床面には直径約35㎝の円形上の掘り込み

が確認されている。遺物は時期不明の土器の小片１点の

みが出土している。

　

調査区北西部検出土坑群（土坑47～53号）

調査区北西部からは，土坑47～53号の７基の土坑が検

出されている。土坑47は直径120㎝の円形の土坑である。

検出面からの深さは約20㎝で，埋土はレンズ状堆積を呈

し，堆積状況から斜面の上側（西側）から土が流入した

ことが分かる。遺構内からは遺物の出土は見られなかっ

た。

土坑48号は直径70㎝の円形の土坑である。遺構内から

は土師器片が出土している。

土坑49号はやや歪ながら，長軸75㎝，短軸35㎝の隅丸

長方形状を呈す土坑である。遺構内からは黒色土器，須

恵器片や土師器片が出土している。

土坑50号はやや歪ながら長軸140㎝，短軸100㎝の楕円

形状の土坑である。北側で古墳時代の竪穴建物跡を切っ

ている。遺構内からは土師器の椀・坏・鉢，黒色土器，

墨書土器が出土している。

土坑50号－１は土師器椀で口縁部から体部が残存する。

法量は復元口径が14.0㎝を測る。器面調整は体部の内外

面ともに回転ナデ調整で，ロクロ目が明瞭に残り，また

器表面の剥落が著しい。これは二次被熱によるものと思

われる。胎土は精良で１㎜以下の白色粒子等を含んでい

る。

土坑50号－２は土師器坏の底部片である。法量は復元

底部径が6.6㎝を測る。器形は底部を厚く肥厚させ，そ

の端部はわずかに突出しており， 円盤状の底部を呈す
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る。器面調整は外面の体部が回転ナデ調整で，内面の見

込みは不定方向のナデ調整でロクロ目をナデ消す。外底

面はヘラ切り離し後不定方向のナデ調整をおこなう。焼

成は良好で，胎土は精良で１㎜以下の白色粒子等を含ん

でいる。

土坑50号－３は土師器坏で体部から底部が残存する。

法量は底部径が6.6㎝を測る。器形は底部を厚く肥厚さ

せ，その端部を突出させる円盤状の底部を呈する。器面

調整は体部の内外面ともに回転ナデ調整で，内面の見込

みは不定方向のナデ調整でロクロ目をナデ消す。外底面

は不定方向のナデ調整をおこない，周縁を工具により面

取りをおこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

土坑50号－４は内黒の黒色土器の椀または高台付皿で

口縁から体部が残存する。法量は復元口径13.5㎝を測る。

器面調整は内面が口縁端部に横位方向のミガキ，体部は

放射状にヘラミガキをおこない，外面は回転ナデ調整を

おこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

土坑50号－５は坏または椀と思われる土師器の体部片

で，体部外面に「田」の文字を含む墨書が認められる。

器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整をおこなう。

焼成は良好である。胎土はやや粗く，黒色粒子，石英等

の微粒が含まれている。

土坑51・52号は隣接して検出された土坑であり，土坑

52号が土坑51号を切っている。また土坑52号は古墳時代

の竪穴建物跡も切っており，さらにどちらの土坑も中世

の柱穴により切られている。床面は特に土坑51号で安定

せず平坦ではない。土層断面の観察により辛うじて土坑

52号が土坑51号を切っていることが判明したが，２つの

土坑に埋土の差はほとんど無いため，近い時期の土坑で

あると考えられる。遺物は両方の土坑から土師甕片や土

師器片が出土している。

土坑53号は長軸410㎝，短軸140㎝を測る不定形の土坑

であるが，中央部分の長軸125㎝，短軸85㎝の隅丸方形

状の土坑以外は撹乱の可能性が高い。実際，調査区の北

西角部分は樹痕による撹乱が多く見られ，現代において

も植林されており，伐根作業が必要な場所であった。遺

構内からは遺物の出土は見られなかった。

谷部（調査区西）検出土坑群（土坑54・55号）

谷部（調査区西）からは土坑54・55号の２基の土坑が

検出されている。いずれも谷部の上場周辺での検出であ

る。土坑54号は長軸90㎝，短軸60㎝の楕円形を呈す土坑

である。遺構内からは遺物の出土は見られなかった。

土坑55号は斜面に平行に掘られた土坑であり，やや歪

ながら，長軸155㎝，短軸80㎝の楕円形状を呈する土坑

である。深さは最深部で約45㎝を測る。遺構内からは遺

物の出土は見られなかった。
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黒色土
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焼土A
焼土B

6

75

1:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり,しまりなし。
2:黒褐色土(10YR2/3)やや粘性あり,ややしまりなし。炭化物小片を少量含む。
3:明赤褐色土(2.5YR5/6)やや粘性あり,しまりなし。焼土,炭化物等を含まない。
4:黒褐色土(5YR3/1)やや粘性あり,しまりなし。炭化物等を含まない。
5:にぶい黄橙色土(10YR6/3)やや粘性あり,ややしまる。明赤褐色土(2.5YR5/6)を部分的に含む。地山(Ⅴa層)であるが被熱している。
6:赤灰色土(2.5YR4/1)やや粘性あり,しまりなし。赤褐色(2.5YR4/6)の焼土を含み,炭化物が少量混じる。
7:にぶい黄橙色土(10YR6/3)やや粘性あり,しまりなし。地山(Ⅴa層)であるが被熱している。
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土坑 34 号

第249図　古代の土坑１
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1:暗褐色土(10YR3/4)やや粘性あり，しまりなし。
　アカホヤ火山灰を多く含む。　 

1:黒褐色土(10YR2/3)粘性あり，しまりなし。
2:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
3:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりなし。
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第251図　古代の土坑３
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1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，ややしまりなし。
　黄褐色土(10YR5/8)のアカホヤ火山灰ブロックを多量に含む。2～3mmの炭化物をごく少量含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，ややしまりなし。
　黄褐色土(10YR5/8)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。

1:オリーブ黒色土(5Y2/2)やや粘性あり，ややしまりあり。
　褐色土(10YR4/6)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。黒色土ブロック(10YR2/1)を少量含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，ややしまりなし。
　黄褐色土(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。

※中世の土坑が土坑38号を切る。

土坑38号

中世の土坑

土坑38号 中世の土坑

Ⅴa
Ⅴa

土坑 38 号　

中世の土坑

中
世
の
土
坑

第252図　古代の土坑４
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カクラン

A A’

L=33.300m
A A’

1

カクラン

1:暗褐色土(10YR3/3)ややしまる。径1㎝程度の小石，黄褐色土粒，炭化物を極少量含む。　 
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カクラン
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L=32.500m
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1
4
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1:黒褐色土(10YR2/2)しまりなし。
　褐色砂粒をわずかに含む。
2:褐色土(10YR4/4)に黄褐色土(10YR5/6程度)が混じる。
　しまりなし。　　　 
3:暗褐色土(10YR3/3)。　
4:暗褐色土(10YR3/3～3/2)3とよく似ているが,色調はやや暗い。 

Ⅴa Ⅴa

土坑 40 号

土坑 42 号

第253図　古代の土坑５
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1:暗褐色土(10YR3/3)ややしまり弱い。黄褐色土粒と池田パミスを多量に含む。　
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Ⅴ
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Ⅴ
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A A’

L=32.000m
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1

柱穴

2

1:黒褐色土(10YR3/2)。
2:にぶい黄褐色土(10YR4/3)に黄褐色土(10YR5/6)が混じる。
　しまりなし。

Ⅴa

Ⅴa

土坑 41 号

土坑 43 号

第254図　古代の土坑６
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1:黒褐色土(10YR2/2)ややしまる。径0.5～1cm程度の小石，池田パミスを含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)やや砂質。径5mm程度の小石を極少量含む。　　　　　　　　　　　　　　　 
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1:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，しまりなし。　
　5㎜程度の炭化物をまばらに含む。橙色パミスをごくまばらに含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性なし，しまりなし。　
　アカホヤ火山灰ブロックを含む。1と3の混ざった土。
3:にぶい黄褐色土(10YR5/4)粘性なし，ややしまりあり。
　アカホヤ火山灰ブロックを多く含む。下位に墳砂シラスがみられる。　

Ⅴ
a

Ⅴ
a

土坑 45 号

土坑 44 号

第255図　古代の土坑７
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A
A
’

BB’ B

L
=
3
1
.
9
0
0
m

A
A
’

BB’
L=31.900m

1 2

2

1

1
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
粘
性
な
し
，
や
や
し
ま
り
あ
り
。
1
㎜
～
1
㎝
大
の
池
田
パ
ミ
ス
粒
を
わ
ず
か
に
含
む
。

2
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
な
し
，
や
や
し
ま
り
あ
り
。
径
1
～
2
㎝
大
の
パ
ミ
ス
粒
を
少
量
含
む
。
Ⅴ
a
層
の
土
を
多
く
含
む
。
　

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
b

Ⅴ
b

Ⅴa

Ⅴb

Ⅴa

Ⅴb

土
坑

4
6
号

第256図　古代の土坑８
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A A’

L=35.000m
A A’

1

4
2

3

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
2:橙色砂質土(7.5YR6/8)やや粘性あり，しまりなし。樹痕の腐食か。
3:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
4:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりなし。　

Ⅳa
Ⅳa

A A’

L=34.800m
A A’

2

1:黒褐色土(10YR2/2)わずかにブロック状のアカホヤ火山灰を含んでいる部分がある。
2:暗褐色土(10YR3/4)1より大きなブロック状のアカホヤ火山灰を多く含んでいる。
3:アカホヤ火山灰ブロック(10YR5/6)大きなアカホヤ火山灰ブロックあり。　

12

3

Ⅴa Ⅴa

A A’

L=35.300m
A A’

1

1:暗褐色土(10YR3/3)池田パミス含まず。　 

Ⅴa Ⅴa

土坑 47 号

土坑 49 号

土坑 48 号

第257図　古代の土坑９
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A A’

古墳時代
遺構

L=35.700m
A A’

1

1:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりややあり。焼土粒・炭化物粒と暗黄褐色土(10YR6/6)ブロックを含む。　

Ⅴa
Ⅴa

A A’

柱穴

古墳時代
遺構

柱穴

L=35.800m
A A’

土坑52号
1

土坑51号
1

土坑51号
2

土坑52号
2

1:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりややあり。
2:明黄褐色土(10YR6/6)やや粘性あり，しまりなし。
　暗褐色土が混じる。

1:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりややあり。
2:明黄褐色土(10YR6/6)やや粘性あり，しまりなし。
　暗褐色土が混じる。

土坑51号

土坑52号

Ⅴa

Ⅴa

土坑 50 号

土坑 52 号
土坑 51 号

第258図　古代の土坑10
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B
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’

AA’

L
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.
9
0
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m

B
B
’

L=37.000m
AA’

1

2

1
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
2
/
3
)
粘
性
な
し
，
し
ま
り
あ
り
。
池
田
パ
ミ
ス
を
少
量
含
む
。

　
褐
色
粒
(
1
0
Y
R
4
/
6
)
を
含
む
。

2
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
な
し
，
し
ま
り
あ
り
。
池
田
パ
ミ
ス
を
少
量
含
む
。

　
5
㎝
程
度
の
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
6
)
を
多
く
含
む
。

Ⅴa

Ⅴb

Ⅴa

Ⅴb

Ⅴc

土
坑

5
3
号

第259図　古代の土坑11
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A A’

L=32.500m
A A’

1

2

1:黒褐色土(10YR3/1)粘性あり，しまりあり。アカホヤ火山灰
　ブロック土を含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性は弱く，しまりなし。アカホヤ火山灰
　ブロック土を多く含む。　 

Ⅳa Ⅳa

Ⅳa

A A’

L=32.900m
A A’

1

2

1:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，ややしまりあり。
2:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，ややしまりあり。橙色ブロック土のアカホヤ火山灰を多く含む。

Ⅳa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅳa

土坑 54 号

土坑 55 号

第260図　古代の土坑12
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長軸 短軸

249 34 C34・35 Ⅴx 暗褐色 135 120 隅丸方形 土師甕，土師椀，土師器坏・鉢

250 35 CD34 Ⅴa 暗褐色 165 60-100 不定形 土師甕，土師器片

251 36 D34 Ⅴa 暗褐色・黒褐色 90 65 楕円形

251 37 D34 Ⅴa 暗褐色 170 95 不定形

252 38 C33 Ⅴa 暗褐色・黄褐色 (90) 120 楕円形 中世の土坑に切られている

250 39 E33 Ⅴa 暗褐色 160 130 隅丸方形 土師甕，土師器坏

片器師土形円楕011051色褐暗aⅤ33F04352

254 41 F33・34 Ⅴa 暗褐色 180 160 隅丸方形 土師器片

253 42 G35 Ⅴa 暗褐色・黒褐色 80 50 隅丸長方形 土師器片

片器師土形円楕55501色褐黒・色褐黄aⅤ63HG34452

255 44 G34 Ⅴa 暗褐色・黒褐色 95 60 楕円形

255 45 H35 Ⅴa 黄褐色・暗褐色 150 70 楕円形

256 46 I35 Ⅴa 暗褐色・黒褐色 220 130 楕円形

形円色褐黒・色褐暗aⅣ03B74752

257 48 C30・31 Ⅴa 片器師土形円色褐黒・色褐暗

257 49 B28 Ⅴa 暗褐色 75 35 隅丸長方形 須恵器，土師器片

258 50 D27・28 Ⅴa 暗褐色 140 100 楕円形 土師器坏，墨書土器

片器師土，甕師土形円色褐暗・色褐黄aⅤ72D15852

258 52 D27 Ⅴa 黄褐色・暗褐色 95 85 楕円形 土師甕，土師器坏

259 53 BC26 Ⅴa 暗褐色・黒褐色 410 140 不定形 （長軸125㎝，短軸85㎝，楕円形）

260 54 H25 Ⅳa 暗褐色・黒褐色 90 60 楕円形

260 55 H25 Ⅳa 暗褐色・黒褐色 155 80 楕円形

谷
部

検出
位置

東
側

（北）

東
側

（南）

北
西
部

出土遺物・備考形状

120

70

75

埋土
図版
番号

遺構
番号

区 層
長さ（㎝）

1

2

3

4

5
6

1

2

1 2

1

2

3

4

5
6

1

2

1 2

第46表　古代土坑一覧表
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1

2

3

4

5
6

1

2

1 2

1

2

3

4

5
6

1

2

1 2

第263図　土坑40号出土遺物

第261図　土坑34号出土遺物

第262図　土坑39号出土遺物
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口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

１
Ｃ34
・35

土坑
34号

土師器 坏 底部 40 － 5.6 －
回転ナデ，
回転ケズリ

後ナデ
回転ナデ 〇 〇 〇

浅黄橙
色

橙色 良
回転ヘラ切り離し
口縁一部打ち欠きか
赤色化・黒色化

２
Ｃ34
・35

土坑
34号

土師器 鉢 底部 40 － － － 回転ミガキ
ナデ，
ミガキ

〇 〇 〇 橙色 橙色 良

３
Ｃ34
・35

土坑
34号

土師器 甕
口縁～
胴部

破片 － － －
回転ナデ,ナ

デ
回転ナデ，

ケズリ
〇 〇 〇 橙色

にぶい
橙色

良

４
Ｃ34
・35

土坑
34号

土師器 甕
口縁～
胴部

破片 － － － ナデ
ナデ，
ケズリ

〇 〇 〇 褐色 褐色 良 工具痕あり

５
Ｃ34
・35

土坑
34号

土師器 甕
口縁～
胴部

15 (25.0) － － ナデ
ナデ，
ケズリ

〇 〇
にぶい
赤褐色

灰褐色 良 黒色化・ススの付着

６
Ｃ34
・35

土坑
34号

須恵器
碗また
は坏

口縁～
胴部

10 (11.2) － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 橙色 橙色 良

１ Ｆ34
土坑
39号

土師器 坏 底部 30 － 6.2 －
回転ナデ，
回転ケズリ
後回転ナデ

回転ナデ，
ナデ

〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

回転ヘラ切り離し
指頭圧痕,板状圧痕
粘土板接合痕あり

２ Ｆ34
土坑
39号

土師器 甕
口縁～
胴部

5 (27.2) － － ナデ
ナデ，
ケズリ

〇 〇 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤橙色

良 ススの付着あり

１ Ｆ33
土坑
40号

土師器 鉢
口縁～
胴部

5 (25.2) － － ナデ
ナデ，
ケズリ

〇 〇 〇
明赤褐

色
明赤褐

色
良

２ Ｆ33
土坑
40号

土師器 椀 口縁部 破片 － － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇 黒褐色 黒色 良 黒色土器Ｂ

１
Ｄ27
・28

土坑
50号

土師器 椀
口縁～
胴部

15 (14.0) － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良

２
Ｄ27
・28

土坑
50号

土師器 坏 底部 5 － (6.6) －
回転ナデ，

ナデ
ナデ 〇 〇 橙色

浅黄橙
色

良 ヘラ切り離し

３
Ｄ27
・28

土坑
50号

土師器 坏 底部 30 － 6.6 －
回転ナデ，

ナデ
回転ナデ，

ナデ
〇 〇 〇 橙色 橙色 良 充実高台

４
Ｄ27
・28

土坑
50号

土師器
椀また
は皿

口縁部 10 (13.5) － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 橙色 黒色 良 黒色土器Ａ

５
Ｄ27
・28

土坑
50号

土師器 不明 胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 墨書土器

＊()は復元・残存値

焼成種別 器種 部位 備考
残存
率
(％)

法量(㎝) 調整 胎土 色調

遺構名

第
261
図

第
262
図

第
263
図

第
264
図

挿図
番号

遺物
番号

出土区

1

4

2

5
3

第47表　古代土坑出土土器観察表

第264図　土坑50号出土遺物
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２　遺物

古代土師器（第267～272図）

土師器皿(400・401)

　400は高台付皿で皿底部から脚基部まで残存する。器

面調整は底部外面が回転ナデで沈線状の段が２条認めら

れ，脚内はナデ調整をおこなう。内底面は摩耗が著しい

がナデ調整と思われる。焼成は良好で，胎土はやや粗く

赤色粒子と石英が多くが含まれている。

　401は体部から底部の一部が残存する。法量は復元口

径15.6㎝，復元底径13.0㎝，器高1.6㎝を測る。器形は

底部の立ち上がりから外側に外反しながら開く器形を呈

し，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部内外面と

もに回転ナデ調整で，外底面および内底面は不定方向の

静止ナデ調整をおこなう。焼成は良好である。胎土はや

や粗く，１～２㎜大の砂粒が含まれている。

土師器坏(402～422)

402は口縁部から胴部が残存する。器面調整は内外面

ともに回転ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，胎土は

ぼさぼさとしてやや粗く，白色粒子等の微粒子が含まれ

ている。

403は胴部から底部が残存する。法量は復元底径8.2㎝

を測る。器形は底部が平底で，体部は底部から曲線的に

立ち上がり，中位でわずかに外へ屈曲している。器面調

整は外面下半を回転ヘラケズリ後，全体に回転ヘラミガ

キをおこなう。回転台は反時計回りである。内面は全体

を手持ちによる丁寧なヘラミガキをおこなう。焼成は良

好である。胎土は精良で白色粒子等の微粒子が含まれて

いる。

404は全体の1/6が残存する。法量は復元口径12.8㎝，

復元底径8.4㎝，器高3.1㎝を測る。器形は体部が直線的

に立ち上がり，中位でわずかに外へ屈曲し，口縁端部は

やや尖り気味に丸くおさめる。器面調整は体部は内外面

ともに回転ナデ調整をおこなう。体部外面にはロクロ目

が残り，その下端部はヘラケズリ後，ナデ調整をおこな

うがヘラケズリの痕跡が残る。外底面はナデ調整で板状

圧痕がわずかに残る。内底面はロクロ成形後，静止ナデ

調整をおこなう。回転台は時計回りである。焼成は良好

である。胎土はやや粗く，石英等の小粒が含まれている。

405は全体の1/10が欠損する。法量は口径12.2㎝，底

径6.8㎝，器高3.7㎝を測る。器形は体部が底部からやや

曲線的に立ち上がり，体部の中位から内側へやや屈曲し，

口縁部を外反させ，口縁端部は丸くおさめる。器面調整

は体部が内外面ともに回転ナデ調整をおこなうがロクロ

目がよく残る。外底面はヘラ切り離し後，ナデ調整をお

こなう。内底面は不定方向のナデ調整をおこなう。回転

台は時計回りである。焼成は良好で，胎土はやや粗く，

黒色粒子，石英，金雲母等の小粒が含まれている。

406は体部下半から底部の1/2が残存する。法量は底径

7.4㎝を測る。器形は体部が直線的に立ち上がる。器面

調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で体部下端は回

転ヘラケズリ後，未調整である。外底面は回転ヘラ切り

離し後，ナデ調整をおこなう。回転台は時計回りである。

焼成は良好である。胎土はやや粗く，赤色粒子等の小粒

が含まれている。体部外面に植物繊維状の圧痕が認めら

れる。

407は体部下半から底部が残存する。法量は復元底径

5.9㎝を測る。器形は体部が底部から曲線的に立ち上が

る。器面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整をおこ

なう。体部外面にはロクロ目が残り，その下端部はヘラ

ケズリ後，ナデ調整をおこなうがヘラケズリの痕跡が残

る。外底面は回転ヘラ切り離し後，ナデ調整で板状圧痕

がわずかに残る。内底面は不定方向の静止ナデ調整をお

こない，その後櫛状の工具で十字状に線刻を施す。回転

台は時計回りである。焼成は良好である。胎土はやや粗

く，白色粒子，石英，金雲母等の細粒が含まれている。

408は体部下半から底部が残存する。法量は底径6.1㎝

を測る。器面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で，

体部と底部の境には指頭圧痕が残る。外底面は回転ヘラ

切り離し後，ナデ調整をおこなう。回転台は反時計回り

である。焼成は良好である。胎土はやや粗く，白色粒子，

石英等の細粒が多く含まれている。体部外面に植物繊維

状の圧痕が認められる。

409は全体の1/3が残存する。法量は復元口径13.2㎝，

復元底径5.4㎝，器高4.1㎝を測る。器面調整は体部が内

外面ともに回転ナデ調整で，外底面は摩耗のため不明，

内底面は不定方向の静止ナデ調整をおこなう。焼成は良

好である。胎土はやや粗く，砂粒の細粒が多く含まれて

いる。

410は体部下半から底部が残存する。法量は底径5.7㎝

を測る。器面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で

体部下端は回転ヘラケズリ後，一部ナデ調整をおこなう。

外底面はヘラ切り離し後，ナデ調整をおこなうが板状圧

痕が残る。回転台は時計回りである。焼成は良好である。

胎土は粗く，白色粒子，石英，金雲母等の小粒が多く含

まれている。体部外面に植物繊維状の圧痕が認められる。

411は全体の1/4が残存する。法量は復元口径12.4㎝，

復元底径5.9㎝，器高3.6㎝を測る。器面調整は体部が内

外面ともに回転ナデ調整で体部外面下端にヘラケズリの

痕跡が残る。外底面は著しく摩耗しているがナデ調整と

思われ，内底面は不定方向の静止ナデ調整をおこなう。

焼成は良好である。胎土は精良で，黒色粒子等の微粒が

多く含まれている。

412は口縁部から底部の一部が残存する。法量は復元

口径15.4㎝，復元底径9.0㎝，器高3.7㎝を測る。器面調

整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は残存
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部がわずかなため不明，内底面は静止ナデ調整が認めら

れる。回転台は時計回りである。焼成は良好である。胎

土は粗く，黒・白色粒子，石英，角閃石等の細粒が多く

含まれている。

413は全体の1/4が残存する。法量は復元口径15.2㎝，

復元底径9.0㎝，器高3.6㎝を測る。器面調整は体部が内

外面ともに回転ナデ調整で，外底面は摩耗のため不明，

内底面は不定方向の静止ナデ調整をおこなう。焼成は良

好である。胎土はやや粗く，砂粒の細粒が多く含まれて

いる。

414は口縁部から底部の一部が残存する。法量は復元

口径12.8㎝，復元底径5.8㎝，器高3.5㎝を測る。器面調

整は口縁部から体部の内外面が回転ナデ調整で，外底面

は回転ヘラ切り離し，内底面は不定方向の静止ナデ調整

をおこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

415は全体の1/4が残存する。法量は復元底径6.1㎝を

測る。器面調整は内外面ともに著しく摩耗しているが，

体部は内外面ともに回転ナデ調整で体部外面下端にヘラ

ケズリの痕跡が残り，外底面はナデ調整で，内底面は不

定方向の静止ナデ調整をおこなう。焼成はやや不良で軟

質である。胎土はやや粗く，白色粒子，石英，角閃石等

の細粒を多く含みザラザラとした質感である。内底面に

赤色化範囲が認められる。

416は2/3が欠損する。法量は口径13.2㎝，底径6.2㎝，

器高5.4㎝を測る。器形は体部が底部から直線的に立ち

上がり，口縁部を外反させ，口縁端部は丸くおさめる。

器面調整は体部は内外面ともに回転ナデ調整でロクロ目

が残り，体部外面下端にヘラケズリの痕跡が認められる。

外底面はヘラ切り離し後，ナデ調整をおこなうがわずか

に板状圧痕が認められる。内底面は渦巻き状のロクロ目

が残り，回転台は時計回りである。焼成は良好で，内外

面に黒斑またはススと思われる黒色化範囲が部分的に認

められる。胎土はやや粗く，石英が多く認められ，その

他に白色粒子，角閃石等の細粒が多く含まれている。

417は底部が欠損する。法量は復元口径13.2㎝，復元

底径6.2㎝，器高4.6㎝を測る。器形は体部が底部から直

線的に立ち上がり，体部の中位からやや外側へ屈曲させ，

口縁部はやや内湾し，口縁端部は丸くおさめる。器面調

整は口縁部から体部の内外面が回転ナデ調整で，体部外

面の下端はケズリ後は未調整である。外底面はわずかに

残る部分からヘラ切り離し後は未調整と思われる。回転

台は時計回りである。焼成は良好である。胎土はやや粗

く，赤・黒色粒子，石英，角閃石等の小粒が多く認めら

れる。口縁部内外面の一部にススの付着が認められる。

418は全体の1/6が残存する。法量は復元口径14.0㎝，

復元底径10.0㎝，器高3.0㎝を測る。器形は体部が底部

からやや曲線的に立ち上がり，口縁部は内湾し，口縁端

部はやや尖り気味に丸くおさめる。器面調整は口縁部か

ら体部の内外面が回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離

し後，ナデ調整をおこない，内底面は回転ナデ調整で体

部との境に指頭圧痕が認められる。胎土は精良で，黒色

粒子等の微粒が含まれている。体部内面に植物繊維状の

圧痕が認められる。

419は体部の2/3が残存する。法量は復元口径11.5㎝，

底径8.4㎝，器高3.6㎝を測る。器形は体部が底部から直

線的に立ち上がり，口縁端部はやや尖り気味に丸くおさ

め，底部は円盤状に端部がわずかに突出する。器面調整

は口縁部から体部の内外面が回転ナデ調整で，外底面は

ヘラ切り離し後，ナデ調整をおこない，内底面は回転ナ

デ調整で渦巻き状のロクロ目が残る。回転台は時計回り

である。焼成は良好である。胎土は精良で，石英等の微

粒が含まれている。体部上半の外面に植物繊維状の圧痕

が認められる。

420はほぼ完形である。法量は口径12.8㎝，底径8.4㎝，

器高3.1㎝を測る。器形は体部が底部から曲線的に立ち

上がり，口縁部は内湾し，口縁端部はやや尖り気味に丸

くおさめる。器面調整は口縁部から体部の内外面が回転

ナデ調整で，外底面は回転ヘラ切り離し後，ナデ調整を

おこない，内底面は回転ナデ調整で体部との境に指頭圧

痕が認められる。回転台は時計回りである。焼成は良好

である。胎土は精良で黒色粒子，石英等の微粒が含まれ

ている。体部外面に植物繊維状の圧痕が認められる。

421はほぼ完形であるが，粗雑なつくりで全体の歪み

が著しい。法量は口径15.4㎝，底径9.6㎝，最大高4.1㎝

を測る。器形は体部が底部から直線的に立ち上がり，口

縁部は内湾し，口縁端部は丸くおさめ，底部は端部をや

や突出させる。器面調整は口縁部から体部の内外面が回

転ナデ調整で，外底面は回転ヘラ切り離し後未調整で，

内底面は回転ナデ調整後に静止ナデ調整をおこなうが，

不十分なため渦巻き状のロクロ目が残る。回転台は時計

回りである。焼成は良好である。胎土はやや粗く，黒・

白・赤色粒子，石英等の細粒が含まれている。

422は全体の1/4が残存する。法量は復元口径13.3㎝，

復元底径9.8㎝，器高3.6㎝を測る。器形は体部が底部か

ら直線的に立ち上がり，体部中位よりやや下方で内側に

わずかに屈曲して口縁部で外反し，口縁端部は外側へわ

ずかに突出させて丸くおさめ，全体の形状は箱型を呈す

る。器面調整は口縁部から体部の内外面が回転ナデ調整

で，外底面はナデ調整をおこうが板状圧痕が残り，内底

面は回転ナデ調整が認められる。焼成は良好である。胎

土は精良で白色粒子等の微粒が認められる。

土師器椀(423～433)

423は口縁部から体部の1/4が残存する。法量は復元口

径15.4㎝を測る。器形は体部が底部から腰部までやや丸

みを持って立ち上がり，胴部は直線的に立ち上がり，口
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縁部はわずかに外反し，口縁端部は丸くおさめる。器面

調整は口縁部の内外面が回転ナデ調整で，胴部は外面が

斜位の工具ナデ調整で，内面が横位の工具ナデ調整をお

こなう。焼成は良好で，体部の内外面に黒斑が認められ

る。胎土は精良で黒・白色粒子，石英，角閃石等の微粒

が含まれている。

424は口縁部から体部の1/6が残存する。法量は復元口

径19.4㎝を測る。器形は口縁部がわずかに外反し，口縁

端部を外側にわずかに突出させ，丸くおさめる。器面調

整は体部の内外面に回転ナデ調整をおこない，体部外面

の一部にミガキが認められる。焼成は良好である。胎土

はやや粗く，白・黒色粒子，石英，角閃石等の微粒が含

まれている。

425は口縁部から体部の1/6が残存する。法量は復元口

径12.5㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上がり，口

縁部がわずかに外反し，口縁端部をやや尖り気味に丸く

おさめる。器面調整は体部の内外面に回転ナデ調整をお

こなう。焼成は良好である。胎土はやや粗く，白・黒・

赤色粒子，石英，角閃石，金雲母の細粒が含まれている。

426は全体の2/3が残存する。法量は口径16.1㎝，復元

底径9.4㎝，器高7.1㎝を測る。器形は体部が高台から直

線的に立ち上がり，体部上半でわずかに外反し，口縁端

部は丸くおさめる。器面調整は口縁部から体部および高

台の内外面が回転ナデ調整で，内・外底面は静止ナデ調

整をおこなう。回転台は時計回りである。焼成はやや不

十分で，軟質である。胎土はやや粗く，黒・白色粒子，

石英等の細粒を含んでいる。体部の内外面に植物繊維状

の圧痕が認められる。

427は底部と口縁部から体部の1/6が残存する。法量は

復元口径14.0㎝，底径8.0㎝，器高6.0㎝を測る。器形は

体部が高台から直線的に立ち上がり，口縁端部はやや尖

り気味に丸くおさめる。器面調整は口縁部から体部およ

び高台の内外面が回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離

し後に静止ナデ調整をおこない，内底面は回転ナデ調整

後に静止ナデ調整をおこなう。回転台は時計回りである。

焼成は良好である。胎土はやや粗く，黒・白色粒子，石

英，金雲母の微粒が含まれている。体部内外面の中位に

帯状の黒色化範囲が認められ，同じく内面には筋状に赤

色化した範囲が認められる。

428は体部下半から底部が残存する。法量は復元底径

7.2㎝を測る。器形は高台が「ハ」の字状に開き，高台

から直線的に体部が立ち上がる。器面調整は体部の内外

面が工具ナデ調整またはケズリ後に回転ナデ調整で， 

外底面は回転ヘラ切り離し後は未調整で，内底面は回転

ナデ調整後に「井」と「×」を組み合わせたような線刻

をおこなう。回転台は時計回りである。焼成は良好であ

る。胎土は粗く，黒・白・赤色粒子，石英，金雲母の細

粒が多く含まれている。

429は底部と口縁部から体部の1/2が残存する。法量は

復元口径14.2㎝，復元底径7.6㎝，器高6.0㎝を測る。器

形は体部が高台から曲線的に立ち上がり，口縁部で外反

し，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部および高

台の内外面が回転ナデ調整をおこない，高台下端部は未

調整である。外底面はヘラ切り離し後に静止ナデ調整を

おこない，内底面はナデ調整で体部の境に成形時の指頭

圧痕が残る。回転台は時計回りである。焼成は良好でや

や硬質である。胎土はやや粗く，黒・白色粒子，石英等

の細粒が含まれている。

430は口縁部から体部の1/6が残存する。法量は復元口

径16.7㎝を測る。器形は体部が直線的に立ち上がり，口

縁端部を丸くおさめる。器面調整は体部の内外面に回転

ナデ調整をおこなう。焼成は良好である。胎土はやや粗

く，２㎜大の白色粒子や石英等の砂粒が含まれている。

また，器面の剥落が著しい。

431は口縁部から体部の1/6が残存する。法量は復元口

径15.2㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上がり，口

縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部の内外面に回転

ナデ調整をおこなう。焼成は良好である。胎土は粗く，

２～３㎜大の白・赤色粒子，石英，角閃石等の砂粒が多

く含まれている。

432は体部下半から高台部が残存する。法量は復元高

台径6.8㎝を測る。器形は「ハ」の字状に開く高台から

曲線的に体部が立ち上がる。器面調整は体部および高台

部の内外面は回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離し後

に静止ナデ調整をおこない，内底面は著しく摩耗してい

るがナデ調整と思われる。焼成は良好である。胎土は粗

く，白・黒・赤色粒子，石英，角閃石の細粒が多く含ま

れている。

433は体部下端から高台部が残存する。法量は高台径

9.0㎝を測る。器形は「ハ」の字状に開く高台からやや

曲線的に体部が立ち上がると思われる。器面調整は体部

および高台部の内外面は回転ナデ調整で，外底面はヘラ

切り離し後に中央付近はナデ調整で，その周縁は回転ナ

デ調整をおこなう。内底面は著しく摩耗しているがナデ

調整と思われる。焼成は良好でススまたは黒斑と思われ

る黒色化範囲が認められる。胎土はやや粗く，白・黒・

赤色粒子，石英，角閃石の細粒が多く含まれている。
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土師器壺(434)

　434は壺の破片と思われ，胴部下半から底部が残存す

る。法量は底径9.4㎝を測る。器形は平底の底部からや

や膨らみながら体部が立ち上がる。器面調整は胴部の内

外面ともに不定方向の工具ナデ調整で，外底面は不定方

向の工具等のナデ調整で一部ミガキのように光沢が認め

られる。内底面はナデ調整をおこない，胴部との境に指

頭圧痕が認められる。焼成は良好でススまたは黒斑と思

われる黒色化範囲が認められる。胎土はやや粗く，白・

黒色粒子，石英，角閃石の細粒が多く含まれている。

焼塩土器(435)

　本遺跡では焼塩土器が数個体分出土しているが実測に

耐えるものは1点のみであった。

　435は口縁部から胴部下半が残存する。法量は口径

15.7㎝を測る。器形は底部を欠損しているが砲弾形を呈

すると思われる。器面調整は外面がナデ調整で成形時の

指頭圧痕が残り，内面は布目痕が認められ，縦方向の段

差が残る。二次被熱によるためか器面が脆くザラザラと

した質感である。胎土はやや粗く，白・黒色粒子，石英，

角閃石の微粒が多く含まれている。

土師器鉢(436～438)

436は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

屈曲部で外反し口縁部は長く延びる。口縁端部はやや膨

らみを持たせて丸くおさめる。器面調整は口縁部の内外

面ともに回転ナデ調整，胴部の内面は残存がわずかであ

るが横位のケズリ調整をおこない，その上端は揃えられ

ており屈曲部は明確な稜を持つ。胴部の外面は横位のナ

デ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は内外面ともに

にぶい赤褐色を呈する。胎土は微細な砂粒を含むがおお

むね精良である。外面にはススの付着が認められる。

437は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反し口縁部は長く延びる。口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は口縁部の内外面ともにナデ調整をおこ

ない，胴部の内面は斜位のケズリ調整，屈曲部付近は横

位のナデ調整をおこなう。胴部外面は横位，斜位のハケ

メ調整をおこなう。焼成はやや不良で，色調は内外面と

第270図　古代土師器　椀・壺・焼塩土器
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もに浅黄橙色を呈する。胎土は粗く赤色粒子，石英，２

～５㎜大の白色粒子が多く含まれる。

438は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径24.2㎝を測る。器形は胴部外面から直線的に口

縁部に至り，口縁部はやや短く延び，口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は口縁部の内外面ともにナデ調整をお

こなう。胴部内面は横位のケズリ調整をおこない，その

上端は揃えられて明確な稜を形成する。胴部の外面はナ

デ調整をおこなう。器面の内外面ともにナデ調整時の指

頭圧痕が残る。焼成は良好で，色調は外面が橙色，内面

がにぶい橙色を呈し，胎土は赤・白色粒子をわずかに含

む。口縁部の内外面にはススの付着と、被熱のためと思

われる赤色化が認められる。

土師器甕（439～471）

439は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径24.4㎝を測る。器形は残存がわずかであるが，

胴部は器壁が薄くやや内湾しながら立ち上がり，頸部で

外反して口縁部はやや長く延びる。口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は口縁部の内外面ともに回転ナデ調整を

おこない，胴部の内面は斜位のケズリ調整をおこない，

その上端は揃えられて胴部と口縁部の境に明確な稜を形

成する部分と，上端が不揃いな部分の両方が認められる。

胴部の外面はナデ調整をおこない，頸部は特に強い横位

のナデをおこなう。焼成は良好で，色調は外面が明赤褐

色，内面がにぶい褐色を呈し，胎土はやや粗く白色粒子，

角閃石，金雲母を含む。口縁端部の内外面には黒色化が

認められる。

440は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径22.4㎝を測る。器形は残存がわずかであるが，

胴部は直線的に立ち上がり，頸部で外反して口縁部はや

や長く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口

縁部の内外面ともに回転ナデ調整をおこない，胴部の内

面は斜位のケズリ調整で，その上端は揃えられて明確な

稜を形成している。胴部の外面はナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，色調は外面が明赤褐色，内面が褐色を呈

し，胎土はおおむね精良だが白色粒子，金雲母の微粒を

多く含む。口縁部の内外面には部分的に黒色化が認めら

れる。

441は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反して口縁部は長く延び，口縁端部は外面に若

干の平坦面を持つ。器面調整は口縁部の内外面ともに横

位のナデ調整をおこない，特に口縁端部は強いナデをお

こなって外面には指頭圧痕が残る。胴部の内面は横位の

ケズリ調整をおこない，その上端は揃えられて明確な稜

を形成している。胴部の外面はナデ調整をおこなう。焼

成は良好で，色調は内外面ともに橙色を呈する。胎土は

おおむね精良だが赤・白色粒子をやや多く含む。口縁部

内面には焼成前についた線状の痕跡が認められる。

442は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

残存がわずかであるが，胴部はほぼ直線的に立ち上がり，

頸部で外反し口縁部は長く延びる。口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナデ調整

をおこなう。胴部の内面は横位のケズリ調整をおこない，

その上端は揃えられて明確な稜を形成している。胴部の

外面は縦位のナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調

は内外面ともに橙色を呈し，胎土はやや粗く３～７㎜大

の赤・白色粒子を含む。胴部外面に一部黒色化が認めら

れる。

443は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

残存がわずかであるが，胴部の器壁は薄く直線的に立ち

上がり，頸部で外反して口縁部は長く延びる。口縁端部

は外面に若干の平坦面を持つ。器面調整は内外面ともに

横位のナデ調整，胴部の内面は横位と斜位のケズリ調整

をおこない，その上端は揃えられて明確な稜を形成して

いる。胴部の外面は横位のナデ調整をおこなう。焼成は

良好で，色調は内外面ともに橙色を呈し，胎土はやや粗

く１～２㎜大の白色粒子を含む。口縁端部の外面には一

部黒色化が認められる。

444は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

残存がわずかであるが，胴部は直線的に立ち上がり，頸

部で外反し口縁部はやや長く延びる。口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナデ調

整，胴部の内面は縦位のケズリ調整をおこない，上端は

不揃いで屈曲部の内面に明確な稜は持たない。胴部の外

面は横位のナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は

内外面ともに橙色を呈し，胎土は微細な砂粒を含むがお

おむね精良である。残存部の内外面ともに部分的にスス

の付着が認められる。

445は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

残存がわずかであるが，胴部は直線的に立ち上がり，頸

部で外反し口縁部はやや短く延びる。口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は口縁部の内外面は横位のナデ調整，

胴部の内面は屈曲部よりやや下がる位置に縦位のケズリ

調整をおこない，その上端は不揃いで明確な稜は持たな

い。胴部の外面は横位のナデ調整をおこなう。焼成は良

好で，色調は外面が褐色，内面は黒褐色を呈し，胎土は

白色粒子をわずかに含む。残存部の内外面ともにススの

付着と黒色化が認められる。

446は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反して口縁部は長く延び，口縁端部はわずかに

平坦面を持つ。器面調整は口縁部の内外面ともに横位の

ナデ調整，胴部の内面は斜位のケズリ調整をおこない，

その上端は揃えられて稜を形成している。胴部の外面は

ナデ調整をおこなう。焼成は良好で色調は外面がにぶい

赤褐色，内面がにぶい褐色を呈し，胎土はやや粗く長石，
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胴部の器壁は薄く，頸部で外反して口縁部はやや長く延

びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁部の内

外面は回転ナデ調整，胴部の内面は斜位のケズリ調整を

おこない，その上端は揃えられて明確な稜を形成してい

る。胴部の外面は横位のナデ調整をおこなう。焼成は良

好で色調は外面が褐色，内面がにぶい黄褐色を呈し，胎

土はやや粗く石英，金雲母を多く含む。内面の一部と胴

部外面にススの付着と黒色化が認められる。

453は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反して口縁部が長く延び，口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は口縁部の内外面は回転ナデ調整，内面

は胴部には横位と斜位のケズリ調整をおこなう。その上

端は不揃いである。胴部外面はナデ調整をおこなう。焼

成は良好で，色調は内外面ともににぶい褐色を呈し，胎

土はやや粗く白色粒子，石英，金雲母が多く認められる。

口縁部の内外面には黒色化が認められる。

454は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

胴部の器壁が厚く，頸部で外反して口縁部が長く延びる。

口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁部の内外面と

もに回転ナデ調整，胴部内面は屈曲部よりやや下に縦位

のケズリ調整をおこない，その上端は不揃いである。胴

部外面は回転ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調

は外面が明赤褐色，内面がにぶい橙色を呈し，胎土は

赤・白色粒子をわずかに含む。口縁部と胴部の外面に黒

色化が認められる。

455は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反して口縁部はやや短く延び，口縁端部は丸く

おさめる。器面調整は口縁部の内外面は回転ナデ調整，

胴部内面は横位のケズリ調整で一部口縁部までケズリ調

整を行っている。残存がわずかであるがケズリ調整の上

端は不揃いと思われる。胴部外面はナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，色調は内外面ともにぶい橙色を呈し，胎

土は微細な砂粒を含むがおおむね精良である。

456は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部から外反して口縁部は長く延び，口縁端部をやや外

面側に突出させている。器面調整は口縁部の内外面とも

に横位のナデ調整，胴部内面は横位，縦位のケズリ調整

をおこない，その上端は不揃いである。胴部外面は残存

がわずかであるがナデ調整をおこなう。焼成は良好で，

色調は内外面ともに橙色を呈し，胎土は微細な砂粒を含

むがおおむね精良である。口縁端部には部分的に黒色化

が認められる。

457は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径30.9㎝を測る。器形は頸部で外反し口縁部はや

や短く延び，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁

部の内外面ともに横位のナデ調整，胴部の内面はケズリ

調整の後ナデ調整をおこない，明確な稜は持たない。胴

部外面は横位のナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色

角閃石を多く含む。

447は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反し口縁部は長く延びる。口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は口縁部の内外面は回転ナデ調整，胴部

の内面は縦位と横位のケズリ調整をおこない，その上端

は不揃いである。胴部の外面は横位のナデ調整をおこな

う。焼成は良好で，色調は内外面ともに橙色を呈し，胎

土はやや粗く２～６㎜大の赤・白色粒子を含む。胴部の

外面には一部黒色化が認められる。

448は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

胴部の器壁が薄く，頸部で外反し口縁部はやや短く延び

る。口縁端部はわずかに平坦面を持つ。器面調整は口縁

部の内外面は横位のナデ調整，胴部の内面は斜位のケズ

リ調整をおこない，その上端は揃えられて明確な稜を形

成している。胴部の外面は横位のナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，色調は内外面ともににぶい黄橙色を呈し，

胎土は白色粒子をわずかに含む。

449は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径20.2㎝を測る。器形は頸部で外反し口縁部はや

や短く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口

縁部の内外面は回転ナデ調整，胴部の内面は横位のケズ

リ調整をおこない，その上端は不揃いである。胴部の外

面は回転ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は外

面がにぶい赤褐色，内面が橙色を呈し，胎土は微細な砂

粒を含むがおおむね精良である。外面にはススの付着が

認められる。

450は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径18.8㎝を測る。器形は残存がわずかであるが，

胴部は直線的に立ち上がると思われ，頸部で外反し口縁

部は長く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調整は

口縁部の内外面ともに回転ナデ調整，胴部の内面は横位，

斜位のケズリ調整をおこない，その上端は揃えられて明

確な稜を持つ。胴部の外面はナデ調整をおこない，下か

ら上へ斜位方向の工具痕が認められる。焼成は良好で，

色調は外面が褐色，内面が暗褐色を呈し，胎土は粗く石

英，長石，金雲母が多く含まれている。残存部の内外面

ともにススの付着と黒色化が認められる。

451は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径19.9㎝を測る。器形は頸部で緩やかに外反して

口縁部はやや短く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器

面調整は口縁部の内外面ともに回転ナデ調整，胴部の内

面は斜位のケズリ調整をおこない，その上端は揃えられ

て明確な稜を持つ。胴部の外面は回転ナデ調整をおこな

う。焼成は良好で色調は外面が橙色，内面がにぶい橙色

を呈し，胎土は微細な砂粒を含むがおおむね精良である。

残存部の内外面ともにススの付着と黒色化が認められる。

452は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径19.6㎝を測る。器形は残存がわずかであるが，
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調は内外面ともに橙色を呈し，胎土は白色粒子，石英の

微粒をわずかに含む。

458は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反し口縁部は長く延び，口縁端部は丸くおさめ

る。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナデ調整，

胴部内面は斜位のケズリ調整をおこない，その上端は不

揃いである。胴部外面は回転ナデ調整をおこなう。焼成

はやや不良で，色調は橙色を呈し，胎土は１～５㎜大の

赤・白色粒子をわずかに含む。

459は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径24.5㎝を測る。器形は頸部で外反し口縁部は長

く延び，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁部の

内外面ともに回転ナデ調整，胴部内面は斜位のケズリ調

整を施す。その上端は不揃いである。胴部外面はナデ調

整をおこなうが，器表面に歪な箇所が認められるため，

調整が比較的粗雑であると思われる。焼成は良好で，色

調は橙色を呈し，胎土は赤・白色粒子をわずかに含む。

口縁部の内外面に部分的に黒色化が認められる。

460は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反して口縁部はやや短く延び，口縁端部は丸く

おさめる。屈曲部の外面には突帯状の段が認められるが，

意図的もしくは調整時に形成されたものかは不明である。

器面調整は口縁部の内外面ともに回転ナデ調整，内面の

胴部に縦位のケズリ調整をおこない，その上端は不揃い

である。胴部外面はナデ調整をおこなう。焼成は良好で，

色調は内外面とも橙色を呈し，胎土は微細な砂粒を含む

がおおむね精良である。

461は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反し口縁部はやや短く延び，口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナデ調

整，胴部の内面は横位のケズリをおこない，その上端は

揃えられて明確な稜を形成する。胴部の外面は横位のナ

デ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は外面が橙色，

内面はにぶい橙色を呈し，胎土はやや粗く白色粒子，石

英，金雲母を多く含む。口縁部の内面には部分的に黒色

化が認められる。

462は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径28.7㎝を測る。器形は残存部がわずかであるが，

胴部の器壁は薄く内湾して立ち上がり，頸部で外反して

口縁部は長く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調

整は口縁部の内外面ともに回転ナデ調整，胴部の内面は

横位のケズリ調整をおこない，その上端は揃えられて明

確な稜を持つ。胴部の外面はナデ調整をおこなう。焼成

は良好で，色調は内外面ともににぶい褐色を呈し，胎土

はやや粗く白色粒子，金雲母を多く含む。口縁部の内外

面には部分的に黒色化が認められる。

463は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で外反し口縁部は長く延び，口縁端部は丸くおさめ

る。器面調整は口縁部の内外面ともに回転ナデ調整，胴

部の内面は斜位のケズリ調整をおこない，その上端は揃

えられて明確な稜を持つ。胴部の外面は横位のナデ調整

をおこない，特に屈曲部外面は強いナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，色調は外面がにぶい橙色，内面はにぶい

黄橙色を呈する。胎土は白・黒色粒子をわずかに含む。

464は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径29.2㎝を測る。器形は頸部で外反し口縁部は長

く延び，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口縁部の

内外面ともに横位のナデ調整，胴部の内面は斜位のケズ

リ調整をおこない，その上端は揃えられて明確な稜を持

つ。胴部の外面はナデ調整をおこなう。焼成は良好で，

色調は内外面ともに明赤褐色を呈し，胎土はおおむね精

良だが石英，金雲母の微粒を多く含む。口縁部の内外面

には被熱のためと思われる赤色化が認められる。

465は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で強く外反し口縁部は長く延びる。口縁端部は丸く

おさめる。器面調整は口縁部の内外面ともに横位のナデ

調整，胴部の内面は斜位のケズリ調整をおこない，その

上端は揃えられて明確な稜を持つ。胴部の外面はナデ調

整をおこなう。焼成は良好で，色調は外面がにぶい橙色，

内面が橙色を呈し，胎土は微細な砂粒を含むがおおむね

精良である。口縁部外面には黒色化が認められる。

466は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径30.0㎝を測る。器形は胴部が直線的に立ち上が

り，頸部で外反して口縁部は長く延びる。口縁端部は折

りたたんだ玉縁状を呈する。また胴部外面の器表面に平

滑でない部分が認められるため，調整が比較的粗雑であ

ったものと思われる。器面調整は口縁部の内外面ともに

横位のナデ調整，胴部内面は斜位のケズリ調整をおこな

い，その上端は不揃いである。胴部の外面はナデ調整を

おこなう。焼成は良好で，色調は外面が黒褐色，内面が

にぶい褐色を呈し，胎土は白色粒子，石英をわずかに含

む。残存部の口縁端部と外面の全体に黒色化が認められ

る。

467は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

頸部で緩やかに外反し口縁部は短く延びる。口縁端部は

丸くおさめる。器面調整は外面にナデ調整，内面の胴部

と口縁部の一部に横位のケズリ調整をおこない，屈曲部

に明確な稜は持たない。焼成は良好で，色調は外面が明

赤褐色，内面が暗赤褐色を呈し，胎土はやや粗く石英，

角閃石を多く含む。

468は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

残存がわずかであるが，胴部は直線的に立ち上がり，頸

部で外反して口縁部は短く延びる。口縁端部はわずかに

平坦面を持つ。器面調整は口縁部の内外面ともに横位の

ナデ調整，胴部の内面は斜位のケズリ調整をおこない，

屈曲部に明確な稜は持たない。胴部の外面はナデ調整を
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おこなう。焼成は良好で，色調は内外面ともに明赤褐色

を呈し，胎土は微細な砂粒を含むがおおむね精良である。

外面にはススの付着が認められる。

469は口縁部から胴部上半の一部が残存する。器形は

胴部がほぼ直線的に立ち上がり，頸部で外反して口縁部

は短く延びる。口縁端部は丸くおさめる。器面調整は口

縁部の内外面ともに横位のナデ調整，胴部内面は横位の

ケズリ調整で屈曲部は明確な稜を持たない。胴部外面は

ナデ調整をおこない，特に頸部は強い横位のナデ調整を

おこなっており，成形時の指頭圧痕が多く残る。焼成は

良好で，色調は外面が黒褐色，内面が橙色を呈し，胎土

は砂粒をわずかに含む。残存部の外面全体にススの付着

が認められる。

470は口縁部から胴部上半の一部が残存する。法量は

復元口径21.4㎝を測る。器形は頸部で外反して口縁部は

やや短く延びる。器面調整は口縁部の内外面ともに横位

のナデ調整，胴部の内面は斜位のケズリ調整，屈曲部付

近は横位のナデ調整をおこなっており，頸部には明確な

稜を持たない。胴部外面はナデ調整をおこない，指頭圧

痕が多く残る。焼成は良好で，胎土は微細な砂粒を含む

がおおむね精良である。色調は内外面ともに口縁部がに

ぶい黄橙色，屈曲部付近から胴部にかけて明赤褐色を呈

する。これは被熱によるものか異なる胎土を使用してい

るためか不明である。器表には部分的に黒色化が認めら

れる。

471は胴部片である。器面調整は外面の上半がナデ調

整，下半がタタキをおこない，格子目が残る。内面は横

位のケズリ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は外面

がにぶい橙色，内面が浅黄橙色を呈し，胎土は粗く１～

３㎜大の赤色粒子を多く含む。外面には部分的に黒色化

が認められる。
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口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

400 Ｉ29 表土 皿 底部 破片 － － － 回転ナデ,ナデ ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 高台付皿

401 Ｃ30 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

10 (15.6) (13.0) 1.6 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 ヘラ切り離し

402 Ｂ30 表土 坏身
口縁～
体部

破片 - - - 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇 黒褐色
灰黄褐

色
良 須恵器坏身の模倣品

403 Ｃ30 表土 坏 底部 10 - (8.2) -
回転ケズリ,
回転ミガキ

ミガキ 〇 〇 橙色
明赤褐

色
良

404 Ｆ37 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

20 (12.8) (8.4) 3.1
回転ナデ,
ナデ,ケズリ

回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
ヘラ切り離し
板状圧痕あり

405 Ｊ24 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

75 12.2 6.8 3.7 ナデ,回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 回転ヘラ切り離し

406 Ｄ27 Ⅳａ 坏 底部 25 - 7.4 -
回転ナデ,ナデ,

回転ケズリ
回転ナデ 〇 〇 〇 〇

浅黄橙
色

にぶい
橙色

良
回転ヘラ切り離し
植物繊維状圧痕

407 Ｅ30 Ⅳａ 坏 底部 50 - (5.9) -
回転ナデ,ナデ,

回転ケズリ
回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 〇

にぶい
橙色

浅黄橙
色

良
回転ヘラ切り離し
十字状の線刻，板状圧痕

408 Ａ 表土 坏 底部 15 - 6.1 - 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良
回転ヘラ切り離し
指頭圧痕,植物繊維状圧痕

409
Ｄ30
･31

表土 坏
口縁～
底部

35 (13.2) (5.4) 4.1 回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 ヘラ切り離し

410
Ｃ27
･28

Ⅳａ 坏 底部 25 - 5.7 -
回転ナデ,ナデ,

回転ケズリ
回転ナデ 〇 〇 〇 〇

にぶい
橙色

浅黄橙
色

良
ヘラ切り離し
板状圧痕,植物繊維状圧痕

411 Ｄ27 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

25 (12.4) (5.9) 3.6
回転ナデ,
ナデ,ケズリ

回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 ヘラ切り離し

412 Ｋ24 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

25 (15.4) (9.0) 3.7 回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
ヘラ切り離し
板状圧痕

413 Ｆ37 遺構内 坏
口縁～
底部

20 (15.2) (9.0) 3.6 回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 古墳時代竪穴建物内出土

414 Ｂ30 表土 坏 底部 破片 (12.8) (5.8) 3.5 回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 回転ヘラ切り離し

415 Ｄ28 Ⅳａ 坏
体部～
底部

20 - (6.1) - 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

浅黄橙
色

良 赤色化

416 Ｅ30 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

65 (13.2) 6.2 5.4
回転ナデ,
ナデ,ケズリ

回転ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
ヘラ切り離し
板状圧痕，黒色化

417 Ｌ25 Ⅳａ 坏
口縁～
胴部

70 (13.2) (6.2) 4.6
回転ナデ,
回転ケズリ

回転ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良
ヘラ切り離し
ススの付着

418 Ｉ29 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

15 (14.0) (10.0) 3.0 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

ヘラ切り離し
指頭圧痕,植物繊維状圧痕

419 Ｆ37 Ⅳａ 坏
口縁～
底部

60 (11.5) 8.4 3.6 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良
ヘラ切り離し
植物繊維状圧痕

420 Ｆ37 Ⅳａ 坏 ほぼ完形 90 12.8 8.4 3.1 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
回転ヘラ切り離し
指頭圧痕,物繊維状圧痕

421 Ｊ23 Ⅲ 坏 ほぼ完形 90 15.4 9.6
3.2
～4.1

回転ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 回転ヘラ切り離し

422
Ⅰ･Ｊ
25･26

表土 坏
口縁～
底部

20 (13.3) (9.8) 3.6 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 板状圧痕

423 Ｆ38 遺構内 椀
口縁～
胴部

15 (15.4) - -
回転ナデ,
工具ナデ

回転ナデ,
工具ナデ

〇 〇 〇
明褐灰

色
浅黄橙

色
良

古墳時代竪穴建物内出土
黒色化

424 Ｅ30 Ⅳａ 椀 口縁部 5 (19.4) - -
回転ナデ,
ミガキ

回転ナデ 〇 〇 〇
明赤褐

色
明褐色 良

425 Ｃ28 Ⅳａ 椀 口縁部 10 (12.5) - - 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

426
Ｉ37
･38

Ⅳａ 椀
口縁～
底部

50 16.1 (9.4) 7.1 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色
やや
不良

植物繊維状圧痕

427 Ｃ29 Ⅳａ 椀
口縁～
底部

40 (14.0) 8.0 6.0 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
黄橙色

良
ヘラ切り離し
黒色化・赤色化

428 Ｂ30 Ⅳａ 椀 底部 30 - 7.2 -
回転ナデ,
工具ナデ

回転ナデ,
工具ナデ

〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

回転ヘラ切り離し
線刻あり

429 Ｄ28 Ⅳａ 椀
口縁～
底部

60 (14.2) (7.6) 6.0 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良
ヘラ切り離し
指頭圧痕

430 Ｂ29 表土 椀
口縁～
胴部

20 (16.7) - - 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

431 Ｄ27 表土 椀
口縁～
胴部

15 (15.2) - - 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇 橙色
にぶい
橙色

良

432 Ｃ27 Ⅳａ 椀 底部 20 -
高台径
(6.8)

- 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 ヘラ切り離し

433 Ｍ26 Ⅲ 椀
胴部～
底部

20 -
高台径
9.0

- 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 〇 〇 〇
にぶい
橙色

橙色 良
ヘラ切り離し
黒色化

434 Ｆ36 遺構内 壷 底部 35 - 9.4 - 工具ナデ,ナデ 工具ナデ,ナデ 〇 〇 〇 橙色
にぶい
黄橙色

良
古墳時代竪穴建物内出土
指頭圧痕，黒色化

435 Ｆ37 Ⅳａ
焼塩
土器

口縁～
胴部

15 (15.7) - - ナデ 布目痕 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 指頭圧痕

＊()は復元・残存値

焼成 備考部位
残存
率
(％)

調色土胎整調)㎝(量法

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区
出土
層位

第
267
図

第
268
図

第
269
図

第
270
図
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口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面
焼成 備考部位

残存
率

(％)

調色土胎整調)㎝(量法

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区
出土
層位

436 Ｃ29 Ⅳａ 鉢
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ 回転ナデ,ケズリ 〇 〇 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

良 ススの付着

437 Ｈ37 遺構内 鉢
口縁～
胴部

破片 - - -  ナデ,ハケメ  ナデ,ケズリ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
やや
不良

古墳時代竪穴建物内出土

438 Ｉ29 表土 鉢
口縁～
胴部

5 (24.2) - - ナデ ナデ,ケズリ 〇 〇 〇 橙色
にぶい
橙色

良
指頭圧痕
ススの付着，赤色化

439 Ｉ38 Ⅴ 甕
口縁～
胴部

5 (24.4) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 〇
明赤褐
色

にぶい
褐色

良 黒色化

440 Ａ 表土 甕
口縁～
胴部

10 (22.4) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 〇
明赤褐

色
褐色 良 黒色化

441 Ｃ27 Ⅴ 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 橙色 橙色 良 指頭圧痕

442 Ｃ29 Ⅳａ 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 橙色 橙色 良 黒色化

443 Ｄ28 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 橙色 橙色 良 黒色化

444
Ｃ28
･29

表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 橙色 橙色 良 ススの付着

445 Ａ 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 〇 褐色 黒褐色 良 黒色化･ススの付着

446 Ｂ29 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 〇 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
褐色

良

447
Ｈ32
･33

表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 橙色 橙色 良 黒色化

448 Ｃ29 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良

449
Ｈ36
～38

表土 甕
口縁～
胴部

5 (20.2) - - 回転ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇
にぶい
赤褐色

橙色 良 ススの付着

450 Ａ 表土 甕
口縁～
胴部

5 (18.8) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 〇 褐色 暗褐色 良 黒色化･ススの付着

451 Ｂ28 表土 甕
口縁～
胴部

5 (19.9) - - 回転ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 橙色
にぶい
橙色

良 黒色化･ススの付着

452 Ｈ37 遺構内 甕
口縁～
胴部

5 (19.6) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 〇 褐色
にぶい
黄褐色

良
古墳時代竪穴建物内出土
黒色化･ススの付着

453 Ｊ32 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇
にぶい
褐色

にぶい
褐色

良 黒色化

454 Ｂ30 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇
明赤褐
色

にぶい
橙色

良 黒色化

455 Ａ 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良

456 Ｌ25 Ⅲ 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 黒色化

457 Ｂ30 Ⅳａ 甕
口縁～
胴部

5 (30.9) - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良

458 Ｃ35 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 橙色 橙色
やや
不良

459 Ｂ29 表土 甕
口縁～
胴部

5 (24.5) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 橙色 橙色 良 黒色化

460 Ｂ30 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 橙色 橙色 良

461 Ｈ33 Ⅳａ 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 橙色
にぶい
橙色

良 黒色化

462 Ｅ34 Ⅳａ 甕
口縁～
胴部

5 (28.7) - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇 〇
にぶい
褐色

にぶい
褐色

良 黒色化

463
Ｊ35
･36

表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ケズリ

〇 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
黄橙色

良

464
Ｊ･Ｋ
34･35

表土 甕
口縁～
胴部

5 (29.2) - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 〇
明赤褐

色
明赤褐

色
良 赤色化

465 Ｂ30 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

橙色 良 黒色化

466 Ｌ25 Ⅲ 甕
口縁～
胴部

5 (30.0) - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 黒褐色
にぶい
褐色

良 黒色化

467 Ｃ27 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ケズリ 〇 〇 〇
明赤褐

色
暗赤褐

色
良

468 Ｄ27 表土 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇
明赤褐

色
明赤褐

色
良 ススの付着

469 Ｋ26 Ⅲ 甕
口縁～
胴部

破片 - - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇 黒褐色 橙色 良
指頭圧痕
ススの付着

470 Ｄ27 表土 甕
口縁～
胴部

破片 (21.4) - - ナデ ナデ，ケズリ 〇 〇 〇
明赤褐

色
明赤褐

色
良

指頭圧痕，黒色化
口縁部はにぶい黄橙色

471 Ａ 表土 甕 胴部 破片 - - - ナデ,タタキ ケズリ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

浅黄橙
色

良
格子目痕
黒色化

＊()は復元・残存値

第
271
図

第
272
図

第49表　古代土師器観察表２
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黒色土器（第275・276図）

黒色土器皿（472～475）

472は底部片で坏の可能性もある。法量は復元底径8.8

㎝を測る。器面調整は外面に横位のヘラミガキ，内面に

放射状のヘラミガキを隙間なくおこなう。外底面の砂粒

は反時計回りに移動している。焼成は良好である。胎土

はやや粗く，黒・白色粒子，石英，角閃石等の微粒が多

く含まれている。

473～475は高台付皿の内黒土器である。

473は皿体部と高台部の1/2が欠損する。法量は復元口

径13.0㎝，復元底径6.9㎝，器高4.7㎝を測る。器形は

「ハ」の字状に開く高台から直線的に体部が立ち上がり，

口縁部はやや外反し，口縁端部は丸くおさめる。器面調

整は体部外面が回転ヘラケズリ後に回転ナデ調整をおこ

ない，砂粒は左方向に移動している。内面は口辺部に横

位のヘラミガキ，体部から内底面にかけて放射状にヘラ

ミガキをおこなう。高台部は内外面ともに回転ナデ調整

で,外底面は回転ヘラ切り離し後に丁寧な回転ナデ調整

をおこなう。焼成は良好で，胎土はやや粗く，黒・赤・

白色粒子，石英，角閃石等の細粒が多く含まれている。

474は皿部の一部と高台部1/4が残存する。法量は復元

口径12.6㎝，底径6.3㎝，器高4.0㎝を測る。器形は

「ハ」の字状に開くやや厚みのある高台から体部にかけ

て直線的に体部が立ち上がり, 口縁部はわずかに外反し，

口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部外面に回転ナ

デ調整をおこない，砂粒は左方向に移動している。内面

は体部上半に横位のヘラミガキ，体部下半から内底面に

かけて放射状にヘラミガキをおこなう。高台部は内外面

ともに回転ナデ調整で,外底面は回転ヘラ切り離し後に

ナデ調整をおこなう。焼成は良好である。胎土はやや粗

く，白色粒子等が含まれている。

475は皿部の底部片である。器形は体部が曲線的に立

ち上がる。器面調整は体部外面が回転ヘラケズリ後に回

転ナデ調整をおこない，砂粒は左方向に移動している。

外底面は回転ナデ調整が認められる。内面は放射状のヘ

ラミガキをおこなう。また,底部外面の下端に高台との

接合のために３条の沈線が認められる。焼成は良好であ

る。胎土はやや粗く，白色粒子等が含まれている。

　

黒色土器椀（476～489）

476は体部上半と高台部の一部が欠損する。法量は復

元口径16.0㎝，高台径7.1㎝，器高5.7㎝を測る。器形は

短く「ハ」の字状に開く高台からやや丸みをもって体部

が立ち上がり，体部中位よりやや上方で外側へわずかに

屈曲し，端部は丸くおさめる。器面調整は体部外面が回

転ヘラケズリで，高台部との境は回転ナデ調整をおこな

い，砂粒は左方向に移動する。外底面は回転ヘラ切り離

し後にナデ調整で高台部との境に強く回転ナデ調整をお

こなう。内面は口縁部が横位のヘラミガキで体部から内

底面にかけて放射状のヘラミガキをおこなう。体部外面

の下半に植物繊維状圧痕が認められる。焼成は良好で外

面に黒色化した範囲が一部認められる。胎土は粗く，１

～５㎜大の礫や白色粒子，石英等の小粒が多く含まれて

いる。

477は1/6が残存し，坏の可能性もある。器形は体部が

直線的に立ち上がり，口縁端部は丸くおさめる。器面調

整は体部内外面ともに横位と斜位の丁寧なヘラミガキを

おこなう。焼成は良好である。胎土はやや粗く，白色粒

子等の微粒が多く含まれている。　

478は1/6が残存する。法量は復元口径15.8㎝を測る。

器形は体部が直線的に立ち上がり，口縁端部は尖り気味

におさめる。器面調整は体部外面が回転ヘラミガキ後に

斜位のヘラミガキをおこなう。また，口縁端部のやや下

方に１条の沈線が認められる。内面は横位と斜位のヘラ

ミガキをおこなう。焼成は良好である。胎土はやや粗く，

白色粒子等の微粒が多く含まれている。

479は1/6が残存する。器形は体部が直線的に立ち上が

り，口縁端部は尖り気味におさめる。器面調整は体部外

面が回転ナデで，器面の剥落が著しい。内面は放射状に

ヘラミガキをおこなう。焼成は良好である。胎土はやや

粗く，黒・白色粒子，石英，角閃石等の微粒が多く含ま

れている。

480は1/6が残存する。法量は復元口径18.6㎝を測る。

器形は体部が直線的に立ち上がり，口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は体部外面がケズリ後に回転ヘラミガキ

で,体部下半にはさらに縦位のヘラミガキをおこなう。

砂粒は左方向に移動する。内面は回転ヘラミガキ後に口

辺部やや下方の縦位と斜位のヘラミガキをおこなう。焼

成は良好である。胎土はやや粗く，白色粒子，角閃石等

の微粒が多く含まれている。

481は底部片である。器面調整は外底面がヘラ切り離

し後に回転ナデ調整で，内底面は平行と放射状のヘラミ

ガキをおこなう。また,底部外面の下端に高台との接合

のために２～３条の沈線が認められる。焼成は良好であ

る。胎土は粗く，白・黒色粒子，石英等の微粒が多く含

まれている。　

482は1/5が残存する。法量は復元口径17.2㎝を測る。

器形は体部がやや丸みをもって立ち上がり,胴部上位で

外反し，大きく開く器形を呈する。器面調整は内外面と

もに口辺部は回転ヘラミガキ，胴部は横位のヘラミガキ

をおこなう。焼成は良好で体部外面に黒斑が認められる。

胎土はやや粗く，白色粒子，石英等の微粒が多く含まれ

ている。

483は1/4が残存する。法量は復元口径14.6㎝を測る。

器形は体部が曲線的に立ち上がり,口辺部で外反し，口

縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部外面が回転ナデ
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調整で，口縁端部のやや下方に強いナデ調整をおこない，

口縁部を外反させる。内面は口辺部が横位のヘラミガキ

で,胴部は丁寧なヘラミガキをおこなう。焼成は良好で

ある。胎土はやや精良で，黒・白色粒子等の微粒が含ま

れている。

484は底部が残存する。法量は復元高台径7.2㎝を測る。

器形は高台が「ハ」の字状に開き,その端部が平坦面を

成す。器面調整は高台部内外面が回転ナデ調整で，外底

面は中央付近まで回転ナデ調整をおこない，内底面は平

行と放射状のヘラミガキをおこなう。焼成は良好である。

胎土は精良で，黒・白色粒子，石英等の微粒が含まれて

いる。

485は胴部から底部片で高台部の一部が欠損する。法

量は復元高台径8.5㎝を測る。器形は「ハ」の字状に開

くやや厚めの高台から直線的に体部が立ち上がる。器面

調整は胴部外面と高台部の内外面が回転ナデ調整で，外

底部はナデ調整をおこなう。内面は放射状のヘラミガキ

をおこなう。焼成は良好である。胎土は精良で，黒色粒

子，石英等の微粒が含まれている。

486は胴部から底部が残存する。法量は高台径7.2㎝を

測る。器形は高台が「ハ」の字状に開き,その端部は丸

くおさめ,やや外側へ突出する。器面調整は体部外面が

胴部下端に回転ヘラケズリが認められ,高台部内外面は

回転ナデ調整をおこなう。外底面は時計回りのヘラ切り

離し後に回転ナデ調整で，内底面は平行のヘラミガキを

おこなう。焼成は良好である。胎土は精良で，石英の微

粒が多く含まれている。

487は底部の1/2が残存する。法量は復元高台径7.6㎝

を測る。器形は「ハ」の字状に開く高台を有する。器面

調整は高台部の内外面が回転ナデ調整で，外底部は放射

状に指頭圧痕が残り,内底面は放射状のヘラミガキをお

こなう。焼成は良好である。胎土はやや粗く，白色粒子，

石英等の微粒が多く含まれている。

488は1/4が残存する。法量は復元高台径6.6㎝を測る。

器形は「ハ」の字状に開く高台を有する。器面調整は高

台部の内外面および外底部が回転ナデ調整で，内底面は

放射状のヘラミガキをおこなうが器表面の剥落が著しい。

焼成は良好である。胎土はやや粗く，黒・白色粒子，石

英等の微粒が多く含まれている。

489は底部と高台1/2が残存する。法量は復元高台径

7.8㎝を測る。器形は器壁が厚く「ハ」の字状に開く低

めの高台を有する。器面調整は高台部の内外面が回転ナ

デ調整で，外底部は回転ヘラ切り離し後に高台との境周

辺を強めの回転ナデ調整,中央付近にナデ調整をおこな

う。内底面は放射状のヘラミガキ後に放射状または平行

のヘラミガキをおこなう。焼成は良好である。胎土はや

や粗く，白色粒子，石英，角閃石等の微粒が多く含まれ

ている。

墨書土器(第277図)

　本遺跡では墨書土器が17点出土しているが，そのほと

んどが表土または包含層からの出土である。その内訳は

表土・包含層から12点，遺構に伴うものが３点となって

いる。その分布域は本遺跡北東域のＢ～Ｅ・27～30区に

集中している。今回出土した墨書土器は小破片で途中が

欠損しているものがほとんどであった。このため明確に

文字を判読できたものはないが，文字内に「田」の文字

を含む等類似するもの数点が認められる。

「 」または「田」の文字を含むもの（490～494）

　490はＤ27区のⅣａから出土した。体部外面に「 」

の文字を含む墨書が認められる。内黒の黒色土器椀で口

縁部から体部の破片である。口縁部がわずかしか残存し

ていないが，体部がもう少し外側へ開く高台付皿の可能

性がある。法量は復元口径15.2㎝を測る。器面調整は体

部外面が回転ナデ調整で，内面は体部に放射状のヘラミ

ガキ後に口縁端部に横位のミガキをおこなう。焼成は良

好で，胎土は精良である。

　491はＢ29区のⅣａ層から出土した。土師器坏の口縁

部から体部の破片で，体部外面に「 」の文字を含む墨

書が認められる。法量は復元口径12.1㎝を測る。器形は

体部が直線的に開き，口縁端部はやや尖り気味に丸くお

さめる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整をお

こなう。焼成は良好で，胎土は精良である。 

　492はＤ28区のⅣａ層から出土した。土師器皿で口縁

部から体部の破片で，体部外面に「 」の文字を含む墨

書が認められる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ

調整をおこなう。焼成は良好で，胎土はやや粗く，白色

粒子が含まれている。

　493はＤ28区のⅣａ層から出土した。土師器坏または

椀と思われる体部片で，体部外面に「田」の文字を含む

墨書が認められる。器面調整は体部内外面ともに回転ナ

デ調整をおこなう。焼成は良好で，胎土はやや粗く，白

色粒子が含まれている。

　494はＢ30区の表土から出土した。体部外面に「田」

の文字を含む墨書が認められる。土師器坏または椀と思

われる体部片である。器面調整は体部内外面ともに回転

ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，胎土はやや粗く，

白色粒子，石英を含まれている。

その他判読不明なもの（495～502）

　495はＥ29区の表土から出土した。土師器坏または椀

と思われる体部片で, 体部外面に墨書が認められる。器

面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整をおこなう。焼

成は良好で，胎土はやや粗く，白色粒子，石英が含まれ

ている。

　496はＢ29区のⅣａ層から出土した。高台付皿，坏，
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Ⅴａ層コンタ図

Ⅴａ層コンタ図
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椀のいずれかの口縁部片と思われ，体部外面に墨書が認

められる。器面調整は体部外面が回転ナデ調整をおこな

う。焼成は良好で，胎土はやや粗く，赤・白色粒子，石

英，角閃石等が多く含まれている。

　497はＤ29区のⅣａ層から出土した。土師器坏または

皿の口縁部片と思われ，体部外面に墨書が認められる。

器面調整は体部内外面が回転ナデ調整をおこなう。焼成

は良好で，胎土はやや粗く，赤色粒子が多く含まれてい

る。

　498はＩ36区のⅣａ層から出土した。内黒の黒色土器

の高台付皿の口縁部片と思われ，体部外面に墨書が認め

られる。器面調整は体部外面が回転ナデ調整で，内面は

体部に放射状のヘラミガキ後に口縁部に横位のミガキを

おこなう。焼成は良好である。胎土はおおむね精良で，

白色粒子が含まれている。

　499はＣ30区のⅣａ層から出土した。土師器坏または

椀と思われる体部片で，体部外面に墨書が認められる。

器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，胎土はやや粗く，白色粒子等が含まれて

いる。

　500はJ・Ｋ32・33区の包含層から出土した。器種不明

の土師器の体部片で，体部外面に墨書が認められる。器

面調整は体部内外面がナデ調整をおこなう。焼成は良好

で，胎土は粗く，白色粒子が多く含まれている。

　501はＢ30区のⅣａ層から出土した。内黒の黒色土器

の高台付皿または椀の底部片と思われ，体部外面に墨書

が認められる。器面調整は体部外面が回転ナデ調整で，

内底面は放射状のヘラミガキをおこなう。焼成は良好で

ある。胎土はやや粗く，黒・白色粒子，角閃石等が含ま

れている。

　502はＥ29区のⅣａ層から出土した。土師器坏の底部

片で，復元底径は6.5㎝を測る。体部外面に墨書が認め

られる。器面調整は体部内外面と内底面は回転ナデ調整

で，外底面はナデ調整をおこなう。焼成は良好で，胎土

はやや粗く，黒色粒子等が含まれている。

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

472 Ｍ25 Ⅳａ 坏 底部 15 － (8.8) － ミガキ ミガキ 〇 〇 〇 橙色 黒色 良 黒色土器Ａ

473 Ｉ35 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

75 (13.0) (6.9) 4.7
回転ケズリ後

回転ナデ
ミガキ 〇 〇 〇 橙色 黒色 良

黒色土器Ａ,高台付皿
回転ヘラ切り離し
高台接合部に沈線あり

474 F38 遺構内 皿
口縁～
底部

25 (12.6) 6.3 4.0 回転ナデ,ナデ ミガキ 〇 〇 橙色 黒色 良
黒色土器Ａ,高台付皿
回転ヘラ切り離し
古墳時代竪穴建物内出土

475 Ｉ34 Ⅳａ 皿
胴部～
底部

10 － － －
回転ナデ,
回転ケズリ

ミガキ 〇 〇
浅黄橙

色
黒色 良

黒色土器Ａ
高台接合部に沈線あり

476
Ｊ35･
36

Ⅳａ 椀
口縁～
底部

35 (16.0)
高台径
7.1

5.7
回転ナデ,ナデ,

回転ケズリ
ミガキ 〇 〇 〇 〇 橙色 黒色 良

黒色土器Ａ
回転ヘラ切り離し
植物繊維状圧痕

477 Ｊ35 Ⅳａ
椀また
は坏

口縁部 15 － － － ミガキ ミガキ 〇 〇 〇
明赤褐

色
黒色 良 黒色土器Ａ

478 Ｃ30 Ⅳａ 椀
口縁～
胴部

15 (15.8) － －
回転ミガキ後

ミガキ
ミガキ 〇 〇 橙色 黒色 良

黒色土器Ａ
１条の沈線あり

479 Ｄ27 Ⅳａ 椀
口縁～
胴部

15 － － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇
にぶい
黄橙色

黒色 良 黒色土器Ａ

480 Ｇ34 一括 椀 口縁部 15 (18.6) － －
回転ミガキ後
ミガキ,ケズリ

回転ミガキ後
ミガキ

〇 〇 〇 橙色 黒色 良 黒色土器Ａ

481 Ｇ36 Ⅳａ 椀 底部 5 － － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇 橙色 黒色 良
黒色土器Ａ
ヘラ切り離し
高台接合部に沈線あり

482 Ｆ38 Ⅳａ 坏 口縁部 20 (17.2) － －
回転ミガキ,

ミガキ
回転ミガキ,

ミガキ
〇 〇

にぶい
黄褐色

黒色 良 黒色土器Ａ

483
Ｃ･Ｄ
27･28

遺構内 椀
口縁～
胴部

25 (14.6) － － 回転ナデ後ナデ ミガキ 〇 〇
にぶい
橙色

黒色 良
黒色土器Ａ
古墳時代竪穴建物内出土

484 Ｆ33 遺構内 椀 底部 35 －
高台径
(7.2)

－ 回転ナデ  回転ナデ,ミガキ 〇 〇 橙色 黒色 良
黒色土器Ａ
古墳時代竪穴建物内出土

485 Ｃ27 Ⅳａ 椀 底部 25 －
高台径
(8.5)

－ 回転ナデ,ナデ ミガキ 〇 〇 〇 橙色 黒色 良 黒色土器Ａ

486
Ｄ･Ｅ
28･29

表土 椀
胴部～
底部

35 －
高台径
7.2

－
回転ケズリ,
回転ナデ

ミガキ 〇 〇 〇
にぶい
黄橙色

黒色 良
黒色土器Ａ
回転ヘラ切り離し

487 Ｄ27 Ⅳａ 椀 底部 35 －
高台径
(7.6)

－ 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇 橙色 黒色 良
黒色土器Ａ
指頭圧痕

488 Ｊ33 表土 椀 底部 25 － (6.6) － 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,
ミガキ

〇 〇
浅黄橙

色
黒色 良

黒色土器Ａ
回転ヘラ切り離し

489 Ｇ30 Ⅳａ 椀 底部 70 －
高台径
(7.8）

－ 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
黒色 良

黒色土器Ａ
回転ヘラ切り離し

＊()は復元・残存値

出土
層位

第
275
図

第
276
図

焼成 備考部位
残存
率
(％)

調色土胎整調)㎝(量法

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区

487 488

489

490

493

496 497 498

494 495

491
492

499

500

501

502

第50表　黒色土器観察表
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487 488

489

490

493

496 497 498

494 495

491
492

499

500

501

502

第276図　黒色土器２

第277図　墨書土器
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古代須恵器（第278～281図）

須恵器皿（503）

503は底部片である。法量は復元底径15.0㎝を測る。

器面調整は内面見込みが回転ナデ調整で中央付近が窪ん

でおり，外底面は回転台から切り離し後不定方向の丁寧

なナデ調整をおこない，わずかに残る体部との境は不明

瞭である。内面の砂粒の移動方向から回転台は時計回り

である。焼成は良好で硬質である。胎土はやや粗めで１

㎜以下～２㎜大の白色粒子等が器表面に多く認められる。

須恵器坏（504～506）

504は体部下半から底部まで残存する。法量は復元底

径7.8㎝を測る。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ

調整で，体部外面の下端はナデ調整が不十分である。内

面の見込みは回転ナデ調整がおこなわれ，外底面は丁寧

なナデ調整で仕上げられている。また体部外面から内面

見込みにかけて火襷状の黒色化が認められる。体部内面

の砂粒が左方向へ移動していることから回転台は時計回

りである。焼成は良好でやや軟質である。胎土はやや粗

めで１㎜大以下の白色粒子等が器表面に多く認められる。

505は体部下半から底部まで残存する。法量は復元底

径6.4㎝を測り，底部からの立ち上がりがやや外側に開

く器形を呈する。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ

調整で，体部外面の下端はヘラ切りにより粘土がはみ出

すが未調整のままである。内面の見込みは回転ナデ調整

と自然釉が認められ，外底面はヘラ切り離し後丁寧なナ

デ調整をおこなうが中央付近にはヘラ切り痕が残る。体

部内面の砂粒が左方向へ移動していることから回転台は

時計回りである。焼成は良好で硬質である。胎土はやや

粗めで１㎜大以下の白色粒子等が器表面に多く認められ

る。

506は体部下半から底部まで残存する。法量は復元底

径8.8㎝を測る。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ

調整で，底部はわずかな残存であるが内面の見込みは回

転ナデ調整，外底面は不定方向のナデ調整がそれぞれ認

められる。焼成は良好で締まる。胎土は精良で１㎜以下

の白色粒子がまばらに含まれている。

須恵器壺（507～513）

507は口縁部～頸部が残存し，𤭯の可能性がある。法

量は復元口径11.2㎝を測る。器面調整は内外面ともに回

転ナデ調整をおこなう。口縁の形態は二重口縁となって

おり，口縁上端の内面は斜めに面を成し，外面は丸くお

さめ，口縁屈曲部は若干突出させ稜をなしている。内外

面ともに自然釉がかかる。焼成は良好で硬質である。胎

土はやや粗く１㎜以下の白色粒子等が含まれている。

508は口縁部片である。法量は復元口径17.2㎝を測る。

口縁の形状はやや外反させ，口縁端部を肥厚させて口縁

帯状の面を形成している。器面調整は内外面ともに回転

ナデ調整をおこなう。焼成は良好でやや軟質である。胎

土は精良である。

509は胴部から底部まで残存する。法量は復元底径8.2

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

490 Ｄ27 Ⅳａ 椀
口縁～
胴部

15 (15.2) － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇
にぶい
橙色

黒色 良
黒色土器Ａ
「�」墨書あり

491 Ｅ29 表土 坏
口縁～
胴部

10 (12.1) － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 「�」墨書あり

492 Ｄ28 Ⅳａ 皿 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 「�」墨書あり

493 Ｂ30 表土
坏また
は椀

胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
にぶい
橙色

良 「田」墨書あり

494 Ｄ30.31 表土
坏また
は椀

胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 橙色
にぶい
黄橙色

良 「田」墨書あり

495 Ｅ29 表土
坏また
は椀

胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

496 Ｂ29 Ⅳａ 不明 口縁部 破片 － － － 回転ナデ ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

497 Ｄ29 Ⅳａ
坏また
は皿

口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

498 Ｉ36 Ⅳａ 皿 口縁部 破片 － － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 橙色 黒色 良
黒色土器Ａ
高台付皿

499 Ｃ30 Ⅳａ
坏また
は椀

胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
明赤褐

色
明赤褐

色
良

500
Ｊ･Ｋ
32･33

遺構内 不明 胴部 破片 － － － ナデ ナデ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

橙色 良 古墳時代竪穴建物内出土

501 Ｂ30 Ⅳａ
皿また
は椀

底部 破片 － － － 回転ナデ ミガキ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

黒色 良 黒色土器Ａ

502 Ｅ29 Ⅳａ 坏 底部 15 － (6.5) － 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良

＊()は復元・残存値

第
277
図

焼成 備考器種
残存
率

(％)

調色土胎整調)㎝(量法

部位
遺物
番号

挿図
番号

出土区
出土
層位

第51表　墨書土器観察表
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㎝を測る。器面調整は内外面ともに回転ナデ調整をおこ

ない，底部をヘラ切り離し後は未調整で，高台を貼付け

高台内と底部の境をナデによって接合している。高台は

断面が台形状を呈し底部と体部の立ち上がり部分にやや

外側に開くように貼付けている。焼成は良好で硬質であ

る。胎土はやや粗めで１㎜以下～２㎜大の白色粒子等が

器表面に多く認められる。

510の器面調整は外面が不定方向に格子状のタタキを

おこない，内面は同心円の当て具をおこなった後，横位

の平行タタキ痕が認められる。焼成は良好で硬質である。

胎土は精緻で１㎜大の白色粒子が多く含まれている。

511・512は壺の胴部下半片で同一個体の可能性がある。

器面調整は外面が横方向の平行タタキをおこない，内面

はナデ調整で成形時の指頭圧痕が認められる。焼成は良

好で硬質である。内外面の色調は赤味を帯びている。胎

土はぼさぼさとして粗めで１㎜以下の黒・白粒子等が多

く含まれている。

513の器面調整は外面が不定方向に格子状のタタキを

おこない，内面はナデ調整で成形時の指頭圧痕が残る。

焼成は良好で硬質である。胎土は精良で１㎜大の白色粒

子がまばらに認められる。

須恵器甕（514～541）

514～516は小型の甕である。

514は口縁部から肩部まで残存する。法量は復元口径

14.0㎝を測る。口縁部はやや外反させ，口縁端部を肥厚

させて口端上角は丸くおさめ，下角をやや突出させ幅の

狭い口縁帯状を呈する。器面調整は外面の残存部の全体

に自然釉がかかっているため判然としないが胴部に斜方

向の平行または格子状のタタキ痕が認められ，内面の口

縁部は回転ナデ調整で胴部には同心円の当て具痕が認め

られる。焼成は良好で硬質である。胎土には多くの黒

色・白色粒子を含む。

515は頸部の立ち上がりがわずかに残る。器面調整は

外面が横方向へ平行タタキがおこなわれ，内面が同心円

の当て具痕が認められる。焼成は良好で硬く締まり，内

外面ともに色調が赤味を帯びている。胎土は精緻で白・

黒色粒子をわずかに含んでいる。

516は小型の甕で頸部から体部まで残存する。器面調

整は外面が格子状のタタキ成形後，口頸部に回転ナデ調

整をおこない，内面が回転ナデ調整をおこなう。焼成は

良好で硬質である。胎土は精緻だが１㎜大の白色粒子が

多く含まれている。

517・518は大型の甕である。

517は口縁部片で口縁端部が欠損している。法量は復

元口径が38.3㎝を測る。器面調整は内外面に工具ナデ調

整またはカキ目調整と思われる調整がおこなわれる。焼

成がやや不十分なためか軟質で，胎土はやや粗く１㎜以

下の白色粒子が多く含まれており，２㎜大の黒色粒子が

まばらに含まれている。

518は頸部片である。器面調整は外面にわずかに格子

状のタタキ痕が認められ，その後カキ目調整がおこなわ

れる。内面はナデ調整またはカキ目と思われる調整をお

こなう。焼成は良好で硬質である。胎土は精緻で１㎜以

下の黒・白色粒子がまばらに認められる。

519は頸部片である。器面調整は外面が回転ナデ調整

をおこない,内面の頸部が回転ナデ調整，胴部に同心円

の当て具痕が残る。焼成は良好で硬質である。胎土は精

緻だが器表面に１㎜大の白色粒子が多く含まれている。

520～527は胴部の上半部である。

520の器面調整は外面が斜方向の格子状のタタキで，

内面は残存部の上半部が同心円の当て具をおこなった後

に下半部の平行タタキをおこなっていることが切りあい

関係から窺え，さらに下半には平行タタキを切って一部

ケズリをおこなっている。焼成は良好で硬質である。胎

土は精良で１㎜以下～２㎜大の白色粒子が断面と内面に

目立って認められる。

521・522はともに器面調整は外面が格子状のタタキを

おこない，内面は同心円の当て具痕が残る。焼成は良好

で硬質である。胎土はともに１㎜以下～２㎜大の白色粒

子が多く含まれている。

523の器面調整は外面が自然釉と剥離により不明で，

内面は同心円の当て具痕が残る。焼成は良好で硬質であ

る。胎土はやや粗く１㎜以下の黒・白色粒子が多く含ま

れている。

524の器面調整は外面が縦方向へ平行タタキをおこな

い，内面は同心円の当て具痕が残る。焼成は良好で硬質

である。胎土はやや粗く胎土内および器表面に１㎜大の

小穴があばた状に認められる。

525の器面調整は外面が不定方向に格子状のタタキを

おこない，内面は同心円の当て具をおこなった後，縦方

向へ溝幅が広めの平行タタキをおこなっている。焼成は

良好で硬質である。胎土はやや粗く１㎜大の白色粒子等

が含まれている。

526・527は胴部上半部片である。ともに器面調整は外

面が不定方向の格子状のタタキで，内面は同心円の当て

具痕が残る。焼成は良好で硬質である。胎土は精緻で１

㎜以下の黒・白色粒子が含まれている。

528～539は胴部の下半部である。

528の器面調整は外面が不定方向に格子状のタタキを

おこない，内面は同心円の当て具をおこなった後，縦位

の平行タタキをおこなっている。焼成は良好で硬質であ

る。胎土はやや粗く１㎜大の白色粒子等が含まれている。

529の器面調整は外面が斜方向の平行タタキで，内面

は残存部の上半が同心円の当て具痕が残り，下半が平行

タタキをおこなっているが，同心円の当て具痕を平行タ
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タキが切っていることから，同心円の当て具痕をおこな

った後に平行タタキをおこなっている。焼成は良好で硬

質である。胎土はやや粗く１㎜以下～４㎜大の橙色粒子，

１㎜以下の黒・白色粒子が含まれている。

530の器面調整は外面が不定方向の格子状のタタキで，

内面は残存部の上半が同心円の当て具痕が残り，下半が

平行タタキをおこなっているが，同心円の当て具痕を平

行タタキが切っている部分とその逆もみられることから，

この一部に限られるかもしれないが交互に調整をおこな

っている。また最終的に一部ナデ調整をおこなっている。

焼成は良好で硬質である。胎土は精緻で２㎜以下の白色

粒子がまばらに認められる。

531・532は同一個体の可能性があり，ともに器面調整

は外面が格子状のタタキで，内面は縦位へ溝幅が広めの

平行タタキをおこなっている。焼成は良好で硬質である。

体部外面の色調はにぶい赤褐色を呈する。胎土はやや粗

く，１㎜以下～２㎜大の黒・白色粒子が含まれている。

533の器面調整は外面が格子状のタタキで，内面は縦

方向の平行タタキをおこなっている。焼成は不十分でや

や軟質で，内外面ともににぶい赤褐色を呈する。胎土が

粗く，１㎜以下～３㎜大の橙・白・黒色粒子が断面と内

面に多く認められる。

534の器面調整は外面が格子状のタタキで，内面は斜

位の平行タタキをおこなっている。焼成は不十分のため

かやや軟質で，色調は内外面ともににぶい褐色を呈する。

胎土は粗く，１㎜以下の白色粒子がまばらに認められる。

535の器面調整は外面が不定方向の平行タタキで，内

面は斜位の平行タタキをおこなっている。焼成は良好で

硬質である。胎土は精緻で白色粒子がわずかに含まれて

いる。

536の器面調整は外面が斜方向の平行タタキで，内面

は縦位の平行タタキをおこなっている。焼成は良好で硬

質である。体部外面の色調はにぶい赤褐色を呈する。胎

土はやや粗く，１㎜以下～２㎜大の橙・白・黒色粒子が

断面と内面に多く認められる。

537の器面調整は外面が不定方向の平行タタキで，内

面は横位へ溝幅がやや広めの平行タタキをおこなってい

る。焼成は不十分なため軟質で, 内外面ともに色調は灰

黄褐色を呈する。胎土は粗く，１㎜以下～２㎜大の白色

粒子，雲母が含まれている。

538の器面調整は外面が格子状のタタキで，内面は横

位へ溝幅が広めの平行タタキをおこなっている。焼成は

良好で硬質である。胎土はやや粗く，１㎜以下～２㎜大

の白色粒子が多く含まれている。

539の器面調整は外面が格子状のタタキで，内面は斜

位の平行タタキをおこなっている。焼成は不十分なため

軟質で, 内外面ともに色調はにぶい赤褐色を呈する。胎

土はやや粗く，砂粒を多く含み，特に１㎜以下～２㎜大

の橙・黒色粒子が多く含まれている。

540・541は底部片である。

540の器面調整は外面がカキ目調整後「キ」の字状の

ヘラ記号を施し，内面は不定方向へナデ調整をおこなっ

ており，成形時の指頭圧痕も残っている。焼成は不十分

なためやや軟質で, 色調は外面が褐灰色，内面が灰褐色

を呈する。胎土は精緻で，１㎜以下～２㎜大の橙・白色

粒子が含まれている。

541の器面調整は外面が格子状のタタキで，内面は不

定方向の平行タタキをおこなっている。焼成は良好で硬

質である。胎土はやや粗く，砂粒を多く含み，特に１㎜

大の白色粒子が多く含まれている。
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口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

503 Ｅ30 表土 皿 底部 10 － （15.0） － ナデ 回転ナデ 〇 灰色 灰色 良

504 Ｄ29 表土 坏 底部 15 － (8.0) － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 灰黄色 灰黄色 良
ヘラ切り離し
火襷あり

505 Ｈ34 Ⅳａ 坏 底部 10 － (6.4) － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 黄灰色 灰黄色 良 ヘラ切り離し

506 Ｄ27 表土 坏
体部～
底部

10 － (8.8) － 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
黄色

にぶい
黄色

良

507 Ｆ37 Ⅳａ 壺 口縁部 5 （11.2） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰色 灰色 良 自然釉がかかる

508 Ｂ29 表土 壺 口縁部 5 (17.2) － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰黄色 灰黄色 良

509
Ｃ･Ｅ
31

遺構内 壷 底部 5 － (8.2) － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 灰色 灰色 良
ヘラ切り離し
近世古道内出土

510 Ｅ25 表土 壺 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇 黄灰色 黄灰色 良

511
Ｉ35～
38

表土 壺 胴部 破片 － － － 平行タタキ ナデ 〇
にぶい
赤褐色

褐色 良

512 Ｈ32 表土 壺 胴部 5 － － － 平行タタキ ナデ 〇 褐色 橙色 良

513
Ｆ30･
31

表土 壺 胴部 5 － － － 格子状タタキ ナデ 〇 黄灰色 黄灰色 良

514 Ｂ28 表土 甕
口縁～
胴部

5 （14.0） － － 格子状タタキ
回転ナデ
同心円

〇 灰色
にぶい
赤褐色

良 小型甕

515 Ｂ28 表土 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ 同心円 〇
にぶい
赤褐色

褐色 良 小型甕

516 Ｅ37 Ⅳａ 甕 胴部 5 － － － 格子状タタキ 回転ナデ 〇 灰色 灰色 良 小型甕

517 Ｆ31 表土 甕 口縁部 5 （38.3） － －
工具ナデまたは

カキ目
工具ナデまたは

カキ目
〇 褐灰色

にぶい
黄褐色

やや
不良

大型甕

518 Ｂ29 表土 甕 口縁部 5 － － －
格子状タタキ,カ

キ目
ナデまたは
カキ目

〇 灰褐色
にぶい
黄褐色

良 大型甕

519 Ｉ36 Ⅳａ 甕 頸部 5 － － － 回転ナデ 回転ナデ,同心円 〇 灰色 灰色 良

520 Ｊ32 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ
平行タタキ,

ケズリ
〇 灰色 灰色 良

521
Ｇ･Ｈ
33

表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 同心円 〇 灰色 灰色 良

522
Ｊ32･
33

表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 同心円 〇 灰色 灰色 良

523
Ｈ～Ｊ
32･33

表土 甕 胴部 破片 － － － 不明 同心円 〇 灰黄色 黒褐色 良 自然釉がかかる

524 Ｉ36 Ⅲ 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ 同心円 〇 黒褐色 黒褐色 良

525
Ｅ30･
31

表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ
同心円,

平行タタキ
〇 褐灰色 灰黄色 良

526 Ｊ37 Ⅳａ 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 同心円 〇
にぶい
赤褐色

黄灰色 良 黒色化

527 Ｍ27 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 同心円 〇
にぶい
赤褐色

黄灰色 良

528 Ｄ30 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ
同心円,

平行タタキ
〇

オリー
ブ黒色

灰色 良

529 Ｉ35 Ⅳａ 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ
同心円,

平行タタキ
〇 黒褐色 灰褐色 良

530 Ｇ38 Ⅴａ 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ
同心円,ナデ,
平行タタキ

〇 灰色 灰色 良

531
Ｄ･Ｅ
28･29

表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
赤褐色

黄灰色 良

532 Ｍ32 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
赤褐色

黄灰色 良

533 Ａ 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

良

534 Ｅ25 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
褐色

にぶい
褐色

良

535 Ｃ29 表土 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ 平行タタキ 〇 灰黄色 灰黄色 良

536 Ｇ34 表土 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
赤褐色

灰褐色 良

537
Ｂ･Ｃ
27･28

Ⅳａ 甕 胴部 破片 － － － 平行タタキ 平行タタキ 〇
灰黄褐
色

灰黄褐
色

良

538 Ｈ36 Ⅴａ 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇 灰色 灰色 良

539 Ｂ26 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

やや
不良

540
Ｂ･Ｃ
28･29

表土 甕 底部 5 － － － カキ目 ナデ 〇 褐灰色 灰褐色 良

541
Ｄ･Ｅ
28･29

表土 甕 底部 5 － － － 格子状タタキ 平行タタキ 〇 橙色 橙色 良

＊()は復元・残存値

出土
層位

第
278
図

第
279
図

第
280
図

第
281
図

焼成 備考部位
残存
率

(％)

法量(㎝) 調整 胎土 色調

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区

540

541
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第４節　中世の成果

１　遺構

中世の遺構としては，掘立柱建物跡34棟，竪穴建物跡

３基，土坑墓３基，土坑68基，古道跡15条，溝跡16条が

検出されている。中世における遺構全体の評価は総括で

おこなうが，古道跡及び溝跡が規格的に整備され，そこ

に掘立柱建物跡群や土坑が，ある程度規則的に配置され

ているのが確認できる。

（１）掘立柱建物跡（第282～320・390図　掘立柱建物

跡１～43号）

掘立柱建物跡は34棟検出されている。柱穴自体は5000

基以上検出されているため，さらに多くの建物が建って

いたと考えられる。掘立柱建物跡は東側（川側）・中

央・西側と川久保遺跡の地形により３か所に分かれて検

出されている。基本的には南北に軸を持つものが多く，

柱穴の径は建物ごとの平均で25㎝前後から30㎝程度のも

のが多いが，掘立柱建物跡17号と33号のみは40～50cmと

やや径が大きくなっている。柱穴の埋土は大まかに黒色

土・黒褐色土・その他の３種類に分けられる。以下は柱

穴から出土した遺物である。

掘立柱建物跡24号－１は土師器坏の底部片で柱穴８か

ら出土した。法量は底径6.1㎝を測る。器面調整は体部

外面が回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離し後に板状

圧痕が認められ，内底面は回転ナデ調整後に静止ナデを

おこなう。焼成は良好で，外面は被熱により黒色化と赤

色化範囲が認められる。胎土はやや粗く，白色粒子,石

英，金雲母などの微粒が含まれている。

掘立柱建物跡25号－１は土師器坏の底部片で柱穴５か

ら出土した。法量は底径6.4㎝を測る。器面調整は体部

外面が回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離し後に板状

圧痕が認められ，内底面は回転ナデ調整をおこなう。焼

成は良好である。胎土はやや粗く，白色粒子,石英，金

雲母などの細粒が含まれている。

掘立柱建物跡25号－２は須恵器坏身の底部片で柱穴３

から出土した。法量は復元高台径10.2㎝を測る。器形は

「ハ」の字状に開く高台を底部と体部の境に貼付け，高

台接地面は平坦面を成し，高台端部はやや上方へわずか

に跳ね上げる。器面調整は体部外面が回転ナデ調整で，

外底面はナデ調整，内底面は回転ナデ調整と静止ナデ調

整をおこなう。焼成は良好で，硬質である。胎土はやや

粗く，白色粒子などの小粒が多く含まれている。

掘立柱建物跡28号－１は白磁碗で柱穴７から出土した。

腰部から高台までが残存する。法量は高台径6.2㎝を測

る。器形は高台が高く細く直立する。内面には櫛目で花

文を描く。胎土は灰白色を呈し，硬質でわずかに気泡を

含む。内面と高台外面まで施釉されており，釉調は灰黄

色を呈する。

掘立柱建物跡28号－２は白磁碗で柱穴３から出土した。

口縁部から胴部までが残存する。器形は口縁端部が外反

する端反り碗である。器壁は比較的分厚い。胎土は灰白

色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。残存部の内外面に

施釉されており，釉調は灰黄色を呈し，表面に貫入が認

められる。

掘立柱建物跡33号－１は土師器坏または椀の体部片で

柱穴６から出土した。体部外面に墨書が認められるが，

小片のため詳細は不明である。焼成は良好である。胎土

はおおむね精良で，黒色粒子などの微粒が含まれている。
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 柱間距離(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 柱間距離(cm) 埋土

1 26 31 １-２ 184 黒褐 9 22 44 ９-10 176 黒褐

2 27 52 ２-３ 200 黒 10 38 48 10-11 176 黒

3 18 29 ３-４ (316) 黒 11 29 23 11-12 220 黒

4 23 38 ４-５ 120 黒 12 ― ― 12-13 120 ―

5 19 15 ５-６ 112 黒 13 ― ― 13-14 136 ―

6 ― ― ６-７ 104 ― 14 33 49 14-15 160 黒褐

7 23 47 ７-８ 140 黒褐 15 27 22 15-１  96 黒

8 47 37 ８-９ 176 黒

掘立柱建物跡１号柱穴一覧

A
A’

A

A’

A

A’

A
A’

A
A’

A
A’

A A’

A

A’

A
A’

A

A’

A
A’

A

A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

A
L=33.000m
A’

L=33.000m
A A’

1

2

1
11 2 1

2

1

1

1

1

2

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。
2:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴx Ⅴx

Ⅴa Ⅴa

Ⅴx

Ⅴb Ⅴb

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

ⅤbⅤb

Ⅴa

ⅤaⅤx Ⅴx Ⅴa Ⅴa

ⅤbⅤb

Ⅴa Ⅴa

Ⅴx Ⅴx

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴11

柱穴15

柱穴10 柱穴9

柱穴7

柱穴8

柱穴14

柱穴3

柱穴5

柱穴4柱穴2柱穴1

柱穴13

柱穴12

柱穴6

柱穴4

柱穴14

柱穴13

柱穴12 柱穴11 柱穴10 柱穴9 柱穴8

柱穴7

柱穴5

柱穴3

柱穴15

柱穴2柱穴1

柱穴6

第283図　掘立柱建物跡１号
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 48 16 １-２ 208 黒 9 28 31 ９-10 240 黒褐

2 46 45 ２-３ 268 黒 10 26 14 10-11 148 黒

3 38 19 ３-４ 288 黒 11 28 64 11-12 152 黒

4 28 54 ４-５ 148 黒褐 12 ― ― 12-１ 184 ―

5 23 52 ５-６ 240 黒褐 13 23 31 黒

6 26 67 ６-７ 100 黒褐 14 22 45 黒褐

7 33 22 ７-８ 232 黒 15 22 36 黒褐

8 ― ― ８-９ 268 ―

―

―

―

柱間距離(cm)柱間距離(cm)

掘立柱建物跡２号柱穴一覧

A

A’

A

A’

A A’

A

A’

A A’

A A’

A
A’

A

A’

A

A’

A A’

A A’

A A’

A
A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

L=33.000m
A A’

11

2

2

2

1

2

1

1

1

11

2

2

柱穴
1

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。
2:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり,ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴx Ⅴx

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴb Ⅴb

Ⅴx

Ⅴa Ⅴa

Ⅴb Ⅴb

Ⅴa Ⅴa

Ⅴb Ⅴb

Ⅴx Ⅴx

Ⅴa Ⅴa

Ⅴb Ⅴb

Ⅴx Ⅴx

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴb Ⅴb

Ⅴa Ⅴa

Ⅴx Ⅴx

柱穴9

柱穴10

柱穴4柱穴32穴柱1穴柱

柱穴12

柱穴5

柱穴11

柱穴13

柱穴15

柱穴14

柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴1 柱穴3柱穴2 柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴7柱穴8

柱穴12

柱穴9柱穴10

柱穴11 柱穴13 柱穴14 柱穴15

第284図　掘立柱建物跡２号
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 27 15 １-２ 192 黒褐 6 34 30 ６-７ 172 黒褐

2 26 13 ２-３ 176 黒褐 7 25 21 ７-８ 206 黒褐

3 27 12 ３-４ 176 黒褐 8 21 16 ８-９ 140 黒褐

4 28 15 ４-５ (332) 黒褐 9 30 27 ９-１ 188 黒褐

5 26 29 ５-６ 196 黒褐

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡３号柱穴一覧

A A’

A A’

A A’

A
A’ A A’

A A’

A
A’

A A’

A
A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

L=31.800m
A A’

1

1
1

1

1

1

11
1

1:黒褐色土(2.5Y3/1)やわらかい，アカホヤ火山灰土が少量混ざる。　 

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa
Ⅴa Ⅴa Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴8

柱穴4

柱穴5

柱穴2

柱穴1

柱穴3

柱穴9

柱穴6柱穴7

柱穴8

柱穴4

柱穴5

柱穴2柱穴1

柱穴9

柱穴3

柱穴6柱穴7

第285図　掘立柱建物跡３号
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 26 36 １-２ 220 黒 11 30 24 11-12 210 黒

2 25 49 ２-３ 212 黒 12 28 26 12-13 212 黒

3 39 40 ３-４ 116 黒 13 24 33 13-14 208 黒

4 24 18 ４-５ 220 黒 14 38 32 14-15 192 黒

5 21 14 ５-６ 202 黒 15 40 35 15-16 192 黒

6 28 40 ６-７ 200 黒 16 21 15 16-１ 200 黒

7 31 35 ７-８ 188 黒 17 25 39 黒

8 39 49 ８-９ 220 黒 18 27 36 黒

9 24 27 ９-10 116 黒 19 25 26 黒

10 26 31 10-11 216 黒 20 33 52 黒

柱間距離(cm)

―

柱間距離(cm)

―

―

―

掘立柱建物跡４号柱穴一覧

A
A’

A A’

A A’

A A’

A
A’

A A’A A’
A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A
A’

A A’

A
A’

A

A’

A A’

A
A’

A A’

柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

柱穴13

柱穴14

柱穴15

柱穴16

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴17

柱穴18

柱穴19

柱穴20

第286図　掘立柱建物跡４号１
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A A’
L=31.700m

A
L=31.700m
A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

A A’
L=31.700m

A A’
L=31.700m

A A’
L=31.700m

A A’
L=31.700m

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

L=31.700m
A A’

A

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

 1: 黒色土 (10YR2/1) 粘性強い。

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤaⅤaⅤa

Ⅴa
Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

柱穴13

柱穴14

柱穴15

柱穴16

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴17

柱穴18

柱穴19

柱穴20
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 30 39 １-２ 212 黒 6 34 29 ６-７ 208 黒

2 31 28 ２-３ 206 黒 7 29 22 ７-８ 212 黒

3 29 30 ３-４ 216 黒 8 28 27 ８-９ 216 黒

4 44 36 ４-５ 168 黒 9 34 57 ９-10 176 黒

5 30 22 ５-６ 186 黒 10 29 18     10-１ 184 黒

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡５号柱穴一覧

A’A
A

A’
A’A

A’
A

A’A

A’A
A’A

A’AA’A

A’A

L=32.100m
A A’

L=32.100m
A A’

L=32.100m
A A’

L=32.100m
A A’

AAA A

L=32.100m
A A’

L=32.100m
A A’

L=32.100m
A’

L=32.100m
A’

L=32.100m
A’

L=32.100m
A’

1
1

1 1

1

1

1
1

1

1

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。

ⅤaⅤa
ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa ⅤaⅤa Ⅴa
Ⅴa

ⅤaⅤa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

柱穴10

柱穴9

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴10

柱穴9

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴4

第288図　掘立柱建物跡５号
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 32 35 １-２ 172 黒

2 42 50 ２-３ 176 黒

3 43 36 ３-４ 200 黒

4 35 37 ４-５ 188 黒

5 29 46 ５-６ 198 黒

6 30 34 ６-７ 178 黒

7 38 50 ７-８ 184 黒

8 45 38 ８-９ 208 黒

9 40 56 ９-10 194 黒

10 35 32     10-１ 192 黒

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡６号柱穴一覧

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A’

L=31.400m
A’

A

A

1
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴7 柱穴6

柱穴9

柱穴10

柱穴8

A’A

A’A

A A’

A’
A

A’A

A
A’

A’A

A’A

A’A

A’A

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴9

柱穴10

第289図　掘立柱建物跡６号
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 22 36 １-２ 128 黒褐

2 31 19 ２-３ 128 黒褐

3 45 40 ３-４ 176 黒

4 ― ― ４-５ 116 ―

5 28 49 ５-６ 252 黒褐

6 27 26 ６-７ 116 黒

7 45 35 　７-１ 200 黒

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡７号柱穴一覧

A

A’

A
A’

A
A’

A

A’

A’

A

A’

A

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

L=31.400m
A A’

2

2

2

1

1

1

1: 黒色土 (10YR2/1) 粘性強い。

2: 黒褐色土 (10YR2/2) やや粘性あり，ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5柱穴6

柱穴7

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5柱穴6

柱穴7

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 32 66 １-２ 196 黒褐

2 25 29 ２-３ 132 黒

3 24 16 ３-４ 152 黒

4 27 56 ４-５ 116 黒褐

5 28 34 ５-６ 120 黒

6 19 20 ６-７ 112 黒

7 31 26 ７-８ 92 黒

8 27 37 ８-９ 140 黒

9 31 20 ９-１ 136 黒

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡８号柱穴一覧

A
A’

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A’

L=31.300m
A A’

A

1
1 1

1

1

1

2

1

2

1: 黒色土 (10YR2/1) 粘性強い。

2: 黒褐色土 (10YR2/2) やや粘性あり，ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

柱穴7

柱穴8

柱穴6 柱穴5

柱穴4柱穴9

柱穴3

柱穴2柱穴1

柱穴7柱穴8 柱穴5柱穴6

柱穴2

柱穴9

柱穴1 柱穴3

柱穴4

Ⅴa ⅤaⅤa Ⅴa ⅤaⅤa
ⅣⅣⅤa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 21 26 １-２ 148 黒 5 31 18 ５-６ 128 黒

2 27 43 ２-３ 176 黒 6 22 20 ６-７ 220 黒

3 30 19 ３-４ 178 黒 7 36 72 黒

4 20 14 ４-５ 148 黒

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡９号柱穴一覧

A A’A
A A’

A A’

A

A’
A

A
’

A
A
’

A
A
’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

L=31.300m
A A’

1

1 1
1

1

11

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。

柱穴1
柱穴2

柱穴3

柱穴4柱穴5

柱穴7

柱穴6

柱穴1 柱穴2

柱穴3

柱穴4

柱穴7

柱穴6 柱穴5

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa
Ⅴa

ⅤaⅤa
ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa

Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 28 33 １-２ 184 黒

2 28 30 ２-３ 184 黒

3 28 47 ３-４ 186 黒

4 31 53 ４-５ 148 黒

5 30 15 ５-６ 144 黒

6 25 32 ６-７ 194 黒

7 35 38 ７-８ 180 黒

8 26 77 ８-９ 204 黒

9 30 24 ９-10 162 黒

10 25 25   10-１ 144 黒

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡10号柱穴一覧

A A’

A’A

A
A’

A A’
A A’

A
A’

A A’A A’
A A’

A A’

1

1
1

1

1

11

1

1

1

1: 黒色土 (10YR2/1) 粘性強い。

A A A

A

AAAA

A
L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’

L=31.700m
A’ A

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa
Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ
Ⅴa

Ⅳ
Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8柱穴9

柱穴10

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8柱穴9

柱穴10
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 間距離(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 30 14 １-２ 134 黒 9 26 40 ９-10 (412) 黒

2 26 40 ２-３ 220 黒 10 37 38 10-11 200 黒

3 25 34 ３-４ 208 黒 11 32 23 11-12 112 黒

4 32 39 ４-５ 208 黒 12 27 25 12-13 120 黒

5 24 30 ５-６ 152 黒 13 19 21 13-１ 160 黒

6 26 38 ６-７ 188 黒 14 19 25 黒

7 28 32 黒 15 24 34 黒

8 29 27 ８-９ 220 黒 16 25 23 黒―

―

―

―

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡11号柱穴一覧

A’

A’

A’

A’

A’
A

A

A

A

A

A A’

A
A’

A

A’

A
A’

A A’

A A’

A A’

A

A’

A’
A

A A’

A

A’

A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’

L=31.500m
A’A A’

A

L=31.500m
A

A A A A

A’A
L=31.500m

A

A

A

AA

A

A

L=31.500m
A A’

1

1

1

1

1
11

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1:黒色土 (10YR2/1)粘性強い。

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4 柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴13

柱穴16

柱穴9柱穴10

柱穴12

柱穴10

柱穴1

柱穴13

61穴柱21穴柱

8穴柱9穴柱

柱穴7

柱穴6柱穴5柱穴4柱穴3柱穴2

51穴柱41穴柱

柱穴11

柱穴14

柱穴11

柱穴5

柱穴15

Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa
Ⅳ Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa
ⅤaⅤaⅤa Ⅴa

ⅤaⅤaⅣ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
ⅤaⅤa

Ⅴa

ⅣⅣ

Ⅳ ⅣⅣⅣ

Ⅳ Ⅳ

ⅣⅣ Ⅳ Ⅳ

Ⅳ Ⅳ

ⅣⅣ

ⅤaⅤa

ⅣⅣ
Ⅴa Ⅴa

ⅣⅣ

Ⅴa

ⅣⅣ

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 25 40 １-２ 186 暗褐 7 21 33 ７-８ 90 暗褐

2 28 49 ２-３ 208 暗褐 8 22 51 ８-９ 126 暗褐

3 21 26 ３-４ 130 暗褐 9 22 32 ９-10 68 暗褐

4 20 27 ４-５ 128 暗褐 10 17 17 10-11 116 暗褐

5 21 28 ５-６ 92 暗褐 11 19 39 11-12 92 暗褐

6 19 16 ６-７ (208) 暗褐 12 18 28 12-１ 78 暗褐

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡12号柱穴一覧

A A’ A

A’
A

A’

A
A’

A
A’

A
A’

A
A’

A

A

A’

A’

A A’

A A’
A

A’

L=31.600m
A A’

L=31.600m
A A’

L=31.600m
A A’

A
L=31.600m
A’ A

L=31.600m
A’ A

L=31.600m
A’

A
L=31.600m
A’

A
L=31.600m
A’

A
L=31.600m
A’AA

L=31.600m
A’

L=31.600m
A’A

L=31.600m
A’

1

1

1
1

1

1

111
1

1

1

1:暗褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，ややしまりあり。粘質土に砂土を含む。

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa ⅤaⅤa Ⅴa

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa
Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ
Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa
Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ

ⅤaⅤa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤaⅤa Ⅴa

柱穴1

柱穴12

柱穴9

柱穴4

柱穴7

柱穴6

柱穴5

柱穴2

柱穴3

柱穴8

柱穴10

柱穴11

柱穴9 柱穴8

柱穴11

柱穴10

柱穴6

柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴7

柱穴2柱穴1

柱穴12
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 25 28 １-２ 96 黒褐

2 26 41 ２-３ 144 黒褐

3 28 49 ３-４ 98 黒褐

4 25 22 ４-５ 156 黒褐

5 27 17 黒褐

6 27 46 ６-７ 144 黒褐

7 20 56 ７-８ (180) 黒褐

8 31 43 ８-９ 160 黒褐

9 23 47 ９-10 172 黒褐

10 27 54 10-11 150 黒褐

11 25 60 11-12 152 黒褐

12 23 43 12-13 104 黒褐

13 22 27 13-14 132 黒褐

14 19 12 14-15 76 黒褐

15 24 15 15-16 76 黒褐

16 25 19 16-１ 104 黒褐

柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡13号柱穴一覧

A A’

A A’

A A’
A

A’
A A’

A

A’

A A’

A A’

A A’
A

A’

A
A’

A A’

A

A’A
A’ A

A’
A A’

柱穴14

柱穴15

柱穴16

柱穴1

柱穴13

柱穴2 柱穴3

柱穴4 柱穴5

柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

1

1

1

1
1

1
1

1 1

1

1

1
11

1

1

1: 黒褐色土 (10YR2/2) やや粘性あり，ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

A A’

A A’ A A’ A A’ A A’

A A’

A A’

A A’A A’

A A’

A A’

A A’ A A’ A A’ A A’

A A’

L=31.700m

L=31.700m

L=31.700m L=31.700m L=31.700m L=31.700m L=31.700m L=31.700m

L=31.700m

L=31.700m

L=31.700mL=31.700mL=31.700mL=31.700m

L=31.700m

L=31.700m

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa
Ⅳ

Ⅴa
Ⅳ

ⅣⅣ

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅣⅣⅣⅣ
ⅣⅣ

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴2 柱穴3 柱穴4 柱穴5 柱穴6

柱穴7

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

柱穴13

柱穴14

柱穴15

柱穴16

柱穴1
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 19 10 １-２ 112 黒 7 27 14 ７-８ 164 黒

2 34 33 ２-３ 228 黒 8 35 44 ８-９ 168 黒

3 25 54 ３-４ 300 黒 9 35 18 ９-10 216 黒

4 28 30 ４-５ 124 黒 10 26 32    10-11 180 黒

5 28 58 ５-６ 208 黒褐 11 29 29    11-12 96 黒

6 36 40 黒 12 24 15    12-１ 172 黒

柱間距離(cm)

―

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡14号柱穴一覧

A’

A
A’

A

A’A
A’A

A’

A

A’

A

A’
A

A’

A

A’A
A’

A

A’

A

A’

A

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’

L=32.200m
A’A

AA

A

AA

A

L=32.200m
A’A

L=32.200m
A’A

L=32.200m
A’A

L=32.200m
A’A

L=32.200m
A’A

1
1

1

1

1

1

1

1
1

2

1

1

1:黒色土(10YR2/1)粘性強い。
2:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

ⅤaⅤa
Ⅳa Ⅳa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅴa Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ

Ⅳ Ⅳ

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅳ Ⅳ

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4 柱穴5

柱穴6

柱穴7柱穴8柱穴9柱穴10

柱穴11

柱穴12

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4 柱穴5

柱穴6

柱穴7柱穴9柱穴10

柱穴11

柱穴12

柱穴8
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 27 25 １-２ 212 黒褐

2 29 10 ２-３ 160 黒褐

3 34 22 ３-４ (224) 黒褐

4 27 26 ４-５ 212 黒褐

5 28 24 ５-６ 228 黒褐

6 30 32 ６-７ 184 黒褐

7 27 18 ７-８ 188 黒褐

8 22 16 ８-９ 216 黒褐

9 32 30 ９-10 232 黒褐

10 33 22     10-11 80 黒褐

11 21 56     11-１ 148 黒褐

12 32 29 黒褐

13 26 35 黒褐

柱間距離(cm)

―

―

掘立柱建物跡15号柱穴一覧
A

A’

A

A’

A A’A
A’

A A’

A A’

A A’

A A’

A

A’

A A’

A A’

A A’A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’A’

L=33.500m
A

L=33.500m
A A’

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

2

1
1

1:黒褐色土(2.5Y3/1)しまりなし，アカホヤ火山灰土が少量混ざる。
2:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり,ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。

柱穴2

柱穴9

柱穴3

柱穴10
柱穴4

柱穴11

柱穴5

柱穴12

柱穴6

柱穴7

柱穴13

柱穴1

柱穴8

柱穴13

柱穴12

柱穴11

柱穴10

柱穴9

柱穴8
柱穴7 柱穴6

柱穴5

柱穴4

柱穴3柱穴2柱穴1

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤaⅤaⅤa

白砂 白砂
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 30 33 １-２ 120 黒 7 32 61 ７-８ 160 黒褐

2 22 66 ２-３ 104 黒 8 28 37 ８-９ 80 黒

3 ― ― ３-４ 88 ― 9 19 48 ９-10 128 黒

4 30 48 ４-５ 128 黒 10 25 20     10-11 88 黒

5 26 66 ５-６ 87 黒 11 28 47     11-12 136 黒褐

6 25 41 ６-７ 136 黒褐 12 26 37     12-１ 140 黒

 

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡16号柱穴一覧

A A’ A A’

A A’

A

A’
A

A’

A
A’
A A’ A

A’

A A’

A
A’

A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

L=33.600m
A A’

3

2

3

3

1
1

11

1

1

1

1:黒色土 (10YR2/1)粘性強い。

3:黒褐色土 (2.5Y3/1)しまりなし。アカホヤ火山灰土が少量混ざる。
2:黒色土に黄灰色土 (2.5Y3/1)が混ざる。とても硬くしまる。炭化物がごく少量混ざる。

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa Ⅴa Ⅴa

Ⅴa ⅤaⅤa ⅤaⅤa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴2

柱穴6

柱穴7柱穴9 柱穴8

柱穴1

柱穴10

柱穴

柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴11

柱穴11

柱穴5

柱穴6

柱穴7

柱穴2 柱穴4

柱穴8柱穴9柱穴10

柱穴12

柱穴1

柱穴12

柱穴3
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 48 50 １-２ 208 黄灰

2 50 23 ２-３ 200 黄灰

3 44 32 ３-４ 188 黄灰・黒

4 57 36 ４-５ 184 黄灰

5 42 28 ５-６ 204 黄灰

6 46 33 ６-７ 228 黄灰

7 30 24 ７-８ (384) 黄灰・黒褐

8 42 39 ８-９ 176 黄灰

9 46 24 ９-１ 208 黄灰

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡17号柱穴一覧

A
A’

A A’

A A’ A A’
A A’

A
A’

A A’

A
A
’

A A’

L=33.500m
A’A

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

L=33.500m
A A’

1

1

1

1

1

1

1

1

1 2

33

1:黄灰色土(2.5Y4/1)やわらかい。アカホヤ火山灰土が少量混ざる。
2:黒色土に黄灰色土(2.5Y3/1)が混ざる。とても硬くしまる。炭化物がごく少量混ざる。
3:黒褐色土(2.5Y3/1)しまりなし。アカホヤ火山灰土が多く混ざる。

ⅤaⅤa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

白砂

白砂
白砂

白砂 白砂

柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7

柱穴3

柱穴9

柱穴2柱穴1

柱穴8

柱穴1

柱穴8

柱穴2

柱穴9

柱穴3

柱穴7 柱穴6

柱穴5

柱穴4

柱穴
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 26 22 １-２ 136 黒褐

2 27 21 ２-３ 160 黒褐

3 25 27 ３-４ 220 黒褐

4 22 14 ４-５ 220 黒褐

5 28・20 27・26 ５-６ 176 黒褐

6 28・23 21・29 ６-７ 144 黒褐

7 31 38 ７-８ 236 黒褐

8 25 44 ８-１ 200 黒褐

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡18号柱穴一覧

A A’ A A’

A A’

A
A
’

AA’AA’
AA’

AA’

柱穴7 柱穴5

柱穴8

柱穴6

柱穴3

柱穴4

柱穴1 柱穴2

L=33.300m
A A’

L=33.300m
A A’

L=33.300m
A A’

L=33.300m
A A’

L=33.300m

A

A’
L=33.300m

A A’
L=33.300m

A A’

L=33.300m

A

A’

1

11

旧耕作土

旧耕作土
1

1
1

2
311

1:黒褐色土(2.5Y3/1)しまりなし。アカホヤ火山灰が少量まざる。
2:黒褐色土(2.5Y3/1)1よりもやや黒色が強い。しまりなし,アカホヤ火山灰が少量まざる。
3:黒褐色土(2.5Y3/1)しまりなし。1よりも極わずかにアカホヤ火山灰の混ざりが強い。　　 

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5柱穴6

柱穴8

柱穴7

Ⅴa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 31 38 １-２ 192 黒褐 7 30 53 ７-８ 188 黒褐

2 31 24 ２-３ 176 黒褐 8 29 53 ８-９ 196 黒褐

3 29 51 ３-４ 176 黒褐 9 29 76 ９-10 170 黒褐

4 30 48 ４-５ (392) 黒褐 10 31 53 10-11 (380) 黒褐

5 29 53 ５-６ 176 黒褐 11 31 72 11-12 188 黒褐

6 28 42 ６-７ 200 黒褐 12 26 50 12-１ 196 黒褐

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡19号柱穴一覧

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

AA’

A
A
’

A
A’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A’

A
A
’

L=33.600m
A’

A
L=33.600m
A’

A
L=33.600m
A’

A
L=33.600m
A’

A
L=33.600m
A’

L=33.600m
A’

L=33.600m
A’A

A

A
L=33.600m
A’ A

L=33.600m
A’

A
L=33.600m
A’

L=33.600m
A’A

L=33.600m

A

A A’

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

1

1

1:黒褐色土(2.5Y3/1)しまりなし。アカホヤ火山灰土が少量混ざる。

ⅤaⅤa

Ⅴa
Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅴa

Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa
ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

遺構埋土遺構埋土 遺構
埋土

遺構
埋土

遺構埋土

白色
砂質土

白色
砂質土

白色砂質土
(アカホヤ火山灰
水性堆積土?)

遺構埋土遺構埋土
遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

柱穴7

柱穴6

柱穴5柱穴4柱穴3柱穴2柱穴1

柱穴10柱穴11

柱穴12

柱穴8柱穴9

柱穴4

柱穴8

柱穴5

柱穴6

柱穴7柱穴10

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴9柱穴11

柱穴12
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 26 37 １-２ 172 黒褐

2 30 21 ２-３ 148 黒

3 23 33 ３-４ 184 黒

4 35 26 ４-５ 100 黒褐

5 33 75 ５-６ 160 黒

6 33 60 ６-７ 76 黒

7 25 23 ７-８ 168 黒褐

8 29 30 黒

9 24 47 ９-10 132 黒

10 27 36 10-11 108 黒

11 28 24 11-１ 192 黒褐

柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡20号柱穴一覧

カクラン

A

A’

A

A’

A
A’

A

A’

A

A’

A
A’

A

A’

A

A’

A A’

A

A’ A
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’

L=33.900m
A’AA

A

A

A

A

A

A

A

AA

2

1

1

2

2

2

1

1

3

3
3

1:黒褐色土 (2.5Y3/1)やわらかい。アカホヤ火山灰土が少量混ざる。 
2:黒色土に黄灰色土 (2.5Y3/1)が混ざる。とても硬くしまる。炭化物がごく少量混ざる。
3:黒色土 (10YR2/1)粘性強い。

柱穴5

柱穴7

柱穴10

柱穴6

柱穴1

柱穴11

柱穴9 

柱穴3柱穴2

柱穴8

柱穴4

柱穴5

柱穴7

柱穴10

柱穴6

柱穴1

柱穴11

柱穴9

柱穴2 柱穴3

柱穴8

柱穴4

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa
ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

第303図　掘立柱建物跡20号



－ 119 －

柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 27 56 １-２ 196 黒褐

2 29 40 ２-３ 184 黒

3 28 33 ３-４ 180 黒

4 30 27 ４-５ 156 黒

5 ― ― ５-６ 156 ―

6 35 31 黒

7 31 33 ７-８ 208 黒

8 29 45 ８-９ 160 黒

9 31 23 ９-10 176 黒褐

10 24 35 10-１ 148 黒

柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡21号柱穴一覧

A

A’

A
A’

A
A’

A

A’

A
A’A’

A

A

A’

A

A’

A

A’

A

A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’

L=33.900m
A A’ A’A

L=33.900m

1 2
2 

1

3

2

3

3

2

1:黒褐色土 (2.5Y3/1)粘性あり。アカホヤ火山灰土が少量混ざる。　 
2:黒色土に黄灰色土 (2.5Y3/1)が混ざる。とても硬くしまる。炭化物がごく少量混ざる。　　　　
3:黒色土 (10YR2/1)粘性強い。

柱穴1

柱穴1

柱穴2

柱穴2

柱穴3

柱穴3

柱穴4

柱穴4

柱穴5

柱穴5

柱穴6

柱穴6

柱穴7

柱穴7柱穴8

柱穴8

柱穴9

柱穴9

柱穴10

柱穴10

Ⅴa Ⅴa ⅤaⅤa ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 30 68 １-２ 180 黒

2 ― ― ２-３ 208 ―

3 27 32 ３-４ 168 黒

4 25 35 ４-５ 232 黒

5 19 22 ５-６ 128 黒

6 24 37 ６-７ 164 黒

7 28 27 ７-８ (408) 黒

8 32 79 ８-９ 216 黒褐

9 34 42 ９-１ 164 黒

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡22号柱穴一覧

A
A’

A

A’

A A’

A A’

A

A’

A A’

A A’

A A’

L=34.000m
A A’

A
L=34.000m
A’

L=34.000m
A A’

L=34.000m
A A’

L=34.000m
A A’

L=34.000m
A A’

L=34.000m
A A’

L=34.000m
A A’

1

1

11

1

1

1

2

1:黒色土(Hue10YR2/1)粘性強い。
2:黒褐色土(Hue10YR2/2)やや粘性あり,ややしまりあり。粘性土に砂土を含む。 

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa

ⅤaⅤa
Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴9

柱穴5

柱穴4

柱穴3柱穴2

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴5

柱穴4柱穴3柱穴2柱穴1

柱穴9

柱穴1
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 18 23 １-２ 184 黒褐 7 24 38 ７-８ 180 黒褐

2 34 32 ２-３ 208 黒褐 8 24 50 ８-９ 204 黒褐

3 36 38 ３-４ 192 黒褐 9 22 39 ９-10 190 黒褐

4 21 40 ４-５ 192 黒褐 10 22 66 10-２ (348) 黒褐

5 25 37 ５-６ 160 黒褐 11 32 48 黒褐

6 28 28 ６-７ 164 黒褐 12 29 39 黒褐

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

―

―

掘立柱建物跡23号柱穴一覧

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A A’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A A’

A A’

調査区外

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1:黒褐色土(10YR3/2)粘性ややあり，しまりなし。明黄褐色(10YR7/6)のアカホヤ火山灰粒をわずかに含む。

Ⅳa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

柱穴1

柱穴2

柱穴3

柱穴6 柱穴5

柱穴4

柱穴7

柱穴8

柱穴9

柱穴10

柱穴11

柱穴12

柱穴1

柱穴3

柱穴5柱穴6

柱穴8

柱穴10

柱穴9

柱穴2

柱穴4

柱穴11

柱穴12

柱穴7

掘立柱建物跡25
柱穴8
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 34 30 １-２ 168 黒褐

2 28 28 ２-３ 186 黒褐

3 29 33 ３-４ 244 黒褐

4 30 37 ４-５ 240 黒褐

5 29 40 ５-６ 172 黒褐

6 30 31 ６-７ 184 黒褐

7 29 49 ７-８ 232 黒褐

8 29 41 ８-１ 252 黒褐

9 28 47 黒褐

柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡24号柱穴一覧

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A’

A
A
’

A
A
’

AA’

A A’

A A’

柱穴3柱穴2柱穴1

柱穴7

柱穴8 柱穴9

柱穴6 柱穴5

柱穴4

L=35.200m
A A’

A
L=35.200m
A’

A
L=35.200m
A’ A

L=35.200m
A’

A
L=35.200m
A’ A

L=35.200m
A’

A
L=35.200m
A’A

L=35.200m
A’

A
L=35.200m
A’

1

1

111

1

1
1

1

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。アカホヤ火山灰ブロックが混ざる。　 

Ⅴa Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅳa ⅣaⅣaⅣa
ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣaⅤa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

柱穴9柱穴8

柱穴5柱穴6

柱穴4

柱穴7

柱穴1 柱穴2 柱穴3

第307図　掘立柱建物跡24号



－ 123 －

柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 34 32 １-２ 232 黒褐

2 39 41 ２-３ 228 黒褐

3 42 40 ３-４ 172 黒褐

4 36 36 ４-５ 152 黒褐・暗褐

5 32 42 ５-６ 236 黒褐

6 35 37 ６-７ 256 暗褐

7 27 38 ７-８ 160 黒褐

8 33 37 ８-１ 164 黒褐

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡25号柱穴一覧

A’
A’

A
’

A’
A’

A’

A’

A’
A

A

A

A
A

A

A

A

L=35.300m
A A’

L=35.300m
A A’

L=35.300m
A A’

L=35.300m
A A’

L=35.700m
A A’

L=35.300m
A A’

L=35.300m
A A’

L=35.300m
A A’

1
1

1

1

1
3

1

2

1

1:黒褐色土(10YR2/2) やや粘性あり，しまりなし。黄橙色(10YR7/8)パミスを少量含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性あり，しまりあり。硬化している。立て直しに伴う柱等か。
3:黒褐色土(2.5YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。

柱穴2柱穴1

柱穴7 5穴柱6穴柱

柱穴8 柱穴4

柱穴1

柱穴8

6穴柱7穴柱

3穴柱2穴柱

柱穴4

柱穴5

柱穴3

ⅣaⅣa
ⅣaⅣaⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

Ⅳa

ⅣaⅣa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅴa Ⅴa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 23 28 １-２ 128 黒褐

2 22 24 ２-３ 154 黒褐

3 19 38 ３-４ 148 黒褐

4 24 31 ４-５ 170 黒褐

5 22 40 ５-６ 164 黒褐

6 25 45 ６-７ 144 黒褐

7 22 38 ７-８ 144 黒褐

8 23 36 ８-９ 114 黒褐

9 32 38 ９-10 166 黒褐

10 25 22 10-11 131 黒褐

11 27 70 11-12 168 黒褐

12 25 31 12-13 144 黒褐

13 25 73 13-14 176 黒褐

14 23 26 14-１ 164 黒褐

15 25 21 黒褐

16 23 19 黒褐

17 16 33 黒褐

柱間距離(cm)

―

―

―

掘立柱建物跡26号柱穴一覧

A’

A
’

A
’

’
A

A
’

’
A

A
’

A’

A’

A’

’
A

’
A

’
A

’
A

A
’

A
’

A
’

A
A

A
A

A

A

A

A

A

A

A
A

A
A

A

A

A

柱穴10

柱穴12

柱穴11

柱穴13

柱穴1

柱穴14

柱穴17

柱穴9

柱穴16

柱穴2

柱穴8

柱穴7

柱穴6

柱穴5

柱穴4

柱穴3

柱穴15
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L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=36.300m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=36.300m
A’A

L=36.300m
A’A

L=36.300m
A’A

L=36.300m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=35.700m
A’A

L=36.300m
A’A

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1a

 1:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，ややしまり。粘性土に砂土を含む。
1a:黒褐色土(10YR2/2)硬化している。
 

柱穴8

柱穴7

柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴16

柱穴10

柱穴12

柱穴13

柱穴1

柱穴14

柱穴15

柱穴11 柱穴17

柱穴9

柱穴2

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

Ⅴa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa
ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa

Ⅵ Ⅵ

ⅣaⅣa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 50 28 １-２ 150 黒褐 13 36 69 13-14 228 黒褐

2 21 12 ２-３ 222 黒褐 14 37 57 14-15 222 黒褐

3 32 51 ３-４ 108 黒褐 15 30 38 15-16 222 黒褐

4 42 38 ４-５ 108 黒褐 16 53 53 16-１ 104 黒褐

5 31 52 ５-６ 225 黒褐 17 23 22 黒褐

6 29 46 ６-７ 216 黒褐 18 39 50 黒褐

7 30 44 ７-８ 150 黒褐 19 31 37 黒褐

8 25 31 ８-９ 168 黒褐 20 38 49 黒褐

9 37 69 ９-10 96 黒褐 21 43 63 黒褐

10 23 31 10-11 180 黒褐 22 36 46 黒褐

11 34 49 11-12 201 黒褐 23 22 25 黒褐

12 36 64 12-13 108 黒褐

柱間距離(cm)

―

―

―

柱間距離(cm)

―

―

―

―

掘立柱建物跡27号柱穴一覧

BB’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A A’

A A’

A
A
’

A A’ A A’

A A’

A A’

A A’

A
A
’

AA’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A

B

A
’

B’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

柱穴7

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

柱穴13

柱穴14

柱穴15

柱穴16 柱穴17 柱穴18

柱穴19

柱穴20

柱穴21柱穴22

柱穴23
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L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
B B’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
B B’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

L=35.600m
A A’

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11

1

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。

Ⅴa

ⅤaⅤa

ⅤaⅤa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅳa

ⅣaⅣa

Ⅳa

Ⅳa Ⅳa

Ⅳa Ⅳa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

Ⅵ

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅳa Ⅳa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅴa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴8

柱穴9柱穴10柱穴11柱穴12

柱穴13

柱穴14

柱穴15

柱穴16 柱穴17

柱穴18

柱穴18

柱穴19

柱穴20

柱穴21

柱穴21

柱穴22

柱穴23 柱穴7
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 19 18 １-２ 190 黒褐 9 22 44 ９-10 190 黒褐

2 22 76 ２-３ 190 黒褐 10 22 54 10-11 193 黒褐

3 21 33 ３-４ 200 黒褐 11 27 16 11-12 175 黒褐

4 21 40 ４-５ 178 黒褐 12 24 66 12-１ 172 黒褐

5 20 22 ５-６ 150 黒褐 13 19 12 黒褐

6 20 41 ６-７ 140 黒褐 14 22 51 黒褐

7 20 53 ７-８ 190 黒褐 15 19 16 黒褐

8 26 52 ８-９ 205 黒褐

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

―

―

―

掘立柱建物跡28号柱穴一覧

A’

A’
A’

A’ A’A’ A’

A’

A’A’A’A’

A’A’A’A A A

A A A A

A

AA AA

A
A

A

L=35.500m
A’

L=35.500m
A

L=35.500m
A

L=35.500m
A AA’ A’A’

A

L=35.500mL=35.500m
AA’A’

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

L=35.500m
A’A

1

1 1
1 1

1

1

1
1

1

1

1 1

1

1

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。

柱穴1

柱穴12

柱穴11

柱穴14 柱穴15

柱穴4柱穴3柱穴2

柱穴13　

柱穴10 柱穴9 柱穴8

柱穴7

柱穴6

柱穴5

柱穴1

柱穴12

柱穴11

柱穴14 柱穴15

柱穴4柱穴3柱穴2

柱穴13

柱穴10 柱穴9 柱穴8 柱穴7

柱穴6　

柱穴5

Ⅴa

Ⅴa

ⅣaⅣa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅵ

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa Ⅳa Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa
Ⅳa Ⅳa

Ⅴa
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Ⅴa
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Ⅴa Ⅳa Ⅳa

Ⅴa Ⅴa Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa
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Ⅴa
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Ⅴa

Ⅳa
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 39 51 １-２ 174 黒褐

2 35 43 ２-３ 180 黒褐

3 37 35 ３-４ 172 黒褐

4 29 44 ４-５ (316) 黒褐

5 25 45 ５-６ 166 黒褐

6 33 40 ６-７ 192 黒褐

7 29 43 ７-８ 174 黒褐

8 35 54 ８-９ 150 黒褐

9 27 42 ９-１ 144 黒褐

10 37 46 黒褐

柱間距離(cm)

―

掘立柱建物跡30号柱穴一覧
AA’AA’

AA’
AA’

A
A’

A
A
’

A

A’

A A’ A A’ A A’

柱穴10柱穴9

柱穴8 柱穴7 柱穴6 柱穴5

柱穴4柱穴3柱穴2柱穴1

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

L=35.400m
A A’

2

4

4

1
1

3

7

1

5 6

2
211

 1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。アカホヤ火山灰ブロック土が混ざる。
 2:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
 3:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，ややしまりあり。
 4:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりあり。アカホヤ火山灰ブロック土が混ざる。
 5:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性弱い，しまりなし。
 6:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，ややしまりあり。アカホヤ火山灰ブロック土が混ざる。
 7:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。アカホヤ火山灰ブロック土が多く混ざる。

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

ⅤaⅤa

ⅣaⅣa
ⅤaⅤa

ⅣaⅣa

Ⅳa Ⅳa

遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

Ⅴa Ⅴa

遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

遺構
埋土

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

ⅤaⅤa

Ⅳa Ⅳa

柱穴10柱穴9

柱穴8 柱穴7 柱穴6 柱穴5

柱穴4柱穴3柱穴2柱穴1
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土 柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 26 12 １-２ 248 黒褐 5 25 45 ５-６ 220 黒褐

2 13 7 ２-３ 236 黒褐 6 23 10 ６-７ 260 黒褐

3 20 7 ３-４ 214 黒褐 7 26 20 ７-８ 208 黒褐

4 27 13 ４-５ 228 黒褐 8 25 15 ８-１ 232 黒褐

 

柱間距離(cm) 柱間距離(cm)

掘立柱建物跡31号柱穴一覧

樹痕

A
’

A

A’ AA’ AA’ A

A
’

A

A’AA’A A’A

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

L=35.500m
A A’

1

4

1

4

3

3

1

2
3 3

3

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。柱痕の可能性あり。
2:黒褐色土(10YR2/2)と明黄褐色土(10YR6/8)アカホヤ火山灰との混土。
　粘性弱い，ややしまりあり。掘り方埋土の可能性あり。
3:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。
4:黒褐色土(10YR2/2)と明黄褐色土(アカホヤ10YR6/8)との混土。
　粘性弱い，しまりあり。堀方埋土の可能性あり。

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa ⅤaⅤa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa Ⅴa Ⅴa Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴3柱穴2

柱穴6 柱穴5

柱穴4

柱穴1

柱穴8

柱穴7

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴6 柱穴5

柱穴4柱穴8

柱穴7
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 17 14 １-２ 140 黒褐

2 31 24 ２-３ 160 黒褐

3 20 11 ３-４ 164 黒褐

4 20 23 ４-５ 164 黒褐

5 17 8 ５-６ 168 黒褐

6 19 13 ６-７ 156 黒褐

7 20 8 ７-８ 172 黒褐

8 21 22 ８-９ 160 黒褐

9 22 8 ９-10 184 黒褐

10 19 28 10-１ 156 黒褐

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡32号柱穴一覧

A A’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

AA’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

A
A
’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

L=36.000m
A A’

1

1
1

1

1

1
1

1

1

1

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。

Ⅴa
ⅤaⅤa

Ⅴa Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

ⅤaⅤa
Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa Ⅴa

柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴9

柱穴10

柱穴1 柱穴2

柱穴1 柱穴2 柱穴3

柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8

柱穴9

柱穴10
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 47 35 １-２ 180 暗褐

2 57 57 ２-３ 185 暗褐

3 52 32 ３-４ 175 暗褐

4 48 42 ４-５ 173 暗褐

5 32 21 ５-６ 150 暗褐

6 39 38 ６-７ 164 暗褐

7 31 43 暗褐

8 41 61 ８-９ 190 暗褐

9 46 61 ９-10 175 暗褐

10 50 65 10-11 140 暗褐

11 35 38 11-２ 240 黒褐・暗褐

12 41 63 暗褐

13 52 49 暗褐

柱間距離(cm)

―

―

―
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第318図　掘立柱建物跡33号１
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L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

A
L=36.300m
A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

L=36.300m
A A’

33 2

1

1

1

1

1

11

11

1

1

1

1:暗褐色土(10YR3/3)粘性あり，しまりあり。
2:黒褐色土(10YR3/2)粘性あり，しまりあり。
3:暗褐色土(10YR3/4)粘性あり，しまりあり。
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第319図　掘立柱建物跡33号２
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柱穴番号 直径(cm) 深さ(cm) 埋土

1 23 9 １-２ 210 黒褐

2 24 14 ２-３ 204 黒褐

3 22 16 ３-４ 192 黒褐

4 23 28 ４-５ 192 黒褐

5 26 17 ５-６ 192 黒褐

6 24 10 ６-７ 208 黒褐

7 25 12 ７-８ 200 黒褐

8 23 8 ８-９ 216 黒褐

9 28 12 ９-10 184 黒褐

10 22 12 10-１ 212 黒褐

柱間距離(cm)

掘立柱建物跡34号柱穴一覧
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1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまりなし。
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竪穴
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柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6

柱穴7柱穴8

柱穴9

柱穴10 

柱穴1 柱穴2 柱穴3 柱穴4

柱穴5

柱穴6柱穴7柱穴8柱穴9

柱穴10

第320図　掘立柱建物跡34号
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（２）竪穴建物跡・土坑墓・土坑（第321図）

竪穴建物跡（第322～324・389図　竪穴建物跡１～３

号）

竪穴建物跡は南東部から２基，中央よりやや西側で１

基の計３基が検出されている。

竪穴建物跡１号は，Ｊ37区Ⅳａ層上面で検出された。

長軸約260㎝，短軸約200㎝の隅丸方形状を呈しているが，

南側がやや突出している。検出面からの深さは45㎝であ

り，埋土は黒褐色土を主体とし，レンズ状堆積をしてお

り，堆積状況から南側より埋まったことが分かる。平坦

に掘られた床面は広さが，長軸180㎝，短軸140㎝の隅丸

長方形状を呈する。角部３か所と，床面短辺際の中央に

それぞれ１か所の計５基の柱穴が掘り込まれており，最

深のもので深さ約40㎝を測る。柱穴の径から考えると，

直径10㎝程度の柱が埋められていたことが想定できる。

また，床面長辺際には，際に沿った形で細長い掘り込み

が掘られており，壁帯溝の可能性も考えられる。遺構内

からは土師器片数点とともに，11世紀末から12世紀初頭

と考えられる東播系須恵器片１点が出土している。焼土

や炭化物等は検出されていない。

竪穴建物跡１号－１は東播系須恵器の擂鉢片で口縁部

から体部が残存する。法量は復元口径31.8㎝を測る。器

形は体部の成型が粗雑なため凹凸が著しく，体部下半は

直線的で体部上半が丸みをもって立ち上がっている。口

縁部は口縁帯を有し，口縁帯の上下端部はわずかに突出

させる。器面調整は体部外面が横位のナデ調整で成形時

の指頭圧痕が顕著に残り，口縁帯はハケメによる調整痕

が認められる。内面は剥落が著しいが，横位・斜位方向

のハケメによる調整後にスリメを施す。スリメは４条が

残存するが，破片のため一単位の条数は不明である。焼

成はおおむね良好である。胎土はやや粗く，１～３㎜大

の白色粒子等が多く含まれている。

竪穴建物跡２号はＪ35区Ⅴａ層上面で検出された。隅

丸方形状を呈し，西側には張り出しのような構造をもつ。

検出面からの深さは約45㎝である。床面からは柱穴が６

基検出されており，３基ずつの柱穴が直線的に並ぶ配置

をしている。柱穴は「ハ」の字状に建物の中央寄りの床

面に掘られている。柱穴は直径20～25㎝であり，深さは

どれも約10㎝である。この特異な柱穴の配置状況から，

竪穴建物跡３号は居住空間ではなく，作業場所として利

用されていたと考えられる。焼土・炭化物等は検出され

ていない。埋土中からは青磁片が出土している。

竪穴建物跡２号の埋土中からは，建物の西側からのみ

粘土塊が多く出土している。この粘土塊は床面からも出

土しているが，多くは西側から流れ込んだように出土し

ており，埋土の堆積状況と一致しており，各埋土より出

土している。このことから，竪穴建物跡２号は，廃棄時

に西側方向から粘土塊を含めた土で埋め戻され，埋土１

の堆積状況より，一気に埋め戻されたと考えられる。

竪穴建物跡３号は，Ｈ29区Ⅴａ層中で検出された。川

久保遺跡では，谷部を除く南西部は，近代では墓域が，

現代では住居が建てられていた場所であり，最も撹乱が

酷い範囲であり，この竪穴建物跡２号も表土直下で見つ

かっている。形状はやや歪ではあるが，１辺が約270㎝

の正方形を呈し，検出面からの深さは約25㎝である。遺

構の東西角部には，深さ30㎝の柱穴が１基ずつ掘られて

いる。遺構内からは，土師器片が多数出土したほか，東

側の柱穴付近では用途不明の礫がまとまって出土してい

る。なお，遺構の東側角部は古墳時代の竪穴建物跡を切

っている。

土坑墓（第325・326・388図　土坑墓１～３号）

土坑墓は遺跡の南東部から１基，北西部から２基検出

されている。特に北西部の２基の土坑墓に関しては，周

辺で掘立柱建物跡が整然と検出されていることからも，

屋敷墓の可能性が高い。

土坑墓１号はＪ37区Ⅳａ層上面で検出された。竪穴建

物跡１号と隣接して検出されている。長軸163㎝，短軸

125㎝の楕円形を呈し，検出面からの深さは約50㎝であ

る。床面は平坦には作られず，遺構のほぼ中央に直径約

35㎝，深さ約40㎝の小土坑が掘られている。小土坑の埋

土は土坑墓の埋土と同一埋土（埋土１）であったため，

同じような時期に作られ，埋められたと考えられる。小

土坑内からは遺物の出土は見られなかった。土坑墓１号

の埋土からは，北側から玉縁口縁の白磁碗の完形品が出

土したほか，11世紀末から12世紀初頭と考えられる東播

系須恵器片が１点，黒色土器を含む土師器片が６点，滑

石製石鍋片が１点，礫が１点出土しており，主として北

側から出土している。白磁碗の検出状況からすると，ほ

ぼ床面に沿った形で検出されており，床面の傾斜に沿っ

た形で埋納されたと考えられる。埋土は黒褐色土を主体

としており，堆積状況から北側から埋められたと考えら

れる。

土坑墓１号－１は土師器坏の底部片である。器面調整

は体部内外面ともに回転ナデ調整で，内底面は回転ナデ

調整でロクロ目が残り，外底面はナデ調整をおこなう。

焼成は良好である。胎土はやや粗く，赤色粒子,石英等

の微粒が含まれている。

土坑墓１号－２は東播系須恵器の捏鉢片で口縁部から

体部が残存する。器形は体部下半から直線的に立ち上が

り体部中位で外反する。口縁部は断面が矩形を呈し，口

縁端部は上方へわずかに突出させる。

器面調整は体部内外面が回転ナデ調整で，その後の部

分的に不定方向のナデ調整をおこなう。焼成は良好で硬

く締まる。胎土はやや粗く，白色粒子等の細粒が多く含

まれている。
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土坑墓１号－３は白磁碗の完形品である。法量は口径

16.9㎝，高台径7.5㎝，器高7.1㎝を測る。器形は浅く削

り出された畳付が幅広の高台を有し，体部は高台部から

直線的に立ち上がり，口縁部は肉厚な玉縁状を呈する。

器面調整は外面が口縁部直下から底部にかけて回転ヘラ

ケズリで，外底面は高台と外底面の境に回転ナデ調整を

おこなう。内面は内底面と体部境に1条の沈線が認めら

れる。施釉範囲は内面から体部外面上半にかけて施釉さ

れ，体部外面下半から外底面は露胎である。

土坑墓２号はＢ28区Ⅳａ層上面から検出された。長軸

205㎝，短軸110㎝の隅丸長方形状を呈し，検出面からの

深さは14㎝である。埋土は黒褐色土の単一埋土である。

遺構内からは北側床面から，嘴（くちばし）状口縁の白

磁碗が１点出土している。また南側からは土師器片が３

点出土している。

土坑墓２号－１は須恵器の坏で口縁部から底部まで残

存する。法量は復元口径12.8㎝，復元底径7.8㎝，器高

4.4㎝を測る。器形は底部から口縁部に至るまで直線的

に立ち上がる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調

整で，体部外面の下端はナデ調整が不十分な部分がある。

内面見込みは回転ナデ調整が認められ，外底面はヘラ切

り離し後に丁寧なナデ調整で仕上げる。また体部外面か

ら内面見込みにかけて焼成時に生成されたと思われる火

襷状の黒色化が認められる。体部外面の砂粒は右方向へ

移動している。胎土はやや粗めで１㎜以下～３㎜大の白

色粒子等が器表面に多く認められる。

土坑墓２号－２は白磁碗の完形品である。法量は口径

17.1㎝，高台径5.8㎝，器高7.3㎝を測る。器形は細く高

く直立する高台を有し，体部は高台部から曲線的に立ち

上がり，口縁部は口縁端部を外側へ屈曲させ,上端部は

水平となり,その端部は嘴状に尖る形状を呈する。器面

調整は外底面から口縁端部直下まで回転ヘラケズリ痕が

認められる。施釉範囲は内面から体部外面と高台部との

境まで施釉され，高台部から外底面は露胎である。内面

は内底面と体部境に１条の沈線が認められる。

土坑墓３号はＥ・Ｆ28区Ⅳa層上面から検出された。

長軸180㎝，短軸70㎝が残存しているが，遺構の南側が

撹乱を受けているため，実際の長軸の長さは不明である。

ただし，床面はすぼまり始めており，また撹乱の反対側

には遺構は延びていないため，長軸の長さが200㎝を超

えることはない。形状は隅丸長方形状を呈すが，短辺は

曲線を描く。検出面からの深さは30㎝である。遺構の北

側は撹乱を受けているが，その撹乱部分の南側から土師

器が４点出土している。土師器は床面からやや浮いた状

態で出土している。

　土坑墓３号－１～４は土師器皿で，器形は全て共通し

ており，体部が底部から丸みをもって立ち上がり，外側

に開く器形を呈する。口縁端部外面は面取りをおこなっ

ているが，端部が尖り気味になる部分と丸くなる部分と

がある。

　土坑墓３号－１は完形品で，法量は口径 9.2 ㎝，底径

6.8 ㎝，器高 1.2 ㎝を測る。器面調整は体部内外面とも

に回転ナデ調整で，外底面は時計回りのヘラ切り離し痕

が残る。内底面は体部との境周辺が回転ナデ調整で , 中

央付近は不定方向の静止ナデ調整をおこなう。焼成は良

好で，内外面の 1/2 に灰色化範囲が認められる。胎土は

おおむね精良で , 赤・白色粒子，石英 , 角閃石等の微

粒が含まれている。また体部外面と内面の数カ所に植物

繊維状の圧痕が残る。

　土坑墓３号－２は完形品で，法量は口径 9.6 ㎝，底径

6.5 ㎝，器高 1.0 ㎝を測る。器面調整は体部内外面とも

に回転ナデ調整で，外底面は時計回りのヘラ切り離し痕

が残る。内底面は体部との境周辺が回転ナデ調整で , 中

央付近は強めに不定方向の静止ナデ調整をおこなう。焼

成は良好で，内外面の一部に灰色化範囲が認められる。

胎土はおおむね精良で , 赤・白色粒子，石英 , 角閃石

等の微粒が含まれている。また体部外面と内面の数カ所

に植物繊維状の圧痕が残る。

　土坑墓３号－３は体部の 1/5 が欠損する。法量は口径

9.4 ㎝，底径 6.6 ㎝，器高 1.1 ㎝を測る。器面調整は体

部内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は時計回りの回

転ヘラ切り離し後の板状圧痕が残る。内底面は体部との

境周辺まで回転ナデ調整で , 中央付近は強めに静止ナデ

調整をおこなう。焼成は良好で，内外面の一部に灰色化

範囲が認められる。胎土はおおむね精良で，赤・黒色粒

子，石英，金雲母等の微粒が含まれている。また体部外

面と内面の数カ所に植物繊維状の圧痕が残る。

　土坑墓３号－４は1/2が残存する。法量は復元口径9.5

㎝，復元底径 6.8 ㎝，器高 1.2 ㎝を測る。器面調整は体

部内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は時計回りの回

転ヘラ切り離し痕が残る。内底面は体部との境周辺が回

転ナデ調整で , 中央付近は不定方向の静止ナデ調整をお

こなう。焼成は良好で，内外底面の中央付近に灰色化範

囲が認められる。胎土はおおむね精良で , 赤・白色粒子，

石英 , 角閃石等の微粒が含まれている。また内面の数カ

所に植物繊維状の圧痕が残る。

土坑（第327～353・391図　土坑56～123号）

中世の土坑としては，Ⅴａ層を主として68基の土坑が

検出された。基本的には黒褐色土を埋土としている。検

出地点は大きく分けると，遺跡の北側，中央から南側，

西側の谷部の３か所から検出されている。北側の土坑群

については，西側で土坑が集中する状況が見られ，東側

には土坑はほとんど検出されていない。

遺跡の中央から南側にかけての土坑群は，北側の土坑

とは異なり，単独のものもあるが，多くは５基前後の土
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坑が集中し点在する状況が見られる。

西側の谷部で検出された土坑群はＨ24～26区に，谷を

横断するように点在している。

　

調査区北側東検出土坑群（土坑56～87号）

土坑56～87号は調査区北側の中央から東部にかけて集

中して検出された土坑群である。これらの土坑群の南側

と西側には，掘立柱建物跡群が整然と並ぶ区域があり，

そこでは土坑の確認されない，もしくは極端に基数が少

なくなる傾向が見られる。

土坑56～59号は，Ｃ・Ｄ35・36区Ⅴａ層上面で検出さ

れた。Ｃ・Ｄ36区より東側は，鬼界カルデラの爆発に伴

うと考えられる地震により発生した液状化現象により噴

出した噴砂シラスが厚く堆積し，場所によってはⅤａ層

の堆積が見られない範囲のある区域である。２本の古道

跡が合流する部分，古道が二叉状になった部分に作られ

た土坑群であり，ほぼ等間隔に４基の土坑が並んでいる。

４基ともにⅤａ層上面で検出され，形状は円形もしくは，

隅丸方形状を呈する。56・57号，58・59号でそれぞれ埋

土が異なるが，ほぼ同時期の一連の土坑と考えられ，ま

たちょうど古道の分岐部分に作られていることからも，

古道跡との関連性も大きい。土坑56・58号から土師器片

が出土している。

土坑60・61号は，Ｃ35区・Ｄ34区で検出された土坑で

ある。10ｍ程離れて検出されているが，ほぼ同じ大き

さ・深さ・形状をもつ土坑である。埋土は異なり，特に

土坑61号は暗褐色土の埋土であることから，当初は古墳

時代もしくは古代の土坑と考えていたが，埋土中から玉

縁口縁の白磁片が出土したことから中世の土坑とした。

土坑62号はＤ34・35区で検出された土坑である。北側

は現代の撹乱の影響を受けている。遺物は出土していな

い。

土坑63号はＤ34区で検出された不定形の土坑である。

東側を柱穴により切られている。この柱穴も埋土は黒褐

色土であり，ほぼ同時期の遺構であると考えられる。遺

物は出土していない。

土坑64号はＢ・Ｃ34区で検出された土坑である。長軸

約115㎝，短軸約50㎝の楕円形状を呈し，検出面からの

深さは25㎝である。底面はほぼ平坦に整形されており，

長軸約60㎝，短軸約30㎝の楕円形状になる。遺物は出土

していない。

土坑65・66号は重なりあって検出された土坑である。

土坑66号が土坑65号に切られている。土坑65号は直径約

200㎝の，やや歪な円形を呈する。検出面からの深さは

約30㎝である。南西から北東に傾斜する斜面に作られて

いるため，土坑の床面も同じ方向に傾斜している。埋土

中からは縄文時代晩期の土器片と陶磁器片が出土してい

る。

土坑66号は，南西側を土坑65号に切られているため，

正確な形状は分からないが，長軸約300㎝，短軸約220㎝

の不定形の土坑である。平面形状は歪ではあるが，床面

は北東方向へ傾斜するものの平坦に整形されている。土

坑66号には，平面形状が内側に抉れる場所が２・３か所

あり，その部分では柱穴の有無に関して，特に慎重に調

査をおこなったが，柱穴は検出されなかった。埋土はア

カホヤ火山灰の混じる明褐色土が堆積しているが，床面

の深さが土坑65号と全く同じであることから考えても，

土坑65号と大きな時期差はないと考えられる。埋土中か

ら遺物は出土していない。

土坑67号はＣ33区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約

120㎝，短軸約80㎝の楕円形を呈し，検出面からの深さ

は約20㎝である。埋土中からは炭化物が３点出土してい

るが，どれも床面から５㎝程浮いた位置からの出土であ

る。遺物は出土していない。

土坑68号は土坑67号に隣接して検出された土坑であり，

Ｃ33区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約410㎝，短軸約

170㎝のやや歪な長楕円形の土坑である。検出面からの

深さは約20㎝である。東側の上面を近世以降の土坑に切

られており，また他に２か所，現代のイモ穴などの撹乱

を受けている。埋土からは土師器片や陶磁器片が出土し

ている。また，炭化物が３点出土しているが，３点とも

に埋土１からの出土であり，流れ込みの可能性も考えら

れる。やや大きめの土坑であるため，竪穴建物の可能性

も考え，周辺も含めて関連しそうな柱穴を精査したが確

認できなかった。

土坑69号はＣ33区Ⅴａ層で検出された土坑である。直

径約135㎝の円形を呈し，検出面からの深さは約50㎝と

やや深めの土坑である。埋土からは土師器片と陶磁器片

が出土している。

土坑70号はＢ32区Ⅴａ層上面で検出された土坑である。

長軸約125㎝，短軸約90㎝の楕円形状を呈し，検出面か

らの深さは約45㎝である。埋土中からは土師器片が出土

している。

土坑71号はＢ31区の調査区北側際で検出された土坑で

あり，遺構の西側は調査区外へ延びている。検出面は

Ⅴａ層上面である。形状は長軸160㎝以上，短軸約80㎝

の不定形状を呈し，検出面からの深さは約10㎝と浅い。

遺物は出土していない。この土坑71～74号までは，調

査区の北側にややまとまって検出されている。

土坑72号は土坑71号と隣接して，Ｂ32区Ⅴａ層で検出

された。長軸約105㎝，短軸約75㎝の，やや歪ながら楕

円形状を呈しており，検出面からの深さは約20㎝である。

東側はやや大きめではあるが，柱穴と考えられる土坑に

より切られている。柱穴埋土から考えると，あまり時間

差はみられない。遺物の出土は見られなかった。

土坑73号はＢ32区Ⅴａ層で検出された。西側を柱穴に
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より切られているが，長軸約85㎝，短軸約50㎝の楕円形

状を呈しており，検出面からの深さは約20㎝である。遺

物は出土していない。

土坑74号はＢ32区Ⅴａ層で検出された。長軸約120㎝，

短軸約60㎝の不定形状を呈する。検出面からの深さは約

30㎝である。埋土中からは，小鍛冶（鍛錬鍛冶）に関連

すると考えられる鞴の羽口の破片１点が出土しているが，

流れ込みと考えられ，土坑74号が鍛冶関連の遺構となる

可能性は低い。

土坑75号はＣ31区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約

110㎝，短軸約80㎝の不定形状で，検出面からの深さは

約10㎝と浅い。

土坑76～78号はＣ32区Ⅴａ層上面で検出された円形も

しくは楕円形の土坑である。３基ともに同じにぶい黄褐

色土を埋土としており，土坑58号・59号・70号と同じ埋

土の堆積状況をしていることや，土坑77号が中世の柱穴

を２基切っていることから，中世の土坑とした。柱穴と

はあまり時間差は無いものと考えられる。土坑76号と77

号は並んで検出された，形状・大きさ・深さがほぼ同じ

土坑であり，関連性が高いと考えられる。土坑78号は長

軸約160㎝，短軸約120㎝の楕円形を呈し，検出面からの

深さは約70㎝である。埋土は単一埋土であり，遺構の深

さから考えても，自然堆積とは考えにくく，人為的に埋

められた土坑である可能性が高い。３基ともに埋土中か

らの遺物の出土は見られなかった。

土坑79～83号は調査区の北側にまとまって検出された

土坑群である。東側に集中している土坑71～74号の位置

からは，60㎝ほどの小さな斜面を登った所に位置してい

る。５基ともにＢ32区Ⅴａ層上面で検出されている。

土坑79・80号は隣接して検出されている。土坑70号は

北側を柱穴に切られているが楕円形状を呈し，深さは約

50㎝と深い。土師器片が４点出土している。土坑80号は，

西側を樹痕による撹乱を受けているが，長軸約70㎝，短

軸約40㎝の小型の楕円形状の土坑である。検出面からの

深さは約15㎝と浅いが，こちらも埋土中から土師器片が

４点出土している。

土坑81号は長軸約110㎝，短軸約60㎝の隅丸長方形の

土坑である。検出面からの深さは約10㎝と浅く，埋土中

から遺物の出土は見られなかった。

土坑82・83号は非常に近接して検出された土坑である。

ともに一部を樹痕による撹乱を受けている。土坑82号は

南側に撹乱を受けているが，推定長軸約90㎝，短軸約45

㎝の隅丸長方形の土坑である。北側は別の遺構と考えら

れる柱穴の掘り込みが確認されている。検出面からの深

さは約10㎝と浅く，埋土中からは土師器の坏の破片が１

点出土している。

土坑83号は長軸約90㎝，短軸約60㎝の楕円形の土坑で

ある。南側の一部は樹痕による撹乱を受けている。検出

面からの深さは約15㎝と浅く，遺物は出土していない。

土坑84・85・86号はＤ30区Ⅴａ層上面から重なり合っ

て検出された土坑である。土坑84号・86号は土坑85号を

切っている。土坑84号と土坑86号の新旧関係は分からな

いが，堆積している埋土からすると，３基ともにあまり

時間差は無いと考えられる。

土坑84号は直径約85㎝の円形を呈し，検出面からの深

さは約25㎝である。

土坑85号は直径約115㎝の円形を呈し，検出面からの

深さは約15㎝である。

土坑86号は直径約95㎝の円形を呈し，検出面からの深

さは約15㎝である。３基ともに埋土中からは少量の炭化

物が出土している。遺物は時期不明の土器細片が出土し

ているが，流れ込みの可能性が高い。

土坑87号はＤ30区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約

275㎝，短軸約100㎝の長楕円形を呈し，検出面からの深

さは約15㎝である。床面は西側にわずかな傾斜面を作る

が，それ以外はほぼ平坦に整形されている。遺物の出土

は見られなかった。

　

調査区北側西検出土坑群（土坑88～90号）

土坑88～90号は調査区北側の西部で検出された土坑群

である。東部の土坑群のように集中することはなく，散

在して単独で検出されている。この西部は掘立柱建物跡

が整然と並ぶ範囲であり，土坑は掘立柱建物跡を避ける

ような位置に掘られている。

土坑88号はＣ29区Ⅴａ層上面で検出された。直径約60

㎝の小型の円形土坑であり，検出面からの深さは約５㎝

しかない。遺物は出土していない。

土坑89号はＤ27・28区Ⅴａ層上面で検出された。直径

約105㎝の円形土坑であり，検出面からの深さは約40㎝

である。埋土の堆積状況を見ると，自然堆積もしくは人

為的に埋めた後に，埋土１・２部分を掘り返して再び埋

めたように見られる。遺物の出土は見られなかった。

土坑90号は遺跡の西端であるＤ・Ｅ25区から単独で検

出された土坑である。検出面はⅤａ層上面である。長軸

約250㎝，短軸約205㎝を測る大型の土坑であり，検出面

からの深さも約70㎝と深い。土坑の南側には階段状の段

のような構造が確認されている。竪穴建物跡を想定した

が，柱穴等は検出されなかった。埋土中からは遺物が出

土しており，最下層の埋土３からは，床から10㎝ほど浮

いた状態であるが鉄滓が２点，埋土２からは白磁皿１点

や土師器１点，埋土３からは砥石が数点出土している。

いずれも流れ込みにより流入した遺物と考えられる。ま

た，床面からは炭化物が３点出土している。焼土は検出

されていない。
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調査区中央～南側検出土坑群（土坑91～118号）

土坑91～118号は調査区中央から南側で検出された土

坑群である。土坑91号のように単独で検出されているも

のもあるが，多くは５基前後の土坑が集中して検出され

ている状況が見られる。

土坑91号はＦ38区Ⅴａ層上面で検出されている。遺跡

の東端で単独で検出されており，あと５ｍ程東に行くと，

串良川へと下る急斜面の落ち際となる。長軸約80㎝，短

軸約60㎝の楕円形の小型の土坑であり，検出面からの深

さは約45㎝である。埋土中からは土師器片が２点出土し

ている。

土坑92～94号は遺跡の南東部で検出された土坑群であ

る。集中するわけではなく，５～７ｍ程度の間隔を空け

て検出されており，周囲には竪穴建物跡１号や土坑墓１

号が検出されている。

土坑92号はＪ36区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約

140㎝，短軸約75㎝の楕円形を呈す。土坑の断面を見る

と，西側が深く掘り込まれており，検出面からの深さは

約45㎝である。東側は浅く深さ約10㎝である。埋土の堆

積状況からすると，東側の深い掘り込み部分は，自然堆

積もしくは人為的に埋めた後で掘り返され，再度埋めら

れたと考えられる。埋土５の堆積状況から見るに，土坑

92号の形状自体は，再度の掘り込みにより改変されたわ

けではなく，当初からこの形状であった可能性が高い。

埋土中からは龍泉窯系の青磁片が出土している。

土坑93号はＪ36区Ⅳａ層上面で検出された。長軸約75

㎝，短軸約50㎝の楕円形を呈す。検出面からの深さは約

15㎝を測るが，土坑の床面中央に直径約20㎝の小土坑が

掘られており，土坑の床面からさらに20㎝掘り込まれて

いる。埋土の堆積状況から，この小土坑は土饅頭形に土

が盛られており，人為的に埋められたことが分る。また，

興味深いことに，土坑93号は土坑墓１号と距離が近く，

土坑自体の大きさは土坑墓１号の1／2程度の大きさであ

るが，土坑床面に小土坑を掘り込むという形状が共通す

る。遺物は出土していない。

土坑94号はＫ36区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約75

㎝，短軸約45㎝の楕円形を呈し，検出面からの深さは約

40㎝である。遺物の出土は見られなかった。

土坑95・96号は隣接して検出された土坑である。２基

の土坑が検出された区域は，地層の堆積の変化が激しい

場所であり，一部に下位のⅥ層が露出している。

土坑95号はＧ34区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約80

㎝，短軸約70㎝の不定形状を呈し，検出面からの深さは

約15㎝である。遺物の出土はない。

土坑96号はＧ34区Ⅴａ層上面で検出されているが，土

坑の東側はⅥ層が露出している。長軸約110㎝，短軸約

65㎝の，やや歪ではあるが隅丸長方形に近い形状を呈し

ている。検出面からの深さは約75㎝と深い。埋土の堆積

状況は，埋土６～８が不自然な堆積を呈しており，さら

に埋土４・５が東側から，埋土１～３が西側からの土の

流入により埋まっている。遺構の立地する場所は，西か

ら東へ緩やかに傾斜する緩斜面であり，標高の低い東側

からの土の流入にはやや疑問が残る。埋土６～８の堆積

状況から考えて，人為的に埋められた可能性が高いと考

えられる。土坑96号は，その形状から落とし穴の可能性

も視野に入れて調査をおこなったが，床面に逆茂木等の

痕跡は確認できなかった。また，下位に堆積している黒

褐色土は主にⅦ層起因の埋土であるが，上位に堆積して

いる黒褐色土及び黒色土は中世以降の埋土であるため，

ここでは中世の土坑という判断をしている。

土坑97～104号はＩ34・35区周辺に集中して検出され

た土坑群である。検出面であるⅤａ層からの測定値とな

るが，深く掘り込まれた土坑が多く検出されている。

土坑97・98号はＨ34区Ⅴａ層上面より重なり合って検

出された土坑である。土坑97号は長軸約120㎝，短軸約

100㎝を測り，東側はやや丸みを帯びるが，隅丸方形状

を呈している。検出面からの深さは約50㎝である。土坑

98号は長軸約135㎝，短軸約80㎝と東西に長い楕円形状

を呈しており，検出面からの深さは約60㎝である。埋土

４の堆積状況より，土坑97号がより古い土坑と考えられ

る。埋土中からは土坑97号で糸切底の土師器片，土坑98

号で白磁の口縁部片や土師器片が出土しており，いずれ

も12世紀の遺物と考えられることから，２基の土坑はほ

ぼ同時期の遺構と考えられる。

土坑99号はＨ34区Ⅴａ層上面で検出された。土坑97

号・98号とは隣接している。長軸約120㎝，短軸約80㎝

を測り，西側はやや丸みを帯びるが，隅丸長方形状を呈

している。検出面からの深さは約25㎝である。埋土の堆

積状況はレンズ状堆積を呈しており，埋土中からは時期

不明の土器細片が出土しているが，流れ込みと考えられ

る。

土坑100号はＨ・Ｉ34区Ⅴａ層で検出された。直径約

95㎝の円形を呈し，検出面からの深さは約40㎝である。

埋土中からは時期不明の土器細片が出土しているが，流

れ込みと考えられる。

土坑101・102号はＨ・Ｉ34区Ⅴａ層上面から隣接して

検出された土坑である。土坑101号はやや歪ながら直径

約145㎝の円形を呈す。検出面からの深さは約60㎝であ

る。遺構の東側は撹乱の影響を受けている。埋土の堆積

状況はレンズ状堆積を呈しているが，埋土１の堆積状況

は方形状の断面が確認でき，人為的に埋められた可能性

が高い。埋土中からは時期不明の土器細片が出土してい

るが，流れ込みと考えられる。

土坑102号は長軸約150㎝，短軸約115㎝の楕円形を呈

し，検出面からの深さは約40㎝である。埋土中からは土

師器片が５点出土している。
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土坑103号はＩ35区Ⅴａ層上面で検出された。遺構の

東側は上面が大きく撹乱の影響を受けている。推定され

る大きさは長軸約140㎝，短軸約95㎝であり，楕円形状

を呈すると考えられる。検出面からの深さは約70㎝と深

い。埋土中からは黒色土器を含む土師器片や，時期不明

の土器細片が出土している。また，上位からは大型の礫

が複数出土しているが，こちらは流れ込み，もしくは土

坑が埋まる過程で廃棄された礫と考えられる。

土坑104号はＩ35区Ⅴａ層上面で検出された。遺構の

東側は上面が大きく撹乱の影響を受けている。推定され

る大きさは長軸約165㎝，短軸約100㎝である。遺構の西

側上部は大きく抉れており，この部分を崩落したと考え

ると，形状は長軸約120㎝の隅丸長方形状となる。検出

面からの深さは約70㎝である。埋土中からは時期不明の

土器細片が出土しているが，流れ込みと考えられる。土

坑103号と104号は３ｍ程の距離に隣接して作られており，

形状・深さが類似することからも，同じような機能を持

った土坑であったと考えられる。

土坑105・106号は遺跡の南端で検出された土坑である。

ともにＬ33区Ⅴａ層上面で検出されている。形状は土坑

106号がやや歪ではあるが，ともに楕円形状を呈し，長

軸約95㎝，短軸約50㎝と大きさも類似する。遺構の深さ

は異なり，検出面からの深さは，土坑105号で約10㎝，

土坑106号で約25㎝を測る。ともに埋土中からは遺物の

出土は見られなかった。

土坑107～109号は遺跡の中央部で検出された土坑群で

ある。集中せず，遺構間は５～10ｍ程離れている。

土坑107号はＦ32・33区Ⅴａ層上面で検出された。土

坑107号の周辺は樹木の痕跡が多く残る場所であり，土

坑107号も北東角部と，西側は樹痕の影響を受けている

と考えられ、推定ではあるが本来は長軸約300㎝，短軸

約200㎝の隅丸長方形状を呈していたと考えられる。検

出面からの深さは約40㎝である埋土中からは，縄文時代

前期の曽畑式土器１点，縄文時代晩期の黒川式土器12点，

古墳時代の成川式土器１点，土師器片２点が出土してお

り，いずれも流れ込みと考えられる。土坑107号はその

形状から，竪穴建物跡である可能性が考えられたため，

床面及び遺構周辺の精査をおこなったが，関連すると考

えられる柱穴は検出されなかった。また，焼土・炭化物

等も検出されていない。

土坑108号はＧ33区Ⅴａ層上面で検出された。遺構の

北側は黒褐色土の埋土を持つ柱穴に切られている。直径

約55㎝の円形を呈し，検出面からの深さは約10㎝である。

土坑上面には礫が３つ出土しており，本来は土坑内に埋

まっていた可能性が高い。埋土からは時期不明の土器細

片が出土しているが，流れ込みと考えられる。

土坑109号はＧＨ32区Ⅴａ層上面で検出された。直径

約90㎝の円形を呈し，検出面からの深さは約45㎝である。

遺物の出土は見られなかった。

土坑110～116号は調査区の中央より南寄りの位置に集

中して検出された土坑群であり，やや傾斜の緩くなった

場所に，南北方向に並んで検出されている。

土坑110号はＩ32区Ⅴａ層上面で検出された。長軸約

110㎝，短軸約55㎝のきれいな隅丸長方形状を呈し，検

出面からの深さは約35㎝である。埋土中からは遺物の出

土は見られなかった。

土坑111号はＩ32区Ⅴａ層上面で検出された。遺構の

北西部分は，現代の耕作による撹乱を受けている。形状

は長軸約220㎝，短軸約90㎝の隅丸長方形状を呈すと考

えられ，検出面からの深さは約10㎝と浅い。柱穴・焼

土・炭化物はない。

土坑112号はＪ32区Ⅴａ層で検出された。撹乱により

遺構の南側は削平を受けている。埋土中からは土師器の

皿が１点，土師器片が１点の計２点が出土している。

土坑112号－１は土師器皿で1/6が残存する。復元口径

10.7㎝，復元底径9.0㎝，器高0.9㎝を測る。器面調整は

体部内外面ともに回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離

し後ナデ調整をおこなう。内底面は回転ナデ調整をおこ

なう。焼成は良好である。胎土はおおむね精良で，赤・

白色粒子，石英等の微粒が含まれている。

土坑113号はＪ32区Ⅴａ層で検出された。遺構の東側

を現代の耕作によると考えられる撹乱により大きく削平

されている。形状は残存部分からの推定で，縦横300㎝

の隅丸方形を呈すと考えられる。検出面からの深さは約

10㎝である。

土坑114～116号はＪ32区Ⅴａ層で検出された円形の土

坑である。大きさは３基ともに直径約90～95㎝とほぼ同

じ大きさである。検出面からの深さは約15㎝～30㎝と違

いが見られる。３基とも埋土中からの遺物の出土は見ら

れなかった。

土坑117・118号は遺跡の中央より南西寄りの位置で検

出された土坑である。

土坑117号はＩ31区Ⅴｂ層で検出された。この土坑117

号が検出された地点は，現代の造成によりⅤａ層より上

位は削平を受けている場所である。遺構は南東側に樹痕

による撹乱を受けているが，長軸約115㎝，短軸約65㎝

の楕円形状を呈する。土坑の西側は一段深く掘り込まれ

ており，掘り込みの上位からは礫が検出されている。礫

は掘り込み部分を埋めた後に配置された可能性も考えら

れるが，それにしては雑然とした配置状況である。須恵

器片や土師器片が出土しているが，撹乱の影響による流

れ込みと考えられ，土坑117号と関連すると考えられる

遺物の出土は見られなかった。

土坑118号はＩ29・30区Ⅴａ層上面で検出された。長

軸約490㎝，短軸約430㎝の楕円形状を呈する。２条の溝

状遺構に遺構の東西の一部を削平されている。また，北
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西角部では古墳時代の土坑の一部を切っている。検出面

からの深さは約70㎝である。床面は平坦ではなく，柱穴

は検出されていない。また，焼土や炭化物の出土も見ら

れなかった。埋土中からは，縄文時代晩期の黒川式土器

１点，古墳時代の成川式土器の小片が数点，青磁片２点，

白磁片２点，土師器片２点のほか，土師器と考えられる

土器小片が200点以上出土している。

　土坑 118 号－１は白磁の小碗で口縁部から腰部の 1/6

が残存する。復元口径 8.6 ㎝を測る。器形は体部下半か

らやや丸みをもって立ち上がり，胴部中位で緩やかに屈

曲し , 口縁部はやや外反して，口縁端部を丸くおさめる。

施釉範囲は外面の腰部を除いて施釉されており，白化粧

土を内面から外面腰部まで施し，釉は内面から外面体部

下半までかけられ，釉のかからない白化粧土部分には細

かな貫入が認められる。

調査区西側谷部検出土坑群（土坑119～123号）

土坑119～123号は遺跡の西側にある谷部で検出された

土坑である。土坑119・120号は谷の上の部分で検出され，

土坑121～123は谷底の位置で検出されている。すべての

土坑で遺物の出土は見られなかった。

土坑119号はＨ25区Ⅴａ層上面で検出された。長軸115

㎝，短軸80㎝の楕円形に近い形状を呈する。検出面から

の深さは約20㎝であるが，北側が一段高くなる形状をし

ている。

土坑120号はＩ24区Ⅴａ層上面で検出された。南側中

央部分がやや抉れるが，長軸約125㎝，短軸約55㎝の楕

円形状を呈し，検出面からの深さは約15㎝である。礫が

３点出土しているが，自然礫であり，また流れ込みと考

えられる。

土坑121号はＩ23区Ⅳａ層上面で検出された。形状は

縦横約75㎝の隅丸方形状を呈し，検出面からの深さは約

５㎝と浅い。

土坑123号はＨ24区Ⅳａ層上面で検出された。長軸約

100㎝，短軸約60㎝の楕円形状を呈し，検出面からの深

さは約10㎝である。
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柱穴の埋土は暗褐色土(10YR3/3)を基調とし，粘性少し強く，しまり少し強い。
Ⅴa(褐色土10YR4/6)を多く含む。6柱穴とも同一。　 

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性少しあり，しまり弱い。径1～5㎜程度の池田パミス粒を若干含む。
2:黒褐色土(10YR2/3)粘性少しあり，しまり少し強い。径1mm前後の池田パミス粒を若干含む。
3:暗褐色土(10YR3/3)を基調とする。粘性少し強く，しまり少し強い。褐灰色(10YR5/1)の粘土粒・粘土塊を多く含む。
4:黒褐色土(10YR3/1)粘性少しあり，しまり少し強い。径1mm～1㎝程度の池田パミス粒を多く含む。　
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第323図　中世の竪穴建物跡２
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1:黒褐色土(7.5YR3/2)の中に池田パミス(5～10mm)やアカホヤ火山灰ブロックを含む。
　ブロック等のまざり具合などから，一度に埋められた可能性がある。
2:アカホヤ火山灰(Ⅴa層相当)，壁面からの流れ込みと考えられる。
3:褐色土(7.5YR4/3）しまりなし。1と2がまざったような土。
  ＊柱穴1，柱穴2とも1と同様(単層)の土がはいっている。　　　 

竪穴建物跡３号

第324図　中世の竪穴建物跡３
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3:黒褐色土(10YR2/3)粘性あり，しまりあり。径5㎝程度の黄褐色土ブロックを少量含む。　

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳ
a

Ⅴ
a

Ⅳ
a

Ⅴ
a

土坑墓３号

土坑墓２号

第326図　中世の土坑墓２
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カクラン

カクラン

A A’

カクラン
カクラン

A A’
L=32.400m

土坑58号
1

土坑59号　1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)中に褐色～明褐色土粒。
　　　　　　1～5㎝程度の土粒(砂質)を含む。

土坑58号　1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)土坑59号に隣接し，埋土には全く差異が認められない。

土坑59号
1

Ⅴa

Ⅴx

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴx

A A’

L=32.300m
A A’

1

1

3

3
4

4

5

2

2

1:黒色土(10YR2/1)しまりあり。部分的に黄褐色土，白褐色パミスを含む。
2:黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。径3～4mm程度の黄褐色土粒をわずかに含む。
3:黒褐色土(10YR3/1)ややしまりあり。1より明るい。
　1下面に径1.5cm程度の白褐色パミスが見られる。
4:にぶい黄褐色土(10YR4/3)ややしまりあり。
　1より黒い土がブロック状に見られる他，明褐色の部分も広がる。
5:暗褐色土(10YR3/3)ややしまりあり。黄褐色土粒をごくわずかに含む。

1:黒色土(10YR2/1)しまりあり。部分的に黄褐色土，白褐色パミスを含む。
2:灰黄褐色土(10YR4/2)黄褐色土が混ざる。土坑57号の4と共通。
3:黒褐色土(10YR3/2)明黄褐色土粒をわずかに含む。

Ⅴa
Ⅴa

Ⅴa

Ⅴx

土坑 59 号

土坑 57 号

土坑 58 号

土坑 56 号

第327図　中世の土坑１
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A A’

L=32.100m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/1)。黄橙褐色(10YR7/8)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。　

Ⅴa

Ⅴa

A A’

L=32.600m
A A’

1

1:暗褐色土(10YR3/3)粘性なし，ややしまりあり。　　 

Ⅴa

土坑 61 号

土坑 60 号

第328図　中世の土坑２
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柱穴
A A’

柱穴

L=32.800m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。褐色土(10YR4/6)ブロックを少量含む。　

Ⅴa

Ⅴa

A
A
’

1

1
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
や
や
粘
性
あ
り
，
し
ま
り
な
し
。
　
 

L
=
3
2
.
8
0
0
m

A
’

LA
’

A

Ⅴ
a

Ⅴ
a

A A’

A A’
L=32.200m

1 カクラン

1:黒褐色土(10YR2/3)5㎜程の褐色粒とアカホヤ火山灰ブロック土を含む。

カクラン

Ⅴa

土坑 64 号

土坑 62 号

土坑 63 号

第329図　中世の土坑３
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トレンチ
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ト
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B’
L=33.000m

B
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土坑66号　1:黒褐色土(10YR2/3)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　2:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，しまりなし。径3～5㎜程の炭化物小片を少量含む。
　　　　　3:黄褐色土(10YR5/8)やや粘性あり，しまりなし。アカホヤ火山灰の流れ込み。
　　　　　4:黒色土(10YR2/1)やや粘性あり，しまりなし。褐色土(10YR4/4)を少量含む。
　　　　　5:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　6:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　7:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。明黄褐色土(10YR6/8)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。
　　　　　8:暗褐色土(10YR3/3)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　9:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性強い，ややしまる。Ⅵ層包含層。　　 

土坑65号　1:黒褐色土(7.5YR2/2)やや粘性あり，しまりなし。径5㎜程の炭化物片を少量含む。
　　　　　2:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，しまりなし。径2㎝程の池田パミス粒を2つ含む。
　　　　　3:灰黄褐色土(10YR4/2)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　4:褐色土(7.5YR4/3)やや粘性あり，しまりなし。明褐色土(7.5YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを含む。
　　　　　5:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　6:明黄褐色土(10YR6/6)やや粘性強い，ややしまる。Ⅵ層の土層。　　 

Ⅴa Ⅴa

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴa

Ⅴa

土坑 66 号

土坑 65 号

第330図　中世の土坑４
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A’A

L=33.550m
A’A

1 1:黒褐色土(2.5Y3/2)やや粘性あり，しまりなし。
　黄褐色土(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。
　2～5mm程度の炭化物片をやや多く含む。

ⅤaⅤa

カクラン

A A’

L=33.300m
A A’

1 1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
　褐色土(10YR4/6)をブロックで少量含む。　 Ⅴa

Ⅴa

土坑 69 号

土坑 67 号

第331図　中世の土坑５
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A A’

L=33.200m
A A’

1

1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり,しまりなし。黄褐色(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを多量に含む。　
　　　　

Ⅴa
Ⅴa

調
査
区
外

調
査
区
外

A A’

L=33.200m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
　明黄褐色土(10YR6/8)のアカホヤ火山灰を少量含む。

Ⅴa

土坑 71 号

土坑 70 号

第333図　中世の土坑７
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柱穴
A’A

柱穴

A A’
L=33.300m

1

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。　

Ⅴa

Ⅴa

A A’

柱穴

柱穴

L=33.400m
A A’

1

1:黒色土(7.5YR2/1)やや粘性あり，しまりなし。　

Ⅴa

Ⅴa

A A’

L=33.400m
A A’

1

1:黒色土(7.5YR2/1)やや粘性あり，しまりなし。　

ⅤaⅤa

A A’

L=33.600m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性あり，しまりなし。
　暗灰黄色土(2.5Y4/2)を含む。　 

Ⅴa Ⅴa

土坑 75 号

土坑 74 号

土坑 73 号

土坑 72 号

第334図　中世の土坑８
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A A’

L=33.600m
A A’

1

1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，ややしまりあり。　
　黄褐色土(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを多量に含む。噴出シラスを多く含む。

Ⅴa
Ⅴa

A A’

1

L=33.500m
A’A

柱穴

1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，しまりあり。
　黄褐色(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを多量に含む。
　噴出シラスを多く含む。

　
柱穴

Ⅴx

Ⅵ

A A’

A
L=33.600m
A’

1

1:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，ややしまりあり。
　黄褐色土(10YR5/6)のアカホヤ火山灰ブロックを多量に含む。
　噴出シラスを多く含む。

Ⅴa

Ⅴa

土坑 78 号

土坑 76 号

土坑 77 号

第335図　中世の土坑９
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柱穴

A A’

L=34.700m
A A’

1

2

柱穴

1:黒褐色土(7.5YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。アカホヤ火山灰ブロックを多く含む。
2:黒褐色土(7.5YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。1に比べアカホヤ火山灰の量が少ない。　

Ⅴa

Ⅳa

樹痕
A A’

樹痕

L=34.700m
A A’

1

1:黒褐色土(7.5YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。
　部分的にアカホヤ火山灰ブロックが混ざる。　

Ⅳa Ⅳa

A A’

A A’
L=34.800m

1

　1:黒褐色土(2.5Y3/2)やや粘性あり,しまりなし。
　　明黄色(10YR6/8)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。　 

Ⅳa

Ⅳa

土坑 81 号

土坑 79 号

土坑 80 号

第336図　中世の土坑10
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樹痕

A A’

B
B
’

樹痕

樹
痕

L=34.700m
A A’

B
B
’L
=
3
4
.
7
0
0
m

土坑83号
 1

土坑82号
 2   

土坑82号
 1

土
坑
8
2
号
 
2
 
 
 

土
坑
8
2
号
 
1

柱
穴

土坑82号　1:黒褐色土(7.5YR3/1)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　　黄褐色(10YR5/8)のアカホヤ火山灰ブロックを少量含む。
　　　 　 2:黒褐色土(7.5YR3/1)やや粘性あり，しまりなし。
　　　　　　アカホヤ火山灰を多量に含む。

土坑83号　1:黒褐色土(7.5YR3/2)やや粘性あり，しまりなし。　

⎧
⎨
⎩

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳ
a

Ⅳ
a

A A’

L=34.900m
A A’

土坑84号
1

土坑85号
1

土坑86号
1

土坑84号　1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，ややしまりあり。

土坑85号　1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，ややしまりあり。黄褐色土ブロックが混入する。

土坑86号　1:黒褐色土(7.5YR2/2)やや粘性あり，しまりなし。

Ⅳa Ⅳa

土坑 84 号 土坑 85 号 土坑 86 号

土坑 82 号

土坑 83 号

第337図　中世の土坑11
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A

A

L=35.300m

A’

A’

1 Ⅳa
Ⅳa

1:黒褐色土(2.5Y3/2)粘性ややあり，しまりなし。
　アカホヤ火山灰(にぶい黄褐色10YR5/4)ブロックが混じる。

A A’

L=35.800m
A A’

1

4

3 3

2

1:黒褐色土(2.5Y3/1)やや粘性あり，しまりなし。明黄褐色(2.5Y6/8)のアカホヤ火山灰粒を多く含む。
2:黒褐色土(2.5Y3/1)やや粘性あり，しまりなし。明黄褐色(2.5Y6/8)のアカホヤ火山灰粒を少量含む。
3:黒褐色土(2.5Y3/1)やや粘性あり，しまりなし。径2～4㎝の明黄褐色(2.5Y6/8)の
　アカホヤ火山灰ブロックを少量と池田降下軽石をわずかに含む。
4:黒褐色土(2.5Y3/1)やや粘性あり，しまりなし。1～3より明るい。
　径5㎝程の明黄褐色(10YR6/8)のアカホヤ火山灰ブロックと明黄褐色(2.5Y6/8)のアカホヤ火山灰粒を非常に多く含む。　

Ⅴa
Ⅴa

A A’

L=31.600m
A A’

1

1:黒褐色土(2.5Y3/1)やや粘性あり，ややしまりなし。　

Ⅴa Ⅴa

土坑 91 号

土坑 89 号

土坑 88 号

第339図　中世の土坑13
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A A’

L=31.400m
A A’

1
5

4

3

2

1:黒色土(10YR1.7/1)粘性弱い, ややしまり強い。径0.5～1mm程度のパミスを少量含む。  
2:暗褐色土(10YR3/4)を基調とし，粘性少し強い，しまり少し強い。アカホヤ火山灰(Ⅴa層)を多く含む。
3:黒褐色土(10YR2/2)を基調とし，粘性少し強い，しまり少し強い。アカホヤ火山灰(Ⅴa層)を多く含む。
4:暗褐色土(10YR3/3)粘性弱い，ややしまり強い。
5:褐色土(10YR4/4)を基調とし，粘性少し強い，しまり少し強い。
　アカホヤ火山灰(Ⅴa層)およびⅠ層の黒色土を多く含む。　　

Ⅴa
Ⅴa

A A’

A
L=31.600m
A’

2

1

3

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性弱い，しまり弱い。
　にぶい黄褐色(10YR4/3)のアカホヤ火山灰を若干含む。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性弱い，しまり弱い。　
3:黒褐色土(10YR3/1)粘性弱い，しまり弱い。
　にぶい黄褐色(10YR5/4)のアカホヤ火山灰を多く含む。

Ⅳa

Ⅴa

Ⅳa

Ⅴa

A A’

A
L=31.700m
A’

1

1:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，しまり弱い。
　にぶい黄褐色土(10YR5/4)ブロック，径0.5～1cmのパミスを少量含む。

ⅤaⅤa

土坑 93 号

土坑 94 号

土坑 92 号

第341図　中世の土坑15
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A A’

L=32.500m
A A’

1

2

3

4

5

6

7

8

1:暗褐色土(10YR3/4)アカホヤ火山灰ブロック，池田パミスを多量に含む。
2:黒褐色土(10YR2/3)アカホヤ火山灰ブロック，黄褐色粒を含む。
3:黒色土(10YR2/1)アカホヤ火山灰ブロック，池田パミスを極少量含む。
4:黒褐色土(10YR2/3)アカホヤ火山灰ブロック，黄褐色粒を含む。2と類似。
5:褐色土(10YR4/4)しまりあり。
6:黒褐色土(10YR3/2)アカホヤ火山灰ブロックを少量含む。
7:黒褐色土(10YR2/2)しまりあり。
8:黒褐色土(10YR3/1)に褐色ブロック(10YR4/4)が混ざる。しまりあり。

Ⅴ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅷ
Ⅷ

Ⅵ

Ⅵ

A A’

L=32.600m
A A’

1:黒褐色土(10YR2/2)ややしまる。
　径1cm程の小石,径1～5cm程のアカホヤ火山灰ブロック土を含む。　 

1
ⅤaⅤa

A A’

アカホヤ火山灰
ブロック

L=32.600m
A A’

1 4

5

2

3 1:黒褐色土(5YR2/1)ややしまりなし。　
2:極暗赤褐色土(2.5YR2/2)ややしまりなし。
3:灰赤色土(2.5YR4/2)ややしまりなし。
　2をやや明るくした土色。黄褐色土を多く含む。
4:暗赤褐色土(2.5YR3/2)ややしまりなし。
　にぶい灰黄褐色土(10YR5/2)の粒をブロック状または点在的に含む。
5:暗赤褐色土(2.5YR3/2)，にぶい黄褐色土(10YR5/4)。
　4に含むブロック土粒に比してやや明るい。

ⅤaⅤa

土坑 99 号

土坑 96 号

土坑 95 号

第342図　中世の土坑16
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A
A
’

L
=
3
2
.
6
0
0
m

A
A
’

1

2

1
:
黒
褐
色
土
(
5
Y
R
2
/
1
)
や
や
し
ま
り
な
し
。
1
×
3
㎝
程
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
明
黄
褐
色
土
(
5
Y
R
6
/
8
)
を
含
む
。

2
:
黒
赤
褐
色
土
(
5
Y
R
3
/
2
)
や
や
し
ま
り
な
し
。
最
下
部
で
ブ
ロ
ッ
ク
状
の
明
黄
褐
色
土
の
混
入
が
見
ら
れ
る
他
　
　
　
　

　
全
体
に
同
色
土
が
混
入
し
て
い
る
た
め
，
1
に
比
し
て
明
る
い
。

Ⅴ
a

Ⅴ
a

A
A
’

L
=
3
2
.
5
0
0
m

A
A
’

1
1

4
3

2

1
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
2
/
1
～
3
/
1
)
径
5
m
m
程
度
の
明
黄
褐
色
土
粒
を
点
々
と
含
む
。

2
:
灰
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
2
)
。

3
:
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
径
4
㎝
程
度
の
明
黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
全
体
的
に
混
入
し
て
い
る
。
　

4
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
黄
褐
色
土
粒
が
全
体
に
混
入
し
て
い
る
。

Ⅴ
a

Ⅵ

土
坑

9
8
号

土
坑

9
7
号

土
坑

1
0
0
号

第343図　中世の土坑17
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A
’

A

L
=
3
2
.
5
0
0
m

A
A
’

1
:
黒

褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
。

2
:
黒

褐
色
土
(
5
Y
R
2
/
1
)
隣
接
す
る
土
坑
1
0
2
号
の
1
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
が
，
褐
色
系
土
の
混
入
が
少
な
い
。

3
:
褐

灰
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
1
)
や
や
し
ま
り
な
し
。
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
6
)
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

2 51

Ⅴ
a

Ⅴ
a

カ
ク
ラ
ン

カ
ク
ラ
ン

A
A
’

A
L
=
3
2
.
5
0
0
m

A
’

1
:
黒
褐
色
土
(
5
Y
R
2
/
1
)
し
ま
や
や
り
な
し
。
中
位
お
よ
び
東
部
分
に
明
黄
褐
色
土
粒
を
含
む
。

2
:
灰
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
2
)
や
や
し
ま
り
な
し
。

3
:
に
ぶ
い
黄
橙
色

土
(
1
0
Y
R
6
/
4
)
や
や
し
ま
り
な
し
。

　
1
の
黒
褐
色
土

ブ
ロ
ッ
ク
に
加
え
て
，
黒
褐
色
(
1
0
Y
R
3
/
1
)
に
近
い
ブ
ロ
ッ
ク
土
の
混
合
。

1
2

3

2

Ⅴ
a

Ⅴ
a

土
坑

1
0
1
号

土
坑

1
0
2
号

第344図　中世の土坑18
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A
A
’

L
=
3
2
.
6
0
0
m

A
A
’

1

2

3
4

1
:
黒
色
土
(
7
.
5
Y
R
2
/
1
)
し
ま
り
な
し
。
上
面
5
c
m
程
は
黒
色
が
強
い
。
特
に
混
入
土
等
は
な
い
。

2
:
黒
褐
色
土
(
7
.
5
Y
R
3
/
2
)
し
ま
り
な
し
。
混
入
土
は
み
ら
れ
な
い
。

3
:
黒
褐
色
土
(
7
.
5
Y
R
3
/
2
)
2
と
大
差
な
い
が
，
黒
色
の
度
合
い
に
差
あ
り
。
2
よ
り
黒
い
か
。

4
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
し
ま
り
な
し
。
全
体
に
薄
く
黄
褐
色
土
が
入
る
た
め
，
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
2
，
3
の
土
色
に
も
近
い
。

Ⅴ
a

カ
ク
ラ
ン

A
A
’ L
=
3
2
.
6
0
0
m

A
A
’

2

4

3

1
カ
ク
ラ
ン

1
:
黒
色
土
(
1
0
Y
R
2
/
1
)
や
や
し
ま
り
な
し
。
黄
褐
色
土
粒
を
わ
ず
か
に
含
む
。

2
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
4
)
し
ま
り
な
し
。
西
側
傾
斜
部
で
は
褐
色
が
よ
り
強
く
，
平
坦
堆
積
部
分
で
は
幾
分
黒
色
が
強
い
。

3
:
黒
色
土
(
1
0
Y
R
1
/
7
)
し
ま
り
な
し
。
1
に
似
て
い
る
が
，
よ
り
黒
色
に
近
い
。
部
分
的
に
暗
褐
色
の
シ
ミ
が
広
が
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。

4
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
や
や
し
ま
り
な
し
。
色
調
と
し
て
3
/
2
に
分
け
ら
れ
る
が
，
視
覚
的
に
は
濃
茶
褐
色
で
も
良
い
。

Ⅴ
a

Ⅴ
a

土
坑

1
0
3
号

土
坑

1
0
4
号

第345図　中世の土坑19
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柱穴
A A’

柱穴

L=32.000m
A A’

1

1:黒色土(10YR1.7/1)ややしまる。1～5㎝程のアカホヤ火山灰ブロック
　を含む。池田パミス，黒色粒を含む。
　

Ⅴa

A A’

L=31.600m
A A’

1:黒褐色土(10YR3/2)やや粘性あり，しまり弱い。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性なし，しまり弱い。アカホヤ火山灰粒をやや含む。

1

2

Ⅴa
Ⅴa

1

1:黒褐色土(10YR2/2)やや粘性あり，しまりなし。

L=31.800m
A’

A’

Ⅴa
Ⅴa

A

A

A A’

L=33.500m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/2)粘性なし，しまりあり。径1～5㎜程度の白色の小石と
　径1～10㎜程度の褐色(10YR4/6)のアカホヤ火山灰を少量含む。　 

Ⅴa Ⅴa

Ⅵ

土坑 105 号

土坑 106 号

土坑 109 号

土坑 108 号

第346図　中世の土坑20
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A
A
’

B’

B

’B
m005.33=L

A
’

B

L
=
3
3
.
6
0
0
m

1

1

2

A

1
:
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
2
)
し
ま
り
あ
り
。
径
1
～
2
㎝
程
の
小
石
，
池
田
パ
ミ
ス
，
炭
化
物
を
少
量
含
む
。

2
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
4
)
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に
含
む
。
 

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴa
Ⅴa

土
坑

1
0
7
号

第347図　中世の土坑21
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A A’

L=33.000m
A A’

1カクラン

1:黒褐色土(10YR2/3)粘性なし，しまり弱い。
　1㎝程のアカホヤ火山灰(10YR4/6)(Ⅴc層)を含む。

カクラン

Ⅴa

A A’

L=33.200m
A A’

1

2

1:黒褐色土(10YR3/2)しまりあり，やや砂質。
　1～2㎝の褐色砂(10YR4/6)アカホヤ火山灰を含む。
2:黒褐色土(10YR2/2)しまりあり，やや砂質。 　 

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴx

A A’

B
’

B

L=33.100m
A A’

B
B
’

L
=
3
3
.
1
0
0
m

1

1

カクラン

カ
ク
ラ
ン

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性なし，しまり弱い。径1㎝程のアカホヤ火山灰(10YR4/6)(Ⅴc層)を含む。　

カクラン

Ⅴa

Ⅴ
a

土坑 111 号

土坑 110 号

土坑 112 号

第348図　中世の土坑22
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A A’

L=33.100m
A

1

2 カクラン

カクラン

Ⅴa

A’

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性なし，しまりあり。径1mm～1cm程度の褐色(10YR4/6)のアカホヤ火山灰を含む。SH47。
2:暗褐色土(10YR3/4)粘性なし，しまりあり。径1～2cm程度の褐色(10YR4/6)のアカホヤ火山灰を多く含む。1より明るい。SH47。

　 

土坑 113 号

第349図　中世の土坑23
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A’

1:黒褐色土(10YR3/2)粘性なし,しまりあり。
　径1～3㎝程度の褐色砂(10YR4/6)(Ⅴc層)を少量含む。

L=33.200m
A’A

A

1
Ⅴa

Ⅴa

A A’

L=33.100m
A A’

1
樹痕2

1:黒褐色土(10YR2/2)粘性なし，しまりあり。
　径1㎝程度の褐色砂(10YR4/6)(Ⅴc層)を少量含む。
2:黒褐色砂質土(10YR2/2)，しまりあり。
　褐色砂(10YR4/6)(Ⅴc層)を多く含む。　

Ⅴx

Ⅴa

樹痕

A’

1:黒褐色土(10YR3/2)粘性なし,しまりあり。
　径1～5mm程度の褐色粒(10YR4/6)(Ⅴc層)を少量含む。

A

A

L=33.200m

A’

1
Ⅴa

Ⅴa

Ⅴb・Ⅴc

土坑 115 号

土坑 116 号

号土坑 114

第350図　中世の土坑24
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A A’

B
’

L=34.400m
A

B B

A’

L
=
3
4
.
4
0
0
m

B
’

1

樹痕

1

1:黒褐色土(10YR2/3)粘性あり。しまりふつう。
　1mm～2mm大のアカホヤ火山灰を少量含む。

Ⅴ
b

Ⅴ
b

ⅤbⅤb

A A’

L=33.200m
A A’

2

1

1:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，しまり弱い。径1～3㎝の小礫を含む。
2:灰黄褐色土(10YR5/2)やや粘性あり，しまり弱い。橙色ブロック土が多く混入する。　

Ⅴa
Ⅴa

A A’

L=32.800m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/1)粘性弱い，しまりなし。アカホヤ火山灰(橙色)ブロックを少量含む。　

Ⅴa

Ⅴa

土坑 120 号

土坑 119 号

土坑 117 号

第351図　中世の土坑25
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0
2
m

A
A
’

B

B

’B

’B
L=34.700m

1
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
4
/
3
)
 
粘

性
弱

い
，

や
や

し
ま

り
あ

り
。

3
～

4
m
m
大

の
パ

ミ
ス

を
多

く
含

む
。

 
 
部

分
的

に
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
白

パ
ミ

ス
(
粒

子
状

)
が

数
ヶ

所
混

じ
る

。
　

2
:
暗

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘

性
弱

い
，

や
や

し
ま

り
あ

り
。

極
少

1
m
m
大

の
白

パ
ミ

ス
(
1
0
Y
R
6
/
3
に

ぶ
い

黄
橙

)
が

わ
ず

か
に

入
る

。
3
:
黒

褐
色

土
(
1
0
Y
R
2
/
3
)
粘

性
あ

り
，

や
や

し
ま

り
あ

り
。

パ
ミ

ス
入

ら
ず

。
4
:
黒

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘

性
弱

い
，

や
や

し
ま

り
あ

り
。

ア
カ

ホ
ヤ

火
山

灰
(
1
0
Y
R
6
/
8
明

黄
褐

色
)
が

ブ
ロ

ッ
ク

状
に

混
じ

る
。

5
:
黒

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
4
)
粘

性
あ

り
，

し
ま

り
弱

い
。

ア
カ

ホ
ヤ

火
山

灰
が

全
体

的
に

ま
ざ

っ
て

い
る

。
6
:
黒

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
4
)
粘

性
弱

い
，

や
や

し
ま

り
あ

り
。

砂
質

土
(
1
0
Y
R
4
/
3
)
に

ぶ
い

黄
褐

色
を

底
部

を
中

心
に

多
く

含
む

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 

Ⅴa Ⅴa

Ⅴa

A
L
=
3
4
.
7
0
0
m

A
’

Ⅴ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
a

1

3

2
2

4

5

5

6

1
2 2 4

35

4

土
坑

1
1
8
号
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A A’

L=32.200m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，ややしまりあり。　

Ⅳa

Ⅳa

A A’

L=32.500m
A A’

1

1:黒褐色土(7.5YR3/1)やや粘性あり，ややしまりあり。
　灰黄褐色土が混じる。

Ⅳa

Ⅳa

A A’

L=32.500m
A A’

1

1:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，ややしまりあり。褐色ブロック土を含む。

Ⅳa
Ⅳa

土坑 123 号

土坑 121 号

土坑 122 号

第353図　中世の土坑27
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長軸 短軸

322 1 J37 Ⅳａ ― 黒褐色 267 195 45 隅丸方形 東播系須恵器・土師器

形方丸隅54462―ａⅤ53J2323

形方正42072082―ａⅤ92H3423

長さ(cm)
深さ(cm) 形状 出土遺物・備考埋土

図版
番号

遺構
番号

区 層
検出
位置

黒褐色

黒褐色

313

長軸 短軸

形円楕05521361―aⅣ73J1523 白磁碗（完形）・東播系須恵器ほか

器師土・）形完（碗磁白形方長丸隅41011502―aⅣ82B2623

0307)081(―aⅣ82FE3623 隅丸長方形 土師器

長さ(cm)
深さ(cm) 形状 出土遺物・備考埋土

図版
番号

遺構
番号

区 層
検出
位置

黒褐色

黒褐色

黒褐色

長軸 短軸

327 56 CD34・35 形円04色褐黒aⅤ

327 57 CD34・35 Ⅴa 黒褐色 115 72 48 隅丸方形

327 58 CD35 Ⅴa 形円02色褐黄いぶに

327 59 CD35 Ⅴa 形円03色褐黄いぶに

328 60 C35 Ⅴa 黒褐色 155 105 14 楕円形

328 61 D34 Ⅴa 暗褐色 158 100 14 楕円形

329 62 D34・35 Ⅴa 黒褐色 (55) 60 10 楕円形

329 63 B34 Ⅴa 黒褐色 (80) 55 25 不定形

329 64 BC34 Ⅴa 黒褐色 114 50 25 楕円形

片器磁陶形円92色褐黒aⅤ43D56033

330 66 D34 Ⅴa 黒褐色 300 220 20 不定形

331 67 C33 Ⅴa 黒褐色 118 82 20 楕円形

332 68 C33 Ⅴa 黒褐色 410 170-210 20 楕円形 炭化物

形円84色褐黒aⅤ33C96133

333 70 B32 Ⅴa にぶい黄褐色 125 90 44 楕円形

333 71 B31 Ⅴa 黒褐色 (160) 80 11 不定形

334 72 B32 Ⅴa 黒褐色 105 75 20 (楕円形)

334 73 B32 Ⅴa 黒色 85 50 20 楕円形

334 74 B32 Ⅴa 黒色 120 60 30 不定形

334 75 C31 Ⅴa 黒褐色 110 80 7 不定形

形円62色褐黄いぶにaⅤ23C67533

る切を穴柱の世中形円52色褐黄いぶにaⅤ23C77533

335 78 CD32 Ⅴa にぶい黄褐色 160 120 68 楕円形

336 79 B30 Ⅴa 黒褐色 (105) 50 52 楕円形

336 80 B30 Ⅴa 黒褐色 (70) 40 13 楕円形

336 81 B30 Ⅴa 黒褐色 110 60 10 隅丸長方形

形状 出土遺物・備考

北
（東）

集
中
区

100

100

105

200

埋土

135

105

115

長さ(cm)
深さ(cm)

図版
番号

遺構
番号

区 層
検出
位置

第53表　中世竪穴建物跡一覧表

第54表　中世土坑墓一覧表

第55表　中世土坑一覧表１
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長軸 短軸

337 82 B30 Ⅴa 黒褐色 (90) 45 10 隅丸長方形

337 83 B30 Ⅴa 黒褐色 87 60 15 楕円形

量少物化炭形円52色褐黒aⅤ03D48733

337 85 D30 Ⅴa 黒褐色 (120) 110 15 楕円形 炭化物少量

量少物化炭形円51色褐黒aⅤ03D68733

338 87 D30 Ⅴa 黒褐色 275 100 15 楕円形

形円6色褐黒aⅤ92C88933

339 89 D27・28 形円04色褐黒aⅣ

340 90 DE25 Ⅴa 黒褐色 250 205 70 (隅丸方形)

339 91 F38 Ⅴa 黒褐色 82 60 46 楕円形

341 92 J36 Ⅴa 暗褐色 140 75 34 楕円形

341 93 Ⅳa 黒褐色 75 50 15-35 楕円形

341 94 Ⅴa 黒褐色 75 45 40 楕円形

342 95 Ⅴa 黒褐色 80 70 15 不定形

342 96 Ⅴa 黒褐色 110 65 75 (隅丸長方形)

343 97 H34 Ⅴa 黒褐色 120 (100) 52 隅丸方形

343 98 H34 Ⅴa 黒褐色 134 82 62 楕円形

342 99 H34 Ⅴa 黒褐色 120 80 25 (隅丸長方形)

形円04色褐黒aⅤ43IH001343

形円26色褐黒aⅤ43IH101443

344 102 I34 Ⅴa 黒褐色 153 115 40 楕円形

345 103 I35 Ⅴa 黒褐色 (140) (95) 70 楕円形

345 104 I35 Ⅴa 黒色 (165-120) (100) 72 (隅丸長方形)

346 105 L33 Ⅴa 黒褐色 95 50 8 楕円形

346 106 L33 Ⅴa 黒褐色 98 52 25 (楕円形)

347 107 F32・33 Ⅴa 黒褐色 345 200 38 不定形 （推定：隅丸長方形）

形円9色黒aⅤ33G801643

形円44色褐黒aⅤ23HG901643

348 110 I32 Ⅴa 黒褐色 110 56 35 隅丸長方形

348 111 I32 Ⅴa 黒褐色 223 (90) 8 (隅丸長方形)

348 112 J32 Ⅴa 黒褐色 (90) (70) 10 楕円形

349 113 J32 Ⅴa 黒褐色 300 (300) 12 隅丸方形 床面から白磁片出土

形円23色褐黒aⅤ23J411053

形円02色褐黒aⅤ23J511053

形円41色褐黒aⅤ23J611053

351 117 I31 Ⅴb 黒褐色 115 63 42 楕円形

352 118 Ⅴa 黒褐色 490 430 70 (隅丸長方形)

351 119 Ⅴa 黒褐色 115 80 20 (楕円形)

351 120 I24 Ⅴa 黒褐色 123 53 15 (楕円形)

353 121 I23 Ⅴa 黒褐色 75 75 5 隅丸方形

353 122 H25 Ⅴa 黒褐色 85 60 24 (楕円形)

353 123 H24 Ⅴa 黒褐色 102 61 11 楕円形

95

90

90

95

60

105

95

145

55

深さ(cm) 形状 出土遺物・備考

90

85

図版
番号

遺構
番号

区 層
検出
位置

埋土
長さ(cm)

I29・30

H25

J36

K36

G34

G34

北
（東）

集
中
区

北
（西）

中
央
～
南
側

西
側
谷
部

第56表　中世土坑一覧表２
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（３）古道・溝（第354～387図　古道１～15，溝１～

16）

中世の古道は15条，溝は16条が検出されている。その

多くが南北や東西軸に沿って造られており，それ以外の

遺構は地形に沿って造られている。

古道１は溝１に一部切られているが，ほぼ同時期の遺

構と考えられる。古道２は古道１と合流する。古道３・

４・５の東側は急な斜面になっており，古道５はこの斜

面に沿って造られた道である。川に下る道と考えられる。

溝４は遺跡の中央から東側へ約65ｍの長さが検出され

た溝である。Ｇ39区では斜面に沿って掘り込まれている。

溝５は溝４から北側に垂直に掘り込まれた溝であり，溝

４とほぼ同時期の遺構である。時代は異なるが溝４の南

側にはＧ33～37区にかけて，溝４に沿って50ｍ程の長さ

で近世の古道跡も確認されている。

古道６の西側は幅約３ｍ，高さ約80㎝程の斜面になっ

ており，その斜面の下に造られた古道である。掘り込み

としては確認されていないが，古道６から古道２につな

がるようなカーブを描いた形で，土色の変化が検出され

ており，古道２・６はつながる可能性も考えられる。

古道７・８・９，溝11・12・13も地形に沿って造られ

た遺構であり，周辺から見ると，30～50㎝程の高低差を

生む斜面の周辺に造られており，古道は斜面の上，溝は

斜面の下に造られている。

古道11～15は遺跡の西側の谷部に造られた遺構である。

古道11・12は谷地形に沿って，古道13・14・15は谷を横

断する形で造られている。

Ⅴａ層コンタ図
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0 20m(1:1000)

Ⅴ層コンタ図

古道1

古道2 古道4

古道3

溝1

溝3溝2

カクラン

古道5

溝5

溝4溝4

溝6

古道6

溝7

溝7

柱穴

溝8

溝9
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溝12
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古道7

古道8
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古道10

古道9

溝14

溝16
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第354図　中世溝・古道全体配置図
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第355図　中世溝・古道配置図１
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0 50cm

0 5m

33
.0

33
.0

32
.0

32
.0

カクラン

カクラン

古道1

古道2

溝1

D

D’

A

A’

B

B’

C

C’

C’

B’

C 

B

A A’

D 

L=32.100m

L=32.200m

L=32.400m

D’
L=32.400m

埋土1a

埋土1b

埋土共a

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴx

1

6
5

4

1

1

3
2

1

12
5

古道１

溝１
　1:黒褐色土（10YR3/2），やや粘性あり。しまりなし。
　　

1:灰黄褐色土(10YR4/2)やや粘性あり，かたくしまる。
2:褐灰色土(10YR5/1)やや粘性あり，かたくしまる。
　この層の上・下位に灰褐色土(7.5YR4/2)が2～5mm程の厚さ堆積している。
3:灰黄褐色土(10YR5/2)やや粘性あり，かたくしまる。
4:褐灰色土(7.5YR4/1)やや粘性あり，かたくしまる。
　灰褐色土(7.5YR4/2)をブロック状に少量含む。
5:黒褐色土(10YR3/1)やや粘性あり，ややしまりなし。
6:にぶい黄褐色土(10YR4/3)やや粘性あり，しまりなし。7層(Ⅴa層)上に部分的に
　堆積している土もしくは7層(Ⅴa層)が部分的に変色している土と考えられる。

埋土1a:黒褐色硬質土(5YR3/1)古道跡(硬化面)。
埋土1b:埋土1aと同じ。
埋土共a:共通埋土a。中世の包含層の埋土と考えらえる黒色土。
　　　　川久保遺跡にはわずかに一部分の区でしか残存していないがⅢ層の土である。

古道１　 溝１

古道１　 溝１

古道１　 溝１

第356図　中世溝１及び古道１・２
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0 2m

0 50cm

溝3

溝2

溝2 溝3
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B’

C’

A’

A’

A

L=33.100m

L=32.900m

L=33.100m L=32.500m

C

B

A

B’

C’

A’ A A’

1

1

1

1

2

Ⅴa

Ⅴa

Ⅴa
溝２
　1:黒褐色土(10YR2/2)粘性なし，しまりなし。アカホヤ火山灰のブロックを含む。

溝３
　1:黒色土(10YR2/1)やや粘性あり，しまりなし。
　2:灰黄褐色土(10YR4/2)やや粘性あり，しまりなし。
　　にぶい黄橙色土(10YR6/4)のアカホヤ火山灰ブロックおよび黒色土(10YR2/1)をブロックで少量含む。

Ⅴa

第357図　中世溝２・３
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0 1m
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埋土1a:黒褐色硬質土(5YR3/1)古道跡(硬化面)。

埋土1a

埋土1a

Ⅴ
a

Ⅴ
b

Ⅴ
a

Ⅴ
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Ⅴa

Ⅴb
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第358図　中世古道３・４・５
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第359図　中世溝・古道配置図２
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第360図　中世溝・古道配置図３
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1:黒色土(10YR2/1)粘性あり，しまりなし。
  単一土色としているが下層面は，黒褐色土(10YR3/2)を呈している。
  分層までには至らない。層中に褐色系の土粒を全く含まない。 

1:黒色土(10YR2/1)粘性あり，しまりなし。
　褐色系土の混入により，部分的に黒褐色を呈している。
2:褐色土(10YR4/4)粘性あり，しまりなし。
　全体としては褐色，1の層土に近い黒色土がまだらに入る。

1:黒褐色土(10YR3/1)土層中に径2㎝の褐色の淡いブロックを含む。
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第362図　中世溝４
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2:黒褐色土(10YR3/1)に近い色調。鉄分を含む。B断面の2と同じとみて良い。
3:黒色土(10YR2/1)。A断面の3，B断面の3と同じ。 

3:表面のみ硬化している。A断面の3，B断面の1，C断面の3と同じ。

1:オリーブ灰色土(7.5Y3/1)に近い色調の層を中間に挟み，暗赤褐色土(2.5YR3/2)の層が
　上下にみられ，鉄分を含んでいるのか極度に硬化している。
  最上面の硬化した層で，断面5㎝程の厚さに三層構造をなしている。

2:オリーブ黒色土(5Y3/1)に近い色調でやや灰色ががっている。

　三層構造を有していない硬化面で極度に硬い。

3:黒色土(10YR2/1)に近い色調。しまり強い。東寄り部分で黄褐色砂粒が少量混入している。
Ⅴy層:にぶい黄橙色(10YR6/4)噴砂。サラサラの砂。
Ⅴx層1:にぶい黄褐色(10YR4/3)噴砂。
Ⅴx層2:褐色土(10YR4/6)から東に向けて，にぶい黄橙色(10YR6/3)に色が薄く変化している。
　　　硬化面の土層直下層で5と同一条件下の層であるが土色に差異がある。  

1:黒色土(5Y2/1)2枚目の硬化面，非常に硬い。
2:黒褐色土(10YR3/1)に近い色調で，鉄分を含んでいると思われ，
　その分，赤褐色系が混じる。3枚目の硬化面。2枚目より硬いか。
3:黒色土(10YR2/1)しまり強い。A断面の3の層にあたる。
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2:暗褐色土(10YR3/3)粘性あり,しまりなし。やや砂土を含む粘質土。
　(10YR8/8)黄橙色パミスを含む。
3:黄橙色土(10YR8/8)粘性あり,しまりなし。やや砂土を含む粘質土。
　アカホヤ火山灰ブロックの二次堆積。4mm程度の(10YR8/3)浅黄橙色土パミスを含む。
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1:灰黄褐色土(10YR4/2)粘性弱い，かたくしまり硬化する。
　褐灰色ブロック土が混じる。上面は古道65路面。

1:灰黄褐色土(10YR4/2)粘性弱い，かたくしまり硬化する。
　褐灰色ブロック土が混じる。上面は古道65路面。

古道65-1:灰黄褐色土(10YR5/2)やや粘性あり，かたくしまり硬化する。
　　　　 褐灰色ブロック土が混じる。上面は古道65路面。
古道80-1:にぶい黄褐色土(10YR5/3)粘性弱い，かたくしまり硬化する。
　　　　 古道65に先行する古道80の路面形成層。

1:灰黄褐色土(10YR4/2)粘性弱い，かたくしまる。
　褐灰色ブロック土が路面に散在する。上面は古道65路面。

1:灰黄褐色土(10YR4/2)粘性弱い，かたくしまる。
　褐灰色ブロック土が混じる。上面は古道65路面。

1:灰黄褐色土(10YR4/2)粘性あり，かたくしまる。
　古道65路面。
2:暗褐色土(10YR3/3)粘性弱い，かたくしまる。
　Ⅳa層がⅠ層路面の影響により硬化している。

古道65-1:灰黄褐色土(10YR5/2)粘性あり，かたくしまり硬化する。道路面(硬化面)。
古道66-1:灰黄褐色土(10YR5/2)粘性あり，かたくしまり硬化する。道路面(硬化面)。

古道65-1:灰黄褐色土(10YR5/2)粘性あり，かたくしまり硬化する。道路面(硬化面)。
古道66-1:灰黄褐色土(10YR5/2)粘性あり，かたくしまり硬化する。道路面(硬化面)。

1:灰黄褐色土(10YR5/2)粘性あり，かたくしまり硬化する。道路面(硬化面)。

古道11　E-E’ 古道11　F-F’

古道11　G-G’ 古道11　H-H’

古道11　I-I’

古道11　D-D’

古道11　A-A’
古道12　A-A’

古道11　B-B’
古道12　B-B’

古道11　C-C’

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa
Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

Ⅳa

第385図　中世古道11・12



－ 209 －

30
.0

30
.0

31.0 31.0

32.0 32.0

31.031.0

32.
0

32.
0

33
.0

33
.0

A

A’

E

D

C

B

A

A’

E’

D’

C’

B’

0
4
m

0
5
0
c
m

L
=
3
2
.
1
0
0
m

A
A
’

L
=
3
1
.
9
0
0
m

A
A
’

B
’

L
=
3
2
.
1
0
0
m

B

C
’

L
=
3
3
.
0
0
0
m

D

L
=
3
2
.
6
0
0
m

C

L
=
3
1
.
9
0
0
m

E
’

E

1

2

2

1

2

1

1
1

1

1
:
暗

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘

性
あ

り
，

か
た

く
し

ま
る

。
砂

質
土

が
部

分
的

に
混

じ
る

。
　

古
道

1
4
道

路
面

形
成

層
。

　
 

1
:
暗

褐
色

土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
粘
性
あ
り
，
か
た
く
し
ま
る
。
灰
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
土
，

炭
化

物
粒

，
小

礫
を

含
む

。
　

古
道

1
3
，

1
4
の
道
路
面
形
成
層
で
古
道
1
3
と
1
4
の
切
り
合
い
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

　
白

色
，

黄
色
の
パ
ミ
ス
が
入
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
ざ
っ
て
い
る
。
　
　
　
 

1
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
5
/
4
)
粘

性
な

し
，

か
た

く
し

ま
る

。
　

灰
黄

色
ブ

ロ
ッ

ク
土

を
多

く
含

む
。

道
路

面
。

2
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
5
/
4
)
粘

性
な

し
，

や
や

か
た

く
し

ま
る

。
　

灰
黄

色
ブ

ロ
ッ

ク
土

が
ま

ば
ら

に
混

入
す

る
。

　
Ⅳ

a
層

が
古

道
1
3
Ⅰ

層
の

影
響

に
よ

り
硬

化
し

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
　

 
1
:
に

ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
4
)
粘
性
な
し
，
か
た
く
し
ま
る
。
　
灰
黄
色
ブ
ロ

ッ
ク

土
を

多
く

含
む

。
道

路
面

。
2
:
に

ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
粘
性
弱
い
，
や
や
か
た
く
し
ま
る
。
灰
黄
色
ブ

ロ
ッ

ク
土

を
ま

ば
ら

に
含

む
。

　
Ⅳ

a
層

が
古
道
1
3
Ⅰ
層
の
影
響
に
よ
り
硬
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
5
/
4
)
や

や
粘

性
あ

り
，

か
た

く
し

ま
る

。
　

灰
黄

褐
色

ブ
ロ

ッ
ク

土
を

多
く

含
む

。
道

路
面

。
2
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
5
/
4
)
や

や
粘

性
あ

り
，

や
や

か
た

く
し

ま
る

。
　

灰
黄

色
ブ

ロ
ッ

ク
土

が
ま

ば
ら

に
含

ま
れ

る
。

　
Ⅰ

層
の

影
響

に
よ

り
硬

化
し

た
基

本
土

層
Ⅳ

a
層

と
思

わ
れ

る
。

　
 

1
:
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

(
1
0
Y
R
5
/
4
)
粘

性
な

し
，

か
た

く
し

ま
る

。
　

灰
黄

褐
色

ブ
ロ

ッ
ク

土
を

多
く

含
む

。
道

路
面

。
　

 

C
’

3
1

道
古

3
1

道
古

4
1

道
古

4
1

道
古

古
道

1
3
　

A
-
A
’

古
道

1
3
　

E
-
E
’

古
道

1
4
　

E
-
E
’

古
道

1
4
　

Ⅳ
a

古
道

1
3
　

B
-
B
’

古
道

1
3
　

C
-
C
’

古
道

1
3
　

D
-
D
’

Ⅳ
a

Ⅳ
a

Ⅳ
a

Ⅳ
a

Ⅳ
a

第386図　中世古道13・14



－ 210 －

A

B

C’

’D

C

D

A’

B’

0
2
m

0
5
0
c
m

L
=
3
2
.
0
0
0
m

D
’

L
=
3
1
.
9
0
0
m

A
’

D

A

L
=
3
1
.
9
0
0
m

C
’

C
B

L
=
3
1
.
9
0
0
m

B
’

　
1

　
1

1

2
b

2
a

1

2

に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
質
土
ブ
ロ
ッ
ク

灰
白
色
砂

1
:
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
粘
性
な
し
，
か
た
く
し
ま
る
。
古
道
1
5
路
面
形
成
層
。

2
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
と
灰
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
2
)
と
の
混
交
土
層
。

　
暗
褐
色
土
は
粘
性
が
弱
く
，
灰
黄
褐
色
土
は
や
や
粘
性
が
あ
り
，
全
体
的
に
か
た
く
し
ま
る
。

　
灰
黄
褐
色
砂
が
混
入
す
る
。
　
 

 
1
:
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
粘
性
な
し
，
か
た
く
し
ま
る
。

　
 
灰
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
土
と
灰
黄
褐
色
砂
が
混
入
す
る
。
古
道
1
5
路
面
形
成
層
。

2
a
:
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
と
灰
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
2
)
と
の
混
交
土
層
。

　
 
暗
褐
色
土
は
粘
性
が
弱
く
，
灰
黄
褐
色
土
は
や
や
粘
性
が
あ
り
，
全
体
的
に
か
た
く
し
ま
る
。

　
 
灰
黄
褐
色
砂
の
薄
い
堆
積
が
み
と
め
ら
れ
る
。

2
b
:
2
a
と
同
質
で
，
に
ぶ
い
黄
橙
色
砂
質
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
混
入
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　

1
:
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
粘
性
な
し
，
か
た
く
し
ま
る
。

　
灰
黄
褐
色
砂
が
混
入
す
る
。
古
道
1
5
路
面
形
成
層
。
　
 

1
:
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
(
1
0
Y
R
5
/
3
)
粘
性
な
し
，
か
た
く
し
ま
る
。

　
灰
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
土
と
灰
白
色
砂
が
混
入
す
る
。
古
道
1
5
路
面
形
成
層
。
　
 

Ⅳ
a

Ⅳ
a

Ⅴ
a

Ⅴ
a

30
.0

30
.0

0. 130. 13

32.0 32.0

31.031.0

32
.0

32
.0

第387図　中世古道15



－ 211 －

1号-1

2号-1 2号-2

1号-2

1号-3

3号-1

3号-2 3号-3

3号-4

第388図　土坑墓出土遺物



－ 212 －

1号-1

24号-1 25号-1

25号-2

28号-1

28号-2
33号-1

118号-1

112号-1

第389図　竪穴建物跡出土遺物

第390図　掘立柱建物跡柱穴出土遺物
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第57表　中世遺構出土土器観察表

第58表　中世遺構出土磁器観察表

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

1号
-1

Ｊ36
土坑墓

１
土師器 坏 底部 破片 － － －

回転ナデ,
ナデ

回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

浅黄橙
色

良 －

1号
-2

Ｊ36
土坑墓
１号

須恵器 捏鉢
口縁～
胴部

破片 － － －
回転ナデ後

ナデ
回転ナデ後

ナデ
〇 〇 灰色 黄灰色 良

東播系,森田編年Ⅰ－１期

2号
-1

Ｂ28
土坑墓
２号

須恵
器

坏
口縁

～底部
15 (12.8) (7.8) 4.4

回転ナデ,
ナデ

回転ナデ 〇 〇 灰黄色 　黄色 良
ヘラ切り離し
外底面を除く全面に
火襷状の痕跡あり

3号
-1

Ｅ・Ｆ
28

土坑墓
３号

土師器 皿 完形 100 9.2 6.8 1.2 回転ナデ
回転ナデ,

ナデ
〇 〇 〇 〇

明褐灰
色

明褐灰
色

良
ヘラ切り離し
植物繊維状の圧痕あり

3号
-2

Ｅ・Ｆ
28

土坑墓
３号

土師器 皿 完形 100 9.6 6.5 1.0 回転ナデ
回転ナデ,

ナデ
〇 〇 〇

浅黄橙
色

浅黄橙
色

良
回転ヘラ切り離し
植物繊維状の圧痕あり

3号
-3

Ｅ・Ｆ
28

土坑墓
３号

土師器 皿 完形 90 9.4 6.6 1.1 回転ナデ
回転ナデ,

ナデ
〇 〇 〇

にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
回転ヘラ切り離し
植物繊維状の圧痕，
板状圧痕あり

3号
-4

Ｅ・Ｆ
28

土坑墓
３号

土師器 皿
口縁～
底部

50 (9.5) (6.8) 1.2 回転ナデ
回転ナデ,

ナデ
〇 〇 〇

浅黄橙
色

浅黄橙
色

良
回転ヘラ切り離し
植物繊維状の圧痕あり

第
389
図

1号
-1

Ｊ37
竪穴建
物１号

須恵
器

擂鉢
口縁～
胴部

５ (31.8) － － ナデ,ハケメ ハケメ 〇 〇 黄灰色 黄灰色 良
東播系
指頭圧痕あり

24号
-1

Ｂ･Ｃ
29･30

掘立
24号

土師器 坏 底部 30 － 6.1 － 回転ナデ
回転ナデ後

ナデ
〇 〇 〇

にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
ヘラ切り離し，板状圧痕

25号
-1

Ｂ・Ｃ
29

掘立
25号

土師器 坏 底部 25 － 6.4 － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
ヘラ切り離し
板状圧痕

25号
-2

Ｂ・Ｃ
29

掘立
25号

須恵器 坏身 底部 ５ －
高台径
(10.2)

－
回転ナデ,

ナデ
回転ナデ,

ナデ
〇 〇 灰色 灰色 良

中村編年Ⅳ型式３･４段階

33号
-1

Ｃ27
掘立
33号

土師器
椀また
は坏

胴部 破片 － － － ナデ ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 墨書土器

第
391
図

112
号
-1

Ｊ32
土坑
112号

土師器 皿
口縁～
底部

25 (10.7) (9.0) 0.9
回転ナデ,

ナデ
回転ナデ 〇 〇 橙色 橙色 良 ヘラ切り離し

＊()は復元・残存値

焼成 備考

第
388
図

胎土 色調

第
390
図

部位
残存
率

(％)

法量(㎝) 調整

挿図
番号

遺物
番号

出土区 遺構名 種別 器種

口径 底径 器高 胎土 釉薬

1号
-3

Ｊ37
土坑墓
１号

白磁 碗 完形 完形 16.9 7.5 7.1 外面下半 良 有 良 灰白色 淡黄色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産
玉縁碗

2号
-2

Ｂ28
土坑墓
２号

白磁 碗 完形 完形 17.1 5.8 7.3 外面腰部下半 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４ａ期

福建省産
端反碗

28号
-1

Ｄ29
掘立
28号

白磁 碗
腰部～
胴部

30 － 6.2 － 高台内面 良 無 良 灰白色 灰黄色
大宰府編年
Ⅴ－４ｂ期

福建省産

28号
-2

Ｄ29
掘立
28号

白磁 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 有 有 良 灰白色 灰黄色
大宰府編年
Ⅴ・Ⅷ類

福建省産
端反碗

第
391
図

118
号-1

Ｉ29 
土坑
118号

白磁 小碗
口縁部
～腰部

5 (8.6) － － 腰部外面 良 有 良 灰白色 灰白色 －
化粧土を施す
近世陶器の可能性あり

＊()は復元・残存値

第
390
図

焼成 貫入
挿図
番号

遺物
番号

出土区 遺構名 種別 器種

第
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図

部位
残存
率
(％)

法量(㎝)

露胎 発色

色調

分類 備考
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２　遺物

中世土師器（第393図）

土師器皿（542～555）

542は全体の1/6が残存する。法量は復元口径9.8㎝，

復元底径7.6㎝，器高1.5㎝を測る。器形は体部が外反し

ながら開き，口縁端部はやや尖り気味に丸くおさめる。

器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は

ヘラ切り離し後ナデ調整をおこない，内面は見込みと体

部の境付近を回転ナデ調整，中央付近に静止ナデ調整を

おこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

543は全体の1/6が残存する。法量は復元口径8.5㎝，

復元底径7.1㎝，器高1.2㎝を測る。器形は体部が直線的

に短く立ち上がる扁平な器形を呈し，口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，

外底面はヘラ切り離し痕が残り，内面は中央付近を静止

ナデ調整をおこなう。外面の体部から内面の口縁部にか

けて黒色化が認められる。また見込みと体部の境に植物

繊維状の圧痕が残る。焼成は良好で，胎土は精良である。

　544は全体の1/6が残存する。法量は復元口径9.6㎝，

復元底径7.1㎝，器高1.5㎝を測る。器形は体部が曲線的

に内湾しながら立ち上がり，口縁端部は尖り気味に丸く

おさめる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，

外底面はナデ調整で，内面は渦巻き状のロクロ目が残る。

焼成は良好で，胎土は精良である。

　545は全体の1/6が残存する。法量は復元口径9.6㎝，

復元底径7.9㎝，器高1.1㎝を測る。器形は底部から丸み

を持って立ち上がり，体部は外反し，口縁端部は丸くお

さめる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，

外底面はヘラ切り離し後ナデ調整，内底面はナデ調整を

おこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

　546は全体の1/4が残存する。法量は復元口径7.8㎝，

復元底径6.8㎝，器高1.0㎝を測る。器形は体部が底部か

ら角をもって垂直に立ち上がり，体部の中位よりやや下

から内湾し，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部

内外面ともに回転ナデ調整で，外底面はヘラ切り離し痕

が残り，内底面の中央付近は静止ナデ調整をおこなう。

焼成は良好である。胎土は精良で赤色粒子，石英が含ま

れている。

　547は全体の1/3が残存する。法量は復元口径9.8㎝，

復元底径6.8㎝，器高1.8㎝を測る。器形は体部が直線的

に開いて立ち上がり，体部上半で外反し，口縁端部は丸

くおさめる。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整

で，外底面は糸切り離し後ナデ調整で，内底面は静止ナ

デ調整をおこなう。焼成は良好で，胎土は精良である。

口縁部に赤・黒色化した範囲が認められ，体部と底部の

内外面にタール状の染みが認められる。また，内底面に

は植物繊維の圧痕が残る。

　548は全体の1/2が残存する。法量は復元口径7.4㎝，

復元底径5.7㎝，器高1.4㎝を測る。器形は体部が曲線的

に立ち上がり，体部上半で外反し，口縁端部は丸くおさ

める。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，外

底面は静止糸切り離し後ナデ調整，内底面は静止ナデ調

整をおこなう。焼成は良好である。胎土はやや粗く，赤

色粒子，石英，角閃石等が含まれている。

　549は全体の1/3が残存する。法量は復元口径8.2㎝，

復元底径6.7㎝，器高1.6㎝を測る。器形は体部が直線的

に開いて立ち上がり，体部上半でわずかに外反し，口縁

端部は丸くおさめる。器面調整は体部内外面ともに回転

ナデ調整で，外底面は回転糸切り離し後ナデ調整，内底

面は静止ナデ調整をおこなう。焼成は良好である。胎土

は精良で，黒色粒子等が含まれている。

　550は全体の1/2が残存する。法量は復元口径7.6㎝，

復元底径6.0㎝，器高1.4㎝を測る。器形は体部が曲線的

に立ち上がり，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体

部内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は回転糸切り離

し痕が残り，内底面はロクロ成形後に未調整である。焼

成は良好である。胎土はやや粗く，黒色粒子，石英，角

閃石の微粒子が含まれている。

　551は底部が残存する。法量は底径7.8㎝を測る。器面

調整は外底面を回転糸切り離し後不定方向のナデ調整を

おこない，内底面は回転ナデ調整でロクロ目が残る。焼

成は良好である。胎土はやや粗く，赤・黒色粒子，石英

等の微粒子が含まれている。内外面に植物繊維状の圧痕

が認められる。また，口縁部から体部は一定間隔で欠損

しており，人為的に打ち欠いた可能性がある。

　552は底部が残存する。法量は復元口径8.0㎝，底径5.0

㎝，器高1.4㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上が

り，口縁端部は丸くおさめる。器面調整は体部が内外面

ともに回転ナデ調整で，外底面は回転台が時計回りの回

転糸切り離し痕が残り，内底面は摩耗が著しいがロクロ

成形後，中央付近に静止ナデ調整をおこなう。焼成は良

好である。胎土は精良で石英などの微粒子が含まれてい

る。口縁端部の内面側は摩耗のため不明だが，外面側が

黒色化している。

　553は全体の1/3が残存する。法量は復元口径7.6㎝，

復元底径6.0㎝，器高1.5㎝を測る。器形は体部が直線的

に開いて立ち上がり，口縁端部は丸くおさめる。器面調

整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は回転

糸切り離し痕が残り，内底面がロクロ成形後，中央付近

に静止ナデ調整をおこなう。焼成は良好で，色調は内外

面で異なっており，外面は橙色，内面はにぶい橙色を呈

する。胎土は精良である。

　554は全体の2/3が残存する。法量は口径8.2㎝，底径

6.4㎝，器高1.1㎝を測る。器形は体部が直線的に開いて

立ち上がり，口縁端部はやや尖り気味に丸くおさめる。

器面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で，外底面
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第392図　中世土師器（皿）分布図

は回転台が時計回りの回転糸切り離し痕が残り，内底面

は回転ナデ調整後中央付近に静止ナデ調整をおこなう。

焼成は良好で，胎土は精良である。

　555は全体の1/6が残存する。法量は復元口径8.2㎝，

復元底径5.6㎝，器高1.2㎝を測る。器形は体部がやや直

線的に開いて立ち上がり，口縁端部は丸くおさめる。器

面調整は体部が内外面ともに回転ナデ調整で，外底面は

回転糸切り離し痕が残り，内底面は回転ナデ調整をおこ

なう。焼成は良好で，色調は内外面ともにぶい黄橙色を

呈する。胎土は精良である。

土師器鍋（556・557）

556は口縁部片である。器形は口縁部が素口縁でやや

外側へ丸くおさめる。器面調整は内外面ともに横位のナ

デ調整で成形時の指頭圧痕が残る。焼成は良好で，体部

外面は使用時の黒色化が認められる。胎土はやや粗く，

白色粒子や石英等の細粒が含まれている。

557は口縁部片で，口端部は欠損する。器形は口縁部

が口端よりやや下方に粘土帯を貼り付けて，玉縁状を呈

する。器面調整は内外面ともに横位のナデ調整をおこな

う。焼成は良好で，体部外面は使用時の黒色化が認めら

れる。胎土はやや粗く，白色粒子や石英等の小粒が含ま

れている。
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第393図　土師器皿・鍋



－ 217 －

に内湾して口縁部は直立し，器壁の厚みは４㎜程度であ

る。器面調整は外面の体部上半は回転ナデ調整をおこな

い，体部下半は静止ナデをおこなって指頭圧痕が多く残

瓦器椀（第394図　558）

558はＥ37区のⅣａ層から出土した。高台部を欠損し

ており，法量は口径14.0cmを測る。器形は体部が緩やか

0 5cm

558

第394図　瓦器椀

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

542 Ｉ34 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

10 (9.8) (7.6) 1.5 回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 ヘラ切り離し

543 Ａ 表土 皿
口縁～
底部

35 (8.5) (7.1) 1.2 回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良
ヘラ切り離し
植物繊維状圧痕

544 Ｉ33 表土 皿
口縁～
底部

10 (9.6) (7.1) 1.5 ナデ,回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良 ヘラ切り離し

545 Ｊ32 Ⅴａ 皿
口縁～
底部

10 (9.6) (7.9) 1.1 ナデ,回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良 ヘラ切り離し

546 Ｋ23 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

30 (7.8) (6.8) 1.0 回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 ヘラ切り離し

547 Ｅ28 表土 皿
口縁～
底部

35 (9.8) (6.8) 1.8 ナデ,回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良
糸切り離し
植物繊維状圧痕,黒色化

548 Ｊ35 Ⅳａ 皿 底部 45 (7.4) (5.7) 1.4 ナデ,回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良 糸切り離し

549 Ｊ31 表土 皿
口縁～
底部

35 (8.2) (6.7) 1.6 ナデ,回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良 回転糸切り離し

550 Ｊ35 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

35 (7.6) (6.0) 1.4 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 〇 橙色 橙色 良 回転糸切り離し

551
Ｊ･Ｋ
34･35

表土 皿
胴部～
底部

80 － 7.8 － ナデ 回転ナデ 〇 〇
浅黄橙

色
浅黄橙

色
良

回転糸切り離し
植物繊維状圧痕
口縁部打ち欠きか

552 Ｉ35 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

80 (8.0) 5.0 1.4 回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
回転糸切り離し
灯明皿か

553
Ｊ35
･36

表土 皿
口縁～
底部

20 (7.6) (6.0) 1.5 回転ナデ ナデ,回転ナデ 〇 〇 橙色
にぶい
橙色

良 回転糸切り離し

554 Ｆ37 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

65 8.2 6.4 1.1 回転ナデ
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
〇 〇 〇

にぶい
橙色

にぶい
橙色

良 回転糸切り離し

555 Ｃ29 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

15 (8.2) (5.6) 1.2 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
黄橙色

にぶい
黄橙色

良 回転糸切り離し

556 Ｆ31 表土 鍋
口縁～
胴部

破片 － － － ナデ ナデ 〇 〇
灰黄褐

色
にぶい
橙色

良
指頭圧痕
黒色化

557 Ｅ27 Ⅴａ 鍋
口縁～
胴部

破片 － － － ナデ ナデ 〇 〇
にぶい
黄褐色

浅黄橙
色

良 黒色化

＊()は復元・残存値
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第59表　中世土師器観察表　　　　　　　　　
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る。内面は体部全体に回転ナデ調整をおこなった後，幅

１㎜程度の圏線状のミガキをおこない，ミガキの間には

隙間が目立つ。内底面には同一方向に静止ナデをおこな

った後，連結輪状が崩れたような暗文を施す。内面の口

縁端部やや下に1条の沈線を巡らせる。焼成は良好で，

色調は内外面ともに灰色を呈する。胎土はおおむね精良

で黒色粒子と１～２㎜大の砂粒をごくわずかに含む。口

縁部から内底面にかけて粘土板の結合痕が残る。また外

面の一部には器表面の灰色が淡くなっている部分が認め

られる。

中世須恵器（第397・398図）

須恵器鉢（559～574)

　559～569は東播系須恵器鉢の口縁部から胴部までの破

片である。

　559は捏鉢片で，法量は復元口径23.0cmを測る。器形

は体部下半から直線的に外側へ開き，体部中位でさらに

外反する。口縁部は断面が矩形を呈し，口縁端部は上方

へわずかに突出させる。器面調整は回転ナデ調整後に不

定方向のナデ調整を部分的におこなう。体部内外面には

成形時のロクロ目が良く残る。焼成は良好で硬く締まる。

胎土はやや粗く，白・黒色粒子等の細粒が多く含まれて

いる。

　560は捏鉢片で，法量は復元口径29.8cmを測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり外側へ開き，外面側の口縁

端部からやや下方で内側へ丸みを持って屈曲し口端面を

なし，口縁端部は上方へ尖り気味に仕上げる。器面調整

は体部内外面ともに回転ナデ調整後に不定方向のナデ調

整を部分的におこなう。体部内外面には成形時のロクロ

目が残る。焼成は良好で，口縁端部外面を灰色化させる。

胎土はやや粗く，１㎜以下～５㎜大の白色粒子が多く認

められ，その他に１mm大の砂粒が含まれている。

　561は捏鉢片で，法量は復元口径21.8cmを測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり外側へ開き，外面側の口縁

端部からやや下方で内側へ屈曲し口端面をなし，口縁端

部は上方へ尖り気味に仕上げる。器面調整は体部内外面

ともに回転ナデ調整で体部内面には成形時のロクロ目が

残る。焼成は良好で，口縁端部外面を灰色化させる。胎

土はおおむね精良で，わずかに白色粒子等の微粒が含ま

れている。

　562は捏鉢片で，法量は復元口径23.9cmを測る。器形

は体部下半から直線的に立ち上がり，口辺部からわずか

に外側へ膨らみ，口縁部を肥厚させて，口縁端部は上方

へ突出させ丸みを持っておさめる。器面調整は体部内外

面が回転ナデ調整の後に部分的に不定方向のナデ調整を

おこなう。焼成は良好で硬く締まる。胎土はやや粗く，

１㎜以下～１㎝大の白色粒子が多く認められ，その他に

も１㎜以下の砂粒が多く含まれている。

　563は捏鉢片で，法量は復元口径20.3㎝を測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり，口縁部は外面側の口縁端

部からやや下方で屈曲して口端面をなし，口縁端部は上

方へ突出させ丸みを持っておさめる。器面調整は回転ナ

デ調整で，体部内外面に成形時のロクロ目が残る。焼成

は良好で硬く締まり，口縁端部外面が黒色化している。

胎土はやや粗く，白色粒子等の細粒が多く含まれている。

　564は捏鉢片で，注口部が残存する。器形は口縁端部

が欠損するが，残存する注口端部の形状より外面側の口

縁端部からやや下方で屈曲して口端面をなし，口縁端部

は上方へ突出させる形状を呈すると思われる。器面調整

は回転ナデ調整をおこない，注口部周辺に成形時の指頭

圧痕が認められる。焼成は良好で硬く締まり，口縁端部

外面が黒色化している。胎土はおおむね精良で，白色粒

子等の微粒が含まれている。

　565は捏鉢片で，法量は復元口径24.9cmを測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり，口縁部は外面側の口縁端

部からやや下方でわずかに角を持って屈曲し口端面をな

し，口縁端部は上方へ尖り気味に仕上げる。器面調整は

体部内外面ともに回転ナデ調整で，体部外面に成形時の

粘土紐巻上げの接合痕と成形時の凹凸が著しいロクロ目

が残る。焼成は良好だがやや軟質な印象をうけ，口縁端

部外面が灰色化している。胎土はやや粗く，白色粒子等

の細粒が含まれている。

　566は捏鉢片である。器形は外面側の口縁端部からや

や下方でわずかに角を持って屈曲しやや内反りの口端面

をなし，口縁端部は上方へ尖り気味に仕上げる。器面調

整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，体部外面に成形

時のロクロ目が残る。焼成は良好で，口縁端部内外面が

口径 底径 器高 外面 内面
石
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長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
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558 Ｅ37 Ⅳａ 椀 体部 90 14.0 － － 回転ナデ,ナデ
回転ナデ,ナデ,
圏線状のミガキ

〇 灰色 灰色 良
楠葉型,橋本編年Ⅲ－１期
沈線１条・暗文あり
指頭圧痕,粘土板接合痕
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Ⅴａ層コンタ図

Ⅴａ層コンタ図
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第396図　国内産陶器（備前焼擂鉢）分布図
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灰色化している。胎土はやや粗く，黒・白色粒子等の微

粒が含まれている。

　567は捏鉢片で，法量は復元口径27.0cmを測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり，口縁部のやや下方からわ

ずかに外反し，口縁部は外面側の口縁端部からやや下方

で角を持って屈曲し口端面をなし，口縁端部は上方へ丸

みを持って仕上げる。器面調整は体部内外面ともに回転

ナデ調整で，体部外面に成形時のロクロ目が残る。焼成

は良好だがやや軟質な印象をうけ，口縁端部外面が灰色

化している。胎土はやや粗く，白色粒子等の細粒が含ま

れている。

　568は捏鉢片で，法量は復元口径24.2cmを測る。器形

は体部が直線的に立ち上がり，口縁部は外面側の口縁端

部からやや下方でわずかに角を持って屈曲し口端面をな

し，口端面の上端は丸みをもって仕上げ，口端面下端は

わずかに突出させる。器面調整は体部内外面ともに回転

ナデ調整をおこなう。焼成はおおむね良好だがやや軟質

な印象をうけ，口縁端部外面が灰色化している。胎土は

やや粗く，白色粒子等の小粒が多く含まれている。

　569は擂鉢片で，注口部が残存する。器形は口縁部外

面の口縁端部からやや下方で屈曲し口端面をなし，口端

面の上端は丸みを持って仕上げ，口端面下端はわずかに

突出させる。器面調整は体部外面が横位のナデ調整で注

口部周辺に指頭圧痕が残り，器面の凹凸が顕著である。

内面は横位のハケ目調整後にスリメを施す。スリメの１

単位は現状で４本が残存する。焼成はおおむね良好であ

る。胎土は粗く，白色粒子等の小粒が多く含まれている。

　570～574は東播系須恵器鉢の底部片である。

　570は擂鉢で，法量は復元底径11.1cmを測る。器形は

外底面が平底を呈する。器面調整は体部外面がナデ調整

で外底面は工具によるナデ調整をおこない，内面は剥落

が著しいが内底面と体部の境にハケ目状の工具による調

整後に１単位４本以上と思われるスリメを施し，内底面

の中央付近にはナデ調整が認められる。また，体部内面

には接合痕が認められ，破損状況から円盤状の底部側面

から粘土紐を巻き上げている状況が確認できる。焼成は

おおむね良好であるが，やや軟質である。胎土はやや粗

く，１～３㎜大の白色粒子等の小粒が多く含まれている。

　571は捏鉢で，法量は復元底径10.0㎝を測る。器形は

外底面が平底を呈する。器面調整は体部外面と内底面は

不定方向のナデ調整をおこなう。焼成はおおむね良好で

あるが，やや軟質である。胎土はやや粗く，１～３㎜大

の黒・白色粒子等の小粒が多く含まれている。

　572は捏鉢で，法量は復元底径10.9cmを測る。器形は

外底面が平底を呈する。器面調整は体部外面が回転ナデ

調整後に不定方向のナデ調整で，外底面は不定方向のナ

デ調整をおこなう。内底面は回転ナデ調整後に不定方向

のナデ調整をおこなう。焼成はおおむね良好であるが，

やや軟質である。胎土は粗く，１～３㎜大の黒・白色粒

子等の小粒が多く含まれている。

　573は捏鉢で，法量は復元底径11.0cmを測る。器形は

外底面が平底を呈する。器面調整は体部外面と外底面は

不定方向のナデ調整をおこなう。体部内面は横位のナデ

調整で，内底面は回転ナデ調整後に不定方向のナデ調整

をおこなう。焼成はおおむね良好であるが，やや軟質で

ある。胎土はやや粗く，１～２㎜大の黒・白色粒子等の

小粒が多く含まれている。

　574は捏鉢で，法量は復元底径9.9cmを測る。器形は外

底面が平底を呈する。器面調整は体部外面が不定方向の

ナデ調整で，体部内面は回転ナデ調整後に不定方向のナ

デ調整をおこなう。また，体部外面は残存部全体が黒色

化している。焼成はおおむね良好であるが，やや軟質で

ある。胎土はやや粗く，黒・白色粒子等の微粒が多く含

まれている。

須恵器甕（575・576）

575・576は甕の胴部下半である。

575の器面調整は外面が不定方向に格子状のタタキを

おこない，内面は斜・縦位のハケ目調整をおこなう。焼

成は良好で硬質である。胎土はやや粗く，白色粒子等の

細粒を多く含んでいる。

576の器面調整は外面が縦位の丁寧なヘラケズリで，

内面は横位の粗めのヘラケズリをおこなう。焼成は良好

である。胎土は粗く，１mm以下～４㎜大の白色粒子等の

小粒を多く含んでいる。
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口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

559 Ａ Ⅳａ 捏鉢
口縁～
胴部

5 (23.0) － －
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
〇

灰黄褐
色

灰黄褐
色

良
東播系
森田編年Ⅰ－１期

560 Ｉ33 表土 捏鉢
口縁～
胴部

5 （29.8） － －
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
〇 灰白色 灰白色 良

東播系
森田編年Ⅰ－１期

561 Ｆ37 Ⅳａ 捏鉢
口縁～
胴部

5 （21.8） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
明褐灰

色
紫灰色 良

東播系
森田編年Ⅰ期

562 Ａ 表土 捏鉢
口縁～
胴部

5 (23.9) － －
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
回転ナデ,

回転ナデ後ナデ
〇 灰色 灰色 良

東播系
森田編年Ⅱ期

563 Ｈ36 Ⅴａ 捏鉢
口縁～
胴部

5 (20.3) － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 褐灰色 褐灰色 良
東播系，森田編年Ⅱ期
口縁端部の黒色化

564 Ｊ32 Ⅳａ 捏鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰白色 灰白色 良
東播系，森田編年Ⅱ期
口縁端部の黒色化

565
Ｅ･Ｆ
30･31

表土 捏鉢
口縁～
胴部

5 （24.9） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰黄色 灰黄色 良
東播系，森田編年Ⅱ期
口縁端部の灰色化

566 Ｉ38 Ⅳａ 捏鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 黄灰色 黄灰色 良
東播系，森田編年Ⅰ－２期
口縁端部の灰色化

567 Ｉ36 Ⅳａ 捏鉢
口縁～
胴部

5 （27.0） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰白色 灰白色 良
東播系，森田編年Ⅱ期
口縁端部の灰色化

568 Ａ Ⅳａ 捏鉢
口縁～
胴部

5 （24.2） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 灰黄色 灰黄色 良
東播系，森田編年Ⅱ期
口縁端部の黒色化

569 Ａ 表土 擂鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ ハケメ 〇 〇 灰黄色 黄色 良
東播系
森田編年第Ⅱ－２期

570 Ｊ37 Ⅳａ 擂鉢 底部 5 － (11.1) － 工具ナデ,ナデ ハケメ,ナデ 〇 灰白色 灰白色 良
東播系

571 Ｋ26 表土 捏鉢 底部 5 － （10.0） － ナデ ナデ 〇 灰黄色 灰黄色 良 東播系

572 Ｊ32 Ⅳａ 捏鉢 底部 10 － (10.9) － 回転ナデ後ナデ 回転ナデ後ナデ 〇 〇 灰黄色 灰黄色 良 東播系

573 Ｋ34 表土 捏鉢 底部 5 － （11.0） － ナデ 回転ナデ,ナデ 〇 灰黄色 灰黄色 良 東播系

574 Ｊ37 Ⅳａ 捏鉢 底部 5 － （9.9） － ナデ 回転ナデ後ナデ 〇 灰白色 褐灰色 良 東播系

575 Ｌ32 表土 甕 胴部 破片 － － － 格子状タタキ ハケメ 〇 灰色 灰色 良

576 Ｋ31 表土 甕 胴部 破片 － － － ヘラケズリ ヘラケズリ 〇 黄灰色 灰色 良

＊()は復元・残存値

第
397
図

第
398
図

挿図
番号

出土区
出土
層位

遺物
番号

焼成 備考部位
残存
率

(％)

法量(㎝) 調整 胎土 色調

器種

575

576

第61表　中世須恵器観察表　　　　　　　　　

第398図　中世須恵器２
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国内産陶器（第399図）

備前焼擂鉢（577～585）

577は口縁部から胴部の破片である。法量は復元口径

31.3㎝を測る。器形は体部が直線的に立ち上がり外側へ

開き，外面側の口縁端部からやや下方で内側へ屈曲し口

端面をなし，口端面に強めのナデ調整により口端面上角

を尖り気味に仕上げ，口端面下角はわずかに突出させる。

器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で体部内面に

８条のスリメが確認できる。焼成は良好で，口端面には

降灰が認められる。胎土はやや粗く，１～５㎜大の白色

粒子等の細粒が含まれている。

578は口縁部から胴部上半部の破片である。法量は復

元口径28.4㎝を測る。器形はやや内傾する口縁帯を有し，

口端面上角および下角はともにやや丸みをもって仕上げ

る。器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で体部内

面に１単位が５条以上のスリメが確認できる。焼成は良

好で硬く締まる。胎土はやや粗く，１～３㎜大の白色粒

子等の小粒が含まれている。

579は口縁部から胴部上半の破片である。法量は復元

口径20.8㎝を測る。器形は口縁帯が真上に立ち上がる。

器面調整は体部内外面ともに回転ナデ調整で，口縁帯に

やや浅めの２条の凹線が認められる。焼成は良好で硬く

締まる。胎土はおおむね精良で，白色粒子等の微粒が含

まれている。

580は口縁部から胴部上半の破片である。器面調整は

体部内外面ともに回転ナデ調整で，口縁帯に２条の凹線

と体部内面には２条のスリメを確認できるが，破片のた

め全体の条数は不明である。焼成は良好で硬く締まり，

口縁部外面は口縁帯と体部で色調差が認められる。胎土

は精良で，白色粒子等の微粒がわずかに含まれている。

581は注口部である。器面調整は体部内外面ともに回

転ナデ調整で口縁帯に２条の凹線が認められる。焼成は

良好で硬く締まる。胎土はおおむね精良で，白色粒子等

の微粒が含まれている。

582は口縁部から胴部上半が残存する。器形は口縁帯

がやや内傾し立ち上がり，口縁端部は口端内面に面取り

をおこない，口端からやや下方に稜線をもたせ，口端は

尖り気味となっている。器面調整は体部内外面ともに回

転ナデ調整で，口縁帯に２条の凹線が認められ，体部内

面には１単位６条のスリメが認められる。焼成は良好で

硬く締まる。胎土はおおむね精良で，白色粒子等の微粒

が含まれている。

583は底部片である。法量は復元底径13.2㎝を測り，

器形は体部が曲線的に立ち上がり，丸みを帯びる。器面

調整は体部外面が回転ナデ調整で，外底面はナデ調整を

おこなう。内面は体部が回転ナデ調整後に１単位が７条

のスリメを施し，内底面はナデ調整をおこなう。焼成は

おおむね良好である。胎土は粗く，１～３㎜大の白色粒

子等の小粒が多く含まれている。

584は底部片である。法量は復元底径10.6㎝を測る。

器面調整は体部外面が回転ナデ調整で，外底面は不定方

向のナデ調整をおこなう。内面は体部を回転ナデ調整後

に６条で１単位のスリメを施し，内底面はナデ調整をお

こなう。焼成はおおむね良好である。胎土はやや粗く，

白色粒子等の細粒が多く含まれている。

585は底部片である。器形は体部が直線的に立ち上が

る。器面調整は体部外面が回転ナデ調整で，外底面はナ

デ調整をおこなう。内面は体部が回転ナデ調整後に体部

から底部にかけてスリメを施し，14条が残存するが１単

位は不明である。焼成はおおむね良好である。胎土はお

おむね精良で，白・黒色粒子等の微粒が含まれている。

備前焼壺（586）

586は胴部片で底部がわずかに確認できる。法量は復

元底径10.0㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上がり，

丸みを帯びている。器面調整は体部内外面が回転ナデ調

整で，その後に体部外面に斜位のナデ調整が認められる。

焼成は良好で体部外面に黒斑が認められる。胎土はおお

むね精良で，白・黒色粒子等の微粒が含まれている。

瀬戸・美濃系陶器皿(587)

　587は皿の底部片である。器形は底部が平底で外面の

底部と体部の境に段が認められる。体部内外面に灰釉を

施し，内底面は露胎で体部との境は環状に錆色化が認め

られ，外底面は露胎で体部との境が環状に剥離しており，

熔着した環状の窯道具から取り外した痕跡と思われる。

瀬戸・美濃系陶器碗(588・589)

　588は天目茶碗または平碗で，口縁部から体部上半が

残存する。器形は体部が直線的に立ち上がる。器面調整

は口縁端部よりやや下方を強めのナデ調整をおこない,

端部は丸くおさめる。焼成は良好で，内外面ともに黒色

釉を施釉する。胎土はおおむね精良で，軟質である。

　589は天目茶碗または平碗で，口縁部から体部上半が

残存する。法量は復元高台径4.4㎝を測る。器形は体部

が直線的に立ち上がる。器面調整は口縁端部よりやや下

方を強めのナデ調整をおこない，端部は丸めにおさめる。

焼成は良好で，内外面ともに黒色釉を施釉する。胎土は

おおむね精良で，軟質である。

陶器鉢（590）

590は平鉢で，口縁部から体部の破片である。器面調

整は内外面ともに回転ナデ調整で，体部外面中位に１条

の沈線を施す。焼成はおおむね良好で内面に降灰と思わ

れる付着物が認められる。胎土は粗く，多くの砂粒が含

まれている。産地不明で近世の可能性もある。
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青磁（第401～403図）

同安窯系青磁（591～597）

青磁皿（591～593）

　591は1/2が残存する。法量は口径10.0㎝，底径5.2㎝，

器高2.1㎝を測る。器形は上げ底気味の底部から直線的

に体部が開き，体部中位やや下方で屈曲し，体部上半は

外反させ，口縁端部は薄く尖らせる。内底面にはヘラ描

き文とジグザグ状の櫛点描を施す。内外面ともに施釉さ

れ，外底面のみ露胎とし，釉調は灰白色を呈する。胎土

は灰白色を呈し，おおむね精良で，黒色粒子がわずかに

含まれている。

　592は1/6が残存する。法量は復元口径9.7㎝，復元底

径5.4㎝，器高2.4㎝を測る。591と同一の製品で，釉調

のみオリーブ黄色で相違する。

　593は底部片である。法量は復元底径4.6㎝を測る。器

形は上げ底気味の底部を呈する内底面にヘラ描き文とジ

グザグ状の櫛点描を施す。釉は内外面ともに施され，腰

部から外底面を露胎とする。釉調はオリーブ黄色を呈す

る。胎土は灰白色を呈し，おおむね精良で，黒色粒子が

わずかに含まれている。

青磁碗（594～599）

594は口縁部片である。器形は体部がやや内湾気味で，

口縁端部はやや尖らせる。体部外面に粗めの櫛目文，内

面には横方向に並行して２本のヘラ描きが認められる。

釉は内外面ともに施され，釉調は灰オリーブ色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子がわずかに含まれ

ている。

595は口縁部片である。器形は口縁部がわずかに外反

し，口縁端部はやや尖らせ気味におさめる。体部外面に

粗めの櫛目文，内面にはヘラ描き文を施し，口縁部やや

下方に沈線1条が認められる。釉は内外面ともに施され，

釉調はオリーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈し，お

おむね精良で，黒色粒子がわずかに含まれている。

596は口縁部片で，器壁が薄いことから小碗または坏

の可能性がある。器形は口縁部が外反し，口縁端部は丸

くおさめる。口縁部内外面の屈曲部に１条の沈線を巡ら

し，体部外面に細い櫛目文を施す。釉は内外面ともに施

され，釉調はオリーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈

し，精良で黒色粒子がわずかに含まれている。

597は腰部片である。外面に細かい縦の櫛目文，内面

にはヘラ描き文とジグザグ状の櫛点描を施す。釉は内外

面ともに施され，外面の腰部下半は露胎で，釉調はオリ

ーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈し，おおむね精良

で，黒色粒子がわずかに含まれている。

598は腰部片である。外面にやや粗めの櫛目文，内面

にはやや細めの櫛目文を施す。釉は内外面ともに施され，

外面の腰部下半は露胎で，釉調はオリーブ黄色を呈する。

胎土はおおむね精良だが，色調が胎土内で相違しており，

腰部外面から底部にかけて橙色，腰部上半と内面が灰白

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

577 Ｊ32 Ⅳａ 擂鉢
口縁～
胴部

5 （31.3） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

良
備前焼
間壁ⅣＡ期

578 － 表土 擂鉢
口縁～
胴部

破片（28.4） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
赤褐色

にぶい
赤褐色

良
備前焼
間壁ⅣＢ期

579 Ｆ31 表土 擂鉢
口縁～
胴部

破片（20.8） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 褐灰色 褐灰色 良
備前焼，間壁Ⅴ期
凹線２条あり

580 Ｅ31 Ⅴａ 擂鉢
口縁～
胴部

破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
灰色
・橙色

灰色
・橙色

良
備前焼
間壁Ⅴ期

581 Ｆ31 表土 擂鉢 注口部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 紫灰色 黄灰色 良
備前焼
凹線２条あり

582
Ｅ～Ｇ

31
遺構内 擂鉢

口縁～
胴部

破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 褐灰色 褐灰色 良
備前焼，問壁編年Ⅴ期
凹線２条あり
近世古道内出土

583 Ｍ27 表土 擂鉢 底部 5 － （13.2） － 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
赤褐色

褐灰色 良 備前焼

584 Ｆ31 表土 擂鉢 底部 10 － （10.6） － 回転ナデ,ナデ 回転ナデ後ナデ 〇 橙色 橙色 良 備前焼

585 Ｌ31 表土 擂鉢
胴部～
底部

破片 － － － 回転ナデ,ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
褐色

橙色 良 備前焼

586
Ｊ･Ｋ
32･33

遺構内 壺 胴部 5 － （10.0） － 回転ナデ後ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
赤褐色

褐灰色 良
備前焼
古墳時代竪穴建物内出土

色褐黄色褐黄〇－－－－－片破部底皿土表Ａ785
やや
不良

瀬戸・美濃系
窯道具痕，貫入あり

〇－－－－－片破部縁口碗土表 23Ｊ885
オリー
ブ黒色

オリー
ブ黒色

良
瀬戸・美濃系
天目茶碗または平碗

589 Ａ 表土 碗 底部 破片 －
高台径
4.4

－ － － 〇 〇 灰白色 赤黒色 良
瀬戸・美濃系
天目茶碗または平碗

590 Ｄ31 Ⅳａ 平鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
赤褐色

褐灰色 良
沈線１条あり,降灰の付着
近世の可能性あり

＊()は復元・残存値

第
399
図

焼成 備考部位
残存
率
(％)

調色土胎整調)㎝(量法

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区
出土
層位
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色を呈する。

599は底部が残存する。法量は高台径5.0㎝を測る。器

形は高台部の外面が直立し，内面は斜め方向にケズリだ

されており，断面は逆台形状を呈する。外底面はケズリ

出しにより中央付近が突き出る兜巾状を呈する。外面体

部はわずかに櫛目文が残り，内底面の体部との境には1

条の沈線を施す。釉は内面と外面体部の腰部まで施され，

高台および外底面は露胎である。釉調はオリーブ黄色を

呈する。胎土は灰白色を呈し，おおむね精良で，黒色粒

子がわずかに含まれている。

龍泉窯系青磁（600～648）

青磁皿（600～603）

600は口縁部から腰部の破片である。法量は復元口径

11.1㎝を測る。器形は体部が丸く立ち上がり，口縁端部

はやや尖り気味におさめる。内底面に工具による界線と

文様が認められる。釉は残存部の全面に施され，釉調は

オリーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈し，おおむね

精良で，黒色粒子がわずかに含まれている。

601は底部片である。法量は復元底径3.5㎝を測る。器

形は底部がやや上げ底である。釉は全面に施釉後に底部

の釉を掻きとっている。釉調は灰黄色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良で黒色粒子がわずかに含まれている。

602は口縁部から腰部の破片である。器形は口縁部が

外反し，口縁端部はやや尖り気味に丸くおさめる。内面

の体部下半に２条の界線と思われる沈線状の施文が認め

られる。釉は内面から口縁部外面までかけられ，体部外

面は露胎となっている。釉調はオリーブ黄色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子がわずかに含まれ

ている。産地は龍泉窯系と思われるが，白磁の可能性も

あり，また大宰府編年の青磁・白磁の中にも該当するも

のがなく，明確に判別することはできていない。

603は口縁部から腰部の破片である。法量は復元口径

13.8㎝を測る。器形は体部が丸く立ち上がり，口縁部で

外反し，口縁端部はやや尖り気味におさめる。体部外面

にロクロ目が残る。釉は残存部の全面に施され，釉調は

明オリーブ灰色を呈する。胎土は白色を呈し，精良で黒

色粒子がわずかに含まれている。龍泉窯系としているが

時期や産地は明確に判別できていない。

青磁坏（604～610）

604は口縁部から腰部の破片である。法量は復元口径

14.6㎝を測る。器形は体部が丸く立ち上がり，口縁端部

は丸くおさめる。釉は残存部の全面に施され，釉調は明

オリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒

色粒子が含まれている。

605は口縁部片である。器形は口縁部で外反し，口縁

端部は丸くおさめる。体部が外側へやや開くことから坏

としたが，碗の可能性もある。釉は残存部の全面に施さ

れ，釉調はオリーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

精良である。

606は底部片である。法量は復元高台径7.6㎝を測る。

高台は低く断面形状が方形を呈する。釉は内底面が施釉

後に環状に釉を掻き取り，外底面は体部外面から高台畳

付まで施釉する。釉調はオリーブ灰色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良で黒色粒子が含まれている。

607～609は体部外面に連弁文を有する口縁部片である。

器形は丸みのある体部で，口縁部をほぼ水平に屈曲させ

口折れとし，口縁上端は平坦面を成し，口縁端部は丸く

おさめる。釉は残存部の全面に施され，釉調は607が灰

オリーブ色，608・609がオリーブ灰色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良である。

610は底部片である。法量は復元高台径5.8㎝を測る。

器形は体部が腰部を「く」の字状に屈曲させ，斜め上方

に立ち上がる腰折れの形状で，高台は低く断面形状が方

形を呈する。釉は内底面と体部から高台内面まで施釉が

認められ，外底面は環状に釉を掻き取る。釉調はオリー

ブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で白色粒子

等が含まれている。

青磁碗（611～645）

611は口縁部片である。法量は復元口径17.2㎝を測る。

器形は体部が直線的に開き，口縁端部は直口となる。体

部内面に櫛刀等の工具によって分割線を施す。釉は体部

内外面に施され，釉調は灰オリーブ色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良である。

612は口縁部片である。器形は口縁端部を丸くおさめ

る直口となる。体部内面は片彫りにより施文するが文様

は不明である。釉は体部内外面に施され，釉調は灰オリ

ーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良である。

613は腰部片で，体部内面に片彫りの連花文，内底面

に界線を施す。釉は体部内外面に施され，釉調は灰オリ

ーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良である。

614は体部片で，体部内面に片彫りの連花文を施す。

釉は体部内外面に施され，釉調はオリーブ黄色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，精良である。

615は体部片で，体部内面に片彫りの連花文を施す。

釉は体部内外面に施され，釉調はオリーブ黄色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，精良である。

616は底部片である。法量は復元底径6.7㎝を測る。器

形は腰部が張り，底部は内部の抉りが浅く肉厚で，高台

は低く断面形状が方形を呈する。釉は体部内面と体部外

面から高台外面まで施され，外底面には釉垂れによる熔

着物が認められる。釉調は浅黄色を呈する。胎土は灰白

色を呈し，精良である。

617は底部片である。器形は体部と高台部の端部が人
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なる外底面は赤褐色を呈する。

627は高台脇から底部の破片である。法量は復元高台

径6.0㎝を測る。器形は高台が低めで，直立する高台の

外面端部を斜めに面取りし，高台畳付も平坦に仕上げる。

釉は体部内外面から高台内まで施され，内底面は露胎と

なっている。釉調は緑色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

精良で黒色粒子がわずかに含まれている。

628は体部下半から底部の破片である。法量は復元高

台径5.1㎝を測る。高台が断面方形を呈し，体部がやや

丸みを持って立ち上がる。釉は体部内外面ともに施され，

高台内から内底面は露胎となっている。釉調は灰オリー

ブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子が

含まれている。

629は胴部片で，青磁としているが白磁の可能性もあ

り，明確に判別できなかった。器面調整は体部外面には

文様と思われる片彫り痕と縦方向に幅広の櫛目状の工具

痕が認められる。片彫りは幅広の連弁文とも思われるが

小片のため不明である。釉は体部内外面ともに施され，

釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良であ

る。

630～632は底部片で，底部の高台断面が方形や逆台形

で高台内の刳りが浅く肉厚な形状を呈する。

630は法量が復元高台径6.4㎝を測る。高台は内部の抉

りがかなり浅く断面が方形で高台畳付内外面の角と端部

の面取りをおこなう。体部外面に片彫りの痕跡が認めら

れ，連弁の一部と思われるが欠損のため明確ではない。

また内底面には方形枠の印刻が認められるが，枠内には

文字や文様は確認できない。釉は内面と体部外面から高

台外面まで施され，高台畳付から内底面は露胎で，釉調

は灰オリーブ色を呈する。胎土は精良で黒色粒子をわず

かに含み，色調は体部と高台部で相違しており，体部が

灰黄色，高台部が灰白色を呈する。

631は復元高台径5.8㎝を測る。高台が断面逆台形で高

台畳付外面の角と端部の面取りをおこない，高台内面を

斜めに削り出している。釉は内面と体部外面から高台外

面まで施され，高台畳付から内底面は露胎で，釉調はに

ぶい黄色を呈する。胎土は浅黄橙色を呈し，精良で黒色

粒子が含まれている。

632は法量が復元高台径6.0㎝を測る。高台が断面逆台

形で高台畳付内外面の角に面取りをおこない，高台内面

を斜めに削り出している。釉は内面と体部外面から高台

外面まで施され，高台畳付から内底面は露胎で，釉調は

オリーブ黄色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒

色粒子が含まれている。

633～637は口縁部が外反する碗である。

633は1/5が残存する。法量は復元口径15.2㎝，復元高

台径6.0㎝，器高6.6㎝を測る。器形は高台が「ハ」の字

状にやや開き，端部は丸くおさめ，体部は曲線的に立ち

為的に打欠かれたと思われ，不明である。内面は櫛目文

を施す。釉は体部内面と体部外面から高台外面まで施さ

れ，外底面は露胎となっている。釉調は灰オリーブ色を

呈する。胎土は体部と底部で色調が相違しており，高台

脇から底部高台にかけて灰黄色，体部と内底面が灰白色

を呈する。

　618～621・623～629 は体部外面に連弁文を有する破

片である。

618～621・623は口縁部から胴部片である。

618の器形は体部がやや丸みをもって立ち上がり，口

縁部は直口をなし，口縁端部はやや尖り気味に丸くおさ

める。体部に焼成前の穿孔が認められる。釉は体部内外

面ともに施され，釉調はオリーブ灰色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良である。

619の器形は口縁部でわずかに外反し，口縁端部は丸

くおさめる。釉は体部内外面ともに施され，釉調はオリ

ーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良である。

620の器形は口縁部でわずかに外反し，口縁端部はや

や尖り気味に丸くおさめる。釉は体部内外面ともに施さ

れ，釉調は青みがかった灰白色を呈する。胎土は灰白色

を呈し，精良である。

621の器形は口縁部でわずかに外反し，口縁端部は丸

くおさめる。釉は体部内外面ともに施され，釉調は灰オ

リーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良である。

623の器形は口縁部が直口をなし，口縁端部はやや尖

り気味に丸くおさめる。釉は体部内外面ともに施され，

釉調は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精

良である。

624～629は体部から底部片である。

624は体部下半の破片である。器形は体部がやや丸み

をもって立ち上がる。釉は体部内外面ともに施され，釉

調は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良

である。

625は体部下半から底部の破片である。法量は高台径

5.2㎝を測る。器形は高台が低く，断面逆台形状を呈し，

体部はやや丸みを持って立ち上がる。内底面には片彫り

または印刻の列点文が円形に施されている。釉は体部内

外面ともに施され，高台畳付から内底面は露胎となって

いる。釉調は灰オリーブ色を呈する。胎土の色調は体部

と高台部で相違しており，体部が灰白色，高台部がにぶ

い黄橙色を呈し，精良で黒色粒子がわずかに含まれてい

る。

626は体部下半から底部の破片である。法量は復元高

台径5.6㎝を測る。器形は高台が低く，断面逆台形状を

呈し，体部はやや丸みを持って立ち上がる。釉は体部内

外面ともに施され，高台畳付から内底面は露胎となって

いる。釉調は灰オリーブ色を呈する。胎土は精良で，黒

色粒子が含まれている。胎土の色調は灰黄色で，露胎と



－ 230 －

618 619
620 621

622

623
624 629

625

626

628

630

627

631

632

633

634
635

636
637

638 639 640

641
642

第402図　青磁２



－ 231 －

上がり，口縁部は外反し，口縁端部は丸くおさめる。内

底面に浅い沈線状の凹みが認められる。釉は内面から高

台畳付まで施され，高台内面から内底面は露胎で，釉調

は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で

黒色粒子がわずかに含まれている。

634は口縁部から高台脇の破片である。器形は体部が

曲線的に立ち上がり，口縁部は外反し，口縁端部は丸く

おさめる。釉は体部内外面に施され，釉調はオリーブ灰

色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子がわ

ずかに含まれている。

635は法量が復元口径17.6㎝を測る。口縁部から体部

上半の破片である。器形は体部が曲線的に立ち上がり，

口縁部は外反し，口縁端部はやや厚みがあり丸くおさめ

る。釉は体部内外面に施され，釉調は緑色を呈する。胎

土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子がわずかに含まれて

いる。

636は口縁部から体部下半が残存する。法量は復元口

径17.0㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上がり，口

縁部は直口で，口縁端部は丸くおさめる。口縁部外面に

雷文帯，内面には草花文を施す。釉は体部内外面に施さ

れ，釉調は緑色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で

黒色粒子がわずかに含まれている。

637は胴部片で，器形は体部が曲線的に立ち上がり，

体部外面に幅広の連弁文を片彫りで施す。内面にも片彫

りで文様と思われる痕跡が認められるが欠損により明確

ではない。釉は体部内外面に施され，釉調は灰オリーブ

色を呈する。胎土は褐灰色を呈し，精良で白・黒色粒子

がわずかに含まれている。

638～642は底部片で，638～641は内底面に印刻を施す

もので，642は無文である。

638は法量が復元高台径6.2㎝を測る。器形は高台が断

面逆台形状で，高台外面は面取りにより竹節状を呈し，

高台畳付は平坦面を成し，高台内面は直立気味に成形さ

れる。体部は曲線的に立ち上がる形状を呈する。体部外

面にはロクロ目が残り，内底面に草花文の印刻を施す。

釉は内面と体部外面から高台内面まで施され，内底面は

露胎で，釉調はオリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を

呈し，精良で白色粒子が含まれている。

639は高台径5.4㎝を測る。器形は高台が高めで断面方

形状を呈し，高台畳付は平坦面を成し，外底面は成形時

の削り出しにより中央部が兜巾状を呈する。内底面の中

央部に「太」の字状を配する花文状の印刻を施す。釉は

内面と体部外面から高台内面途中まで施され，内底面は

露胎で，釉調は明オリーブ灰色を呈する。胎土は精良で

白色粒子を含み，色調は体部が灰白色で，外面の露胎部

は褐色を呈する。

640は法量が復元高台径6.9㎝を測る。器形は高台が高

台畳付外面の面取りをおこなうことで，高台畳付はやや

尖り気味に丸くおさめ，外底面の中央部はわずかに突出

して兜巾状を呈する。内底面に草花文の印刻を施す。釉

は全面に施釉後に外底面の釉を環状に掻き取る。釉調は

緑色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒・白色粒

子が含まれている。

641は法量が復元高台径6.4㎝を測る。器形は高台が高

台畳付外面の面取りをおこなうことで，高台畳付はやや

尖り気味に丸くおさめ，内底面の中央部はわずかに盛り

上がり，外底面の中央部はわずかに突出して兜巾状を呈

する。内底面に草花文の印刻を施す。釉は全面に施釉後

に外底面の釉を環状に掻き取り，中央に砂の付着が認め

られる。釉調は緑色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精

良で黒・白色粒子が含まれている。

642は法量が復元高台径6.5㎝を測る。器形は高台外面

643

644
645

646

647 648
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が面取りにより竹節状を呈し，高台畳付は狭小な平坦面

を成す。釉は内面と体部外面から高台外面まで施され，

高台畳付から内底面は露胎となっており，釉調はオリー

ブ灰色を呈する。胎土はにぶい黄橙色を呈し，やや粗く，

黒・白色粒子が含まれている。

643～645はヘラ先による細線の線描連弁文を有する。

643・644は口縁部から体部下半の破片である。器形は

体部がやや丸みを持って立ち上がる。体部外面に線描連

弁文を施す。釉調は643が明るめのオリーブ灰色，644は

暗めのオリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精

良で白色粒子が含まれている。

645は体部下半の破片である。器形は体部に丸みのあ

る形状を呈する。体部外面に連弁の細線が認められる。

釉は内外面に施され，釉調は緑色を呈する。胎土は灰白

色を呈し，精良で白色粒子が含まれている。

青磁稜花皿（646）

646は口縁部片で，口縁端部に稜をもつ稜化皿である。

内外面に線刻が認められる。釉は内外面に施され，釉調

は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや粗

い。

青磁香炉（647）

647は香炉の口縁部片で，体部外面に突帯状の突出部

を削り出し，竹節状の器面を呈する。釉は内外面に施さ

れ，釉調はオリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

精良で黒色粒子が含まれている。

青磁不明品（648）

648は器種不明の青磁または青白磁である。

器形は平面形が円形を呈し，底面は平坦面を成す。釉

は内外面に施され，底面は露胎で砂が付着する。釉調は

明オリーブ灰色を呈する。胎土は精良で黒色粒子を含み，

色調は灰白色で，露胎部はにぶい橙色を呈する。残存状

況から筒状また透かしの入る蓋や置物等が想定される。

薬釉土胎高器径底径口

591 Ｊ35 Ⅲ 皿
口縁～
底部

50 10.0 5.2 2.1 外面の底部 良 有 有 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅰ－２類

同安窯系
内底面:ヘラ描き文,櫛点描

592 Ｊ34 Ⅳａ 皿
胴部～
底部

40 (9.7) 5.4 (2.4)
外面の体部下半

以下
良 有 有 灰白色

オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ－１類

同安窯系
内底面:ヘラ描き文,櫛点描

593 Ｉ36 Ⅳａ 坏 底部 5 － (4.6) －
外面の底部下半

以下
良 有 有 灰白色

オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ－１類

同安窯系
内底面:ヘラ描き文,櫛点描

594 Ｋ31 表土 碗 口縁部 － － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー

ブ色
大宰府編年
Ⅰ－１類

同安窯系
外面:櫛目文,内面:ヘラ描き文

595 Ｋ29 Ⅳａ 碗 口縁部 － － － － － 良 有 有 灰白色
オリーブ

黄色
大宰府編年

Ⅲ類
同安窯系
外面:櫛目文,内面:ヘラ描き文

596
Ｊ･Ｋ
34･35

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ

黄色
－

同安窯系
外面:櫛目文

597 Ｈ38 Ⅳａ 碗 体部 － － － － 外面の腰部～底部 良 無 有 灰白色
オリーブ

黄色
大宰府編年
Ⅰ－１類

同安窯系，外面：櫛目文
内面：ヘラ描き文，櫛点描

598 Ｊ34 Ⅳａ 碗 体部 － － － － 外面の腰部～底部 良 有 有
灰白色/
橙色

オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ－１類

同安窯系
内外面:櫛目文

599 Ｌ31 表土 碗 底部 20 －
高台径
5.0

－
外面の体部下半

以下
良 無 有 灰白色

オリーブ
黄色

－
同安窯系
外面：櫛目文

600
Ｊ35～
38

表土 皿
口縁～
胴部

－ (11.1) － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ

黄色
－

龍泉窯系
内底面:界線，文様あり

601
Ｉ35～
38

表土 皿 底部 10 － (3.5) － 外底面 良 有 有 灰白色 灰黄色
大宰府編年
Ⅰ－２類

龍泉窯系

602 Ｋ33 表土 皿
口縁～
胴部

－ － － － 外面体部 良 無 有 灰白色
オリーブ

黄色
－

龍泉窯系
内面：界線

603 Ｊ29 Ⅴａ 皿
口縁～
胴部

－ (13.8) － － － 良 無 有 白色
明オリー
ブ灰色

－ 龍泉窯系

604 Ｄ34 表土 坏 体部 － (14.6) － － － 良 無 有 灰白色
明オリー
ブ灰色

大宰府編年
Ⅲ－５類

龍泉窯系

605 Ｈ35 Ⅴａ
碗また
は坏

口縁部 － － － － － 良 有 有 灰白色
オリーブ

黄色
－ 龍泉窯系

606 Ａ 表土 坏 底部 10 －
高台径
(7.6)

－ 内底面・外底面 良 有 有 灰白色
オリーブ

灰色
－ 龍泉窯系

607 Ａ 表土 坏
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー

ブ色
大宰府編年
Ⅲ・Ⅳ類

龍泉窯系
外面：連弁文

608 Ｆ36 表土 坏
口縁～
胴部

－ － － － －
やや
良

有 無 灰白色
オリーブ

灰色
大宰府編年
Ⅲ・Ⅳ類

龍泉窯系
外面：連弁文

609
Ｊ35･
36

表土 坏
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ

灰色
大宰府編年
Ⅲ・Ⅳ類

龍泉窯系
外面：連弁文

＊()は復元・残存値

色調
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薬釉土胎高器径底径口

610 Ｇ34 遺構内 坏 底部 5 －
高台径
(5.8)

－ 外底面 良 有 有 灰白色
オリーブ
灰色

－
龍泉窯系，内底面:草花文印刻
溝５内出土

611 Ｊ25 遺構内 碗
口縁～
胴部

5 (17.2) － － － 良 無 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅰ－４類

龍泉窯系，内面：分割線あり
近世古道内出土

612 Ｊ32 表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 弱 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系
内面：文様あり

613 Ｊ34 表土 碗 胴部 － － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系
外面：連花文，内面：界線

614 Ｊ35 Ⅲ 碗 胴部 － － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系
内面：連花文

615 Ｉ33 Ⅳａ 碗 胴部 － － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系
内面：連花文

616 Ｋ32 攪乱 碗 底部 20 － (6.7) － 外底面と高台畳付 良 無 弱 灰白色 浅黄色
大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系
外面に溶着物あり

617 Ａ 表土 碗
腰部～
底部

15 － － － 外底面 良 有 弱 灰白色
灰オリー
ブ色

－
龍泉窯系，高台打ち欠き
内面：櫛目文

618
Ｉ35
～37

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 有 灰白色
オリーブ
灰色

大宰府編年
Ⅱ－b・ｃ類

龍泉窯系，穿孔１カ所あり
外面：鎬連弁文

619 Ｇ37 Ⅳａ 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 弱 灰白色
オリーブ
灰色

大宰府編年
Ⅱ－b・ｃ類

龍泉窯系
外面：鎬連弁文

620 Ａ 表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 有 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅱ-b･c･Ⅲ-２類
龍泉窯系
外面：鎬連弁文

621
Ｊ25･
26

遺構内 碗 口縁部 － － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ類

龍泉窯系，外面：鎬連弁文
近世溝内出土

622
Ｄ12･
13

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ・ｃ類

龍泉窯系, 外面：鎬連弁文
Ｃ区出土遺物

623
Ｈ36～
38

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ・ｃ類

龍泉窯系
外面：鎬連弁文

624 Ｉ34 Ⅳａ 碗 体部 － － － － － 良 有 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ・ｃ類

龍泉窯系
外面：鎬連弁文

625 Ｆ31 表土 碗 底部 40 －
高台径
5.2

－ 外底面～高台畳付 良 有 有 灰白色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｃ類

龍泉窯系，外面：鎬連弁文
内底面:列点文

626
Ｊ32･
33

表土 碗
体部～
底部

30 －
高台径
(5.6)

－ 外底面～高台畳付 良 有 有 灰黄色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ類

龍泉窯系
外面：鎬連弁文

627 Ｇ31 Ⅳａ 碗 底部 5 －
高台径
(6.0)

－ 外底面 良 無 有 灰白色 緑色
大宰府編年

Ⅱ類
龍泉窯系
外面：連弁文か

628 Ｋ35 遺構内 碗
胴部～
底部

20 －
(5.1)

－ 高台内 良 有 弱 灰白色
オリーブ
灰色

大宰府編年
Ⅱ－ｂ類

龍泉窯系，外面：鎬連弁文
近世土坑内出土

629 Ｄ28 Ⅳａ 碗 体部 5 － － － － 良 有 弱 灰白色 灰白色 －
龍泉窯系，白磁の可能性あり
体部外面：片彫連弁文か

630 Ｊ37 Ⅳａ 碗 底部 10 －
(6.4)

－ 外底面～高台畳付 良 無 弱 灰黄色 灰白色
大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ類

龍泉窯系　外面:連弁文か
内面:方形の印刻

631
Ｆ･Ｇ
31

表土 碗 底部 10 －
(5.8)

－ 外底面～高台畳付 良 有 弱 浅黄橙色
にぶい黄

色
大宰府編年

Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ類
龍泉窯系

632 Ｊ32 表土 碗 底部 5 －
(6.0)

－ 外底面～高台畳付 良 有 弱 灰白色
オリーブ
黄色

大宰府編年
Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ類

龍泉窯系

633 Ｌ30 表土 碗
口縁～
底部

20 (15.2)
(6.0)

(6.6)
外底面

～高台内途中
良 無 弱 灰白色

灰オリー
ブ色

上田編年
Ｄ－Ⅱ類

龍泉窯系

634 Ｋ27 Ⅴａ 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 弱 灰白色
オリーブ
灰色

上田編年
Ｄ－Ⅱ類

龍泉窯系

635 Ｌ32 表土 碗
口縁～
胴部

5 (17.6) － － － 良 有 有 灰白色 緑色
上田編年
Ｄ－Ⅱ類

龍泉窯系

636 Ｊ27 Ⅴａ 碗 口縁部 5 (17.0) － － － 良 有 有 灰白色 緑色
上田編年
Ｃ－Ⅱ類

龍泉窯系
外面:雷文帯，内面:草花文

637 Ｉ35 Ⅳａ 碗
体部～
底部

－ － － － － 良 無 有 褐灰色
灰オリー
ブ色

大宰府編年
Ⅱ－ａ・Ⅳ類

龍泉窯系，外面:連弁文
内面:文様あり，砂の付着

638 Ｊ32 Ⅳａ 碗
体部～
底部

15 －
(6.2)

－ 外底面 良 無 弱 灰白色
オリーブ
灰色

上田編年
Ｄ・Ｅ類

龍泉窯系
内面:草花文の印刻

639 Ａ 表土 碗 底部 20 －
5.4

－
外底面

～高台内途中
良 無 弱 灰白色

明オリー
ブ灰色

上田編年
Ｂ－Ⅱ･Ｃ･Ｄ類

龍泉窯系
内面:「太」の字･草花文の印刻

640 Ｋ33 表土 碗 底部 5 －
(6.9)

－
外底面を環状に
釉の掻き取り

良 有 有 灰白色 緑色 －
龍泉窯系
内面：草花文の印刻

641
Ｄ30･
31

表土 碗 底部 11 －
(6.4)

－ 高台内 良 有 有 灰白色 緑色
上田編年
Ｂ－Ⅱ類

龍泉窯系
内面：草花文の印刻

642 Ｆ31 Ⅵ 碗
体部～
底部

20 －
(6.5)

－ 外底面～高台畳付 良 有 弱
にぶい黄
色橙色

オリーブ
灰色

上田編年
Ｄ－Ⅱ・Ｅ類

龍泉窯系

643
Ｉ35～
38

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 有 有 灰白色
オリーブ
灰色

上田編年
Ｂ－Ⅳ類

龍泉窯系
外面：線描連弁文

644
Ｊ35～
38

表土 碗
口縁～
胴部

－ － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ
灰色

上田編年
Ｂ－Ⅳ類

龍泉窯系
外面：線描連弁文

645 Ｆ31 表土 碗 体部 － － － － － 良 有 有 灰白色 緑色
上田編年
Ｂ－Ⅳ類

龍泉窯系
外面：線描連弁文

646 Ａ 表土 皿 口縁部 － － － － － 良 有 弱 灰白色
灰オリー
ブ色

－
龍泉窯系，稜花皿
内外面：線刻あり

647 Ｇ38 Ⅴａ 香炉 口縁部 － － － － － 良 無 有 灰白色
オリーブ
灰色

－

648 Ｋ27 Ⅳａ 不明 底部か － － － － 底部 良 有 有 灰白色
明オリー
ブ灰色

－
龍泉窯系，青白磁の可能性あり
蓋・置物か

＊()は復元・残存値

備考
残存
率

(％)

法量(㎝)

露胎 焼成 貫入 発色

第
403
図

第
401
図

第
402
図

色調

分類
挿図
番号

遺物
番号

出土区
出土
層位

器種 部位

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

高台径

龍泉窯系

第64表　青磁観察表２　　　　　　　　　
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白磁（第405・406図）

白磁皿（649～664）

649は口縁部から腰部までが残存する。法量は復元口

径10.0㎝を測る。器形は胴部が直線的に広がり，口縁部

付近が分厚くなる。内面の腰部と胴部の境には横位の沈

線を巡らせる。釉は内面と外面の腰部と胴部の境付近ま

で施した後，残存はわずかであるが，内底面の釉を環状

に掻き取っている可能性がある。釉調は灰白色を呈し，

表面には貫入が認められる。胎土は灰白色を呈し，硬質

でわずかに気泡を含む。

650は口縁部から胴部下半までが残存する。器形は胴

部が緩やかに内湾して立ち上り，口縁部は直口縁を呈す

る。釉は残存部の全面に施し，釉調は灰白色を呈し，口

縁部外面には釉垂れが認められる。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒を含む。

651は口縁部から腰部までが残存する。法量は復元口

径9.4㎝を測る。器形は腰部で屈曲して立ち上り，口縁

部が外反する。内面の屈曲部には段が認められる。釉は

残存部の内外面に施した後，内底面の釉を掻き取ってい

るため，残存はわずかであるが，内底面の釉を環状に掻

き取っている可能性がある。釉調は灰白色を呈し，表面

には貫入や釉がちぢれた部分が認められる。胎土は灰白

色を呈し，硬質でわずかに黒色粒を含む。

652は口縁部から腰部までが残存する。法量は復元口

径12.0㎝を測る。器形は腰部で屈曲して立ち上り，口縁

部が外反する。釉は内面と外面の腰部まで施し，釉調は

明緑灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で精良で

ある。

653は口縁部から腰部までが残存する。器形は腰部で

緩やかに屈曲して立ち上がり，口縁部が外反する。内面

の屈曲部には横位の沈線を巡らせる。釉は内面と外面の

体部上半に施し，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色

を呈し，硬質で黒色粒を含む。

654は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径11.4㎝を測る。器形は口縁端部がわずかに外反し，

その下には突帯状の段が認められる。釉は残存部の全面

に施し，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒をわずかに含む。

655は口縁部から腰部までが残存する。法量は復元口

径8.2㎝を測る。器形は体部が内湾して立ち上がり，口

縁部は直口縁を呈する。釉は内面と外面の腰部付近まで

施され，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒を含む。

656は腰部から底部までが残存する。法量は底径3.2㎝

を測る。器形は底部が平底で小さく，体部は直線的に開

く。釉は残存部では内面のみに施され，釉調は浅黄色を

呈し，表面に貫入が認められる。胎土は灰白色を呈し，

硬質で精良である。

657は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径5.6㎝を測る。器形は高台部が低く逆台形状を呈し，

底部は中央が分厚くなる。釉は内面と外面の腰部まで施

した後，内底面の釉は回転台を利用せずに環状に掻き取

っている。釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒を含む。

658は胴部下半から底部までが残存する。法量は復元

底径6.8㎝を測る。器形は底部が平底で体部は直線的に

立ち上がり，内底面と腰部の境には沈線状の段が認めら

れる。釉は残存部の全面に施し，特に底部外面は板状工

具で釉をのばしている。釉調は明緑灰色を呈する。胎土

は灰白色を呈し，硬質でわずかに黒色粒を含む。

659は腰部から底部までが残存する。法量は復元底径

6.2㎝を測る。器形は底部が平底で，体部が強く屈曲し

て立ち上がる。内底面と腰部の境には沈線状の段が認め

られる。釉は残存部の全面に施し，特に底部外面は板状

工具で釉をのばしている。釉調は浅黄色を呈する。胎土

はにぶい黄橙色を呈し，陶器質で黒色粒を含む。

660は腰部から底部までが残存する。法量は復元底径

6.6㎝を測る。器形は底部が上げ底で器壁は薄く，体部

は緩やかに立ち上がる。内底面と腰部の境には沈線状の

段が認められる。釉は残存部の全面に施し，特に底部外

面は板状工具で釉をのばしている。釉調は灰白色を呈す

る。胎土は灰白色を呈し，硬質で精良である。

661は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径5.6㎝を測る。器形は高台部がかなり磨耗している

が，高さが低い抉り入り高台である。内底面と腰部の境

には段が認められる。釉は残存部では内面のみに施され

ており，釉調は灰白色を呈する。胎土はにぶい黄橙色を

呈し，陶器質である。

662は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径7.2㎝を測る。器形は高台部が低く尖り，底部の器

壁は薄い。釉は残存部の全面に施した後，内定面の釉を

環状に掻き取り，また高台部畳付の釉も掻き取っている。

釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒

色粒を含む。

663は口縁部から高台部までの1/3が残存する。法量は

復元口径11.4㎝，復元高台径5.7㎝，器高3.1㎝を測る。

器形は高台部が低く尖り，体部は腰部で屈曲して直線的

に立ち上がり，口縁部は外反する。釉は口縁部から外底

面までの全面に施した後，高台部畳付の釉を掻き取って

いる。釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬

質で精良である。

664は口縁部から高台部までの1/6が残存する。法量は

復元口径13.2㎝，復元高台径7.8㎝，器高2.3㎝を測る。

器形は高台部が低い逆台形で，畳付は外側から削り斜め

の形状を呈する。体部は直線的に開き口縁部でわずかに

外反する。外面の口縁部と体部の境にはわずかな段が認
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められる。釉は内外面ともに体部まで施す。釉調は灰白

色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

白磁碗（665～700） 

665～677は玉縁状の口縁部を持つ破片である。

665は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は玉

縁がやや小形で厚みは体部厚とほぼ変わらない。釉は残

存部の内外面ともに施されており，釉調は灰白色を呈し，

表面に多くの気泡が認められる。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒をわずかに含む。

666は口縁部から胴部上半までが残存する。釉は残存

部の内外面ともに施されており，釉調は灰白色を呈し，

表面に多くの気泡が認められる。胎土は灰白色を呈し，

やや軟質で黒色粒をわずかに含む。

667は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は玉

縁がやや小形で胴部から口縁部へ移る部分が段となる。

胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒をわずかに含む。釉

は残存部の内外面ともに施されており，釉調は灰白色を

呈し，表面には貫入が認められる。胎土は灰白色を呈し，

やや軟質で黒色粒をわずかに含む。

668は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は玉

縁の下位に段が認められる。釉は残存部の内外面に施す。

釉調は灰白色を呈し，表面には貫入が認められる。胎土

は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

669は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は玉

縁がやや小形で，胴部の器壁は薄い。釉は残存部の内外

面ともに施されており，釉調は灰白色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，硬質で多くの黒色粒を含む。

670は口縁部から胴部上半までが残存する。釉は残存

部の内面と外面の口縁部下まで施す。釉調は灰白色を呈

する。胎土は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

671は口縁部から胴部と腰部の境付近までが残存する。

法量は復元口径15.0㎝を測る。器形は胴部の器壁が薄く，

玉縁は分厚くなる。釉は内面と外面の体部下半まで施さ

れており，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

硬質でわずかに黒色粒を含む。

672は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径15.3㎝を測る。器形は玉縁が折り曲げ状となって

おり，その下が肥厚して突帯状になっている。釉は内面

と外面の体部上半まで薄く施す。釉調は灰白色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，硬質でわずかに黒色粒を含む。

673は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径16.6㎝を測る。器形は体部の器壁が薄く緩やかに

内湾して立ち上がる。玉縁は折り曲げ状となり，その下

にわずかな段が認められる。釉は残存部の内外面ともに

施されており，釉調は灰白色を呈し，表面には貫入がみ

られる。胎土は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

674は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は玉

縁が分厚く，折り曲げ状となり，その下に段が認められ

る。釉は残存部の内外面ともに薄く施し，釉調は灰白色

を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

675は口縁部から胴部と腰部の境付近までが残存する。

器形は体部が緩やかに内湾して立ち上がり，玉縁は小さ

く折り曲げ状を呈する。釉は内面と外面の体部上半まで

薄く施されており，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白

色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

676は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径16.0㎝を測る。器形は体部がやや内湾して立ち上

り，玉縁は分厚く折り曲げ状を呈する。釉は内面と外面

の体部下半まで施されており，釉調は灰白色を呈し，表

面には貫入のほか，細かな気泡が多く凹凸が認められる。

胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒をわずかに含む。

677は口縁部から腰部までが残存している。法量は復

元口径17.2㎝を測る。器形は体部が緩やかに内湾して立

ち上り，玉縁は折り曲げ状を呈する。釉は内面と外面の

体部上半まで薄く施されており，釉調は灰白色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒をわずかに含む。

678～680は低い高台部を持つ底部片である。

678は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径7.0㎝を測る。器形は高台部が低く，外面を直に，

内面を斜めに削り出している。底部は分厚く，内面の底

部と腰部の境に横位の沈線を巡らせる。高台部と腰部の

境には工具痕が認められる。釉は内面と外面の体部下半

まで施されており，釉調は灰白色を呈する。高台部と腰

部の境には工具痕が認められる。胎土は灰白色を呈し，

硬質で黒色粒と気泡を含む。

679は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径7.0㎝を測る。器形は高台部が低く，外面を直に，

内面を斜めに削り出している。底部は678よりも薄く，

器面調整は内面の底部と腰部の境に横位の沈線を巡らせ

る。釉は残存部では内面のみに施され，釉調は灰白色を

呈する。胎土は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

680は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径5.6㎝を測る。器形は高台部が低い逆台形を呈し，

畳付は外方から削り斜めの形状を呈する。内底面と腰部

の境には段が認められる。釉は残存部では内面のみに施

され，釉調はにぶい黄色を呈し，表面には貫入が認めら

れる。胎土は淡黄色を呈し，やや軟質で精良である。

681は口縁部から胴部下半までが残存している。器形

は体部が直線的に立ち上がりそのまま口縁部にいたる直

口縁を呈する。釉は残存部の内外面に施されており，釉

調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色

粒をわずかに含む。

682〜689は端反りの口縁部を持つ破片である。

682は口縁部から腰部と胴部の境付近まで残存する。

器形は体部が直線的に立ち上がり，口縁部は短く外反す
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る。また外面の口縁端部やや下を肥厚させ突帯状に形作

る。体部中位に沈線状の痕跡が残るが，これは工具痕か

施文されたものかは不明である。釉は残存部の内外面に

施されており，釉調は淡黄色を呈する。胎土は浅黄橙色

を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

683は口縁部から胴部上半までが残存している。器形

は口縁部で外反し，外面の口縁端部やや下には工具痕が

認められる。釉は残存部の内外面に施されており，釉調

は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒

を多く含む。

684は口縁部から腰部と胴部の境付近まで残存する。

法量は復元口径18.3㎝を測る。器形は体部が直線的に立

ち上がり，口縁部は肥厚してやや下に段が形成され，口

縁端部は外方へ尖り，口唇部には平坦面を形成する。胎

土は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を多く含む。釉は

残存部の内外面に施されており，釉調は灰白色を呈する。

685は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は口

縁端部が外側へ尖り嘴状を呈する。釉は残存部の内外面

に施されており，釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色

を呈し，やや軟質で黒色粒をわずかに含む。

686は口縁部から腰部と胴部の境付近までが残存する。

法量は復元口径15.4㎝を測る。器形は体部が直線的に立

ち上がって口縁部に至り，口縁端部は外方へ尖り嘴状を

呈し，内面には明確な稜を持つ。口唇部には平坦面を形

成する。外面に２条，内面に１条の沈線状の痕跡が残る。

釉は残存部の内外面に薄く施されており，釉調は灰白色
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を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

687は口縁部から胴部上半までが残存する。器形は口

縁端部が外方へ尖り嘴状を呈し，内面には明確な稜を持

つ。口唇部には平坦面を形成する。外面に２条，内面に

１条の沈線状の痕跡が残る。釉は内外面の残存部に施さ

れており，釉調は灰白色を呈し，表面には貫入が認めら

れる。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

688は口縁部から腰部までが残存する。器形は体部が

緩やかに内湾して立ち上り，口縁端部は外方へ尖り嘴状

を呈し，口唇部には平坦面を形成する。口縁端部内面に

は釉が厚くかかるため，明確な稜は形成されない。器面

調整は内面の腰部下半には横位の沈線を巡らせる。また

体部上位にも沈線状の痕跡が残るが，これは工具痕か施

文されたものか不明である。釉は残存部の内面と外面の

腰部と胴部の境付近まで施され，釉調は灰白色を呈し，

表面に貫入が認められる。胎土は灰白色を呈し，硬質で

黒色粒とわずかな気泡を含む。

689は口縁部から胴部下半までが残存する。器形は口

縁端部が外方へ尖り嘴状を呈し，口唇部には平坦面を形

成する。口縁端部内面には釉が厚くかかるため，明確な

稜は形成されない。器面調整は体部内面には櫛目文を施

す。釉は残存部の内外面に施され，釉調は灰白色を呈す

る。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

690は胴部片である。器形は緩やかに内湾して立ち上

がる。内面の腰部と胴部の境に横位の沈線を巡らせ，全

面に櫛目文を施す。釉は残存部の内外面に施され，釉調

は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや軟質でわ

ずかに気泡を含む。

691〜696は高い高台部を持つ底部片である。

691は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径6.0㎝を測る。器形は高台部が細く高く直立し，底

部は分厚く，器面調整は内底面に櫛目で花文状の文様を

施す。釉は内面と外面の高台部半ばまで施されており，

釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや軟質

で黒色粒をわずかに含む。

692は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径6.2㎝を測る。器形は高台部が細く高く直立し，腰

部の器壁は薄い。内底面と腰部の境に横位の沈線を巡ら

せ，内底面に櫛目で花文状の文様を施す。釉は内面と外

面の高台部半ばまで施し，釉調は灰白色を呈する。胎土

は灰白色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

693は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径5.7㎝を測る。器形は高台部が細く高く直立する。

器面調整は内面の腰部と胴部の境付近に横位の沈線を巡

らせる。釉は残存部では内面のみに施し，釉調は明緑灰

色を呈し，表面には貫入が認められる。胎土は灰白色を

呈し，黒色粒と気泡をわずかに含む。

694は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径5.5㎝を測る。器形は高台部が細く高く直立する。

内底面と腰部の境にはわずかな段が認められるが，あま

り明瞭ではない。釉は残存部では内面のみに施し，釉調

は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒

とわずかな気泡を含む。

695は腰部から高台部までが残存する。法量は高台径

5.8㎝を測る。器形は高台部が691～694よりも分厚く，

畳付は外側を斜位に削っている。高台部は調整が比較的

粗雑であり表面に凹凸が認められる。内底面と腰部の境

に横位の沈線を巡らせる。釉は外底面を除く全面に厚く

施す。釉調は灰白色を呈し，表面には貫入が認められる。

胎土は灰白色を呈し，硬質で気泡と黒色粒を含む。

696は腰部から高台部までが残存する。法量は復元高

台径6.6㎝を測る。器形は高台部が高く直立し，比較的

分厚い。釉は残存部では内面のみに施した後，内底面の

釉を環状に掻き取っており，内底面と腰部の境には段が

形成される。釉調は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈

し，やや軟質で黒色粒子を含む。

697～700は口縁部が緩やかに外反し，施釉後に口縁部

周辺の釉を掻き取った口禿げとなる破片である。

697は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径14.2㎝を測る。釉は口縁部周辺以外の全面に施し

ており，釉調は灰白色を呈し，表面には貫入と，内面の

口縁部やや下にわずかな黒斑が認められる。胎土は灰白

色を呈し，やや軟質で黒色粒を含む。

698・699は口縁部から胴部上半までが残存する。698

の体部外面には沈線状の痕跡が１条認められる。釉は口

縁部周辺以外の全面に施しており，釉調は灰白色を呈す

る。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

700は口縁部から胴部上半までが残存する。法量は復

元口径13.1㎝を測る。釉は口縁部周辺以外の全面に施し

ており，釉調は灰白色を呈し，表面には貫入が認められ

る。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒を含む。

白磁壺（701）

701は長頸壺の破片である。口縁部から頸部までが残

存する。法量は復元口径13.6㎝を測る。器形は頸部が緩

く外反しつつ立ち上がり，口縁部は折り曲げられ屈曲部

には稜が形成される。釉は残存部の全面に施し，釉調は

灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬質で黒色粒や

気泡をわずかに含む。

青白磁（第406図　702）

702は青白磁の小壺の破片である。口縁部から胴部と

底部の境付近まで残存する。法量は復元口径4.6㎝を測

る。器形は胴部が丸く膨らみ，口縁部は短く直立する。

内面の頸部には明確な稜を形成する。釉は内面と外面の

胴部と底部の境付近まで施した後，口縁部の釉を掻き取
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る。釉調は明緑灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，硬 質で黒色粒を含む。

薬釉土胎高器径底径口

649
Ｊ32･
33

Ⅴｂ 皿
口縁～
腰部

5 (10.0) － －
外面の体部下半以

下，内底面
良 有 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅱ～Ⅷ類

中国福建省産
内底面蛇の目状釉剥ぎか

650 Ｉ36 Ⅳａ 皿
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅱ～Ⅷ類

中国福建省産

651 Ｊ35 Ⅳａ 皿
口縁～
腰部

5 (9.4) － － 内底面 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅲ類
中国福建省産

652 Ｋ28 Ⅴａ 皿
口縁～
腰部

5 (12.0) － －
外面の体部下半

以下
良 無 良 灰白色 明緑灰色

大宰府編年
Ⅲ類

中国福建省産

653 Ｉ35 表土 皿
口縁～
腰部

破片 － － －
外面の体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅲ類

中国福建省産

654
Ｊ35～
38

表土 皿
口縁～
胴部

5 (11.4) － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅲ・Ⅳ類

中国福建省産

655 Ｋ27 Ⅳａ 皿
口縁～
腰部

5 (8.2) － －
外面の体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅴ～Ⅷ類

中国福建省産

656 Ｊ35 Ⅲ 皿
腰部～
底部

30 － 3.2 －
外面の体部下半

以下
良 有

やや
不良

灰白色 浅黄色
大宰府編年

Ⅱ･Ⅳ･Ⅵ･Ⅷ類
中国福建省産

657 Ｋ32 表土 皿
腰部～
高台部

15 －
高台径
(5.6)

－
外面の体部下半
以下，内面

良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅷ類
中国南部産
内定面を環状に釉の掻き取り

658 Ｆ39 表土 皿
胴部～
底部

5 － (6.8) － － 良 無 良 灰白色 明緑灰色
大宰府編年

Ⅸ類
中国南部産

659 Ａ 表土 皿
腰部～
底部

10 － (6.2) － － 良 無
やや
不良

にぶい黄
橙色

浅黄色
大宰府編年

Ⅸ類
中国南部産

660 Ａ 表土 皿
腰部～
底部

10 － (6.6) － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅸ類
中国南部産

661 Ａ 表土 皿
腰部～
高台部

15 ー
高台径
(5.6)

ー
外面の体部下半

以下
良 無

やや
不良

にぶい黄
橙色

灰白色
森田編年
Ｄ類

中国産
抉り入り高台，目跡あり

662 Ｍ35 表土 皿
腰部～
高台部

15 ー
高台径
(7.2)

ー
内底面，
高台畳付

良 無 良 灰白色 灰白色
中国産
内定面を環状に釉の掻き取り

663 Ｊ31 表土 皿
口縁～
高台部

35 (11.4)
高台径
(5.7)

3.1 高台畳付 良 無 良 灰白色 灰白色
森田編年
Ｅ－２群

中国産

664 Ｈ33 表土 皿
口縁～
高台部

20 (13.2)
高台径
(7.8)

2.3
内外面の体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色 －

－

中国産

665
Ｆ･Ｉ
36～38

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － －
やや
不良

無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

666 Ｇ39 Ⅴａ 碗
口縁～
胴部

破片 － － － －
やや
不良

無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

667
Ｋ･Ｌ
29･30

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

668
Ｅ27
～30

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

669 Ｊ32 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

670 Ｉ26 遺構内 碗
口縁～
胴部

破片 － － － 外面の体部 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系，玉縁碗
近世古道内出土

671 Ｊ34 Ⅳａ 碗
口縁～
腰部

5 (15.0) － －
外面体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系
玉縁碗

672 Ｃ29 表土 碗
口縁～
胴部

5 (15.3) － －
外面体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系
玉縁碗

673 Ｌ31 表土 碗
口縁～
胴部

5 (16.6) － － － 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

674 Ｌ33 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系
玉縁碗

675 Ｊ35 Ⅳａ 碗
口縁～
腰部

破片 － － －
外面体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系
玉縁碗

676 Ｊ37 Ⅳａ 碗
口縁～
胴部

10 (16.0) － －
外面体部下半

以下
良 有 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系
玉縁碗

677 Ｊ32 Ⅳａ 碗
口縁～
腰部

10 (17.2) － －
外面体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系
玉縁碗

678 Ｊ34 Ⅳａ 碗
腰部～
高台部

10 －
高台径
(7.0)

－
外面体部下半

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅳ類

福建省産系

679 Ｅ25 表土 碗
腰部～
高台部

10 －
高台径
(7.0)

－ 外面 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系

680 Ｈ37 Ⅳａ 碗
腰部～
高台部

5 －
高台径
(5.6)

－ 外面 良 有 良 淡黄色
にぶい黄

色
大宰府編年

Ⅳ類
福建省産系

681 Ａ 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色 － 福建省産系

682 Ｉ25 Ⅲ 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 浅黄橙色 淡黄色
大宰府編年
Ⅴ－１～３類

中国福建省産
端反碗

683
Ｇ35～
38

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－１～３類

中国福建省産
端反碗

684
Ｉ35
～38

表土 碗
口縁～
胴部

5 (18.3) － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－１～３類

中国福建省産
端反碗

＊()は復元・残存値
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面の色調は明緑灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

精良で黒色粒子をわずかに含んでいる。

　706は底部片で，法量は復元底径3.6㎝を測る。外面の

体部下半に界線，内底面に「寿」と思われる文字を描く。

釉は内外面ともに施され，底部畳付周辺を露胎とし，器

面の色調は明緑灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，

精良で黒色粒子をわずかに含んでいる。外面腰部と内底

面に砂の付着が認められる。

　707・708は底部に高台を有する皿である。

　707は底部片である。内底面に玉取り獅子を描く。釉

は内外面ともに施され，器面の色調は明緑灰白色を呈す

る。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子をわずかに含

んでいる。 

　708は底部片で，法量は復元高台径11.0㎝を測る。器

形は高台が逆「ㇵ」の字状を呈し，高台外面には成形時

の斜位の工具痕が残る。内外面に不明の文様が描かれる。

釉は内外面ともに施され，高台畳付とする。器面の色調

はやや青味がかった明緑灰白色を呈する。胎土は灰白色

を呈し，精良で黒色粒子をわずかに含んでいる。高台畳

付は砂の付着が認められる。

青花（第408・409図）

景徳鎮窯系青花（703～715）

青花皿（703～708）

　703～706は底部が碁笥底を呈する。

　703は1/6が残存し，法量は復元口径10.0㎝，復元底径

2.6㎝，器高2.7㎝を測る。外面の口縁部に波濤文，体部

下半に芭蕉葉文を描き，内面の体部下半に花文と二重の

界線，内底面に捻花文を描く。釉は内外面ともに施され，

底部畳付周辺を露胎とする。器面の色調は明緑灰白色を

呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子をわずか

に含んでいる。

　704は底部片で，法量は復元底径3.2㎝を測る。外面の

体部下半に芭蕉葉文，内面の体部下半に花文と二重の界

線，内底面に捻花文を描く。釉は内外面ともに施され，

底部畳付周辺を露胎とする。器面の色調は明緑灰白色を

呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子をわずか

に含んでいる。

　705は底部片で，法量は復元底径4.0㎝を測る。外面の

体部下半に二重の界線，内底面に「寿」の字を描く。釉

は内外面ともに施され，底部畳付周辺を露胎とする。器

第66表　白磁・青白磁観察表　　　　　　　　　

薬釉土胎高器径底径口

685 Ａ 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産
端反碗

686 Ｊ34 Ⅳａ 碗
口縁～
胴部

５ (15.4) － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産
端反碗

687 Ｋ23 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産
端反碗

688 Ｊ29 表土 碗
口縁～
腰部

破片 － － －
外面体部下半

以下
良 有 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産
端反碗

689 Ｌ26 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産，端反碗
内面：櫛目文

690 Ａ 表土 碗 胴部 破片 － － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産，
内面：櫛目文

691
Ｋ33 ･

34
表土 碗

腰部～
高台部

25 －
高台径
(6.0)

－
高台外面途中

以下
良 無 良 灰白色 灰白色

大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産，
内面：花文状の櫛目文

692 Ｈ33 表土 碗
腰部～
高台部

5 －
高台径
(6.2)

－ 高台内～高台畳付 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年
Ⅴ－４類

中国福建省産，
内面：花文状の櫛目文

693 Ｋ31 表土 碗
腰部～
高台部

15 －
高台径
(5.7)

－
外面体部下半

以下
良 有 良 灰白色 明緑灰色

大宰府編年
Ⅴ類

中国福建省産

694 Ｋ31 表土 碗
腰部～
高台部

10 －
高台径
(5.5)

－ 外面 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅴ類
中国福建省産

695 Ｊ24 Ⅳａ 碗
腰部～
高台部

20 －
高台径
5.8

－ 外底面 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅴ類
中国福建省産

696 Ｉ36 Ⅳａ 碗
腰部～
高台部

20 －
高台径
(6.6)

－ 外面，内底面 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅷ類
中国福建省産
内底面蛇の目状釉剥ぎ

697 Ｋ29 Ⅳａ 碗
口縁～
胴部

5 (14.2) － － 口縁端部 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅸ類
中国福建省産
口禿碗

698 Ｆ30 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － 口縁端部 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅸ類
中国福建省産
口禿碗

699
Ｊ35･
36

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － 口縁端部 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅸ類
中国福建省産
口禿碗

700 Ｆ39 Ⅳａ 碗
口縁～
胴部

5 (13.1) － － 口縁端部 良 有 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅸ類
中国福建省産
口禿碗

701 Ｅ25 表土 壺
口縁～
頸部

5 (13.6) － － － 良 無 良 灰白色 灰白色
大宰府編年

Ⅰ類
中国福建省産

702
Ｉ35～

38
表土 小壺

口縁～
底部

20 (4.6) － －
口縁端部と
体部下半

良 無 良 灰白色 明緑灰色 －
青白磁，中国南部産
復元最大径5.8㎝

＊()は復元・残存値

残存
率

(％)

法量(㎝)

露胎 焼成 貫入 発色
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青花碗（709～713）

709は口縁部から腰部の破片である。法量は復元口径

14.0㎝を測る。器形は体部が曲線的に立ち上がり，口縁

端部は丸みがあるがやや尖らせる。体部外面に列点状の

文様を体部全体に描き，内面は口縁部および内底面と体

部の境に二重の界線を描く。内底面の文様は欠損のため

不明である。釉は内外面ともに施され，器面の色調は明

オリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒

色粒子をわずかに含んでいる。 

710は口縁部片である。器形は体部が曲線的に立ち上

703
704 705 706

707

708

709 710 711

712

713

714

715

第408図　青花１
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がり，口縁端部は丸くおさめる。口縁外面に波濤文と思

われる文様帯を描き，体部にも文様が認められるが，何

が描かれているかは不明である。釉は内外面ともに施さ

れ，器面の色調は明オリーブ灰色を呈する。胎土は灰白

色を呈し，おおむね精良だがボサボサとした陶器質な印

象である。また景徳鎮産としたが，胎土がやや陶器質の

ため，中国福建省産系の可能性もある。 

711は口縁部片である。器形は体部がやや丸みがあり，

器壁が薄く，口縁端部はわずかに外反し，丸くおさめる。

体部外面に二重の界線と龍文，内面は口縁部に二重の界

線を描く。釉は内外面ともに施され，器面の色調は明緑

灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子を

わずかに含んでいる。 

712は底部片である。器形は体部が丸みのある器形を

呈する。体部外面に界線と連弁文，外底面には界線と文

様が描かれるが欠損のため不明である。内面は内底面に

二重の界線と葉文が認められる。高台端部が細かく割れ

ており，人為的な可能性もある。釉は内外面ともに施さ

れ，器面の色調は明緑灰色を呈する。胎土は灰白色を呈

し，精良で黒色粒子をわずかに含んでいる。 

713は底部片である。法量は復元高台径4.6㎝を測る。

器形は体部が丸みのある形状を呈する。体部外面に2本

の界線と文様，内底面に二重の界線と文様をそれぞれ描

くが，欠損のため文様は不明である。釉は内外面ともに

施され，高台畳付から内底面は露胎である。器面の色調

は明緑灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，おおむね精

良で黒色粒子を含んでいる。

 

青花瓶（714・715）

714は頸部から肩部の破片である。外面に界線と文様

が描かれるが文様は小片のため不明である。釉は内外面

ともに施され，器面の色調は明緑灰色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，精良で黒色粒子をわずかに含んでいる。

715は胴部片である。内外面に胴部の継ぎ目の痕跡が

716

717

718
719

720

721

722

723

724

第409図　青花２
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認められ，外面には花文が描かれる。釉は内外面ともに

施され，内面の体部下半は露胎で，器面の色調は明緑灰

色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良で黒色粒子をわ

ずかに含んでいる。

粗製青花（716～724）

福建省産系の粗製青花である。

粗製青花皿（716～721）

　716は口縁部から体部の一部と底部が残存する。法量

は復元口径10.0㎝，底径5.2㎝，器高2.8㎝を測る。器形

は体部が丸みをもって立ち上がり，口縁端部は丸くおさ

める。体部外面の口縁部と腰部に界線，内面の口縁部に

崩れた四方襷文，内底面に人物文を描く。釉は内外面と

もに施され，高台畳付は露胎である。器面の色調は灰白

色を呈する。胎土は灰白色を呈し，精良である。

　717は口縁部から腰部の破片である。器形は体部が丸

みをもって立ち上がり，口縁端部はやや尖り気味に丸く

おさめる。体部外面の口縁部と腰部に界線，内面の口縁

部と体部立ち上がり部分に界線を描く。釉は内外面とも

に施され，内底面に露胎部分が認められる。器面の色調

は灰白色を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや粗く軟質

である。

　718は口縁部片である。口縁部が端反る形状を呈し，

口縁端部はやや尖り気味に丸くおさめる。口縁部の内外

面に界線を描く。釉は内外面ともに施され，器面の色調

はにぶい黄橙色を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや粗

く軟質である。

　719は体部下半から底部の破片である。法量は復元底

径4.0㎝を測る。器形は体部が丸みをもって立ち上がり，

底部は碁笥底状を呈する。体部外面に界線と不明文様，

内底面に界線と「寿」字文を描く。釉は内外面ともに施

され，底部外面の接地部から外底面は露胎で赤色化し，

接地部に砂の付着が認められる。器面の色調は明緑灰色

を呈する。胎土は灰白色を呈し，やや粗く軟質である。

716

717

718
719

720

721

722

723

724

薬釉土胎高器径底径口

703 Ａ 表土 皿
口縁～
底部

15 (10.0) (2.6) 2.7　　　　高台畳付 良 無 良 灰白色 明緑灰色 小野分類Ｃ群
景徳鎮窯系,内面:花文･捻花文
外面:波濤文･芭蕉葉文

704 Ｈ37 Ⅳａ 皿
胴部～
底部

10 － (3.2) － 高台畳付 良 無 良 灰白色 明緑灰色 小野分類Ｃ群
景徳鎮窯系，外面:芭蕉葉文
内面:花文･捻花文

705 Ｆ31 表土 皿
胴部～
底部

10 － (4.0) － 高台畳付 良 無 良 灰白色 明緑灰色 小野分類Ｃ群
景徳鎮窯系，外面:界線２条
内面:「寿」字文

706 Ｌ31 表土 皿
体部～
底部

10 － (3.6) － 外面の腰部以下 良 無 良 灰白色 明緑灰色 小野分類Ｃ群
景徳鎮窯系，外面:界線
内面:「寿」字文，砂の付着

707 Ｉ28 遺構内 皿 底部 破片 － － － － 良 無 良 灰白色 明緑灰色 小野分類Ｂ₁群
景徳鎮窯系，内面：玉取獅子文
中世柱穴内出土

708 Ｇ36 表土 皿
腰部～
底部

5 －
高台径
(11.0)

－ 高台畳付 良 無 良 灰白色 明緑灰色
森分類
Ⅰａ類

景徳鎮窯系
内外面:文様あり，砂の付着

709 Ｈ32 表土 碗
口縁～
腰部

20 (14.0) － － － 良 無
やや
不良

灰白色
明オリー
ブ灰色

小野分類Ｃ群
景徳鎮窯系,外面：列点状の文様
内面：界線２条

710 Ｋ30 表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無
やや
不良

灰白色
明オリー
ブ灰色

－
景徳鎮窯系
外面：波濤文

711
Ｉ･Ｊ
25･26

表土 碗
口縁～
胴部

破片 － － － － 良 無 良 灰白色 明緑灰色
小野分類
Ｅ・Ｆ群

景徳鎮窯系
外面：龍文，内面：界線２条

712 Ｈ29 遺構内 碗
胴部～
底部

5 － － － － 良 無 良 灰白色 明緑灰色
小野分類
Ｅ・Ｆ群

景徳鎮窯系,竪穴建物２号内出土
外面：連弁文，内面：葉文

713 Ａ 表土 碗
胴部～
底部

5 － (4.6) － 高台～高台畳付 良 無 良 灰白色 明緑灰色
小野分類
Ｅ・Ｆ群

景徳鎮窯系
内外面：界線２条，文様あり

714 Ａ 表土 瓶
頸部～
肩部

5 － － － － 良 無 良 灰白色 明緑灰色 －
景徳鎮窯系
外面：界線，文様あり

715 Ｋ32 表土 瓶 胴部 破片 － － －
内面の胴部下半

以下
良 無 良 灰白色 明緑灰色 －

景徳鎮窯系，外面：花文
胴接ぎの痕跡あり

716 Ｊ33 Ⅳａ 皿
口縁～
底部

60 (10.0) 5.2 2.8 高台畳付 良 無 良 灰白色 灰白色 －
福建省産，外面：界線２条
内面：四方襷文・人物文

717 Ｊ32 表土 皿
口縁～
胴部

破片 － － － 内底面 良 有 良 灰白色 灰白色 －
福建省産
内外面：界線

718
Ｇ･Ｈ
33

Ⅳａ 皿 口縁部 破片 － － － － 良 有 良
にぶい黄

橙色
灰白色

福建省産
内外面：界線

719 Ｅ31 Ⅴａ 皿
胴部～
底部

10 － (4.0) － － 良 有 良 灰白色 明緑灰色 －
福建省産，砂の付着
内面:「寿」字文

720 Ａ 表土 皿
胴部～
腰部

5 － － － 外面底部 良 有 良 灰白色 明緑灰色 －
福建省産
内底面：環状に釉を掻き取る

721
Ｅ･Ｆ
26

表土 皿
腰部～
底部

5 －
高台径
(6.0)

－ 高台畳付 良 無 良 灰白色
明オリー
ブ灰色

森分類Ⅴ類
漳州窯系,芙蓉手皿
内外面：文様あり

722 Ａ 表土 碗 口縁部 破片 － － － － 良 有 良 灰白色 淡黄色 －
福建省産，外面：列点状の文様
内面：界線２条

723
Ｆ･Ｇ
31

表土 碗
腰部～
底部

10 －
高台径
4.5

－ 高台～外底面
やや
不良

有
やや
不良

灰白色 灰白色 －
漳州窯系
工具痕あり

724 Ｈ33 表土 碗
腰部～
底部

40 －
高台径
4.9

－ 高台畳付
やや
不良

有
やや
不良

橙色
明オリー
ブ灰色

－
漳州窯系
内外面：花卉文

＊()は復元・残存値

出土区
出土
層位

第
408
図

第
409
図

遺物
番号

備考器種 部位
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率

法量(㎝)

露胎 焼成 貫入 発色
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－
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　720は体部下半から底部の破片である。器形は体部が

丸みをもって立ち上がり，底部は碁笥底状を呈する。体

部外面の体部上半と腰部に界線，内底面に界線を描く。

釉は内外面ともに施され，外底面は露胎で，内底面は釉

を環状に掻き取る。器面の色調は明緑灰白色を呈する。

胎土は灰白色を呈し，おおむね精良で軟質である。

　721は体部下半から底部の破片である。法量は復元高

台径60cmを測る。器形は体部が丸みをもって立ち上がり，

底部高台は断面方形を呈する。体部外面に縦位の区画線

と不明文様，内底面に二重の界線と不明文様を描く。釉

は内外面ともに施され，高台畳付は露胎で，体部外面に

虫食い状の剥落が認められる。器面の色調は明オリーブ

灰色を呈する。胎土は灰白色を呈し，おおむね精良で黒

色粒子を含んでいる。

粗製青花碗（722～724）

722は碗の口縁部片と思われる。体部外面に二重の界

線と列点状の文様，内面に二重の界線を描く。釉は内外

面ともに施され，器面の色調は淡黄色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，やや粗く軟質である。

723は底部が残存する。法量は高台径4.5㎝を測る。青

花と思われるが，無文で白磁となる可能性もある。器形

はやや「ハ」の字状に開く高台で，高台外面は直立気味

で部分的に縦方向に工具痕が残り，高台内面は斜めに削

り出し，端部は面取りをおこない，断面形状が台形を呈

する。釉は内外面ともに施され，高台部から外底面は露

胎で赤色化する。器面の色調は灰白色を呈する。胎土は

灰白色を呈し，軟質で黒色粒子を含む。

724は底部が残存する。法量は高台径4.9㎝を測る。器

形は「ハ」の字状に開く高台で，高台外面は直立気味で，

高台内面は斜めに削り出し，高台端部は斜めに面取りを

おこない，高台畳付は尖り気味の形状を呈する。外面体

部は花卉文と腰部に界線，内底面に界線と花卉文を描く。

釉は内外面ともに施され，高台畳付周辺は露胎で赤色化

する。器面の色調は明オリーブ灰色を呈する。胎土は橙

色を呈し，おおむね精良で黒色粒子をわずかに含み，軟

質である。

国外産陶器（第411図）

陶器碗（725～727）

　725は碗で，体部下半から底部が残存する。器面調整

は体部外面と外底面には工具による回転ケズリ調整，内

面は回転ナデ調整をおこなう。また高台部は４箇所の抉

が認められ，内底面にも４箇所の目跡が残る等，重ね焼

きの痕跡が認められる。釉は全面に施され，1/3は白色

の釉で残りは灰色の釉を施す片身替わりとなっている。

焼成は良好で，硬質である。胎土は精良で，しまりがあ

ることなどから朝鮮産と思われる。

　726は天目茶碗の底部片と思われる。法量は復元底径

4.4㎝を測る。器形は体部下半から直線的に体部上半で

丸みをもって真上方向に屈曲し，口縁端部を外側へわず

かに外反させる。焼成は良好で，釉は内面と体部外面腰

部まで施され，腰部には釉垂れが厚く溜まっており，外

面以下は露胎とする。釉調は口端部外面が錆色，内面と

体部外面は黒色を呈する。胎土は白色粒子などをわずか

に含むが精良で，硬質な印象をうけることなどから中国

産と思われる。

　727は天目茶碗で，口縁部から腰部が残存する。法量

は復元口径11.6㎝を測る。器形は体部がやや丸みをもっ

て立ち上がり，口縁端部のやや下方で真上方向にわずか

に屈曲し，口縁端部は尖り気味におさめる。また，体部

外面にはロクロ目が顕著に認められる。焼成は良好で，

残存部の内外面に褐色釉が施される。胎土が精良で,硬

質であることなどから中国産と思われる。

陶器鉢（728～730）

728・729は口縁部片で同一個体の可能性がある。728

の法量は復元口径23.3㎝を測り，器形は体部が丸みのあ

るボール状を呈する。器面調整は内外面ともに回転ナデ

調整を行う。口縁端部を内面側に突出させ，そのやや下

方に１条の突起を巡らせるため，突起が２条施されてい

るようにみえる。焼成はおおむね良好である。胎土は粗

く，多くの砂粒を含んでいる。

730は口縁部片である。器形は口縁部を「Ⅼ」字状に

屈曲させ鍔状口縁を呈する。器面調整は内外面ともに回

転ナデ調整で，鍔状の口縁部上面に２条の凹線を施す。

また口縁端部の外面は面取りをおこない，口端よりやや

下方に稜線を有する。焼成はおおむね良好である。胎土

はやや粗く，多くの砂粒を含んでいる。

陶器盤（731）

731は盤の底部片である。外面は露胎で体部は赤褐色

に発色している。内面は黄釉を施した後に褐釉で文様を

描く鉄絵を施す。焼成は良好である。胎土は粗く，黒・

白色粒子などの細粒を多く含んでいる。

陶器壺（732～735）

732は耳壺の肩部片である。肩部に横形の耳を貼付け，

そのやや下方に１条の沈線を施す。器形は外面に褐色釉

を施す。焼成は良好である。胎土は精良で，黒色粒子を

わずかに含んでいる。中国産と思われる。

733は頸部から肩部である。器面調整は内外面ともに

回転ナデ調整である。焼成はおおむね良好で，肩部に降

灰と砂粒の付着物が認められる。胎土は735と一致して

おり,同一個体の可能性もある。

734は頸部から肩部である。器面調整は内外面ともに
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回転ナデ調整で，頸部内面に指頭圧痕が認められる。焼

成はおおむね良好で，内外面に２～３㎜大の黒色粒がま

ばらに付着する。また頸部の屈曲部より上方と外面と肩

部内面に降灰が認められる。胎土はおおむね精良で，

白・黒色粒子を多く含んでいる。

735は胴部上半片である。器形は体部が丸みを持つ形

状を呈する。器面調整は内外面ともに回転ナデ調整で，

内面に接合痕と斜位の工具調整痕が認められる。焼成は

おおむね良好である。胎土は粗く，破断面の観察では層

を成しているようにみえ，白・黒色粒子を多く含んでい

る。

土製品（第412図　736～741）

土製品は土錘が７点出土しており，全て管状土錘であ

る。このうち実測に耐えるものは５点であった。出土状

況は遺構に伴うものはなく，表土や攪乱，包含層（Ⅳａ

層）からの出土で，出土区の集中は認められなかった。

736・737は筒形の形状を呈する管状土錘である。

736は完形品で，法量は最大長3.0㎝，最大幅1.1㎝，

孔径0.2㎝，重量3.7ｇを測る。焼成は良好で，器表面に

光沢が認められる。胎土はやや粗く，白・黒粒子，石英

等が多く含まれている。

737は両端部が一部欠損する。法量は残存長3.3㎝，最

大幅1.9㎝，孔径0.4㎝，重量9.0ｇを測る。焼成は良好

で，胎土はやや粗く，白・黒粒子，石英等が多く含まれ

ている。

738～740は紡錘形の形状を呈する管状土錘である。

738はほぼ完形品で，両端部が一部欠損する。法量は

残存長3.4㎝，最大幅1.5㎝，孔径0.2～0.3㎝，重量5.8

ｇを測る。器形は成形時の凹凸が残り，やや粗雑である。725

726 727

728

729

730 731

732
733

734

735

736
737

738 739 740

口径 底径 器高 外面 内面
石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

外面 内面

725 Ｋ26 表土 碗 底部 15 － (4.8) － 回転ケズリ 回転ナデ 〇
灰色
灰白色

灰色
灰白色

良
朝鮮産,２種の釉を用いる
抉り入り高台，目跡あり
口縁部打欠か

726
Ｉ･Ｊ
25･26

表土 碗
口縁部
～胴部

5 － (4.4) － 回転ケズリ － 〇
オリー
ブ黒色

オリー
ブ黒色

良
中国南部産
天目茶碗

727 Ｉ30 表土 碗
口縁部
～腰部

10 (11.6) － － 回転ナデ － 〇 褐色 褐色 良
中国南部産
天目茶碗

728 Ｈ24 Ⅱ 鉢 口縁部 5 （23.3） － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
中国産，729と同一個体か
大宰府編年Ⅰ－１ｂ類

729 Ｈ35 Ⅴａ 鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇
にぶい
橙色

にぶい
橙色

良
中国産
大宰府編年Ⅰ－１ｂ類

730 Ａ 表土 鉢 口縁部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 褐灰色
灰黄褐
色

良
中国産
鍔状口縁、２条凹線あり

731 Ｊ35 表土 盤
胴部～
底部

破片 － － － ナデ － 〇 灰褐色
にぶい
黄色

良
磁竈窯系，中世前期
鉄絵あり

732 Ｂ28 表土 壺 肩部 破片 － － － ナデ ナデ 〇 褐色
にぶい
橙色

良
中国産，有耳壺
１条沈線あり

733 Ｋ27 Ⅴａ 壷
頸部～
肩部

破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇 黒褐色 黄灰色 良
中国南部または東南アジア
産，自然釉がかかる
735と同一個体か

734
Ｄ30･
31

表土 壷
頸部～
肩部

破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 褐色 褐色 良
中国南部または東南アジア
産，自然釉がかかる

735 Ｊ27 表土 甕or壷 胴部 破片 － － － 回転ナデ 回転ナデ 〇 〇
にぶい
赤褐色

灰黄色 良
中国南部または東南アジア
産，粘土帯接合痕あり

＊()は復元・残存値

焼成 備考部位
残存
率
(％)

法量(㎝) 調整 胎土 色調

第
411
図

器種
遺物
番号

挿図
番号

出土区
出土
層位

最大長
(㎝)

最大幅
(㎝)

孔径
(㎝)

重 量
(ｇ）

石
英

長
石

角
閃
石

雲
母

小
礫

そ
の
他

736 Ｌ35 表土 管状土錘 完形 3.0 1.1 0.2 3.7 〇 〇 良 器表面に光沢あり

737 Ｊ27 表土 管状土錘
両端部
欠損

(3.3) 1.9 0.4 9.0 〇 〇 良

738 Ａ 表土 管状土錘 ほぼ完形 (3.4) 1.5 0.2～0.3 5.8 〇 〇 良

739 Ｃ30 Ⅳａ 管状土錘 ほぼ完形 (3.7) 1.8 0.4 10.0 〇 〇 〇 良

740 Ｊ35 Ⅳａ 管状土錘
両端部
欠損

(3.4) 2.0 0.4～0.5 8.7 〇 〇 良 指頭圧痕

＊()は復元・残存値

第
412
図

挿図
番号

出土区
出土
層位

器種

法量 胎土

焼成 備考残存
遺物
番号

第68表　国外産陶器観察表　　　　　　　　　
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焼成は良好で，胎土はやや粗く，白・黒粒子，石英等が

含まれている。

739はほぼ完形品で，両端部が一部欠損する。法量は

残存長3.7㎝，最大幅1.8㎝，孔径0.4㎝，重量10.0ｇを

測る。焼成は良好で，胎土はやや粗く，白・黒粒子，石

英等が含まれている。

740は両端部が欠損する。法量は残存長3.4㎝，最大幅

2.0㎝，孔径0.4～0.5㎝，重量8.7ｇを測る。焼成は良好

で，胎土はやや粗く白・黒粒子，石英等が含まれている。

滑石製品（第414図　741～751）

741～743は滑石製石鍋である。

741は口縁部から底部までの1/8程度が残存する。法量

は復元口径21.4㎝，復元底径18.0㎝，器高9.2㎝を測る。

器形は底部が平底で，体部中位に張りを持ち口縁部が内

傾する。器面調整は外面がノミ状工具による縦位のケズ

リ調整を行い，内面には使用痕と思われる横位の擦痕が

認められる。体部上位には比較的長い鍔を形作る。外面

には使用時のものと思われるススが付着している。

742は口縁部から体部上半までが残存する。法量は復

元口径21.9㎝，復元最大径25.3㎝を測る。器形は口縁部

が内傾して立ち上がり，体部上位に断面三角形の鍔を形

作る。器面調整は外面がノミ状工具による縦位・斜位の

ケズリ調整を行い，内面には使用時のものと思われる擦

痕が残る。また鍔の下面より下にはススの付着が認めら

れる。

743は口縁部から体部上半までが残存する。器形は口

縁部がほぼ直立して立ち上がり，体部上位には短い逆台

形の鍔を形作る。器面調整は外面がノミ状工具による縦

位・斜位のケズリ調整を行い，内面は縦位・横位の擦痕

が残るが，整形時または使用時のものであるかは不明で

ある。

744～750は滑石製石鍋片の転用品と考えられる。

744・745は石鍋の補修に用いられるバレン状石製品と

考えられる。

744はほぼ完形で，法量は最大長6.3㎝，最大幅4.5㎝，

最大厚2.0㎝，重量46.2ｇを測る。器形は受部が楕円形

を呈し，突起部は付け根で若干くびれ平面形状は三角形

を呈する。器面調整は受部表面が不定方向のケズリ調整

を行い平坦に仕上げ，裏面は不定方向のケズリ調整を行

って突起部を作り出している。突起部にはススの付着が

認められるため，こちら側を石鍋の外面に向けて使用さ

れていた可能性がある。

745は完形で，法量は最大長6.6㎝，最大幅12.4㎝，最

大厚1.6㎝，重量190.8ｇを測る。器形は横に長い不整形

を呈し，側面も含めて全体的に歪な形状をしているため

未製品の可能性がある。上面にはわずかではあるが平坦

部が残っており，残存部の湾曲から見てもこちらが石鍋

使用時の口縁部にあたると考えられる。また表面には長

方形の範囲でノミ状工具の痕跡が残るため，石鍋の瘤状

把手を削り落とした可能性がある。器面調整は両面とも

にノミ状工具による縦位のケズリ調整を行っており，こ

れは石鍋整形時のものと考えられる。また両面ともに深

い擦痕が残っており，これは再加工時に幅の狭い工具を

用いて横位・斜位のケズリ調整を行ったものと思われる。

側面にもケズリ調整を行い，外面に薄く伸びる部分を作

り出している。表面の下部には石鍋として使用した際の

ものと思われるススの付着が認められる。

746～748は板状の滑石製品である。

746は法量が最大長9.8㎝，残存幅3.7㎝，最大厚1.9㎝，

重量105.8ｇを測る。器形は残存部の三辺に平坦面を形

成しているため，正方形または長方形に加工していたも

のと考えられる。器面調整は表面がノミ状工具による縦

位のケズリ調整を行っており，これは石鍋整形時のもの

と考えられる。また両面ともに石鍋使用時または再加工

時の擦痕が認められる。上面・下面・右側面にもノミ状

工具痕が認められ，平坦に整えられている。特に右側面

は角に面取りを行うようにやや丸く仕上げられており，

残存部の湾曲から見ても石鍋口縁部を利用したものと思

われる。表面にはススの付着が認められる。

747は法量が残存長4.8㎝，残存幅5.0㎝，最大厚1.6㎝，

重量71.9ｇを測る。器形は残存部の２辺に平坦面を形成

しているため，正方形または長方形に加工していたもの

と考えられる。器面調整は両面とも縦位のケズリ調整の

後，横位のケズリ調整を行う。上面と左側面は短軸方向

に工具による調整を行い，平坦に整えられている。また

残存部右端には径1.0㎝以上の穿孔が認められる。残存

は僅かであるが，破片に湾曲が認められるため石鍋片の

転用品である可能性がある。

748は法量が残存長3.5㎝，残存幅5.0㎝，最大厚1.8㎝，

重量34.1ｇを測る。器形は残存部の２辺に平坦面を形成

しているため，正方形または長方形に加工していたもの

と考えられる。器面調整は表面がノミ状工具によるケズ

リ調整を行い，その後横位の擦痕が認められる。裏面は

後世の損傷が激しいが，平坦面に横位の擦痕が認められ

る。上面と左側面は平坦に整えられており，特に上面は

比較的角に丸みがあり，残存部の湾曲から見ても石鍋口

縁部を利用している可能性がある。また残存部右端には

径1.2㎝以上の穿孔が認められる。

746～748はその形状から温石として使用された可能性

が考えられる。特に747・748は全面にススの付着が認め

られるため再加工後に被熱したと思われ，温石を温める

際に付着した可能性がある。

749・750は滑石未製品である。

749は法量が残存長7.3㎝，残存幅5.7㎝，最大厚1.8㎝，

重量104.0ｇを測る。器形は台形または円形を呈すると
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741

742

743

744

745

746

747

748
749

750
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第414図　石製品
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想定される。残存部右端には１ヶ所の穿孔が認められる。

これは意図が不明であるが，回転を利用して小孔を開け

た後，表裏両面から孔の周辺を削り取り範囲を拡大させ

ている。器面調整は表面がノミ状工具による横位のケズ

リ調整を行っており，これは石鍋整形時のものと考えら

れる。裏面は縦位・横位の擦痕が残り，これは石鍋使用

時のものか再加工時のものか不明である。上面と左側面

には擦痕が残り，平坦面を形成している。表面にはスス

の付着が認められる。形態が歪なため未製品であると考

えられるが，平面形状や穿孔が見られることから温石と

しての使用を目的としていた可能性がある。

750は法量が残存長5.0㎝，残存幅9.3㎝，最大厚2.0㎝，

重量113.7ｇを測る。器形は石鍋の底部から胴部下半の

一部が残存しており，側面は全て破断面と思われ加工痕

は認められない。残存部の上部には径0.7㎝の穿孔が認

められる。器面調整は表面がノミ状工具による縦位のケ

ズリ調整を行っており，これは石鍋整形時のものと考え

られる。裏面は石鍋使用時のものと思われる擦痕が認め

られる。750は石鍋片に再加工を行っているのか不明で

ある。しかし表面に付着する石鍋使用時のものと思われ

るススが小孔の内面には認められないため，石鍋が破損

した後に穿孔を行っている可能性があり，未製品とした。

751は棒状の滑石製品である。法量は残存長5.5㎝，最

大幅1.1㎝，最大厚1.2㎝，重量11.3ｇを測る。器形は細

長く両端がやや薄くなり，断面形は隅丸方形を呈する。

上端は尖り気味だが，先端部に新しい破断面があるため

使用時または後世に欠損したものと思われる。下端は尖

らず平坦面を形成している。器面調整表面は縦位のケズ

リ調整を行い，平坦面を４面作り出している。平坦面の

角には擦痕が残るが，これは整形時のものか，使用痕ま

たは後世の傷であるか不明である。器面には凹凸が目立

つため，未製品である可能性も考えられる。

741

742

743

744

745

746

747

748
749

750
751

最大長
(㎝)

最大幅
(㎝)

最大厚
(㎝)

重 量
(ｇ）

741 Ｊ37 Ⅳａ 鍋 滑石 破片
口径

(21.4)
底径
(18.0)

器高
(⒐2）

305.6
木戸編年Ⅲ-a-1類
ススの付着

742 Ｊ32・33 表土 鍋 滑石 10
口径

(21.9)
- - 194.4

木戸編年Ⅲ-a-1類，復元最大径25.3㎝
ススの付着あり

743 Ｋ31 Ⅳａ 鍋 滑石 破片 - - - 64.9 木戸編年Ⅲ-ｂ類

744 Ｋ25 Ⅲ
バレン状
石製品

滑石 ほぼ完形 6.3 4.5 2.0 46.2 ススの付着あり

745 Ｍ33 表土
バレン状
石製品

滑石 破片 6.6 12.4 1.6 190.8
石鍋片転用品，未製品の可能性あり
ススの付着

746 Ｈ35 遺構内
板状

石製品
滑石 30 9.8 3.7 1.9 105.8

温石か，石鍋片転用品の可能性あり
ススの付着，縄文時代遺構内出土

747 Ｊ34 表土
板状

石製品
滑石 20 4.8 5.0 1.6 71.9

温石か，石鍋片転用品の可能性あり
径1.0㎝以上の穿孔１ヶ所あり，ススの付着

748 Ｉ35 表土
板状

石製品
滑石 10 3.5 5.0 1.8 34,1

温石か，石鍋片転用品の可能性あり
径1.2㎝以上の穿孔１ヶ所あり，ススの付着

749 Ｇ・Ｈ33 表土
滑石

未製品
滑石 25 7.3 5.7 1.8 104.0

石鍋片転用品，温石未製品の可能性あり
１ヶ所の穿孔あり，ススの付着

750 Ｊ・Ｋ31 表土
滑石

未製品
滑石 破片 (5.0) (9.3) 2.0 113.7

石鍋片転用品か
径0.7㎝穿孔１ヵ所あり，ススの付着

751 Ｃ29 Ⅳａ
棒状

石製品
滑石 ほぼ完形 (5.5) 1.1 1.2 11.3

使用用途不明品，端部を欠損する
未製品の可能性あり

＊()は復元・残存値

第
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図

器種 備考石材
残存率
(％)

法量
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番号

遺物
番号

出土区
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第５節　自然科学分析

１　テフラ分析

　本報告では，縄文時代早期の遺構である土坑１号

（連穴土坑）が掘り込まれている土層および遺構埋

土に含まれる火山砕屑物を抽出し，その鉱物組成や

砕屑物の特性を捉え，給源火山や噴出年代の明らか

にされているテフラの特徴と試料中の碎屑物の特徴

とを比較することによって，含有されるテフラを同

定し , 遺構に関わる資料を作成する。

（1）　試料

　試料は，川久保遺跡で検出された縄文時代早期と

される土坑１号（連穴土坑）の埋土と遺構の掘り込

まれている地山の土層より採取された火山灰土７点

である。試料にはテフラ試料①～⑦までの試料名が

付されている。各試料の採取位置は以下の通りであ

る。

　テフラ試料①，②，⑤，⑥の４点は，それぞれ「遺

構外　Ⅶａ層該当」，「遺構外　Ⅶ b 層該当」，「遺構

外　Ⅶａ層該当」，「遺構外　Ⅶ b 層該当」とされ，

土坑１号が掘り込まれている火山灰土層から採取さ

れている。発掘調査所見によれば，基本層序のⅦａ

層は，縄文時代早期の遺物包含層とされる黒褐色土

であり，Ⅶ b 層は，その下位の黒色土とされている。

　テフラ試料③，④，⑦は，いずれも土坑１号内の

遺構埋土から採取されており，それぞれ「遺構内上

層」，「遺構内中層」，「遺構内下層」とされている。

外見はいずれも黒褐色土である。

（2）　分析方法

ａ　テフラ組成分析

　試料は，水を加え，超音波洗浄装置を用いて粒子

を分散し ,250 メッシュの分析篩上にて水洗して粒

径が 1/16mm より小さい粒子を除去する。

　水洗後に乾燥させた後，篩別して，得られた粒径

1/4mm-1/8mm の砂分を，ポリタングステン酸ナトリ

ウム（比重約 2.96 に調整）により重液分離し，得

られた重鉱物を偏光顕微鏡下にて 250 粒に達するま

で同定する。同定の際，不透明な粒については，斜

め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもの

のみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外

の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒は「そ

の他」とする。

　一方，重液分離により得られた軽鉱物分について

は，火山ガラスとそれ以外の粒子を，偏光顕微鏡下

にて 250 粒に達するまで計数し，火山ガラスの量比

を求める。火山ガラスは，その形態によりバブル型，

中間型，軽石型の３つの型に分類する。各型の形態

は，バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をな

す部分であるＹ字状の高まりを持つもの，中間型は

表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のも

の，軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状お

よび気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

ｂ　屈折率測定

　屈折率の測定は，処理後に得られた軽鉱物分から

摘出した火山ガラスと重鉱物分から摘出した斜方輝

石とを対象とする。屈折率の測定は，古澤 (1995)

の MAIOT を使用した温度変化法を用いる。

(3)　結果

ａ　テフラ組成分析

　分析結果を表１，図１に示す ｡ 各試料の重鉱物組

成は，互いに類似しており，斜方輝石が最も多く，

次いで不透明鉱物，単斜輝石の順に多い ｡ 火山ガラ

ス比は，いずれの試料にも少量または微量の軽石型

火山ガラスと微量または極めて微量のバブル型火山

ガラスが含まれる。

b　屈折率測定

1) 火山ガラス ( 図２)

　いずれの試料にも複数のレンジが認められる。テ

フラ試料⑥では n1.497-1.500 の低屈折率のレンジ

と n1.505-1.509 の高屈折率のレンジとに分かれ，

テフラ試料⑥以外の６点では，n1.497 前後 -1.500

前後の低屈折率のレンジ，n1.505 前後 -1.510 前後

の中屈折率のレンジ，n1.512 前後 -1.514 前後の高

屈折率のレンジの３つのレンジが見出せる ｡

2) 斜方輝石 ( 図３)

　テフラ試料①～③の３点の試料では，γ 1.705 付

近からγ 1.712 付近までの低屈折率のレンジとγ

1.720 付近から 1.730 付近までの高屈折率のレンジ

とに分かれる ｡ テフラ試料④～⑦の４点の試料で

は，γ 1.705 付近から 1.714 付近までのレンジを示

し，モードはγ 1.707 ～ 1.708 にある ｡

(4)　考察

　今回のテフラ試料では，重鉱物組成および火山ガ

ラス比によるテフラの識別はできないが，火山ガラ

スと斜方輝石の屈折率の状況から，複数のテフラに

由来する砕屑物が混在していることが推定される。

砕屑物のうち，全試料に認められた低屈折率のレン

ジを示す火山ガラスとテフラ試料①～③に認められ

た高屈折率の斜方輝石は，町田・新井 (2003) に記

載されたテフラの屈折率の値と遺跡の立地する場所

の地質とから、シラス台地を構成する入戸火砕流に

由来すると考えられる。また，テフラ試料⑥以外の

試料に認められた中屈折率のレンジを示す火山ガラ

スとテフラ試料⑥の高屈折率のレンジを示す火山ガ
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表1.　テフラ組成分析結果
遺
構
名

層
名

試
料
名

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

合
計

遺構外Ⅶa層該当テフラ試料① 122 44 0 84 0 250 3 1 10 236 250

遺構外Ⅶb層該当テフラ試料② 151 29 0 69 1 250 2 1 8 239 250

遺構内上層 テフラ試料③ 134 41 0 74 1 250 1 0 14 235 250

遺構内中層 テフラ試料④ 143 38 0 65 4 250 3 1 10 236 250

遺構外Ⅶa層該当テフラ試料⑤ 157 36 0 56 1 250 0 2 5 243 250

遺構外Ⅶb層該当テフラ試料⑥ 151 37 0 61 1 250 4 0 4 242 250

遺構内下層 テフラ試料⑦ 128 51 1 70 0 250 1 0 13 236 250

連穴土坑1

ラスは，上記と同様に屈折率の値から推定すると，

串良川の谷壁に露出するシラス台地下の阿多火砕流

堆積物 ( 鹿児島県，1990) に由来する可能性がある。

さらに，テフラ試料①～③の低屈折率のレンジを示

す斜方輝石とテフラ試料④～⑦の斜方輝石は，その

屈折率の値から，上述した阿多火砕流堆積物と基本

層序の8a層に堆積する桜島薩摩テフラ(Sz-S:小林，

1986) の両者に由来する砕屑物が混在していると考

えることができる。

　各試料において高屈折率のレンジを示した火山ガ

ラスについては，その屈折率の値から，遺構外の試

料では Sz-S に由来する可能性が高いと考えられる。

しかし，遺構内の試料では，Sz-S の噴出以降鬼界

アカホヤテフラ (K-Ah: 町田・新井，1978) の降下

までの期間に噴出した桜島火山のテフラに由来する

可能性があると考えられる。特に遺構内下層から採

取されたテフラ試料⑦では，高屈折率の火山ガラス

の存在が顕著に認められる。上述した期間に噴出し

た桜島火山のテフラは，下位より Sz-13，Sz-12，

Sz-11 の３枚になるが ( 町田・新井，2003)，本分

析による屈折率の値からは，Sz-12 に由来する可能

性が高いと考えられる。Sz-12 の噴出年代は，暦年

で約 9000 年前とされている ( 奥野，2002) ことから，

土坑１号の構築年代は，新しくとも 9000 年前より

は古いと考えられ，縄文時代早期とされる発掘調査

所見および前述した遺構内出土の炭化物および土器

付着物の放射性炭素年代測定結果とも概ね整合する

と言える。

　なお，当社ではこれまでにも鹿児島県志布志市か

ら大崎町および串良町に至る地域に分布する縄文時

代遺跡において本報告と同様の方法によるテフラ分

析を行ってきた ｡ それらの事例では，本報告と同様

に特に Sz-12 と Sz-13 との識別が問題とされ，主に

屈折率の傾向から検討してきた。串良町の田原迫ノ

上遺跡や大崎町の永吉天神段遺跡などでは，縄文時

代早期とされる遺構の覆土から，Sz-12 に由来する

火山ガラスを検出している。ただし，その一方で，

志布志市の牧野遺跡や下原遺跡における基本土層の

分析では Sz-13 に由来する可能性の高い火山ガラス

を検出している。現時点では，Sz-12 および Sz-13

の各テフラの分布域を特定するには至らないが，分

析事例を蓄積することにより，分布域の傾向の把握

が期待される。
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図 3　斜方輝石の屈折率測定結果
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1.重鉱物(連穴土坑1　テフラ試料②　遺構外7b層  

　該当)

2.火山ガラス(連穴土坑1　テフラ試料②　遺構外  

　7b層該当)

3.重鉱物(連穴土坑1　テフラ試料⑦　遺構内

　下層)　

4.火山ガラス(連穴土坑1　テフラ試料⑦　遺構内

　下層)　

図版1　重鉱物・火山ガラス

0.5mm
Opx:斜方輝石．Cpx:単斜輝石．Op:不透明鉱物．Vg:火山ガラス．Qz:石英．Pl:斜長石．
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２　放射性炭素年代測定

　本報告では，縄文時代早期の遺構とされる土坑１

号 ( 連穴土坑 ) に関わる埋土中より採取された炭化

物や土器の付着物について放射性炭素年代測定を実

施し，遺構に関わる年代資料を作成する。

(1)　試料

　試料は，調査区南東隅近くで検出された土坑１号

( 連穴土坑 ) の埋土内より採取された炭化物２点と，

同様に採取された土器片の内面の付着物１点の計３

点である。各試料には，発掘調査者により試料№が

付されており，埋土上層から出土した炭化物は試料

№ 1，埋土下層から出土した炭化物は試料№ 2，土

器片付着物は試料№ 3 とされている。炭化物試料は

いずれも微細片であり，土器付着物も微少量である。

(2)　分析方法

　試料表面の汚れや付着物をピンセット，超音波洗

浄などにより物理的に除去する。次に塩酸や水酸化

ナトリウムを用いて，試料内部の汚染物質を化学的

に除去する。( 酸 - アルカリ - 酸処理 ;AAA 処理 )。

その後超純水で中性になるまで洗浄し，乾燥させる。

なお，アルカリ処理は，0.001M ～ 1Mまで濃度を上げ，

試料の様子をみながら処理を進める。1M の水酸化ナ

トリウムで処理が可能であった場合は AAA と記す。

一方，試料が脆弱で 1M の水酸化ナトリウムでは試

料が損耗し，十分な炭素が得られないと判断された

場合は，薄い濃度の水酸化ナトリウムの状態で処理

を終える。その場合は AaA と記す。本分析試料は ,

３点ともに AaA 処理を行った。

　精製された試料を燃焼して C02 を発生させ , 真空

ラインで精製する。鉄を触媒とし，水素で還元して

グラファイトを生成する。処理後のグラファイト・

鉄粉混合試料を内径１㎜の孔にプレスし，測定試料

とする。

　測定はタンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専

用装置を用いて，14C の計数 ,13C 濃度 (13C/12C), 

14C 濃度 (14C/12C) を測定する。AMS 測定時に，標

準試料とバックグラウンド試料の測定も行う。δ

13C は試料炭素の 13C 濃度 (13C/12C) を測定し，基

準試料からのずれを千分偏差 (‰ ) で表したもので

ある。

　放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を

使用する。また，測定年代は 1950 年を基点とした

年 代 (BP) で あ り， 誤 差 は 標 準 偏 差 (One 

Sigma;68%) に相当する年代である。測定年代の表

示方法は，国際学会での勧告に従う (Stuiver and 

Polach,1977)。また，暦年較正用に一桁目まで表し

た値も記す。

　暦年較正とは，大気中の 14C 濃度が一定で半減期

が 5568 年として算出された年代値に対し，過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃

度の変動，及び半減期の違い (14C の半減期 5730 ±

40 年 ) を較正することによって，暦年代に近づける

手法である。較正のもとになる直線は暦時代がわ

かっている遺物や年輪 ( 年輪は細胞壁のみなので，

形成当時の 14C 年代を反映している ) 等を用いて作

られており，最新のものは 2013 年に発表された

Intcal13 (Reimer et ai.,2013) である。また，較

正年代を求めるソフトウェアはいくつか公開されて

い る が， 今 回 は　RADIOCARBON CALIBRATION 

PROGRAM CALIB REV7.1 を用いる。なお，年代測定

値に関しては，国際的な取り決めにより，測定誤差

の大きさによって値を丸めるのが普通であるが

(Stuiver and Polach, 1977), 将来的な較正曲線な

らびにソフトウェアの更新に伴う再計算ができるよ

うにするため，表には丸めない値(1年単位)を記す。

(3)　結果および考察

　結果を表１に示す。同位体補正を行った年代値は，

試 料 № 1 が 9,120 ± 30BP, 試 料 № 2 が 9,225 ±

30BP, 試料№ 3 が 8,600 ± 70BP である。一方，暦

年 較 正 の 2 σ の 結 果 は， 試 料 № 1 が 10,378 ～

10,222cal BP, 試 料 № 2 が 10,496 ～ 10,269cal 

BP, 試料№ 3 が 9,735 ～ 9,475cal BP である。

　上述した年代測定結果は，工藤 (2012) の言う縄

文時代早期前葉の年代とよく一致しており，連穴土

坑１の発掘調査所見を支持する。
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表1.　放射性炭素年代測定結果

誤差 相対比

№1 炭化物 AaA -28.75±0.22 9,120±30 σ cal BC 8,322 - cal BC 8,283 cal BP 10,271 - 10,232 1.000 pal-10166

(9,121±30) 2σ cal BC 8,429 - cal BC 8,368 cal BP 10,378 - 10,317 0.113 (PLD-32998)

cal BC 8,351 - cal BC 8,273 cal BP 10,300 - 10,222 0.887

№2 炭化物 AaA -24.63±0.21 9,225±30 σ cal BC 8,532 - cal BC 8,516 cal BP 10,481 - 10,465 0.107 pal-10167

(9,223±32) cal BC 8,479 - cal BC 8,419 cal BP 10,428 - 10,368 0.447 (PLD-32999)

cal BC 8,409 - cal BC 8,347 cal BP 10,358 - 10,296 0.446

2σ cal BC 8,547 - cal BC 8,320 cal BP 10,496 - 10,269 1.000

№3 AaA -30.34±0.44 8,600±70 σ cal BC 7,707 - cal BC 7,696 cal BP 9,656 - 9,645 0.060 pal-10165

(8,603±66) cal BC 7,683 - cal BC 7,573 cal BP 9,632 - 9,522 0.940 (PLD-32997)

2σ cal BC 7,786 - cal BC 7,767 cal BP 9,735 - 9,716 0.014

cal BC 7,760 - cal BC 7,526 cal BP 9,709 - 9,475 0.986

1)酸-アルカリ-酸処理のうち、AAAは定法による分析、AaAは脆弱であるためアルカリの濃度を下げた分析。

2)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用した。

3)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

4)付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

6)暦年の計算には、補正年代に()で暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。

8)統計的に真の値が入る確率はσは68.3%、2σは95.4%である(確率参照)。

cal BP

7)年代値は、1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、暦年較正用年代値は1桁目
を丸めていない。

5)暦年の計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV7.1を使用、較正曲線はIntcal13(Reimer et al.,2013)である。

測定番号
δ13Ｃ
(‰)

補正年代
(暦年較正用)

BP

暦年較正結果

土器
付着物

9)相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

cal BC/AD

試料
№

種類 処理

縄文時代早期連穴土坑１埋土中出土土器
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第Ⅴ章　総括

第１節　縄文時代早期

１　集石

縄文時代早期の集石は276基検出された。その多くが

安山岩を主体とし，５～10㎝大の礫で構成されている。

これに対して縄文時代前期の集石はホルンフェルスを主

体とするものが多くなるという傾向がみられる。集石が

所属する時代に関しては，大まかにⅦ層が早期前半，Ⅵ

層が早期後半である可能性が高いとしか言えないが，少

なくともⅥ層の集石の多くから塞ノ神Ａ式土器が出土し

ていることから，Ⅵ層集石の多くが塞ノ神Ａ式土器の時

期の遺構と考えられる。分布域に関しては，Ⅶｂ・Ⅶ

ａ・Ⅵ層いずれも遺跡の南側から多くの集石が検出され

ているが，Ⅶａ層で遺跡全体に広がった集石が，Ⅵ層段

階で再び遺跡の南側に集中している様相も見られる。

２　連穴土坑

(1)連穴土坑の検討

連穴土坑は12基検出されている。検出地点は,おおま

かに５か所の地点に分けることができる。ここでは連穴

土坑のまとまりごとに，調査区南東角部Ｊ～Ｌ35区，調

査区南側Ｋ・Ｌ31～33区，調査区南西部の３つの区域に

分け，それぞれ検討をおこなっていくこととしたい。連

穴土坑は南東角部と南側に特に集中しており，その形状

等から土坑15～18号も連穴土坑である可能性が高いため，

検討には土坑15～18号も合わせた18基でおこなうことと

したい。検討項目は，土坑の法量（長軸幅・短軸幅・深

さ）・長軸方向・煙道位置・斜面利用の有無・平面形

状・床面断面形状の６つである。

(2)連穴土坑の検討内容

　まず，連穴土坑の法量であるが，長軸幅は115㎝～210

㎝と約１ｍの幅があり，これをグラフにすると，115～

125㎝，140～185㎝，200～210㎝の３つの山が確認でき

た。短軸幅は55㎝と65㎝のものが多くなり，山は一つし

か確認できなかった。山の数が違うことからも，連穴土

坑の長軸幅と短軸幅に関連性は無く，長軸幅には短いも

の・中間・長いものの３パターンがあり，短軸幅は55～

65㎝前後の幅があれば遺構の用途としては問題なく機能

していたと考えられる。

　次に深さであるが，連穴土坑の検出面は，ほぼⅧa層

上面であり，本来の遺構形成面であるⅦ層中よりも下位

で検出されている。よって，本来の連穴土坑の深さは不

明であるが，土坑６号の深さ（50～55㎝）を見ると，少

なくとも60㎝以上の深さがあったと考えられる。

　次に長軸方向・煙道の位置・斜面利用の有無を検討し

たい。まずは長軸方向であるが，東西軸８基，南北軸６

基，北東－南西軸３基，北西－南東軸１基である。煙道

の位置に関しては，煙道の位置が分からないものを除き，

東西方向を軸とし，煙道が東側にあるものが３基，西側

にあるものが４基である。南北方向を軸とし，煙道が南

側にあるものが０基，北側にあるものが３基である。北

東－南西方向を軸とし，煙道が北東側にあるものが２基，

南西側にあるものが１基である。煙道の位置に関しては，

南北軸のものに限っては，北側を意識して煙道を作って

いる可能性が考えられる。

　連穴土坑の多くは傾斜地に作られている。ただし，こ

の中で傾斜に沿って（傾斜を利用して）連穴土坑を作成

しているのは６基のみであり，残りの12基は傾斜地に作

られていながら，斜面に垂直に作られている。

　次に連穴土坑の平面形状であるが，遺構の長軸と短軸

を比してa：細長いもの，b：幅があるものの２つと，焚

口側に比して，煙道側が狭くなるc：台形状のものの計

３つに分類した。基数はそれぞれ，aが10基，bが６基，

cが２基である。

　床面断面形状は大まかに分類すると，ｄ：ブリッジ部

分が高くなるもの。e：ブリッジ部分が低くなるもの，

ｆ：床面の高さがほぼ水平なものに分けることができた。

分類ｄは連穴土坑５・７・11号のようにブリッジ直下に

高まりを作るものがあるが，土坑４号のように煙道部分

から焚口部分へと緩やかに下るものも含める。分類eは

連穴土坑２号のようにブリッジ直下から焚口方向へ掘り

込みのあるもの，土坑８号のようにブリッジ直下から煙

道方向へ掘り込みがあるものと，様々な形態があるが，

共通してブリッジ部分が低くなる土坑である。同じよう

に連穴土坑10号も煙道側に段を設けているが，ブリッジ

直下は一番低くなっている。また，連穴土坑９号も煙道

側から焚口側方向へ緩やかに立ち上がることから分類e

としている。分類ｆは床面の高さがほぼ水平なもので，

土坑６号がこれに該当する。

(3)連穴土坑の検討結果

　以上の６つの項目の検討を経て，区域ごとに連穴土坑

を見ていくと，南東角部と南側・南西部では以下の項目

で違いが確認できた。

①　長軸方向は南東角部では東西軸のものが多い。南

側・南西部では南北軸のものが増加。

②　斜面利用の有無では，南側・南西部のみに斜面を利

用したものが確認された。

③　平面形状は南東角部では分類aが主体。南側・南西

部では分類ｂが増加。

④　床面断面形状は南東角部では分類eのみ。南側・南

西部では分類ｄが主体となる。

なお，検討の過程で土坑18号については，埋土の状況が

連穴土坑とするには疑わしいこと，長軸方向が唯一北西
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－南東方向であること等から，連穴土坑の可能性が低い

とし，参考として扱うこととした。

(4)区域ごとの連穴土坑の違いについて

  次に南東角部と南側・南西部の連穴土坑の違いについ

て考えていくこととする。そこに時間差が存在するかど

うかである。出土遺物は連穴土坑１・10・13号からそれ

ぞれ吉田式土器や石坂式土器が出土しているが，いずれ

も南東角部である。連穴土坑１号に関しては，テフラ分

析と年代測定をおこなっており，テフラ分析では，下層

から検出された火山灰は桜島火山のテフラSｚ-12由来の

可能性が高く，その噴出年代は約9,000年前とされてい

る。また，遺構内から出土した炭化物２点と土器付着炭

化物１点の年代測定は，炭化物が9,120±30BPと9,225±

30BP，土器付着炭化物が8,600±75BPという測定結果に

  分類a　           分類b                分類c

３　縄文時代早期土器

　縄文時代早期土器は１類～15類土器が，薩摩火山灰層

とアカホヤ火山灰層に挟まれるⅦ層・Ⅵ層から出土して

いる。場所により層厚に違いがあり，安定していないた

め，各土器型式が層位的に出土しているとは言い難い出

土状況である。

　１類土器は岩本式土器，２類土器は前平式土器,３類

土器は志風頭式土器である。ともに出土量は少なく，分

布域は調査区の南側に多く分布している。これは薩摩火

山灰層下位の草創期土器の分布と重なる。２類土器の前

平式土器は，胴部の貝殻条痕が斜位方向に施される２ａ

類と，口縁部上端に棒状工具等で楕円形の刺突文を２列

なっている。出土した土器は吉田式土器であり，炭化物

の測定結果は一致するが，土器付着炭化物はやや新しい

年代が出ている。検出面に関しては，遺構の深さの部分

で述べたとおり，ほぼⅧa層上面検出のため，参考には

ならない。そこで，連穴土坑内に堆積した遺構内埋土の

検討をおこなったが，全てⅦ層起源の埋土が堆積してお

り，少なくとも縄文時代早期前半期の遺構であること以

外に，明確な違いは見られなかった。

　以上，連穴土坑のみで検討した結果，①連穴土坑は南

東角部と南側・南西部という２つの区域で異なった傾向

がみられた。②少なくとも南東角部の連穴土坑は吉田式

土器・石坂式土器の時期の遺構である可能性が高く，テ

フラ分析・年代測定結果のそれと一致する。

第415図　連穴土坑の長軸幅（ｎ=18）　 第416図　連穴土坑の短軸幅（ｎ=18）　

第417図　連穴土坑平面形状による分類　
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ほど施し，胴部の貝殻条痕が横位方向に施される２ｂ類

土器に分類している。２ｂ類土器は後続する志風頭式土

器により近い特徴を持つ土器の一群である。

　４ａ類は加栗山式土器，４ｂ類は札ノ元Ⅶ類土器，４

ｃ類は小牧３Ａタイプである。ともに出土量は少なく，

４ａ類の分布は調査区の全体に点在するように出土して

いる。

　５類は吉田式土器である。岩之上式土器や倉園Ｂ式土

器も含まれている。分布域は調査区の中央から南側に集

中して出土しており，特にＪ30区から多く出土した。

　６類土器は石坂式土器である。12類土器とともに川久

保遺跡の縄文時代早期で多く出土した土器型式である。

６ａ類：口縁部が外反するものと６ｂ類：口縁部が外傾

するものに分類した。前迫亮一氏は石坂式土器を２つに

分類し，口唇部に丸みを持ち，口縁部が外反，胴部がや

や膨らむ等の特徴を持つものを石坂Ⅰ式，口唇部が平坦

で，口縁部が外傾もしくは直行し，胴部はほぼ直線的で，

口縁部に瘤状突起を持つ等の特徴を持つものを石坂Ⅱ式

としている（前迫2003）。川久保遺跡の６類土器はおお

よそ，６ａ類＝石坂Ⅰ式，６ｂ類＝石坂Ⅱ式に該当する。

出土した石坂式土器の中でも，掲載番号83の石坂式土器

は，寸胴形を呈し，胴部に貝殻条痕文を弧状に施す珍し

い文様が施されている。６類土器は遺跡の中央から南東

部に最も多く出土しているが，北西部にも分布が見られ，

全体的にはいくつかの土器集中域が確認できる。

　７類土器は下剥峯式土器である。石坂式土器と比較す

ると出土量は激減する。分布域は遺跡の南側のみであり，

散在して出土している状況が見られる。

　８類土器は押型文土器，９類土器は手向山式土器，10

類土器は変形撚糸文土器である。３型式とも出土量は少

なく，特に変形撚糸文土器は１個体のみが包含層から出

土している。８～10類土器の分布域は他の土器とは異な

り，押型文土器は遺跡の西側から南側にかけて，手向山

式土器は遺跡の南側，変形撚糸文土器は遺跡の北東角部

から出土している状況である。

　11類土器は塞ノ神Ａ式土器である。12類土器と比較す

ると出土量は圧倒的に少ない。川久保遺跡では，押型文

土器や手向山式土器と塞ノ神Ａ式土器の間に編年されて

いる妙見・天道ヶ尾式土器や平栫式土器は１点も出土し

ていない。塞ノ神Ａ式土器の出土量の少なさは，その点

と関連していると考えられる。

　12類土器は塞ノ神Ｂ式土器である。川久保遺跡の縄文

時代早期で最も多く出土した土器型式である。12類土器

の中でも，貝殻押引文を施す土器の一群は苦浜式土器に

近い一群であると考えられる。12類土器の分布は，遺跡

の中央から南側に多く分布しており，Ｇ28区から遺跡の

東南角部に向けて弧状に分布が集中している状況が見ら

れる。遺跡の北側にも点在するが量は少ない。石坂式土器

と同じように遺跡の北西角部にも量は少ないが，ある程

度の出土が確認できる。川久保遺跡は東は串良川，南と

西側は谷地形が形成されているが，北側には平坦部が広

がっており，石坂式土器や塞ノ神Ｂ式土器の分布を見る

限りでは，遺跡はさらに北側へ広がっていると考えられる。

　13類土器は苦浜式土器，14類土器は右京西式土器，15

類土器は轟Ａ式土器である。出土量は少なく，苦浜式土

器はＤ31区とＧ33区に，右京西式土器はＫ30区にそれぞ

れ集中して出土している。轟Ａ式土器は出土量は少ない

が，広く散在してさらに出土している状況である。

　川久保遺跡では以上のとおり，平栫式土器などのいく

つかの土器型式を除くと，ほぼ全ての土器型式が出土し

ており，綿々と生活が営まれていたことが分かる。また，

草創期から早期初頭にかけては主に遺跡の南側に分布し

ていた遺物が，次第に遺跡全体に拡大していく様相も確

認できる。しかしながら，塞ノ神Ｂ式土器に後続する苦

浜式土器の段階になると，土器の出土量が激減し，後続

する轟系土器も含めて１～３個体のみの出土となってい

く。このような土器の増減の激しさと，集石のみが検出

され，竪穴住居跡が１基も検出されていないことなどか

ら，川久保遺跡はキャンプサイト的な遺跡であるとも考

えられるが，遺跡の継続性から考えると，良好なキャン

プサイトでありながら，居住はしていないという矛盾が

生まれる。そう考えると，川久保遺跡は集石や連穴土坑

などの調理をおこなう場所であり，居住域は遺跡に近接

した場所に存在する可能性も考えられる。川久保遺跡の

北側には平坦部が広がり，石坂式土器や塞ノ神Ｂ式土器

の分布から，遺跡は北側へ広がると考えられ，居住域が

存在する可能性も考えられる。

４　縄文時代早期石器

　川久保遺跡Ａ地点からは，Ⅶｂ層～Ⅵ層にかけて縄文

時代早期及び前期の石器が多数出土したが，いずれの土

器型式に伴うかを断定する事はできなかった。出土した

石器については代表的・特徴的な器種を抽出して分類・

図化を行い，図化した石器群については出土分布図を作

成して掲載している。

　縄文時代早期の石器は，打製・磨製石鏃，石槍，石匙，

削器等の剥片石器類，打製・磨製石斧，礫器，磨・敲石，

石皿・台石等の礫石器類，石核，軽石製品等が出土した。

出土した石器を器種別に見ると，磨・敲石125点，打製

石鏃97点，石匙27点，石皿・台石23点，礫器16点，磨製

石斧９点，打製石斧７点等となっており，堅果類加工具

の占める割合が最も高く，次に狩猟具の占める割合が高

くなっている。石鏃は小型で平基状を呈するものや抉り

が深く二等辺三角形状を呈するものが出土しており，ま

た，いわゆる「トロトロ石器」と呼称されるものも出土

している。磨製石鏃も１点出土が見られる。石槍はⅦｂ
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層及びⅦａ層から出土しているが，早期後半以降は出土

が見られない。削器は安山岩製の大型品が出土している。

安山岩製の大型スクレイパーについては被熱を利用した

特殊な剥片剥離技術による製作過程が想定されているが

（桑波田2012），本資料については被熱等の痕跡は確認

できなかった。磨製石斧は，早期前半では刃部のみ研磨

された部分磨製の石斧及び小型のノミ状の磨製石斧が出

土しているが，早期後半になると基部まで研磨された磨

製石斧や素材の一部のみに加工が施された大型品が見ら

れるようになる。局部磨製石斧のほとんど基部を欠損し

ていることから，使用時に破損したものと考えられる。

Ｓ39の磨・敲石は，両端部が使用されて平坦になってお

り，敲打痕は右側面にまで及んでいる。剥片剥離時に使

用される叩石とは使用痕が異なるため，磨製石斧類の敲

打整形に使用された叩石の可能性がある。Ｓ47の石皿は，

当初石皿として使用されていたものを砥石に転用したと

考えられる資料であり，磨製石器の研磨加工に使用され

たものと考えられる。早期で見られる砥石はこの１点の

みである。

　出土した石器と集石の分布状況を見ると，早期前半で

は集石と狩猟具及び堅果類加工具はほぼ重なるように分

布しているのに対し，早期後半では狩猟具の分布域と集

石及び堅果類加工具の分布域が異なる。早期後半になる

と，Ｂ32～Ｉ35区に構築される集石は１基のみになり，

代わって狩猟具の分布が見られるようになることから，

早期前半と後半で遺跡内の土地利用の在り方に変化が生

第418図　Ⅶ層検出集石及びⅦ層出土石器分布図

25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

E

D

C

B

F

G

H

I

J

K

L

M

29.0

30.030.0

32.0

32
.0

32.032
.0

31
.0

32
.0

33
.0

34
.0

35
.0

35
.0

36
.0

34.0

3
3
.0 32

.0

3
0
.0

3
0
.0

31.031.0

Ⅷ層上面コンタ図

青　Ⅶ層上

黒　Ⅶ層

赤　Ⅶ層下

0 20m(1:800)

A

A’

B

B’

B’

A’

BB

AA

AA

A'

B

B'

B’

A’

B
AA

B’
A’

B

A

B

B’

AA’A’A’A’A’

B’B’A’

B
A

B’

A’ B

AA

B’

A’

B

A

B’B’

A’A’

B

A

B’B’

A’A’BB

AA

B’

A’A’

BB

A

B’B’

A’

B
A

B’

A’A’A’A’

B

A

B’ A’A’

BAA

B’B’B’

A’

B

AA
B’B’

A’

B ABB

C

C’C’

B’
A’A’

C’

CC

B
A

B’

A’A’

B

A

B’B’

A’

BB

A

B’B’ A’

B
A

B’B’

A’A’

B

A

B’

A’

B

AA

B’

A’A’ BB

A

B’ A’

BBAA

B’ A’A’

BA

B’B’

A’A’

B

AA

B’

A’A’

B

A

B’

A’A’
BB

A

B’

A’B

AA

B’B’
A’A’

BAA

B’

A’
BBB

A

B’
A’A’

B
AA

B’
A’A’

BBBBBAA

B’

A’A’
B

A

B’

A’

B

AA

B’
A’

B
AA

B’

A’

BB

A

B’B’
A’A’

BB
AA

B’

A’

BB

AA

B’B’

A’

B

AA

B’B’

A’

B

A

B’B’B’A’

B
AA

B’B’

A’A’

B

A

B’

A’

B

A

B’B’

A’A’

B

AA

B’
A’

BB
AA

B’B’B’

A’

B
A

B’B’

A’A’

BB

AA

B’B’

A’
BB

A

B’B’

A’

B

A

B’B’

A’A’

B

A

B’B’

A’A’

B

AA

B’

A’

BB

A

B’B’

A’

B

A

B’B’
A’

B
AA

B’ A’

BBAA

B’B’

A’

B

A

B’B’
A’A’

BBA

B’B’

A’

B

A

B’

A’A’

AA

B’
A’

BB
A

B’

A’A’BB

AA

B’B’B’B’B’
A’

B

A

B’

A’

B

AA

B’B’

A’A’

B

AA

B’B’
A’

BAA

A’
B’

BB
AA

A’A’

B’B’B’B’B’BB

A

A’ B’

B A

A’B’B’

BAA

A’
B’

B
A

A’A’

B’

B

A

B’B’

A’A’

BB

A

A’A’
B’

BB

AA

B’B’

A’A’BB

A

A’
B’B’

B

AA

A’

B’B’ B

AA

A’

B’ B

A

A’A’
B’

BB
A

A’A’

B’B’B’ BB

AAAAA

A’
B’

BA

A’A’

B’BB

A

A’A’

B’B’

BBB

A

A’A’

B’

B

A

A’
B’

BA

B’

A’A’

B

A

A’

B’B’

B
A

B’

A’A’

BB

AA

A’A’

B’

BB

A

A’

B’B’

BBB

AA

A’

B’B’

BB

A

A’
B’

B
A

A’
B’B’

BA

A’A’

B’B’

B

A

A’
B’

B
AA

A’A’A’

B’B’

B

AA

A’

B’

B

AA

A’

B’B’

B

A

A’A’
B’

B

A

A’

B’B’

B

A

B’

A’A’
B

A

A’A’AAAA

B’

B

A

A’

B’

BB

A

B’

A’A’A’

B

A

A’A’
B’B’

B AA

A’A’

B’ B

AAA

B’B’

A’ B

A

A’

B’B’

BB

AA

A’
B’

BB

AA

A’

B’B’

BB

A

B’

A’

B

A

A’A’

B’ B

A

A’B’

BA

A’A’

B’

BB

A

B’B’

A’
B

A

B’

A’

B

A

A’A’

B’B’

B

A

A’B’B’

BAA

A’A’

B’

B
A

B’
A’

BBA

B’A’A’A’

BBB A

A’

B’
B

A

A’

B’

B

A

A’

B’

B

A

A’
B’

BBA

B’B’

A’A’BB

A

B’

A’

BB

AA
B’

A’A’
BB

A

A’

B’

B

AA

B’

A’A’

B

A

A’

B’B’

B

AAA

A’A’

B’B

A

A’B’

B
A

B’

A’
B

A

B’

A’
B

A

A’

B’

B

A

A’B’B’

BB
AA

B’B’
A’A’

B A

A’

B’

B

A

A’

B’

BB

A

B’

A’A’

B
AA

A’

B’

B
A

A’A’A’A’
B’

BAA
A

A’A’

B’B’ B

AA

B’B’B’

A’

B

A

B’
B

A

A’A’
B’B’

BB

AA

B’

A’B

AA

A’

B’

B

AA

B’B’

A’

B
AA

A’A’

B’

B

AA

A’

B’ B

A

A’
B’B’B’

BAA

A’

B’

BB

A’

B’
B

AA

B’

A’

B

A

A’

B’

BB

A

A’A’A’

B’B’B’
BBB

A

A’

B’B’

B

A

A’

B’

B

A

B’
A’A’

BA

B’

A’

B

AA

B’B’A’A’A’A’

A’B

AA

B’B’

A’A’A’

BB

A

A’
B’

B

AA

A’

B’

B

A

A’A’A’

B’B’

BB

AA

A’

B’

B

A

A’

B’

B

A

A’

B’B’

B

A

B’B’

A’

BB

A

A’ B’

BB
AA

A’

B’B’

B

A

A’

B’

B

A

A’A’

B’B’

BB

A

A’

B’

BB

AA

A’

A

B’B’

A’

B

A

集石20集石20

集石19集石19

集石18集石18
集石17集石17

集石16集石16

集石15集石15

集石14集石14

集石13集石13

集石12集石12集石11集石11

集石9集石9

集石8集石8

集石7集石7

集石6集石6

集石5集石5

集石4集石4

集石3　集石3　

集石2集石2

集石1集石1

集石10集石10

3838

3535

7474

6767

6565

6363

6060

5555

186186

147   147   

137137

136136

106106

8989

8282

3434

2828

7878

6262

6161

5858

184184

181181176176

167167

161161 153153

142142

130130

110110

108108

102102

100100

9999

9191

9090

8585

3333

3131

2929

8080

6969

59595252

5151

170170

159159

157157

148148

193193

190190

164164160160

154154
150150

135135

134134

126126
123123

112112

75757272

6464

177177

169169

166166

151151

146146

145145

127127

116116

101101

3636

7070

48・49・5048・49・50

192192

189189

180180

165165

162162

9292

8787

8383

3939
3737

7676

7373

6666

191191

188188

183183

179179

172･173172･173

168168

163163

149149

140140

128128

120120

117117

107107

9494

9393

4747

4444

4141 7777

5757

187187

185185

178178

175175

155155

139139

133133

122122
86868484

4343 4242
3232

3030

5353

182182

174174

156156
141141

132132

131131

129129

121121

119119

105105

104104

97979696

9595

8181

4040

7979

68685656

5454

194194

171171

158158

152152

144144

143143
138138

125125

124124

118118 114114

113113

111111

109109

103103

9898

8888

115115

7171

205205

204204

203203

201201

200200
199199

198198

197197

196196
195195

202202

2525

2727

2626

2424

2323
2222

2121

S1S1

S2S2

S3S3

S4S4

S5S5

S6S6

S7S7

S8S8

S9S9

S11S11

S12S12

S13S13

S14S14

S15S15

S10S10

S16S16

S17S17

S18S18

S19S19

S20S20

S21S21

S22S22

S23S23

S24S24

S25S25

S26S26

2727

S28S28

S29S29

S30S30

S31S31

S32S32

S33S33

S34S34

S35S35

S36S36

S37S37

S38S38

S39S39

S40S40

S41S41

S42S42S43S43

S44S44

S45S45

S46S46

S47S47

S48S48

S49S49

打製石鏃

打製石斧

磨製石斧

尖頭状石器

石槍

石匙

削器

礫器

磨石・敲石

石皿・台石



－ 266 －

じていた可能性が考えられる。石器の使用石材を見ると，

剥片石器類は黒曜石や安山岩，頁岩，チャート等の利用

が多く見られるのに対し，礫石器類は安山岩や砂岩，ホ

ルンフェルスが多用されている。早期前半では主に在地

石材の利用が見られ，一部に西北九州産の安山岩が見ら

れる程度であるが，早期後半になると西北九州産黒曜石

や安山岩，大分県姫島産黒曜石の利用が見られるように

なる。

　以上より，川久保遺跡では縄文時代早期から磨製石器

の利用が開始されているが，磨製石器の製作活動につい

ては本格的なものではなく，石器の器面の一部を加工す

る程度の簡易的な製作活動であった可能性が高いと考え

られる。堅果類加工具についてはその出土比率が高い事

から，植物質食糧の利用が縄文時代早期から積極的に行

われていたものと考えられる。早期前葉の前平式土器段

階に「高度の堅果類利用体系の確立」が見られるという

指摘もあるが（中原1999），今回の報告では確認するに

は至らなかった。狩猟具等の生産・加工についても可能

性は指摘できるが，石器生産の詳細については剥片類の

石材分布や接合資料等を含めたより詳細な分析が必要で

ある。

第419図　Ⅵ層検出集石及びⅥ層出土石器分布図
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第420図　Ⅴａ層検出集石及びⅤ層出土石器分布図
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第２節　縄文時代前期

　縄文時代前期の遺構・遺物はⅤａ層を主体として，遺

構は集石23基が検出され，土器は16～18類土器が出土し

ている。

　縄文時代前期の集石は23基検出されており，その分布

は遺跡の中央よりも東側半分に偏り，その中で南北に分

布している。集石の所属する時期に関して，土器の分布

と比較してみると，どの土器とも関連性が考えられる位

置関係となる。しかしながら，出土している土器の総数

が圧倒的に多いことや，集石内からも土器が出土してい

ることから，18類土器の時期の集石が多いと考えられる。

　16類土器は西之薗式土器である。桒畑光博氏により型

式設定された（桒畑2002）土器であり，南さつま市西之

薗遺跡を標式遺跡とする土器である。貝殻条痕地に貼り

付けによる隆帯文を基調とするとされており，その点か

らも轟Ｂ式土器の枠組みの中で扱われることが多い。川

久保遺跡では５個体が出土している。どれも口縁部上端

に２条の文様の施された突帯文を施し，器面調整は貝殻

条痕調整がおこなわれている。文様構成により，大きく

は２類に分類でき，外面の貝殻条痕調整の上から文様を

施すものと，施さないものに分けられる。さらに細分す

ると，突帯上の文様がキザミのものと，刺突文のものに

分けられる。後続する轟Ｂ式土器の器面調整から考える

と，胴部に文様を施すものが古くなると考えられる。ま

た，合わせて突帯上の文様はキザミを施すものが，刺突

文を施すものよりも古くなる可能性が考えられる。17類

土器は轟Ｂ式土器である。５点のみが出土しており，出

土量は非常に少ない。それぞれＨ36区とＫ36区から集中

して出土している。全形が確認できるのは１点のみであ

るが，器形が尖底になるため，後続する西唐津式土器よ

りも，むしろ西之薗式土器に近い特徴を持つ土器と言え

る。

　18類土器は曽畑式土器である。口縁部に刺突文が施さ

れるものが少なく，それらも含めて古い段階の曽畑式土

器は出土していない。この状況は，大隅半島では古い段

階の曽畑式土器が出土していないという，これまでの出

土状況と合致している（岩永2006）。

　縄文時代前期の石器は，打製石鏃，石匙，削器等の剥

片石器類，打製・磨製石斧，礫器，磨・敲石，石皿・台

石，砥石等の礫石器類，軽石製品等が出土している。

　出土した石器を器種別に見ると，磨・敲石34点，打製

石鏃23点，磨製石斧22点，石皿・台石13点，石匙11点，

打製石斧９点等となっており，縄文時代早期同様に堅果

類加工具の占める割合が高い事に加えて，磨製石斧の占

める割合が高くなっている。石匙は縦型及び横型の両者

が出土している。早期後半から大型化及び横型の石匙の

幅広化の傾向が見られるが，前期でも同様の傾向が確認

できる。磨製石斧は，太型蛤刃石斧や定角式磨製石斧，

小型の鑿状の磨製石斧が出土している。特にＳ137～Ｓ

139は蛇紋岩製の定角式磨製石斧であり，装着痕や使用

痕が見られない事から非実用品とも考えられる。県内で

は薩摩半島八瀬尾地域や徳之島の井之川岳周辺に蛇紋岩

類の分布が知られているが，県内の未知の産地あるいは

県外の蛇紋岩が使用されている可能性も考えられる。素

材獲得後に本遺跡内で加工されたものか，あるいは，製

品の状態で遺跡外から搬入されたものかという点も含め，

産地同定等より詳細な分析が必要であろう。また，図化

は行わなかったものの小型の砥石が５点程出土している

ことから，早期から引き続き磨製石器の加工が行われて

いたようである。

　図化した石器群と集石の分布状況を見ると，石鏃や削

器は散布した状況であるが，磨製石斧や磨・敲石はＦ33

～Ｉ37区の範囲内にまとまって出土しており，Ｈ35～Ｌ

33区やＣ・Ｄ36区の標高32.0ｍ前後に集中する集石とは

分布域がやや異なっている。石材利用については，剥片

石器類と礫石器類での利用の仕方や西北九州産黒曜石や

安山岩の利用など，縄文時代早期と類似した在り方をし

ている。

　

第３節　古代・中世

１　古代

　古代の遺構の中で特徴的な遺構は土坑34号があり，２

か所のカマド跡と１か所の炭をかき出したと考えられる

黒色土範囲が確認できることから調理の機能を持つ施設

と考えられる。土坑34号の北側には柱穴群が検出されて

いるが，明確な掘立柱建物跡は認定できていない。

　本遺跡における出土遺物は遺構に伴う出土遺物は少な

く，表土および基本層序Ⅳ層などの包含層出土遺物が多

数を占めている。まず出土遺物全体数量の割合を一番多

く占めるのは土師器でおよそ1500点以上の破片が出土し

ているが，ほとんど小片のため中世の土師器と区別でき

ていないため正確な数量は把握できていない。以下はい

ずれも小片で個体数を示すものではないが，多いものか

ら順に須恵器（139点），黒色土器（91点），墨書土器

（14点），焼塩土器（10点）となる。出土遺物の器種構

成は食膳具では土師器の皿・坏・椀，黒色土器の皿・

坏・椀，須恵器の皿・坏，貯蔵・煮炊具では土師器の

壺・甕，須恵器の壺，甕が出土している。この他に注目

する遺物として，内面見込みに線刻が認められる刻書土

器（428），運搬・保存具を兼ねた焼塩土器，墨書土器

などが出土している。また，土師器坏・椀に同一形状の

植物繊維状の圧痕（406・408・418・419・420・426）が

残存しており，これは焼成以前の痕跡で体部内外面のい

ずれか１箇所または内外面両方の２箇所に認められる。

　遺構では土坑からは主に８～10世紀代の土師器の坏，

甕などが出土している（松田2004）。このうち土坑40号
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では甕の口縁部片と共に内外面が黒色化した両黒の黒色

土器（いわゆる黒色土器Ｂで森編年では９世紀中頃～11

世紀前半とされる）が出土しており，本遺跡では両黒の

黒色土器は他の破片1点と合わせて２点しか確認できて

いない。また土坑50号では円盤状の底部を有する充実高

台の坏や墨書土器などが出土しており，鹿児島における

充実高台の年代観（中村和美2006）から10世紀初頭頃の

遺構と考えられる。

　包含層出土遺物は一番古いもので須恵器の模倣坏

（402）号で中村編年のⅡ－３または４型式に類似して

おり６世紀後半～７世紀前半の所産と思われる。遺物が

最も多く出土する時期は出土遺物が類似する曽於市高篠

遺跡の松田氏（松田2004）や鹿児島県の平安時代の土器

京膳具の様相について検討された岩元氏の編年（岩元

2012）を参照比較すると土師器の坏・椀，黒色土器の高

台付皿・坏・椀，須恵器坏などの形態から９世紀代のも

のが主体を占めている。では次にこれらの出土遺物の分

布状況について種別ごとに概観する。

　土師器（第265図）・黒色土器（第273図）は，共に調

査区北西部（Ｂ～Ｅ27～30区）と東側中央周辺部（Ｆ～

Ｊ34～38区）に集中が認められる。また，南西部（Ｊ～

Ｍ23～26区）にも甕を中心に土器の集中が認められるが，

谷の斜面や底から出土していることから，廃棄や流れ込

みの可能性が考えられる。

　墨書土器（第274図）は16点出土しており，そのほと

んどが調査区北西側（B～E-27～30区）に分布している。

「 」または「田」を含む墨書されたものはすべてこの

分布域で出土している。これらは同一文字が墨書された

可能性があり，まとまって出土している点が注目される。

　焼塩土器（第266図）の出土数は10点で，ほとんどが

体部の小破片で実測に耐えうるものは口縁部から体部片

が残存する１点（435）のみであった。出土地点は調査

区の北西（Ｂ・Ｃ30区，Ｄ27区）と北東（Ｆ・Ｇ37区）

に集中して出土している。出土遺物の大半は小破片ばか

りで接合できる資料は認められず，同一個体の可能性が

全くないとは言い切れないが１個体として数えている。

また，Ｄ35区の出土品は小穴から出土しているが，出土

数量が少ないため，分布図に加えている。焼塩土器は調

査区の北西側（Ｂ～Ｅ27～30区）に集中が認められる。

　須恵器は調査区の北東側（Ａ～Ｄ32～37区）を除いて

ほぼ全域で出土しているが，出土遺物の大半が甕の破片

で同一個体が多数存在し，遺物の分布状況が捉えにくい

ため，分布図は掲載していない。

　出土遺物の分布状況と遺構との関係は出土遺物の集中

域とほぼ重なっているが，土坑は遺物の集中域と若干離

れた位置に検出されており，時期は明確ではないが掘立

柱建物は遺物の分布域には重なる状況が認められる。特

に調査区北西側（Ｂ～Ｅ27～30区）は掘立柱建物や土坑

などの遺構が多数検出され，遺物では内面見込みに線刻

される土師器椀（428）を含む土師器の集中に加え，墨

書土器や焼塩土器もこの区域に集中している状況から官

衙に関連する集落の中心的な区域である事が想定される。

また，東側中央周辺部（Ｆ～Ｊ34～38区）も調査区北西

側と同様に焼塩土器や若干ではあるが墨書土器などを含

む遺物の集中が認められ，土坑や掘立柱建物などの遺構

も検出されている。この２箇所の遺構・遺物の集中域は，

遺物内容は共通しており併存関係は不明で前後関係があ

るかもしれないが，先述のとおり９世紀代を主体とする

ほぼ同時期の遺構・遺物と考えられる。

２　中世

　中世の遺構としては，土坑墓３基，竪穴建物跡１基，

掘立柱建物跡34棟ほか，古道や溝が検出された。土坑墓

１号と竪穴建物跡１号は同じＪ37区から検出された遺構

であり，切り合い関係こそ無いが，非常に隣接して存在

する遺構である。遺構内からはともに，11世紀後半から

12世紀前半と考えられる東播系須恵器片が出土しており，

ほぼ同時期に作られたと考えられる。時期がほぼ同じで

あり，これだけ隣接した遺構であるからには，相互に意

識して作られた可能性が高いと言え，土坑墓１号に関連

する祭祀行為をおこなった建物跡である可能性が考えら

れる。また，近くには小型ながら土坑墓１号と同じ形状

である土坑93号も作られている。これら遺構の立地する

場所は，すぐ東側に串良川へと下る急斜面があり，遺跡

の南東端部である。遺構の内容と立地から考えても，小

規模な墓域を形成していたと考えられる。

　掘立柱建物跡は34基検出され，地形・古道・溝により，

区画されながら分布している。遺跡の南西部に関しては，

近現代の建物や墓域があり，アカホヤ火山灰およびその

直上まで削平を受けていたため，古代・中世の遺構はほ

とんど確認できなかったが，中世の遺物はこの南西部に

も多く分布しており，建物跡等があったと考えられる。

　掘立柱建物跡は建物の向きにより，Ａ群：グリッドラ

インよりも10°程東に傾き，南北軸に平行する一群

（５・６・20・21・22・24・26・28・29・30・31号），

Ｂ群：グリッドラインよりも20°程東に傾く一群（９・

10・12・13・14・32・33号），Ｃ群；グリッドラインに

ほぼ平行するもの（１・２・３・４・11・15・16・18・

19・23・25・27・34），その他（７・８・17号）の４つ

に分類した。

　遺構の埋土に関しては，調査時に一部範囲でのみ残存

していたⅡ層（黒色土），Ⅲ層（黒褐色土もしくは暗褐

色土）の色調から，黒色土＝中世遺構埋土，黒褐色・暗

褐色土＝古墳・古代の遺構埋土という認識を持っていた

が，柱穴の埋土に関しては，建物の向きに関係なく,東

側では黒色土の建物が多く，中央から西側にかけては黒
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褐色土の建物が多いことから，柱穴の埋土の違いは時期

差ではなく，立地の差である可能性が高いと考えられ，

埋土での分類が難しかった。柱穴内出土遺物については，

24号で古代土師器，25号で古代土師器・古代須恵器，28

号で土坑墓２号と同時期となる中世の青磁底部片，33号

で古代の墨書土器片が出土している。

　Ａ群の掘立柱建物群は遺跡の西側にやや集中する傾向

があるが，中央や東側からも検出されている。28号建物

の柱穴内から12世紀中～後半の青磁片が出土しているこ

とから，12世紀中頃以降の建物群と考えられる。これら

は竪穴建物や土坑墓とほぼ同時期の遺構群と考えられる

ため，26号建物は土坑墓２号との位置関係よりＡ群から

外れる可能性も考えられる。溝４・７も埋土より中世の

溝と考えられるため，Ａ群と同時期であると考えられる。

　Ｂ群の掘立柱建物群は，遺跡の東側と西側に分かれて

検出されている。12・13号建物は建物の方位が若干ずれ

ていたため別の遺構としたが四面庇の１つの建物の可能

性も考えられる。また，溝９・10・14はその方向からＢ

群と同時期の遺構と考えられる。

　Ｃ群の掘立柱建物群は東側・中央・西側にほぼ同数の

建物が検出されている。特に中央の建物群は地形を利用

して配置されている。この中央部の地形の変化に関して

は当初，造成の可能性も考慮して調査を実施したが，造

成の根拠となる成果は得られなかった。11号建物は竪穴

建物１号と土坑墓１号と同じ場所に建てられている。ま

た，４号建物は溝４を切って造られていることから，Ａ

群とＣ群の建物には明らかな時間差が見られる。

　以上，掘立柱建物跡の分類は，柱穴埋土からの分類が

難しく，主に建物の向きからおこなった。柱穴から出土

した遺物や，包含層遺物の出土状況も踏まえて考えると，

Ｃ群→ＡまたはＢ群の順で変遷していくと考えられ，Ｃ

群は古代にまで遡る可能性も考えられる。

　本遺跡における中世の出土遺物は国内外の搬入遺物が

多く認められ，中世の各時期を通して認められるが，中

世前期の11世紀後半～13世紀初頭と中世後期の15・16世

紀代にそれぞれ一定数の遺物が出土している。遺物の出

土状況は，遺構では中世前期の土坑墓の副葬品として中

国産白磁の完形品や土師器皿が出土している以外は小片

が出土している程度で，その多くは表土や基本層序Ⅳ層

などの包含層から出土している。包含層の主な出土遺物

は国内産では土師器の皿・鍋，中世須恵器の東播系捏・

擂鉢と甕，畿内系の楠葉型の瓦器椀（558），陶器では

備前焼の擂鉢・壺，瀬戸・美濃系の皿・天目茶碗，滑石

製の石鍋やその二次加工品，国外産では中国産陶器の

鉢・福建省系の盤・壺と朝鮮産の碗，磁器では同安系と

龍泉窯系青磁皿・碗，白磁皿・碗，青白磁の小壺，景徳

鎮窯と福建省系青花皿・碗などが出土している。この他

に破片も併せて土錘が８点ほど出土しているが時期は不

明で中世よりも古い可能性がある。種別ごとの数量につ

いては，個体数量ではなく破片数量となり，一定の数量

が見込まれる土師器片は古代の土師器と区別できていな

いため数量は不明であるが，白磁（221点），東播系須

恵器（155点），青磁（147点），青花（46点），滑石製

品（30点），瀬戸・美濃系陶器（17点），備前焼陶器

（15点），中国産陶器（13点），瓦器・朝鮮産陶器・青

白磁（各１点ずつ）となっており，時期毎の細分を行わ

ず中世を通してではあるが貿易陶磁器が土師器を除く全

体数量の７割近くを占めている。遺構に伴う遺物として

は竪穴建物跡１号から森田編年Ⅰ期（11世紀後半～12世

紀前半）に比定される東播系捏鉢（竪穴建物跡１号－

１），堀立柱建物28号から大宰府分類Ⅴ－４（12世紀中

頃～12世紀後半）に比定される白磁が出土している。ま

た，確実に遺構に伴うものとして土坑墓では副葬品が出

土しており，土坑墓１号からは大宰府分類Ⅳ－１ａに比

定される玉縁白磁碗の完形品，土坑墓２号からは大宰府

分類Ⅴ－４（12世紀中頃～12世紀後半）に比定される口

縁が嘴状を呈する白磁の完形品，土坑墓３号では土師器

皿４枚が出土している。これらの遺構は出土遺物より中

世前期の所産と考えられる。この他の遺構では土坑から

土師器皿や白磁片が出土しているが時期は不明で中世後

期の遺構を明確にはできていない。

　次に包含層出土遺物の分布状況図を種別ごとに概観し，

中世前・後期の遺物の集中が認められるかを確認する。

　中世土師器（第392図）は皿・鍋が出土しており，調

査区南東部（Ｉ～Ｊ31～36区）に集中が認められる。

　楠葉型瓦器椀（558）はE27区の包含層から出土してお

り，高台部分が欠損するが残りはほぼ完形で橋本編年Ⅲ

－１期（12世紀末～13世紀）に比定される。楠葉型瓦器

椀は畿内系の瓦器椀で，生産と流通に関して摂関家との

関連が想定されており，京都や摂関家と関連する遺跡に

分布することが特徴的とされている（森島1995）。鹿児

島県内での出土事例は数例が報告されており，このうち

霧島市の桑畑氏館跡や出水市の中郡遺跡群はいずれも摂

関家との関連が想定されている。白磁や青磁等の貿易陶

磁器も多数出土しており，併せて楠葉型の瓦器碗の出土

は本遺跡に畿内と繋がりのある有力者が存在していたこ

とを想起させることができる点で重要といえよう。

　中世須恵器（第391図）である東播系捏・擂鉢は調査

区南東部（Ｈ～Ｋ31～38区）に散逸的に出土している。

　国内産陶器（第395図）の備前焼擂鉢は調査区中央南

側（Ｊ32，Ｋ・Ｌ29・30，Ｋ27）に間壁編年Ⅳ期，調査

区中央（Ｅ・Ｆ31）に間壁編年Ⅴ期に集中が認められる。

　青磁（第399図）は中世前期に同安窯系青磁の皿・碗，

龍泉窯系青磁の皿・大宰府編年碗Ⅰ類（劃花文）等が出

土し，調査区南東側の（Ｉ～Ｌ31～35区）に集中が認め

られる。中世後期には龍泉窯系青磁で皿・大宰府編年碗
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Ⅱ類（連弁文）・上田編年碗Ｂ－Ⅳ（ヘラ先細連弁

文）・碗Ｃ（雷文帯）・碗Ｄ（端反り）類等が出土し，

調査区南東側の（Ｉ～Ｌ32～35区）と調査区中央（Ｆ・

Ｇ31区）に集中が認められる。

　白磁（第403図）は中世前期に大宰府編年Ⅳ類の玉縁

口縁碗，大宰府編年Ⅴ・Ⅷ類の嘴状口縁碗などが多く出

土しており，Ⅳ類は調査区南東部（Ｉ～Ｌ31～36区），

Ⅴ・Ⅷ類は調査区南東部（Ｊ31～36区，Ｌ・Ｍ33区）と

調査区中央（Ｆ30区）等に点在している。またこの他に

青白磁の小壺（702）がＩ35～38区や白磁水柱（701）の

口縁部がＥ25区の近世土坑内に混入して出土している。

中世後期は大宰府編年皿・碗Ⅸ類の口禿白磁が出土して

おり，調査区南東部と調査区中央（Ｆ30・31区）等に点

在している。また15・16世紀代の白磁で森田編年皿Ｄ類

（661），Ｊ31区で森田編年皿Ｅ類（663），Ｍ35区で内

底面を環状に釉薬を掻き取り露胎とする白磁皿（662），

Ｈ33区で内外底面を露胎とする白磁皿（664）がそれぞ

れ出土している。

　青花（第406図）は景徳鎮窯の小野編年Ｂ1・Ｃ群の皿，

Ｅ群の碗，瓶などが出土しており，調査区中央部の南側

（Ｆ～Ｌ28～32区）に集中が認められる。また，16世紀

後半遺構の福建省産の粗製青花は皿，碗が出土しており，

調査区南東側（Ｆ～Ｊ31～36区）に集中が認められる。

　国外産陶器（第409図）は，中国産の天目茶碗・大宰

府編年鉢Ⅰ－１ｂ類（728・729）・福建省産系の盤

（731）・壺が出土している。天目茶碗・壺は時期が不

明だが残りのものは中世前期の所産である。分布図では

調査区北西・南東側と南西の谷部分に遺物の分布が認め

られる。また朝鮮産の高台に抉り入りが施された碗は

15・16世紀の所産と思われ，Ｋ26区の谷部分から出土し

ている。

　石製品（第413図）は木戸編年Ⅲ－ａ（741・742）・ｂ

（743）類，石鍋の二次加工品，石鍋補修材のバレン状

石製品（745）などが出土しており，石鍋はⅢ－ａが12

世紀代，Ⅲ－ｂが13世紀代の所産である。石製品は調査

区南東部（Ｈ～Ｊ31～38区）に集中が認められる。

　以上中世遺物の種別ごとの分布状況を確認したが，中

世を通して調査区南東側に遺物の集中が認められ，数量

は少ないが調査区中央よりの北東域にも種別を問わず遺

物が出土していることが確認された。中世土坑と掘立柱

建物群などの遺構と重ねてみた場合，調査区北東部の遺

物集中域は掘立柱建物群の東側の縁辺部に認められ，遺

物の集中が顕著な調査区南東部は土坑や掘立柱建物群な

どの遺構がない空白部分に集中が認められる。また，調

査区南西部の谷の部分にも各種別の遺物が認められるが，

これは遺構が検出されていないことから，流れ込みや廃

棄されたものと考えられる。
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